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K陥S e 月刊切抜き速報@シリーズ
新聞というメディアをお仕事や生活に、より活用していただきやすい形で提供し、幅広さと
深さを兼ね備えた情報誌として1970年の創業以来多くの方にご愛読いただいております。

日本の新問責食事k新しい魅力 、 提案します。

~ ~ Kirinuki Sokuhou 

本
誌
は
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発
行
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送
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す
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た
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読
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ま
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社会版
政治・経済・法律、国際関係、歴史など、時事問題の

総覧と比較からニュースを深く理解し、より良い社会

を考える。 回
国最回

eA4判 /96頁 ・毎月10日配本 噂事訴~J;

.年間購読料本体16，667円+税 国語障

月刊切抜き速報@

教育版
学校経営 ・運営、教職員、学校安全、生徒指導、学習

指導など、学校・教員・子どもを取り巻く問題の、傾向

と対策。
田部回

目謡言動

月刊切銭き速報@

食と生活版
食の安全、食品流通や食の歴史・文化、食育、給食な

ど。栄養管理・指導や家庭科教育に携わる方、食品業

界の方にも。 回世 田

回~

eA4判/1 68頁 .毎月28日配本

・年間購読料本体25 ，667円+税

月刊切扱き速報@

健康りてらしい
ととろとからだの健康情報、医学基礎知識、生活習慣

改善、健康教育 ・保健指導など、セルフケアの実践に

向けて。 回匝思回

~，""，i智正日

田油踊

eA4判 /96頁 .毎月9日配本

.年間購読料本体16，667円+税

月刊切銭き速報@

保育と幼児教育版
保育行政、幼児教育の動き ・実践から子育ての知恵

まで、保育士、幼稚園教諭はもちろん、子育て中の保

護者の方にも。 白血岬白
田幣軍回

目酎掛

eA4判 /96頁 .毎月5日配本

.年間購読料本体16，667円+税

り
を

国
民
感
昏

解
欲

R
h陪
掴

の
識

恕
摂
却
世

理
知

困
亡
前
回

原
る

1
6
E

や
す
語
関
用
に
学
術
科
技

者
学
究
科

研
鈴

果
自

成
刊
ふ
誌

究
な
報

研
説
情

や
解
る

見
い
す

発
す
激

新
や
刺
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科学と環境版

月刊切妓き速報@

福祉ニュース障害福祉編
保育、教育、就労、福祉施設の取り組み、行政の動き

など、さまざまな実践、報道から、よりよい障害福祉

を考える。 勘問団

田両揮官

eA柑IJ /96頁 .毎月30日配本

・年間購読料本体16，667円+税

eA4!flJ /96頁 .毎月14日配本

.年間購読料本体16，667円+税
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eA4判 /96頁 .毎月 15日配本

・年間購読料本体1 6，667円+税

eA4判 /96頁 .毎月20日配本

.年間購読料本体16，667円+税

月刊切抜き速報@

医療と安全管理総集版

eKS ・月刊切抜き速報 @ シリーズご購読者様限定サービスのご案内

継続購読でもらえる!保管に便利な専用ファイル
月初切抜き速報@シリーズを継続務誘いただいた方に 1 冊プレゼン卜!

索引検索/自次・索引ダウンロード
膨大な記事の中からキーワードで記事を簡単検索!

①専用ファイル槻要

。本体907円+税/冊 0特別製作による題字銀文字表示

¥ ご希望の方は / 
¥ 必ず弊社まで / 
、J宅、司直盆2 ど宇ご :t" ι、、，
日一、，、、、rl

、 ----一一~\ , 

②1冊あたりの収納容量

『教育版』 一一一一一一一一 6冊(半年分)

『医療と安全管理総集版~ --- 6冊 (半年分)

その他 7銘柄 ( rコラム続時的を障く) 12冊 ( 1 年分)

①索引検索

本誌掲載の記事を主なキーワードから
検索いただけます。

里 ②目次・索引ダウンロード
防署詩型 目次ダウンロードは、発刊日より 1 年以内
田記母背骨 のみのご利用です。 ご了承くださいませ。

http://www.nihon-mic.co.jp/contents/download/index.htm I 

審議

③送料

O大阪府ー ー ーーー一一 800円

。北陸/東海/近畿/中国/四国 900円

。関東/甲信越/九州一一一一 1 ，000円

。東北一一一一一一一一一一一一一一 1 ， 100円

。北海道/沖縄 一一一一一一 1 ，400円
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在宅看取りの現場
患者が選べる体制づくり

@ 
国民の半数以上が自宅で最期を迎えたいと考えているとされる一方、4 人に3 人は病院等

で亡くなっており、患者の思いに沿った終末期医療を選択できないのが現状です。在宅看

取りに対応できる医師をはじめ、看護飾や介護職、家族など、様々な人たちの協力が体制

づくりには欠かせません。実際に在宅看取りを行う医師や地域の取り組みの記事から読み

取れる乙ととは。

医療者の働き方 @ 
医師の残業上限を年2000時間とする案を厚労省がまと

め、波紋が広がっています。 過酷な労働環境が当然のように

なっている医療界。 患者の命を守るためには、医療者の健

康を守る働き方も考えなければいけません。

産後うつケア @ 
妊産婦の心は不安定で、ある調査では彼女たちの死因で最

も多いのは自殺という結果が出ています。安全な周産期を

目指して、産科医や助産師を中心に様々な精神的ケアの輸

が広がっています。

病児、孤立させない @ 
病児は長期の入院や在宅療養によって、学校に通えず寂し

さを感じたり、就学・就職が難しくなったりすることがありま

す。 大人とは違った悩みや不安があり、病児とその家族を孤

立させないための支援の記事を集めました。

医療情報どう伝える @ 
インフォ ムドコンセントが求められる中、患者とのコミュニ

ケーションは重要です。 わかりやすく伝える方法を考えると

ともに、インターネットなどにあふれる玉石混清の情報への

対処について考えます。

KEZOKU TOPCSe 
[継続トピックス/毎月知りたいキーワード]

医療従事者・……………………………………50

養成・研修…………………………………………52

技術・療法…・・……・…・ー…………………………56

病院運営………………………………………60

地域医療を支える………………………………..66

連携・ネットワーク ・ ・・・............ . .......... . ...... ・ ・・・・ 68

患者・家族支援 …・………………………一………72

移植医療…・…・…・………ー………………… .76

ターミナルケア・緩和ケア……………………一 .78

医療倫理………・………………………………81

救急医療…………………………………………84

予防医療…・………………………………………86

医薬品…………………………………………90

医療行政…………………………………………94

意見・社説…………....・ H・-……・………………96

医療ニュース……………………………………..96

医療事故・訴訟………………………………… 102

医療安全……………一……………………… 104

医薬品の安全…………一……………………… 112

災害に備える…………………………………… 112

キーワードは随時入れ替わります

当社 HP (索引検索/目次・索引ダウンロード) のログイン ID・パスワードは表紙の裏(表 2) をご覧ください。
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方
」
に
:
:
:
:
:
・

j
i
-
-
-J
J

・
-
-
9

山
梨
日
日
新
聞
(
共
同
)
お

叩
歳
現
役
助
産
師輝
く
さ
っ
ち
ゃ
ん
:
:
:
:

・
:
:
:
:
:
:

1

・
9

山
口
新
聞

・

産
後
つ
つ

広
が
る
支
援

18 

R7C 

7c 

新
聞

福
岡

小
児
が
ん
闘
病
一
人
じ
ゃ
な
い

:
:
-J

J

・-j
J
J

・
-

m
M・
叩
東
京
新
聞

・

小
児
患
者
と
家
族
支
援
へ

全
国
組
織
が
初
会
合
:
・
:
:

叩
・
引
神
奈
川
新
聞・

長
期
入
院
友
だ
ち
ア
プ
リ

:
:
-
J

J

・
-
:
:
:
:

:
・
:
・

1

・
5

北
海
道
新
聞
:
・

友
情
育
む
分
身
ロ
ボ

身
ぶ
り
手
ぶ
り
、
思
い
代
弁

:
:
:

什
・
叩
神
奈
川
新
聞:

高
齢
犬
惜
し
ま
れ
引
退

:
・
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:

叩
・
叩
毎
日
新
聞
(
東
京
)

セ
ラ
ピ
ー
に
公
的
保
険

南
砺
発
の
口
ボ
:
:
:
:
:
:
:
:
:

叩
・

市
北
日
本
新
聞
:

叩
代
半
ば
か
ら
の
若
年
小
児
科
医
が
診
療::
:
j
i
-
-
-1

・
1

信
濃
毎
日
新
聞

・

病
児
ケ
ア
2

施
設
開
所
へ

地
域
で
家
族
支
援

:
:
j
i

-
-
-

辺
沖
縄
タ
イ
ム
ス・

[
花
時
計
]・j
i
-
-
-
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:

j

i
-
-
:
:

・
:
:

:
・

1

・
9

西
日
本
新
聞

・•• 

28 28 30 31 32 33 34 35 36 36 37 38 38 39 40 41 41 

導
入
4

年
利
用
親
子
に
好
評

・
・
:

:
j
i
-
-
:
:
-j
i
-
-

1

・

m
m琉
球
新
報

・:
:

慢
性
疾
患
の
子
自
立
支
援

「
病
気
と
と
も
に
歩
む
時
代
」1
・

市
静
岡
新
聞
:

が
ん
の
子
ど
も
と

家
族
支
え
印
周
年
:
j

i
-
-
-
:
・
:
1

・
7

徳
島
新
聞
(
共
同
)

医
療
に
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
:
:
:
:
:
・

;
:
:
-
-
j

i
-
-

旧
東
京
新
聞:

[
風
向
計
]
「
や
さ
し
い
日
本
語
」:
j
i

-
-:
:
:
;
:
:

・
1

・

m
西
日
本
新
聞
:
:
:

認
知
症
笑
顔
が
一
番
の
薬

:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:

・
1

・
泊
朝
日
新
聞
(
福
岡
)

受
け
た
い
医
療
患
者
も
考
え
て

-

2

・

1

熊
本
日
日
新
聞
:

正
確
な
医
療
情
報

医
師
監
修
で
発
信
:
:
:
:
:
:
:

・

:

1

・
7

日
本
経
済
新
聞
・

•• 

医
療
報
道
「
診
断
」
し
評
価
広
が
る
「
メ
デ
ィ
ア
ド
ク
タ
ー
」
1

・
8

中
日
新
聞
:

患
者
・
家
族
が
積
極
発
信

:
・:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:

1

・

2
東
京
新
聞

:

産
療
従
事
者

患
者
の
思
い
心
で
聴
け
る

読
唇
・
筆
談
・
ア
プ
リ
駆
使
1

・
氾
毎
日
新
聞
(
名
古
屋
)

[
ひ
と
]
尊
厳
守
る
た
め
証
言
も
正
し
い
死
因
診
断
が
必
要
1

・
市
毎
日
新
聞
(
大
阪
)

赤
ひ
げ
大
賞
に
5

氏
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
・
:
・
:
:
:
・

:
:
:
:

1

・

叩
産
経
新
聞
(
東
京
)・

養
成
・
研
修

医
療

、

介
護
の
本
質
訴
え

超
高
齢
社
会
に
提
言
:
・j
i

-
-

辺
中
日
新
聞
:

患
者
の
人
生
尊
重
を

:
:
:
・
:
:
:
:
j
i

--:
:
:
:
:
:
:

・
1

・

m
m岩
手
日
日

・

チ
ー
ム
医
療
治
療
後
の
支
え

-
-
m沖
縄
タ
イ
ム
ス

専
門
職
の
連
携
学
ぶ

42 42 43 44 45 45 46 46 48 49 50 51 51 52 53 53 

3 
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患
者
診
る
呂
美
術
で
養
う

ー
・
幻
北
海
道
新
聞
(
共
同
)

人
間
的
な
医
療
実
現
図
る

患
者
の
暴
力
病
院
苦
悩

j

i
-
-
:
:
:
:
:
:

・
:
:
:
:
・

1

・
6

中
日
新
聞
:
:

惨
状
に
思
い
は
せ
る

被
爆
体
験
を
聴
講
:
:
:
:
:
:
:
:

1

・
引
長
崎
新
聞
:
:
・

技
術
・
療
法

i
p
S

細
胞
で
が
ん
治
療

「
頭
頭
部
」
患
者
治
験
へ
:

1

・
叩
読
売
新
聞
(
東
京
)・:

安
全
性
確
認
長
い
目
で

l
p
S

治
療

:
:
:
:
:
・

:
:

1

・

m
読
売
新
聞
(
東
京
)

・
:

食
道
が
ん
腫
蕩
消
失

ウ
イ
ル
ス
製
剤
と
放
射
線
治
療
併
用
1

・
日
山
陽
新
聞
・

切
除
前
投
薬
治
療
効
果

生
存
率
厳
し
い
騨
臓
が
ん

・:

1

・
包
京
都
新
聞
(
共
同
)

十
二
指
腸
が
ん
に
「
細
胞
シ
ー
ト
」
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-

-
-
3

長
崎
新
聞
・
:

心
電
図
判
定

A
l

開
発
:
・

j
i

-
-
:
・
:
・
:
:
:

・
:
:

1

・
刊
読
売
新
聞
(
東
京
)

診
療
指
針
「
質
」
に
疑
問
符
:
・
:
:
:
j
i

-
-
-
:
:
:
:
j
i
-

-
-
9

毎
日
新
聞
(
東
京
)

病
院
運
営

看
護
師
不
足
に
ロ
ポ

・
A
l

-
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
:

1

・
市
朝
日
新
聞
(
東
京
):

外
国
人
患
者
6

割
受
け
入
れ
経
験

・
:
-
j
i
-
-
:
:
:
j
i

-
-
8

朝
日
新
聞
(
札
幌
)

通
訳
コ
ス
ト
患
者
に

訪
日
客
増
に
対
応

:
:

:
:
:
:
:
:

1

・
5

毎
日
新
聞
(
東
京
)

病
院
広
報
誌
発
刊

1
0
0

号
:
:
・
:
:
j
i
-

-

:
:

・
1

・

U
北
陸
中
日
新
聞
:
:

全
国
初
の
山
岳
医
事
務
所
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
・

:
:
:
:

1

・
引
毎
日
新
聞
(
東
京
)・

登
山
家
の
眼
界
見
極
め
る

-
1

・

m
u日
本
経
済
新
聞
・
:

全
国
初
の
女
性
外
来
好
評
・
:
:
・
:
・

:
:
:
:
J
J

・-
:
:

1

・
9

北
園
新
聞
:
・

54 55 55 56 56 57 57 58 59 59 60 60 61 61 62 62 62 

け
が
の
知
識
漫
画
か
ら

待
合
時
間
活
用
し
て
:
-
j
i

-
-
8

山
形
新
聞
・

医
療
機
関
向
け
紙
パ
ッ
ク
茶
:
:
:
:
j
i

-
-
:
:
:

-
j
i

-
-
-
7

山
陽
新
聞

・

[
解
説
]
「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
」
計
画
策
定2
年

:
:
:

1

・

m
山
形
新
聞

・

地
域
医
療
を
支
え
る

ヘ
リ
自
在
島
救
う
医
師

移
動
も
っ
と
速
く
「
飛
ぼ
う
」

1

・
8

読
売
新
聞
(
広
島
)

医
師
ヘ
リ
通
勤
試
行
夏
に
も

所
要
時
間
大
幅
短
縮

・:
1

・
市
東
奥
田
報:
・
:
:
:
:
:
:

若
手
看
護
師
ら
と
対
話

諏
訪
地
域
で
「
移
動
知
事
室
」

1

・
市
長
野
日
報

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

L
I
N
E

で
小
児
科
相
談
j

i
-
-
J
J

・-
:
:
:
j
i
-

-

・

2
矯
玉
新
聞
:

・

初
診
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

指
針
違
反
国
が
是
正
通
知

・:

1

・

m
毎
日
新
聞
(
東
京
)

ー

C
U

診
療
を
遠
隔
支
援

専
門
医
、
テ
レ
ビ
電
話
で
助
言
1

・
8

朝
日
新
聞
(
東
京
)

実
証
デ
ー
タ
相
互
活
用
:
:

:
:
:
:
:
J
J

・
-
-
-
J
J

・
-
:
:
・
1

・
引
岐
車
新
聞
・

認
知
症
介
護
A

ー
が
助
言

在
宅
患
者
の
デ
ー
タ
集
め
分
析
1

・
引
神
戸
新
聞
:

認
知
症
有
効
な
対
応
は
つ

。

成
功
率
。
ネ
ッ
ト
で
公
開

1

・
初
高
知
新
聞
:

・

患
者
・
家
族
支
援

患
者
や
高
齢
者
お
し
ゃ
れ
に

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:

1

・

3

静
岡
新
聞
:

[
花
時
計]:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
・:
:
:

1

・
辺
西
日
本
新
聞
:

漫
才
口
ボ
な
ん
で
や
ね
ん

患
者
に
笑
い

1

・

n
毎
日
新
聞
(
大
阪
)

笑
う
門
に
は
免
疫
力

U
P

-
-
:
:
:
:
:
j
j
i
-
-
:
:
:・:
:
:

1

・
氾
毎
日
新
聞
(
大
阪
)

患
者
体
験
基
に
制
作
へ

透
析
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

:
1

・
7

山
陰
中
央
新
報
(
共
同
)
刊 4 

64 64 65 66 67 67 68 68 68 70 70 71 72 72 72 73 



テーマをより深くお読みいただくために、
連載記事など 部掲載期間外の新聞記事も掲載いたします。NTENTS 

認
知
症
患
者
へ
歌
の
セ
ラ
ピl

[
社
説
]
が
ん
患
者
の
子
支
援

移
植
医
療

臓
器
提
供
も
っ
と
知
っ
て

病
児
の
家
族
が
く
つ
ろ
ぐ
場

感
染
者
提
供
で
4

割
発
症

幽
の
メ
ド
レ
ー
で
反
応
引
き
出
す1
・

2
京
都
新
聞
:

活
動
へ
の
理
解
深
め
た
い

1

・
お
秋
田
魁
新
報

語
り
合
い
考
え
る
社
会
に

1

・

9

熊
本
日
日
新
聞

・•• 

腎
移
植
で
長
期
滞
在
:
:
・

1

・
什
日
本
海
新
聞
:
:
:
:

腎
移
植
に
H
A
M

の
リ
ス
ク

1

・
叩
西
日
本
新
聞:
・
:

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

が
ん
の
痛
み
抑
制

終
末
期
の
課
題

j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:1

・

ω
読
売
新
聞
(
東
京
)

ピ
ハ
|
ラ
僧

不
安
和
ら
げ
:
・
:
-
j
i
-
-
:
-
j
i
-
-
-
:
:

1

・
引
山
陰
中
央
新
報:
:

人
生
最
後
の
望
み
実
現

医
療
倫
理

ゲ
ノ
ム
ベ
ビ
ー
誕
生
確
認

車
で
終
末
期
患
者
の
外
出
支
援

1

・

m
m埼
玉
新
聞
:
・

「
国
規
定
に
違
反
」
:
:
・:
:

1

・

2
読
売
新
聞
(
東
京
)

流
産
率
が
改
善

「
着
床
前
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
臨
床
試
験1

・
7

大
分
合
同
新
聞
:

羊
水
検
査
団
年
以
降
減
少

新
出
生
前
診
断
拡
大
案

救
急
医
療

救
急
車
E
T
C

通
過
へ

救
急
車
E
T
C

通
過
で
協
定

ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
導
入
へ

新
型
出
生
前
検
査
広
が
り
:

・
1

・
5

読
売
新
聞
(
大
阪
)

生
命
の
選
択
懸
念
も

:
j
i

-
-
-

叩
朝
日
新
聞
(
東
京
)

全
国
初

佐
賀
新
聞

3

月
中
旬
運
用
開
始
へ
・
・
1

・

2
佐
賀
新
聞
・
.

救
急
隊
員
の
負
担
軽
減
:
:
:

1
・

m
神
奈
川
新
聞
・
:

74 75 76 77 77 78 79 80 81 82 83 83 84 85 85 

予
防
震
療

が
ん
患
者
新
た
に
年
鈎
万
人届け
出
義
務
化

:
:
・:
:
1

・
げ
読
売
新
聞
(
東
京
)

が
ん
躍
患
率
に
地
域
差

市
年
分
集
計:
・
:
:
:
:
:
・

1

・
げ
読
売
新
聞
(
東
京
)

脳
機
能
デ
ー
タ
を
公
開

日
本
人
患
者
は
世
界
初

:
:
・

1

・
氾
十
勝
毎
日
新
聞
:

推
奨
外
が
ん
検
診
、
注
意
喚
起

自
治
体

U
%実
施
:
・
1

・
6

茨
城
新
聞
(
共
同
)

学
会
、
A
l

で
支
援
着
手

胃
が
ん
正
答
率
8

割
:
・
:
:
・
1

・

M
M毎
日
新
聞
(
大
阪
)
・
:

X

線
隔
年
化
に
警
鐘

「
発
見
遅
れ
」
裏
付
け
:
:
:
:
:
:

1

・
お
毎
日
新
聞
(
東
京
)

医
薬
品

既
存
薬
、
他
病
気
へ
効
果
予
測
:
:
:
:
:
:
:

・

:
1

・

7

西
日
本
新
聞

少
な
い
小
児
薬
開
発
を
後
押
し

-
:
1

・
ぬ
朝
日
新
聞
(
東
京
)

飲
酒
欲
求
抑
制
薬
発
売
へ

圏
内
初
、
依
存
症
治
療
に
朗
報
1

・

9

徳
島
新
聞
:

重
複
服
薬
D
M

で
啓
発

月

5
4
0
0

円
減
:
;
・
・

:

1

・
げ
佐
賀
新
聞
:
・

埋
も
れ
た
薬
効
世
に

本
草
学
の
古
典
解
読

:
:
:
:
:
:

1

・
叩
富
山
新
聞:
:

医
療
行
政

未
承
認
薬
の
個
人
輸
入
法
規
制

:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:

・
1

・
7

産
経
新
聞
(
東
京
)

緊
急
避
妊
薬
ネ
ッ
ト
処
方
検
討

厚
労
省

:

:
:

・:
1

・
お
朝
日
新
聞
(
東
京
)

A
l

診
療
最
終
責
任
は
医
師
に

判
断
の
主
体
を
明
確
化
1

・
叩
朝
日
新
聞
(
東
京
)

意
見
・
社
説

[
潮
流
]
地
域
医
療
と
。
も
や
も
や。:
j
i
-
-
:
:
:
:・:
・
:
什・
旬
日
本
海
新
聞
・
・

86 87 87 88 89 89 90 91 92 92 93 94 95 95 96 
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医
療
ニ
ュ
ー
ス

圏
内
初
医
学
生
は
壬
生
藩
医
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
j
i

--
-1

・

お
下
野
新
聞:

現
役
の
佐
大
医
学
部
生
が
学
習
塾
:
:
:
:
j
i

--
J
J

・-
-1

・

市
佐
賀
新
聞
:
・

「
漏
え
い
」
「
裏
口
」
助
成
金
ゼ
ロ-
j
i
-
-
:
:
:
:-j
i

-
-
-
n読
売
新
聞
(
東
京
)

・
:

医
学
部
問
題
志
願
滅
相
次
ぐ

:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:

・:
:
:

1

・
包
日
本
経
済
新
聞
・
:

病
院
で
手
錠
腰
縄
「
人
権
侵
害
」
:
:
:
j
i
-
-
-
:
:
:
:
:

1

・
げ
東
京
新
聞
(
共
同
)

薬
物
依
存
治
療
、
普
及
道
半
ば
:
:
:
:
j
i

--
:
:

・
:
・

1

・
引
日
本
経
済
新
聞・

医
療
事
故
・
訴
訟

「
無
痛
分
娩
子
が
障
害
」
和
解
医
院

、

夫
婦
に
5
8
4
0

万
円
1

・

8

朝
日
新
聞
(
大
阪
)

手
術
後
措
置
で
後
遺
症

11 

千
葉
日
報

共
同

心
臓
カ
デ
ー
テ
ル
男
性
死
亡

:
:
:
-
J
J

・-
J
J

・--:

1

・
お
読
売
新
聞
(
東
京
)

3
0
0

万
円
支
払
い
和
解

身
体
機
能
低
下
:
・:
j
i

--
-1

・

m
山
陰
中
央
新
報
j
i
-
-

医
療
安
全

医
療
の
安
全
へ
「
道
半
ば
」
難
航
の
末

、

事
故
調
で
き
た
が
1

・
初
毎
日
新
聞
(
東
京
)

再
発
防
止
へ
手
順
書

保
護
者
と
一
緒
に
確
認
徹
底
:
:
:

1

・
げ
山
形
新
聞:

複
数
医
師
で
画
像
確
認

胃
が
ん
検
診
で
7

月
か
ら
:
:
:

1

・

2
中
日
新
聞
(
三
重
)

内
視
鏡
手
術

切
除
箇
所
を
判
別
・
:
:
・

ー
・
市
大
分
合
同
新
聞・
.

A

ー
が
補
助

針
刺
し
た
皮
膚
の
前
後
に
セ
ン
サ
ー

・:
j
i
-
-
:

・:
j
i
-

-

・

2
東
奥
田
報
:

医
療
機
器
不
具
合

8
5
3

件
の
報
告
漏
れ
:
-
j
i
-
-
:
:
1

・
幻
朝
日
新
聞
(
大
阪
)
・ 96 97 98 99 100 100 102 103 103 103 104 106 106 107 108 108 

車
い
す
足
置
き
要
注
意

血
液
漏
れ

包
帯
が
検
知

乗
り
降
り
時
に
触
れ
け
が

・:

1

・

日
山
陽
新
聞
(
共
同
):

・

人
工
透
析
の
針
外
れ
に
対
応

1

・

お
北
園
新
聞:
:

抗
菌
薬
の
適
正
使
用
啓
発

:
・
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
j
j
i

-
-
3

上
毛
新
聞
:

耐
性
菌
研
究
下
水
か
ら

医
薬
品
の
安
全

医
薬
副
作
用
の
情
報
一
元
化

災
害
に
備
え
る

被
災
時
に
薬
供
給

大
規
模
災
害
命
を
救
え

豪
雨
の
教
訓

処
方
薬
に
生
か
す
J
J

・
-
:

1

・
5

山
形
新
聞
J

J

・
-

A

ー
で
照
会
に
迅
速
回
答

1

・
市
日
本
経
済
新
聞・
.

腕
磨
く
調
整
役
:
:
:
j
i
-
-
-
:
:
:
:
1

・
市
静
岡
新
聞:
:
j
i
-
-
:

ノ
ウ
ハ
ウ
伝
承
へ
抜
擢

j
i

-
-
n産
経
新
聞
(
大
阪
)

病
院
強
く

・
:
:
:
j
i
-
-
-
:
:
:
:
:
:

1

・

7

日
本
経
済
新
聞
:

完
全
復
旧
住
民
の
支
え
に

:
:
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
:
:
j
i

-

-

m
山
陽
新
聞
・

災
害
情
報
共
有
訓
練
強
化
へ

断
水
対
策
を
強
化

腹
膜
透
析
災
害
時
に
強
み

-
1

・
お
中
国
新
聞:.

民
間
の
災
害
拠
点
病
院
:
:
-

J

J

・
-

1

・

引
日
本
経
済
新
聞
:
:
:
・

:

普
及
率
患
者
の

3
%
程
度

1

・
ゆ
神
戸
新
聞

6 

109 110 110 1
 

1
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雪
中
梅
兼
六
固
に
紅
一
点

:
:
:
・
:
:
:
:

・
:

:
:

1

・
引
北
陸
中
日
新
聞:
;

キ

ワ

ド
検
索

表
紙119 
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ω
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な

っ
た
並
川
六
郎
さ
ん
(
仮
名
)

と
は
、
わ
ず
か
に7
日
間
の

お
付
き
合
い
と
な
り
ま
し

た
実
際
に
私
が
ご
自
宅
に
伺

っ
た2
日
間
で3
回
の
み
。

あ
ま
り
に
も
急
激
な
状
態
の

変
化
に
つ
い
て
い
け
な
い
ど

こ
ろ
か
、
も
と
も
と
の
状
況

の
把
握
す
ら
満
足
に
で
き
な

い
ま
ま
、
お
看
取
り
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た。

も
と
も
と
は
、
あ
る
年
の

1

月
幻
臼
に
、
あ
る
診
療
所

の
外
来
を
受
診
さ
れ
た
の
が

発
端
で
し
た。

「
特
に
具
合

が
悪
く
な
っ
た
」
と
い
う
わ

病
院
に
は
行
き
た
く
な
い
」

と
い
う
こ
と
だ
し
、
「
相
談

に
乗
っ
て
や
っ
て
く
れ
な
い

か
・:
」
と
、
往
診
医
の
私
に

連
絡
が
入
り
、
私
は1
月
お

日
に
ご
自
宅
に
伺
い
ま
し

た
ご
自
宅
は
、
表
通
り
か
ら

少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ほ

ん
の
数
軒
の
お
宅
の
み
で
行

き
止
ま
り
と
な
る
閑
静
な
一

が
、
と
に
か
く
の
希
望
は
「
介

護
保
険
を
申
し
込
み
た
い
」

で
あ
り
、
特
に
奥
さ
ま
は
「
入

浴
か
一
人
で
は
で
き
な
く
な

っ
て
き
た
の
で
、
入
浴
の
介

助
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
頼
み

た
い
」
と
い
う
こ
と
が
明
確

で
し
た。

最
近
の
「
状
態
」
を
伺
う

と
、
確
か
に
「
両
足
の
む
く

み
が
強
く
な
っ
て
き
た
」
と

「
入
浴
介
助
の
み
」

け
で
も
なく
、
だ
ん
だ
ん
と

歩
く
の
も
危
な
っ
か
し
く
な

っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

「
介
護
保
険
の
申
し
込
み
を

し
た
い
」
と
い
う
こ
と
の
相

談
に
行
っ
た
の
で
し
た
が
、

そ
の
診
療
所
の
医
師
が
、
血

液
検
査
・
レ
ン
ト
ゲ
ン・心

電
図
等
々
を一通
り
ゃ
っ
た

と
こ
ろ
、
「そ
れ
な
り
の
」

異
常
所
見
も
あ
っ
て
投
薬
を

し
た
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
本
人
は
「
も
う

角
に
あ
り
ま
し
た。
遇
さ
れ

た
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
居
間
は

十
分
に
広
く
、
手
入
れ
さ
れ

た
庭
が
一
面
の
サ
ッ
シ
の
扉

か
ら
見
渡
せ
る
、
余
裕
の
あ

る
お
宅
で
し
た。

こ
自
宅
に
は
、
ご
本
人
の

六
郎
さ
ん
、
奥
さ
ま
、
娘
さ

ん
が
お
ら
れ
、
そ
の
他
、
娘

さ
ん
の
こ
家
苧U
同
居
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
ず
は
、
今
回
受
診
さ
れ
た

経
緯
を
改
め
て
伺
い
ま
し
た

常
値
」
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
し
た
が
、
ど
れ
も
「
決
定

的
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
ω
歳
と
い
う
年
齢

を
考
え
る
と
、
ま
あ
、
異
常

値
は
事
実
と
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
放
置
し
て
き
た
も
の
で

も
あ
り
、
大
急
ぎ
で
手
を
打

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い
う
種
類
の
も
の
で
は
な

い
。

ご
本
人
も
ご
家
族
も
、

に
困
惑

か
、
「
夜
に
お
か
し
な
こ
と

(
誰
か
が
俺
を
連
れ
に
来
る
、

な
ど
)
を
口
走
る
」
と
か
と

い
っ
た
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、

「
そ
の
こ
と
で
受
診
を
す
る

つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
」
と

言
う
の
で
す。

私
は
、
何
を
し
た
ら
よ
い

の
か
?
:
・
。

ひ
と
ま
ず
は
、

先
日
の
検
査
結
果
を
ご
説
明

し
ま
し
た。
「
貧
血
あ
り
」
「
不

整
脈
あ
り
」
「
血
糖
値
も
高

い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
異

在
宅
看
取
り
の
現
場

1

患
者
が
選
べ
る
体
制
づ
く
り

i

少
し
も
緊
迫
感
客
も
っ
て
お

ら
れ
な
い。

と
に
か
く
、
「
入
浴
の
時

に
手
を
貸
し
て
く
れ
る
人
が

欲
し
い
」
と
い
う
の
が
、
並

川
家
の
総
意
で
あ
り
、
「
医

者
は
別
に
い
ら
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
し
た。
そ
う
は
言

っ
て
も
、
ご
本
人
を
含
め
、

検
査
の
結
果
の
説
明
に
は
了

解
が
い
っ
た
よ
う
で
、
出
さ

れ
た
薬
も
飲
ん
で
い
る
。

ま

た
、
ご
本
人
も
、
「『入
院

は
絶
対
に
し
な
い』
が
、『入

院
し
ろ
』
と
い
う
の
で
な
け

れ
ば
、
『薬
を
飲
む
な
り
』

は
し
て
や
っ
て
も
い
い
」
と
、

消
極
的
な
受
診
を
承
諾
さ
れ

ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず
、
次

回
、
薬
が
無
く
な
る2
月
1

日
に
合
わ
せ
て
訪
問
す
る
こ

と
と
し
、
そ
れ
ま
で
に
、
「
今

後
の
受
診
を
ど
う
す
る
か
。

ご
家
族
で
も
ご
相
談
い
た
だ

く
よ
う
に
」
と
お
話
し
し
ま

し
た
。

私
自
身
、
継
続
し
て
訪
問

診
療
は
し
な
い
こ
と
に
な
る

も
の
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
ら
事
態
壁
議
に
進
展

し
ま
す。

(皆
川
夏
樹
・
み
な
が
わ
往

診
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
長
)

室
蘭
民
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
3

日
(
水
)

新聞社以外の許詰も得た上で掲載しております。7 
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在
宅
看
取
り
の
現
場

i

患
者
が
選
べ
る
体
制
づ
く
り

1

1

週
間
後
の2
月
1

日
に

ご
自
宅
に
伺
っ
た
際
に
は
、

並
川
六
郎
さ
ん
は
ベ
ッ
ド
上

で
す
っ
か
り
伏
せ
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
奥
さ
ま
の
話
で

は
、
4

、

5

目
前
か
ら
歩
け

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の

日
の
朝
は
、
覚
悟
を
し
た
か

の
よ
う
に
、
「
『
み
ん
な
を

呼
ん
で
く
れ
』
な
ど
と
言
っ

て
い
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

何
だ
か
分
か
ら
な
い
が
、

急
速
に
動
け
な
く
な
り
、
状

態
が
悪
化
し
て
い
る
。
し
か

し
、
熱
が
出
た
り
咳
を
し
た

り
吐
い
た
り
、
と
い
う
よ
う

な
明
ら
か
な
症
状
は
な
い
口

ご
家
族
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

病
院
で

で
の
延
長
線
上
と
し
て
徐
々

に
動
け
な
く
な
っ
て
き
た
、

と
い
う
よ
う
な
理
解
を
し
て

い
た
よ
う
で
す
。

だ
か
ら
、
こ
の4

、

5

日

動
け
な
く
な
っ
た
、
と
い
っ

て
も
、
特
に
慌
て
る
こ
と
も

な
く
、
こ
ち
ら
に
連
絡
を
下

さ
る
わ
け
で
も
な
く
、
た
だ

私
が
伺
一
つ
日
を
何
と
な
く
待

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

奥
さ
ま
は
、
最
初
に
伺
っ

た
と
き
か
ら
、
「
老
衰
」
と

い
う
言
い
方
を
普
通
に
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
も
うm
w歳

に
も
な
る
し
、
「
動
け
な
く

な
っ
て
き
た
の
も
老
衰
か

な
」
と
思
っ
て
い
る
。
夫
に

は
良
く
し
て
も
ら
っ
た
、
と

て
も
い
い
人
だ
っ
た
、
と
過

去
形
で
お
話
し
に
な
る
。
ご

本
人
も
、
そ
ば
に
い
て
そ
ん

な
言
葉
を
聞
い
て
い
る
の
か

診
察
を
し
て
い
る
際
に
、

便
臭
に
気
付
い
た
の
で
、
そ

の
前
の
臼
あ
た
り
か
ら
紙
オ

ム
ツ
を
使
っ
て
お
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
、
五
宣
護
師
と
一
緒

に
オ
ム
ツ
を
開
け
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
、
検
査
す
る
ま

で
も
な
い
、
回
り
り
か
な
血
便
。

便
全
体
が
と
ろ
り
と
し
て
赤

く
、
か
な
り
多
量
な
出
血
と

そ
の
ま
ま
ご
自
宅
で
「
お
看

取
り
」
を
す
る
、
と
い
う
こ

と
で
良
か
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
私
や
訪
問
看
護

師
と
並
川
さ
ん
一
家
と
の

「
関
係
」
は
、
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
あ
り
、
無
い
も

同
然
と
い
っ
て
も
い
い
く
ら

い
で
し
た
。
そ
の
上
で
、
こ

の
検
査
を
勧
め
る

聞
こ
え
て
い
な
い
の
か
、
平

然
と
し
て
い
ま
し
たD
た
だ
、

お
二
人
の
夫
婦
仲
が
悪
い
、

と
い
う
風
に
は
と
て
も
見
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

も
う
、
ま
る
で
死
を
覚
悟

し
て
い
る
、
が
ん
の
告
知
で

も
受
け
た
後
、
達
観
さ
れ
た

ご
夫
婦
の
よ
一
つ
に
見
え
た
の

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
病

院
に
は
行
き
た
く
な
い
」
と

い
う
ご
本
人
の
言
葉
も
そ
の

ま
ま
に
受
け
取
れ
ま
し
た
。 思

わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
話
は
、
か
な
り

デ
リ
ケ
ー
ト
な
も
の
に
な
り

ま
す
。

仮
に
、
私
た
ち
が
あ
る
程

度
、
長
い
期
間
お
話
を
繰
り

返
し
て
き
て
、
関
係
も
築
け

て
い
た
上
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、

あ
る
い
は
ま
た
、
す
で
に
並

川
さ
ん
が
長
期
に
渡
っ
て
寝

た
き
り
で
あ
っ
た
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な

い
状
態
で
あ
っ
た
り
す
れ
ば
、 う

し
た
出
血
を
偶
然
発
見
し

て
し
ま
っ
た
以
上
は
、
救
急

車
を
呼
ん
で
、
大
き
な
病
院

で
検
査
・
治
療
を
お
願
い
す

る
の
が
第l
選
択
と
は
思
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
時
点
で
分
か
っ
て
い

た
の
は
、
「
お
そ
ら
く
大
腸
か

ら
出
血
が
起
こ
っ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
だ
け
。
大
腸
に

「
炎
症
か
潰
療
、
あ
る
い
は
、

が
ん
」
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

そ
の
上
で
、
こ
こ
最
近
、

徐
々
に
動
け
な
く
な
っ
て
き

た
、
と
い
う
こ
と
の
原
因
ま

で
同
一
の
も
の
で
あ
る
、
と

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
大

腸
が
ん
」
で
あ
る
可
能
性
も

高
い
。
そ
し
て
、
以
前
か
ら

あ
っ
た
大
蹟
か
ん
が
少
し
ず

つ
進
行
し
、
今
回
つ
い
に
派

手
に
出
血
し
て
止
ま
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
。

私
た
ち
は
、
ど
う
し
て
も

悪
い
方
か
ら
順
番
に
考
え
る

習
慣
が
つ
い
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
現
場
で
は
背
景
と

し
て
そ
ん
な
可
能
性
を
考

え
、
ご
家
族
に
事
情
を
説
明

し
、
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
し
た
。

(出
白
川
重
倒
・
み
な
が
わ
往

診
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
長)

室
蘭
民
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
間
日
(
水
)

8 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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奥
さ
ま
は
、
「
も
と
も
と

病
院
に
行く
の
が
大
嫌
い
だ

っ
た。
今
か
ら
病
院
に
行
か

せ
た
く

は
な
い
」
と
き
っ
ぱ

り
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た。
ω

歳
の
年
齢
、
大
腸
が
ん
の
可

能
性
、
さ
ら
に
は
、
開
腹
手

術
ま
で
必
要
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
可
能
性
・
:
と
い
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
連
吊
の

在
宅
訪
問
診
療
の
現
場
で
あ

れ
ば
、
私
も
入
院
は
勧
め
て

い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
は
、
正

直
言
っ
て
、
何
と
も
分
か
ら

な
か
っ
た。
私
の
方
か
ら
、

大
腸
が
ん
の
可
能
性
や
ら
大

腸
内
視
鏡
や
ら
の
話
を
過
剰

に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、

奥
さ
ま
を
び
び
ら
せ
る
こ
と

も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
し
、

そ
の
日
の
朝
に
は
家
族
を
呼

び
集
め
る
よ
う
に
も
話
し
て

い
た
し
:
・
。

奥
さ
ま
や
娘
さ

ん
も
、
他
で
も
な
い
ご
本
人

が
、
自
分
の
死
期
を
悟
っ
て

そ
の
晩。
午
後
叩
時
半
す

ぎ
に
な
っ
て
、
「
苦
し
そ
う
、

血
便
も
止
ま
ら
な
い
」
と
、

ご
家
族
か
らS
O
S

が
あ
り

ま
し
た
。

伺
っ
て
み
る
と
、

既
に
呼
吸
が
荒
く
苦
し
く
な

っ
て
い
て
、
終
末
期
の
状
態

と
思
わ
れ
ま
し
た。
目
は
閉

じ
た
ま
ま
で
、
呼
び
掛
け
て

家
族
の
覚
悟
で
き
て

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
、

と
も
思
い
ま
し
た。

た
だ
、
お
話
を
続
け
る
に

従
っ
て
、
結
局
、
こ
の
ご家

族
に
は
もう

忌
窪
田」
が
で

き
て
い
る
の
だ
、
と
いう
こ

と
が
、
だ
ん
だ
ん
と
私
に
も

納
得
が
い
く
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た。

こ
の
と
こ
ろ
は
「
誰
かが

俺
を
連
れ
に
来
る
」
と
、
「
お

迎
え
」
が
来
た
よ
う
な
こ
と

い
た
こ
と
の
よ
う
に
思
え
、

腕
に
落
ち
た
の
でし
た
。

私
は
、
「
こ
の
ま
ま
出
血

が
止
ま
ら
な
い
と
す
る
と
、

今
日
明
日
に
で
も
お春
恥
り

に
な
る
可
能
性が
高
い
」
こ

と
に
つ
い
て
話
し
、
状
態が

変
化
し
た
り
、
心
配
な
こ
と

が
あ
っ
た
り
す
れ
ば
「い
つ

で
も
連
絡
を
下
さ
い
」
と
言

い
残
し
て
、
ご
自
宅
を
後
に

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た。

も
目
を
開
け
て
はく
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
「
明
か
り
が

ま
ぶ
し
い
」
と
か
、
「
あ
り
が

と
う
、
あ
り
が
と
う
」
と
一
言

っ
た
言
葉
は
聞
か
れ
ま
し

た
。

ご
家
族
は
娘
さ
ん
ご
夫

婦
、
お
孫
さ
ん
も
み
ん
な
そ

ろ
わ
れ
、
皆
さ
んが
ベ
ッ
ド

の
そ
ば
で
、
六
郎
さ
ん
に
代

わ
る
代
わ
る
声
を
掛
け
て
下

さ
っ
た
り
、
水
を
飲
ま
せ
た

在
宅
看
取
り
の
現
場

i

患
者
が
選
べ
る
体
制
づ
く
り

i

り
し
て
下
さ
っ
て
い
る。
オ

ム
ツ
に
は
相
変
わ
ら
ず
多
量

の
出
血
が
見
ら
れ
て
い
て
、

恐
ら
く
は
、
こ
の
ま
ま
で
も
、

も
う
朝
ま
で
は
も
た
な
い
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

奥
さ
ま
は
、
「
息
が
苦
し

そ
う
で
、
落
ち
着
か
な
い
様

子
で
か
わ
い
そ
う
で
す
。

何

い
る

と
か
楽
に
し
て
や
っ
て
ほ
し

い
。

も
う
み
ん
な
、
あ
い
さ

つ
も
し
ま
し
た。
十
分
で
す
」

と
私
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
こ
ん
な
場合

、

「楽
に
し

て
や
っ
て
」
と
い
う
言
葉
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
明
ら
か

で
す。
こ
う
し
て
、
ご家
族

か
ら
、
は
っ
き
り
と
し
た
意

図
を
持
っ
て
「
楽
に
し
て
や

っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
は
初
め
て
で
し
た
。

そ

れ
も
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
よ

う
な
、
胸
に
すが
ら
れ
て
泣

か
れ
る
、
と
い
う
よ
う
なシ

ー
ン
で
は
な
い。

奥
さ
ま
は
、
動
揺
は
し
て

お
ら
れ
た
で
し
ょ
うが
、
同

時
に
冷
静
さ
を
保
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た。
周
り
の
こ
家
族

も
、
何
も
異
を
唱
え
る
様
子

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
昨

日
の
夜
も
苦
し
そう
に
し

て
、
ほ
と
ん
ど
眠っ
て
い
な

か
っ
た
ん
で
す。
も
う
ず
っ

と
、
み
ん
な
に
『あ
り
が
と

う
、
あ
りが
と
う
』
っ
て
言

っ
て
い
ま
す。
本
人
も
もう

分
か
っ
て
る
と
思
い
ま
ず
か

ら
」
と
。

(皆
川
夏
樹
・
み
な
が
わ
往

診
ク
リ
ニ
ッ
ク
{
怪
長
)

室
蘭
民
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月
げ
日
(
水
)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。9 
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在
宅
看
取
り
の
現
場

i

患
者
が
選
べ
る
体
制
づ
く
り

i

少
な
く
と
も
日
本
で
は

「
安
楽
死
」
は
、
ま
だ
認
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん。
私
は
仕

事
柄
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
周

い
よ
う
な
様
子
で
、
体
を
始

終
ゆ
す
っ
た
り
ね
じ
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た。

終
末
期
の
医
療
で
最
も
重

辺
の
事
情
に
つ
い
て
、一通

り
の
こ
と
は
頭
に
入
っ
て
い

ま
し
た
、
い
や
む
し
ろ
、
か

な
り
詳
し
く
動
静
を
追
っ
て

い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し

ょ
一
つ
。

し
か
し
、
現
場
は
、
そ
う

し
た
や
や
こ
し
い
法
律
議
論

な
ど
を
持
ち
出
す
よ
う
な
と

こ
ろ
で
は
な
い
の
で
す
。

六

郎
さ
ん
は
既
に
呼
吸
が
か
な

り
荒
く
、
苦
悶
の
表
情
で
、

身
の
置
き
所
の
な
い
よ
う

な
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な

族
の
煮
両
に
沿
っ
て
、
と
の

条
件
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す

が
、
こ
の
時
の
六
郎
さ
ん
の

状
態
は
、
や
は
り
「
何
と
か

し
て
あ
げ
な
け
れ
ば」
と
い

う
状
態
で
し
た
。

夜
間
の
往
診
で
、
手
持
ち

の
薬
は
限
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
一
つ
の
ア
ン
プ
ル

を
取
り
出
し
て
、
ご
家
族
に

説
明
し
ま
し
た。
「こ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
安
定
剤
の
お
注
射

で
す。
け
い
れ
ん
発
作
を
起

こ
し
て
い
る
方
の
け
い
れ
ん

『
楽
に
な
る
』
こ
と
で
呼
吸

を
し
な
く
な
っ
て
危
険
な
状

態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
ご
覚
悟
下
さ
い
」

と
・
・
・0

ご
家
族
は
皆
さ
ん
、
了
解

さ
れ
ま
し
た。
わ
れ
わ
れ
医

者
は
、
そ
も
そ
も
「
安
楽
死
」

の
た
め
の
薬
な
ど
持
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
と

き
使
っ
た
薬
は
本
当
に
安
定

剤
で
し
た
し
、
決
し
て
大
量

に
使
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん。
ご
家
族
へ
の
説
明
に
、

安
定
剤
投
与

穏
や

要
視
さ
れ
る
の
は
、『苦
痛

を
取
っ
て
あ
げ
る』
と
い
う

こ
と
で
す。
「
も
う
打
つ
手

が
な
い
。
死
を
待
つ
ば
か
り
」

と
い
う
状
態
に
な
っ
た
際
、

「
せ
め
て
死
の
瞬
間
に
苦
し

い
こ
と
の
な
いよ
う
に
」
と

い
う
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ご
本
人
や
ご
家

を
止
め
た
り
、
全
身
麻
酔
の

と
き
な
ど
に
も
使
-
つ
お
薬
で

す
が
、
少
量
ず
つ
使
っ
て
安

定
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま

す
」
、
「
し
か
し
、
今
の
よ

う
に
、
ご
本
人
が
一
生
懸
命

病
気
と
闘
っ
て
、
一
生
懸
命

た
く
さ
ん
呼
吸
を
し
て
い
る

と
き
に
使
う
と
、
か
え
っ
て
、 一

つ
も
う
そ
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た。

し
か
し
、
私
は
そ
れ
を
使

え
ば
呼
吸
が
止
ま
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
を
十
分
認
識
し

て
い
ま
し
た
し
、
ご
家
夢
む

そ
の
こ
と
を
覚
悟
は
さ
れ
て

い
た
で
し
ょ
う。
も
し
こ
れ

を
安
楽
死
と
責
め
る
人
が
い

た
と
し
た
ら
、
私
は
断
固
「
違

う
」
と
言
い
張
る
し
か
な
い

と
思
い
ま
すD

「
安
楽
死
」

と
、
終
末
期
に
お
い
て
「
苦

痛
を
取
る
」
と
い
う
こ
と
の

聞
に
、
一
般
論
と
し
て
き
っ

ち
り
と
し
た
線
を
引
く
こ
と

は
お
そ
ら
く
不
可
能
で
し
ょ

一
つ
。

六
郎
さ
ん
は
、
注
射
後
数

分
す
る
と
、1
分
間
に
鈎
回

以
上
あ
っ
た
呼
吸
回
数
が
、

だ
ん
だ
ん
に
ゆ
っ
く
り
に
な

り
、
ロ
回
程
度
の
普
通
の
回

カミ数
に
な
りま
し
た
。
そ
れ
と

と
も
に
、
表
情
が
穏
や
か
に

な
り
、
眠
り
に
つ
い
た
よ
う

で
し
た。

ご
家
族
は
あ
ま
り
に
急
な

変
化
に
び
っ
く
り
し
、
「
あ

あ
、
お
薬
っ
て
す
ご
い
ん
で

す
ね
え。
楽
そ
う
に
な
っ
た

ね
え
。

良
か
っ
た
ね
え
」
と
、 喜

ば
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

本
当
に
う
れ
し
そ
う
で
し
た

し
、
六
郎
さ
ん
の
寝
顔
も
、

本
当
に
安
ら
か
そ
う
に
な
っ

た
の
で
し
た。

だ
ん
だ
ん
に
、
だ
ん
だ
ん

に
、
呼
吸
が
間
遠
に
な
り
、

日
分
も
た
つ
た
頃
に
は
、
呼

吸
回
数
が1
分
間
に5
5
6

固
ま
で
少
な
く
な
り
ま
し

た
。こ

の
時
点
で
、
「
こ
の
ま

ま
お
亡
く
な
り
に
な
る
と
思

い
ま
す
」
と
お
話
し
し
ま
し

た
が
、
お
孫
さ
ん
ま
で
含
め

て
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
も
も

う
承
知
さ
れ
て
い
たよう
で

し
た
。

さ
ら
に
日
分
ほ
ど
た
っ
た

午
後
日
時
お
分
。
呼
吸
が
完

全
に
止ま
り
ま
し
た
口

(皆
川
夏
樹
・
み
な
が
わ
往

診
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
長)

H

六
郎
さ
ん
編
お
わ
り
l

室
蘭
民
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
7

日

(水
)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。 10 
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高齢者が住み慣れた地域、自宅で暮らし続け

ることができる「地域包括ケアシステム」の構
築を見据え、東永谷地域ケアプラザ(横浜市港

南区)が、在宅診療をはじめとする「人生最期

の選択肢j を地域ぐるみで考える懇談会を開い

ている。地元で在宅診療に注力する医師を招き、

2016年度から実施。急速な高齢化に対し病床数
が不足する中、医師の実体験を通じ多様な選択

肢を知り、自らの最期を自己決定できる地域づ
くりにつなげる。(宮崎功一)

「最期」の迎え方考えて
地
域
で
知
る
多
様
な
選
択
肢

11 

「
自
宅
な
の
か
病
院
な
の

か
、
ホ
ス
ピ
ス
な
の
か
。

い

ろ
い
ろ
な
選
択
肢
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」。
今

月
日
日
、
同
プ
ラ
ザ
で
聞
か

れ
た
「
地
域
で
最
期
を
迎
え

る
た
め
の
懇
談
会
」
に
は
、

地
域
住
民
や
福
祉
活
動
関
係

者
ら
約
ω
人
が
参
加
。
同
区

内
で
開
業
す
る
医
師3
人
が

訪
問
診
療
の
実
例
を
紹
介
し

た
。

つ
な
が
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
の
八
森
淳
さ
ん
は
、
在
宅

で
よ
り
良
い
最
期
を
過
ご
す

た
め
の
条
件
を
提
示。
本
人

の
意
向
に
加
え
、
家
族
や
友

人
ら
本
人
の
意
思
を
尊
重
し

た
い
と
思
う
近
し
い
人
の
存

在
、
医
師
や
看
護
師
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
多
職
種
連
携
に
よ
るμ
時

間
3
6
5

日
の
訪
問
診
療
体

制
、
地
域
の
理
解
と
い
っ
た

要
点
を
挙
げ
た。

そ
の
上
で
、
終
末
期
の
医

療
や
ケ
ア
の
在
り
方
に
つ
い

て
事
前
に
家
族
や
医
師
ら
と

繰
り
返
し
話
し
合
う
「
ア
ド

横浜で医師招き懇談会
パ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
(
A
C
P
)」
(
人
生
会

議
)
に
言
及
。
「
病
気
に
な

っ
た
と
き
に
延
命
す
る
の
か

ど
う
か
考
え
て
お
く
こ
と
が

必
要
。

が
ん
な
ど
に
な
っ
た

ら
残
さ
れ
た
時
間
を
ど
う
過

ご
す
の
か
。

ど
う
亡
く
な
り

た
い
の
か
、
亡
く
な
っ
た
後

に
ど
う
し
て
ほ
し
い
の
か。

家
族
、
訪
問
診
療
に
取
り
組

む
医
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
、
看
護
師
ら
み
ん
な
で
考

え
、
望
み
を
か
な
え
る
こ
と

を
医
療
の
中
で
大
事
に
し
て

い
る
」
と
述
べ
た。

懇
談
会
は
3

回
目
。

初
開

催
時
に
は
参
加
者
約
叩
人
を

対
象
に
医
師
の
話
を
聞
い
た

前
後
の
心
境
の
変
化
を
調
べ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。

「(講
演
後
)
自
分
が
自

宅
で
最
期
を
迎
え
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
は
変
化
し
た
か
」

と
の
問
い
に
は
、
同
日
人
が
「
で

き
る
な
ら
や
り
た
い
」
と
回

答
、
講
演
前
の
お
人
か
ら
ほ

ぼ
倍
増
し
た。
家
族
が
自
宅

在
宅
看
取
り
の
現
場

f
J

患
者
が
選
べ
る
体
制
づ
く
り

f
)

で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
に
つ

い
て
も
「
で
き
る
な
ら
や
り

た
い
」
が
講
塗
刷
の
幻
人
か

ら
犯
人
に
増
え
、
「
や
り
た

い
け
ど
無
理
か
も
」
は
幻
人

か
ら
ロ
人
に
減
っ
た。
日
日

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
同
様
の
結
果
に
な
っ
た。

同
プ
ラ
ザ
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
の
佐
藤
真
由
美
さ
ん
は

「
神
奈
川
県
は
人
口
叩
万
人

当
た
り
の
病
床
数
が
全
国
で

最
も
少
な
い。
地
域
で
最
期

を
迎
え
る
に
は
ど
ん
な
こ
と

が
必
要
か。

い
ろ
い
ろ
な
選

択
肢
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
も

地
域
全
体
で
と
も
に
考
え
る

機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

神
奈
川
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
泊
日
(
月
)
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在
宅
看
取
り
の
現
場

1

患
者
が
選
べ
る
体
制
づ
く
り

i

いつか訪れる介護の終わり 。 体調が回復して介護が必要

なくなる方もいますが、多くは「死」によって家族の介護が

終わりを迎えます。

内閣府の意識調査では、国民の半数以上は自宅で最期を迎

えたいと考えていることが明らかになっています。 ただ実際

には4人に 3人は病院等で亡くなっており、本人の思いに必

ずしも寄り添えていないのが現状です。 自宅で最期を迎える
みと

には、家族や周りの理解、在宅での看取りに対応できる医師、

訪問看護師、ホームヘルパーらの存在が不可欠です。 今回の

「笑顔つなぐ福祉のわ」では、自宅での看取り、在宅医療に

ついて考えていきます。

訪
問
看
護

認
定
看
護
師

認
定
看
護
師
と
は
、
5

年
以
上

の
実
践
経
験
を
持
ち
、
日
本
看
護

協
会
が
定
め
る61
5

時
間
以
上

の
認
定
看
護
師
教
育
を
修
め
審
査

に
合
格
す
る
と
取
得
で
き
る
資
格

で
す。
引
の
認
定
看
護
分
野
が
あ

り
、
全
国
で
約2
万
人
(
2
0
1

8

年
7

月
現
在)
が
認
定を
受
け

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で「訪
問

看
護
」
の
取
得
者
は
6
1
2

人
し

か
い
ま
せ
ん。
そ
の
一
人
が
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
和
光
(
岐
阜

市
)
の山
田
剛
司
さ
ん(
訪
)
で
す
。

山
田
さ
ん
は
加
代
の
頃
、
青
年

海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ア
フ
リ
カ

の
ガl
ナ
で
H
I
V

の
予
防
啓
発

な
ど
に
携
わ
り
、
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
ア
ウ
ト
リl
チ
の
重
要
性
を
学

び
ま
し
た。
帰
国
後
、
経
験
を
生

か
す
と
と
も
に
訪
問
看
護
を
本
格

的
に
学
ぼ
う
と
、
夏
原
の
大
学
で

在宅での看取り支える
認
定
看
護
師
の
講
座
を
受
講

。

よ

り
高
い
専
門
性
を
身
に
付
け
、
日

歳
で
資
格
を
取
得
し
ま
し
た

。

現

在
は
、
グ
ル
ー
プ
内
の
訪
問
看
護

師
に
向
け
て
の
勉
強
会
や
新
人
教

育
を
行
う
な
ど
質
の
底
上
げ
に
携

わ
る
ほ
か
、
急
性
期
病
院
な
ど
地

域
の
人
た
ち
に
も
訪
問
看
護
の
役

割
を
発
信
し
、
住
み
慣
れ
た
場
所

で
安
心
し
て
過
ご
す
た
め
の
支
援

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す

。

在
宅
医
療
の
や
り
が
い
に
つ
い

て
山
田
さ
ん
は「病
院
勤
務
の
看

護
師
は
、
退
院
後
に
患
者
と
関
わ

る
こ
と
は
少
な
い
が
、
訪
問
看
護

な
ら
人
と
な
り
を
感
じ
な
が
ら
最

期
ま
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

話
し
ま
す。
訪
盟
膏
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
和
光
は
、
医
療
依
存
度
の
高

い
患
者
へ
の
ケ
ア
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
一
軒
恥
り
に
も
対
応
し
て

い
ま
す。
山
田
さ
ん
は
「家
で
最

期
を
過
ご
し
た
い
け
れ
ど
、
環
境

が
整
わ
ず
に
病
院
で
亡
く
な
っ
た

と
い
う
方
を
ゼ
ロ
に
し
た
い
。

そ

の
た
め
に
終
末
期
に
ど
の
よ
う
な

医
療
や
ケ
ア
を
受
け
る
か
、
事
前

に
本
人
ら
が
考
え
る
ア
ド
バ
ン
ス

.
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニング
に
も
関

わ
っ
て
い
き
た
い」
と
考
え
て
い

ま
す

。

ケ
ア
チ
!
ム
が
一ーーー畠

丸
に
な
り
、
思
い
に
寄
り
添
う

12 
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最期 し4っで家で自分キ
よ

末期がん男性と家族支えた在宅医療

本
人
が
は
っ
き
り

家
で
の
生
活
望
む

昨
年3
月
口
日
に
慣
れ
親
し
ん

だ
自
宅
で
家
族
や
親
戚
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
息
を
引
き
取
っ
た
瑞
穂

市
の
棚
瀬
幸
三
さ
ん
(事
年
制

歳
)
。

幸
三
さ
ん
は
亡
く
な
る
3

カ
月
前
ま
で
は
脊
柱
管
狭
窄
症
の

持
病
が
あ
っ
た
も
の
の
自
分
で
車

の
運
転
が
で
き
る
ほ
ど
元
気
な
状

態
で
、
妻
節
子
さ
ん(倒
)と
長
男

で
も
と
す
薬
剤
師
会
会
長
の
友
啓

さ
ん
(臼
)家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し

て
い
ま
し
た。

し
か
し
、2
0
1

7

年
ロ
月
に
食
欲
が
急
激
に
落
ち

た
た
め
詳
し
い
検
査
を
し
た
結

果
、
末
期
の
す
い
臓
が
ん
と
診
断

さ
れ
ま
し
た。

幸
三
さ
ん
は
診
断
を
受
け
た
翌

月
に
2

週
間
の
予
定
で
入
院
。

お

見
舞
い
に
来
た
友
啓
さ
ん
に
「食

事
が
お
い
し
く
な
い」と
漏
ら
し
、

す
ぐ
に
退
院
し
た
い
旨
を
伝
え
ま

し
た
。

友
啓
さ
ん
は
「わ
が
ま
ま

を
言
う
人
間
で
な
い
の
に
こ
ん
な

こ
と
を
言
う
と
は
。

私
自
身
、
薬

剤
師
と
し
て
在
宅
医
療
に
も
関
わ

っ
て
い
る
立
場
。

こ
こ
で
逃
げ
る

訳
に
は
い
か
な
い」
と
、
幸
三
さ

ん
の
希
望
に
沿
い
、
自
宅
療
養
を

受
け
入
れ
る
決
意
を
固
め
ま
し

た
。幸

三
さ
ん
は
、
退
院
後
し
ば
ら く

は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
生

活
し
て
い
ま
し
た
が
、
2

月
お
日

夕
方
に
体
調
が
急
変
し
寝
た
き
り

に
な
り
ま
し
た。

翌
日
、
友
啓
さ

ん
は
急
い
で
手
続
き
を
進
め
、
夕

方
に
は
北
方
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
の
山
田
豪
医
師
や
訪
問
看
護

師
、
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
北
方
お
の
ホ

ー
ム
ヘ
ルパ
l

、
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ

ン
タ
ー
北
方
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
自
宅
に
集
ま
り
幸
三
さ
ん
も
交

え
て
今
後
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
場
で
幸
三
さ
ん
は
は
っ
き

り
と
し
た
口
調
で
、
最
期
ま
で
家

に
い
た
い
こ
と
と
風
呂
に
入
り
た

い
こ
と
を
話
し
ま
し
た。

「我
々

ケ
ア
チl
ム
、
ご
家
族
が
同
じ
方

向
手
両
い
て
、
ご
本
人
を
支
え
る

こ
と
を
も
っ
と
も
大
切
に
し
て
い

る
。

そ
の
た
め
に
医
学
的
な
状
況

を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
ご
本

人
を
含
め
た
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

確
認
し
て
い
る」
と
山
田
医
師。

そ
の
瞬
間
か
ら
幸
三
さ
ん
の
思
い

に
寄
り
添
う
在
宅
医
療
が
始
ま
り

ま
し
た
。
「
朝
と
夜
ぐ
ら
い
は
医

療
人
と
し
て
携
わ
り
た
い
」
と
友

啓
さ
ん
が
お
む
つ
交
換
を
し
ま
し

た
が
、
日
中
は
ホl
ム
へ
ル
パ
ー

が
こ
ま
め
に
幸
三
さ
ん
の
も
と
を

訪
れ
、
お
む
つ
交
換
や
体
位
交
換

な
ど
の
ケ
ア
に
当
た
り
ま
し
た
。

訪
盟
百
護
師
は1
日
お
き
に
、
山

在
宅
看
取
り
の
現
場

i

患
者
が
選
べ
る
体
制
づ
く
り

'
e
t

--
J

田
医
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
気

に
掛
け
、
何
度
も
足
を
運
び
ま
し

た
。

親
戚
も
訪
れ
て

笑
っ
て
楽
し
く

療
養
中
、
幸
三
さ
ん
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
過
ご
せ
て
い
た
よ
う

で
、2
度
実
現
し
た
念
願
の
入
浴

時
に
は
手
を
合
わ
せ「極
楽
、
極

楽
」
と
、
笑
み
を
浮
か
べ
た
と
言

い
ま
す。

自
宅
に
気
兼
ね
な
く
見

舞
い
に
来
る
親
戚
と
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
た
り
、
家
族
の
生
活

音
を
聞
き
な
が
らペ
ン
を
取
り
感

じ
た
こ
と
を
メ
モ
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た。

亡
く
な
る5
日
前
に

は
「何
事
で
も
楽
し
い
家
族
で
し

た
。

大
変
な
父
で
す
み
ま
せ
ん
で

し
た
」
な
ど
と
家
族
へ
の
感
謝
も

書
き
記
し
ま
し
た
。

そ
し
て3
月
口
日。
昼
の
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
l

訪
問
時
呼
吸
状
態

に
変
化
が
見
ら
れ
た
た
め
山
田
医

師
と
訪
問
看
護
師
が
駆
け
付
け
、

友
啓
さ
ん
に
連
絡
が
行
き
ま
し

た
。

最
期
は
友
啓
さ
ん
や
節
子
さ

ん
に
加
え
叩
人
ほ
ど
の
親
戚
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
眠
る
よ
う
に
亡
く

な
り
ま
し
た。

息
を
引
き
取
る
直

前
、
親
戚
の
一
人
が「現
世
の
我

々
か
ら
の
問
い
か
け
は
も
う
聞
こ

え
な
い
け
れ
ど
、
お
鍬
の
音
な
ら

届
く
の
で
は」
と
思
い
付
き
、友

啓
さ
ん
ら
は
幸
三
さ
ん
の
手
を
握

り
、
お
鈴
を
何
度
も
鳴
ら
し
て
最

期
の
H

会
話
H
を
し
ま
し
た。

や
り
き
っ
た
感

家
族
ら
を
包
む

葬
儀
が
終
わ
り
、
何
人
も
の
親

戚
に
友
啓
さ
ん
は
、「お
や
じ
さ

ん
、
幸
せ
だ
っ
た
な
。

私
の
最
期

も
同
じ
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た

い
」
「
病
院
で
の
死
は
寒
々
し
い

印
象
が
あ
る
が
自
宅
だ
と
温
か
さ

を
感
じ
た」
な
ど
と
声
を
掛
け
ら

れ
た
と
言
い
ま
す

。

友
啓
さ
ん
は

「満
足
と
い
う
言
葉
が
適
切
か
は

わ
か
ら
な
い
が
、
や
り
き
っ
た
感

で
い
っ
ぱ
い。
父
の
人
生
の
物
語

の
最
後
のペ
ー

ジ
を
家
族
も
一
緒

に
書
き
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
思
い

で
い
る」
と
振
り
返
り
ま
す
。

ま

た
「在
宅
医
療
へ
の
サ
ポ
ー

ト
は

と
て
も
心
強
か
っ
た
。

父
の
願
い

を
か
な
え
て
く
れ
て
と
て
も
感
謝

し
て
い
る」と
も
話
し
て
い
ま
す
。

岐
阜
新
聞
・

朝
刊

2

0
1
9

年
1

月
3

日

(
木
)
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年
明
け
の
訪
問
診
療。

「
お
正
月

は
、
お
す
し
、
た
く
さ
ん
食
べ
た

?
」
と
尋
ね
る
と
、
寝
た
き
り
の
女

性
(
七O
)は
元
気
な
声
で
「
食
べ
飽
き

た
わ
l

」
。

在
宅
支
援
を
始
め
た
二

年
前
は
、
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
で
衰

弱
し
、
何
も
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
先
生
が
薬
を
調
整
し
て
、
丁
寧

に
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
」

と
、
介
護
す
る
夫
(
七
八
)
は
語
る

。

昨

年
末
の
誕
生
日
は
子
ど
も
た
ち
も
集

ま
っ
て
祝
い
「
家
内
の
笑
顔
を
見
た

ら
、
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

。

二
O
一
七
年
に
「
み
ず
ほ
在
宅
支

援
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
業
。

終
末
期

の
が
ん
や
重
い
神
経
難
病
な
ど
を
専

門
に
し
、
瑞
穂
区
な
ど
の
名
古
屋
市

南
西
部
で
百
人
前
後
の
在
宅
患
者
を

支
え
、
年
間
に
約
八
十
人
を
み
と

る
。

二
十
四
時
間
対
応
で
、
週
に
二

回
は
夜
中
の
緊
急
コi
ル
が
あ
る。

在
宅
看
取
り
の
現
場

1

患
者
が
選
べ
る
体
制
づ
く
り

i

みずほ在宅支援クリニック (名古屋市瑞穂区〉

秀明さん (56)家田院長

休
め
る
日
は
な
い
が
「
住
み
慣
れ
た

家
で
、
最
期
ま
で
安
心
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
に
」
と
、
走
り
続
け
る
。

愛
知
県
知
多
市
の
出
身。
名
古
屋

大
医
学
部
を
卒
業
し
、
当
初
は
消
化

器
内
科
医
に。
研
修
医
と
し
て
赴
任

し
た
病
院
で
、
治
療
困
難
な
騨
臓
が

ん
患
者
の
苦
し
み
を
目
の
当
た
り
に

し
て
「
何
と
か
し
て
あ
げ
た
い
」
と

強
い
思
い
に
か
ら
れ
た
。

大
学
に
戻
り
、
体
へ
の
負
担
の
少

な
い
内
視
鏡
治
療
や
抗
が
ん
剤
の
研

究
を
経
て
、
一
九
九
八
年
に
名
古
屋

市
の
名
古
屋
被
済
会
病
院
へ
。

院
長

に
提
案
し
て
二0
0
0
年
に
緩
和
ケ

ア
病
棟
を
設
け
て
も
ら
い
、
緩
和
ケ

ア
医
に
転
身
し
た。
痛
み
の
管
理
、

精
神
的
な
サ
ポー
ト
な
ど
の
腕
を
磨

き
、
動
物
セ
ラ
ピl
も
取
り
入
れ
た。

し
か
し
、
国
策
で
入
院
期
間
の
短

縮
が
進
み
、
診
療
の
自
由
度
も
小
さ

く
な
っ
た
。

「
今
ま
で
や
っ
て
き
た

質
の
高
い
医
療
を
在
宅
に
持
ち
込

み
、
患
者
さ
ん
を
支
え
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

み
と
り
を
担
う
在
宅
医
は
増
え
て

き
た
。

だ
が
、
マ
モ
ル
ヒ
ネ
で
吐
き

気
の
出
る
患
者
に
は
先
に
吐
き
気
止

め
を
飲
ん
で
も
ら
うマ
朝
方
の
痛
み

が
強
け
れ
ば
寝
る
前
の
薬
の
量
を
増

や
す
ー
と
い
っ
た
判
断
は
、
経
験
の

乏
し
い
医
師
に
は
難
し
い
と
い
う
。

一
人
一
人
を
丁
寧
に
診
る
分
、
一

日
に
回
れ
る
数
は
限
ら
れ
、
効
率
は

悪
い。
で
も
「
患
者
さ
ん
が
、
人
生

の
残
り
時
間
に
死
を
考
え
て
過
ご
す

の
で
は
な
く
、
生
を
輝
か
せ
た
い
。

好
き
な
物
を
食
べ
、
自
力
で
ト
イ
レ

に
も
行
け
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た

い
。

そ
れ
が
家
族
の
思
い
に
も
応
え

る
こ
と
」
と
言
う。

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
毎
月
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
関
係
者
向
け
の
メ
デ
ィ

カ
ル
カ
フ
ェ
を
開
く
。
終
末
期
を
支

え
る
仲
間
を
増
や
し
な
が
ら
、
「
死
の

迎
え
方
」
へ
の
意
識
啓
発
も
図
っ
て

い
る
。

(
編
集
委
員・
安
藤
明
夫)

「
生
」
が
輝
く
在
宅
支
援
を

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
市
日
(
火
)

-
「寒
く
な
い
の
?」
。J
A

長
野
厚
生
連
佐
久
総
合
病
院

(
佐久
市
)
の
訪
問
看
護
師
、

三
浦
真
貴
さ
ん
は一人
暮
ら
し

す
る
塩
谷
た
い
さ
ん
(
飽
)
宅

を
訪
れ
る
と
エ
ア
コ
ン
を
つ
け

た
。
話
を
し
な
が
ら
血
圧
や
心

音
、
脚
の
状
態
、
薬
の
減
り具

合
を
確
認
す
る。

「
毎
週来
て

く
れ
る
の
で
安
心
」
と
、
た
い

さ
ん
は言
う
。

次
の
訪
問
先
は

退
院
後
に自
宅
療
養
す
る
小
林

房
子
さ
ん
(朗
)
宅
。夫
の
阻

太
郎
さ
ん
(但
)
は
「2
人
で

家
に
い
ら
れ
て
病
院
よ
り
楽
し

い
。

免
許
を
返
納
し
た
の
で訪

開:え
聞
は
本
当
に
助
か
る
」
と
話
す
0

・
同
病
院
は
佐
久
市
と
そ
の
周

辺
の
訪
問
看
謹
ス
テ
ー
シ
ョン

6

カ
所
に
看
謹
師
犯
人
を
配
置

し
て
お
り
、20
1
7

年
度
の

訪
問
件
数
は
約4
万
3

千
件
に

上
る。
ω
年
の
厚
生労
働
省
の

調
査
で
は
佐
久
地
域
の
訪
問
看

護
利
用
者
は
高
齢
者
千
人
あ
た

り
引
・
3

人
と
全
国平
均
の
2

・
5

倍
。

同
病
院
本
院
の
あ
る

臼
田
地
区
に
限
る
と
4

倍
と
い

う
全
国
で
も
屈
指
の
水
準
だ

0

・
背
景
に
は
故
若
月
俊
一
院
長

が
1
9
4
5

年
に
始
め
た
無
医

村
出
張診
療
以
来
の
地
域
医
療

の
取
り
組
み
が
あ
る
。
回
年
に 地域ケアはつながりで

は
定
期
的
な
訪
問診
療
に
加
え

M
時
間
体
制
で
電
話
相談や
緊

急
往
診
に
応
じ
る
在
宅
ケ
ア
活

動
を
始
め
、
例
年
に
地
域
医
療

部
地
域
ケ
ア
判
明
を
設
け
た

。

-
市
内
で
は
市
立
国
保
浅
間
総

合
病
院
の
故吉
沢
国
雄
院
長
も

昭
和
初年
代
か
ら
地
域
に
入
っ

て
減
塩
運
動
を
進
め
、
住
民
が

保
健
師
を
補
助
す
る
保
健
補
導

員
活
動
の
旗
を
振
っ
て
き
た
0

・
こ
う
し
た
蓄
積
を
土
台
に
、

佐
久
は
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

医
療
・

介
護
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
で
先
ん
じ
て
き
た
。

市

は
毎
年
、
地
域
の
医
師
や看
護

師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、ヘル

パ
ー
な
ど多
職
種
の1
0
0

人

以
上
が
語
り

合
う

「カ
フ
ェ
交

流
会
」
を
開
催
し
、多
職
種
が

参
加
す
る
勉
強会
も
盛
ん
だ。

・
佐
久
総
合
病
院
とNP
O

法

人
が
運
営
す
る
「う
す
だ
健
康

館
」
で
は
健
康
づ
く
り
の
教
室

や
講
座
が
開
か
れ
、
健
康
、
医

療
、
介
護
、
福
祉
の
相
談
に
ス

タ
ッ

フ
が
応
じ
て
い
る
。

医
療

や
介
護
の
関
係
者
、
住
民
が
つ

な
が
る
様
々
な
場
が
あ
る
強
み

に
注
目
し
、
都
会
か
ら
移
住
し

て
く
る
人
も
い
る
と
い
う
。

さ

て
、
健
康
長
寿
の
実
現
へ
、
自

分
の
住
む
地
域
に
こ
う
し
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ど
れ
だ
け
あ
る

だ
ろ
う
か
?

(
宮内
禎
一
)

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
担
日
(
月
)
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安
心
の
み
と
り
地
域
が
支
え
る

l 在宅医療と介護連携|

団
塊
の
世
代
が
七
十
五
歳
以
上
に
な

る
二
O
二
五
年
を
見
据
え
、
住
み
慣
れ

た
場
所
で
最
期
が
迎
え
ら
れ
る
地
域
を

つ
く
ろ
う
と
、
在
宅
医
療
と
介
護
が
連

携
し
て
高
齢
者
を
支
え
る
取
り
組
み
が

各
地
で
進
ん
で
い
る。

安
心
で
き
る
自

宅
療
養
の
実
現
の
た
め
に
は
、
高
齢
者

か
ら
日
々
出
さ
れ
る
要
望
や
連
絡
に
主

治
医
や
看
護
師
、
介
護
職
ら
が
切
れ
目

な
く
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

愛
知

県
内
で
は
、
医
師
会
を
中
心
に
医
師
や

看
護
師
な
ど
の
専
門
職
が
連
携
を
強

め
、
各
地
で
在
宅
医
療
や
み
と
り
を
支

え
る
仕
組
み
を
整
え
て
い
る。

(
出
口
有
紀
)

証正義主言E里総集版 2019 年 4 号

「
今
ま
で
ご
縁
が
な
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
師
や
看

護
師
が
一
生
懸
命
み
て
く
れ

た
。

お
か
げ
で
自
宅
で
母
を
み

と
る
こ
と
が
で
き
た
」
。
名
古

屋
市
中
村
区
の
女
性
(
五
五
)
は
十

一
月
中
旬
、
自
宅
で
末
期
が
ん

の
母
親
(
九
巴
を
見
送
っ
た
。

お
だ
や
か
に
周
囲
へ
の
感
謝

を
語
る
女
性。
た
だ
、
自
宅
で

の
介
護
に
自
信
が
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い。

今
夏
、
母
親
は
左

大
腿
骨
を
折
っ
て
入
院。
十
月

上
旬
に
な
っ
て
、
か
つ
て
手
術

し
た
大
腸
が
ん
か
ら
肺
な
ど
に 転

移
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。

退
院
予
定
が
決
ま
っ
た
ば

か
り
だ
っ
た。

「
こ
の
ま
ま
家

に
戻
っ
て
大
丈
夫
?
」
と
話
す

母
親
に
女
性
の
不
安
も
募
っ
た

が
、
病
院
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

(
ケ
ア
マ
ネ
)
八
神
朱
里
さ
ん

(
三一む
に
相
談
し
、
自
宅
に
帰
る

こ
と
に
し
た

。

八
神
さ
ん
は
、
終
末
期
患
者

へ
の
対
応
の
経
験
が
豊
富
な
中

村
区
の
医
師
古
山
明
夫
さ
ん

(
六
七
)
を
軸
に
、
母
親
が
自
宅
で

療
養
で
き
る
た
め
の
プ
ラ
ン
を

作
成
し
た
。

週
末
以
外
は
毎

綿密に情報交換医師、看護師、ケアマネ

目
、
看
護
師
が
自
宅
を
訪
れ
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
を
取
り
入
れ
た
ほ

か
、
古
山
さ
ん
も
定
期
的
に
訪

問
。

母
親
の
体
調
に
変
化
が
あ

れ
ば
、
看
護
師
が
駆
け
つ
け
、

痛
み
が
出
た
場
合
は
古
山
さ
ん

も
自
宅
で
対
処
で
き
る
体
制
を

整
え
た。

そ
れ
で
も
、
母
親
の
変
わ
り

ゃ
す
い
症
状
に
「
や
は
り
病
院

が
い
い
の
で
は
」
と
女
性
の
気

持
ち
は
揺
れ
動
い
た。
女
性
の

心
理
を
知
ろ
う
と
、
市
医
師
会

に
よ
る
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活

用
。

訪
れ
た
看
護
師
ら
が
日

々
、
患
者
の
病
状
や
食
事
の
状

況
、
家
族
の
様
子
な
ど
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
に
入
力
し
て

情
報
を
共
有
、
意
見
交
換
に
も

活
用
し
た。

女
性
が
「
皆
さ
ん
、
母
の
状

況
や
私
の
気
持
ち
も
分
か
っ
て

く
れ
た
。

家
で
み
と
れ
る
覚
悟

が
で
き
た
」
と
思
っ
た
こ
ろ
、

母
親
が
急
変。
母
親
は
女
性
や

駆
け
つ
け
た
看
護
師
ら
に
見
守

ら
れ
、
息
を
引
き
取
っ
た。
約

一
カ
月
間
の
在
宅
医
療
。

八
神

さ
ん
は
「
以
前
は
電
話
や
フ
ァ

ク
ス
で
の
や
り
と
り
で
さ
さ
い

な
変
化
や
細
か
い
こ
と
は
分
か

ら
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
詳
細

な
情
報
が
即
座
に
入
り
、
娘
さ

ん
の
迷
い
に
寄
り
添
え
た
と
思

う
。

シ
ス
テ
ム
の
役
割
が
大
き

か
っ
た
」
と
振
り
返
る。

15 

名
古
屋
市
医
師
会

体
制
作
り

区
の
セ
ン
タ
ー
で
は
十
一
月
下

旬
、
ケ
ア
マ
ネ
と
、
区
内
の
病

院
の
医
療
ソ1
シ
ャ
ル
ワ
l

カ

ー
が
集
う
サ
ロ
ン
を
開
催
。

患

者
が
入
院
す
る
際
、
入
院
前
の

状
況
を
把
握
で
き
な
か
っ
た

り
、
逆
に
退
院
し
た
患
者
の
入

院
時
の
病
状
が
分
か
ら
な
か
っ

た
り
し
た
経
験
を
語
り
合
い
、

改
善
策
を
探
っ
た。

中
村
区
の
セ
ン
タ
ー
職
員
浦

田
幸
好
子
さ
ん
(
五
八
)
は
「
介
護

側
は
本
人
の
生
活
の
維
持
、
医

療
側
は
治
療
や
処
置
に
重
き
を

置
く
が
、
E
い
の
役
割
が
分
か

れ
ば
、
よ
り
よ
い
支
援
に
つ
な

が
る
。

セ
ン
タ
ー
が
連
携
に
足

在
宅
看
取
り
の
現
場

i

患
者
が
選
べ
る
体
制
づ
く
り

f
〉

名
古
屋
市
医
師
会
に
よ
る
在

宅
医
療
の
支
援
シ
ス
テ
ム
は
二

O
一
五
年
か
ら
稼
働。
現
在
、

同
意
を
得
た
患
者
七
万
六
千
三

百
十
一
人
の
情
報
を
登
録
し
て

い
る
。

市
内
全
十
六
区
に
在
宅

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
在

宅
で
急
変
し
た
患
者
を
受
け
入

れ
る
病
院
を
輪
番
制
で
決
め
た

り
、
主
治
医
が
不
在
で
も
別
の

医
師
に
診
療
を
依
頼
で
き
た
り

す
る
体
制
を
整
え
て
い
る。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
か
ら

の
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
医
師

や
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ら
各
専

門
職
が
互
い
に
顔
が
見
え
る
関

係
づ
く
り
を
心
掛
け
る。
中
村

り
な
い
部
分
を
補
い
、
い
つ
か

セ
ン
タ
ー
が
必
要
な
く
な
る
ま

で
に
な
れ
ば
」
と
話
す
。

8
日
に
シ
ン
ポ

愛
知
県
医
師
会
と
愛
知
県
は

八
日
午
後
二
時
半
か
ら
、
名
古

屋
市
中
区
丸
の
内
二
の
東
建
ホ

ー
ル
・

丸
の
内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
医
師
会
が
つ
な
ぐ
医
療
と

介
護
の
連
携
」
を
聞
く
。

日
本

医
師
会
の
江
沢
和
彦
常
任
理
事

に
よ
る
基
調
講
演
の
ほ
か
、
名

古
屋
市
医
師
会
に
よ
る
活
動
報

告
な
ど
も
あ
る。
無
料
。

問
い

合
わ
せ
は
県
医
師
会
医
療
業
務

部
第
3

課
リ

電
0
5
2
(
2
4

1
)
4
1
4
31
へ。

中

日

新

聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
4

日
(
火
)
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在
宅
看
取
り
の
現
場

i

患
者
が
選
べ
る
体
制
づ
く
り

1

在
宅
療
養
に
役
立
つ
1

冊

津市支援センターが「あんしんブ、ック」

自
宅
療
養
を
希
望
す
る
人
や
そ
の
家
族
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、
津
市
在
宅
療
養
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
訪
問
診
療
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
ま
と
め
た
問
子
「
津
市
在
宅
医
療
・
介
護

あ
ん
し
ん
ブ
ッ
ク
」
を
発
行
し
た
。

国
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

最
期
ま
で
生
活
し
や
す
い
地
域
を
目
指
す
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
充
実
化
を
進
め
て
お
り
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
そ
の
鍵
と
な

る
。

住
民
視
点
で
作
製
し
た
冊
子
は
十
二
万
三
千
部
。

二
月
に
市

内
全
戸
に
配
布
す
る。
(

斉
藤
和
音
)

津
市
在
宅
療
養
支
援
セ
ン
タ
ー
が
作
製
し
た
在
宅

医
療
や
介
護
に
関
す
る
冊
子

園田前向凶相圃ー
.掴.拡0>'<

~，'-ー--・咽噛・帽申叩削酬明惨帰

• 

る
。津

市
の
医
師
会
や
歯
科
医
師

会
、
薬
剤
師
会
、
訪
問
看
護
や

介
護
事
業
者
団
体
な
ど
が
昨
年

五
1

十
月
、
マ
ッ
プ
作
製
部
会

を
設
立
し
協
議
を
重
ね
て
き

た
。

冊
子
作
製
に
携
わ
っ
た
津

在
宅
ケ
ア
診
療
所
の
山
際
健
太

郎
院
長
も
会
見
に
同
席
し
「
医

病
院
や
介
護
事
業
所
紹
介

二
十
一
日
の
定
例
会
見
で
、

前
葉
泰
幸
市
長
が
明
ら
か
に
し

た
。

間
子
に
は
、
往
診
や
訪
問

診
療
を
す
る
病
院
や
歯
科
診
療

所
、
通
院
が
困
難
な
患
者
向
け

の
在
宅
対
応
薬
局
や
介
護
事
業

所
な
ど
計
三
百
十
施
設
の
連
絡

先
を
九
地
域
に
分
け
て
紹
介
し

て
い
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
窓

口
で
あ
る
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
案
内
も
掲
載
し
た。

記
載
さ
れ
たQ
R
コ
1

ド
を

携
帯
電
話
な
ど
で
読
み
取
れ

ば
、
施
設
の
場
所
が
地
図
上
に

表
示
さ
れ
る。
医
療
機
関
の
場

合
、
診
療
時
間
や
対
応
可
能
な

医
療
内
容
と
い
っ
た
詳
細
が
確

認
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

療
と
介
護
が
支
え
合
っ
て
、
最

期
ま
で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い

つ
も
の
よ
う
に
生
活
で
き
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
」
と
話
し
た。

前
葉
市
長
は
「
市
民
の
皆
さ

ん
が
在
宅
の
医
療
や
介
護
を
受

け
た
い
と
思
う
場
合
に
、
ど
う

し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
と

い
う
状
態
を
解
消
し
た
い
」
と

話
し
た。

冊
子
は
A
4

判
で
三
十
二

汗
。
⑮
津
市
在
宅
療
養
支
援
セ

ン
タ
ー
H

0
5
9
(
2
5
5
)

1
3
0
0
 

中

日
(
三
重
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
泣
日
(
火
)

病院から在宅につなぐ 高知大医学部で講演

県
内
の
訪
問
正
曇
師
、
薬
剤
師
、
理
学
療
法

士
ら
で
つ
く
る
「
若
手
在
宅
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の

会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
こ
の
ほ
ど
、
高
知
大
学
医

学
部
(南
国
市
岡
豊
町
小
蓮)で
在
宅
医
療
に

つ
い
て
講
演
し
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
ら
約

ω
人
に

「
病
院
で(ケ
ア
を
)
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、

在
宅
に
つ
な
い
で
『
地
域
で
完
結
す
る
』
と
い

う
考
え
方
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
呼
び
掛

7

た
。コ

メ
デ
ィ
カ
ル
と
は
、
医
師
以
外
の
医
療
従

事
者
の
こ
と。
同
会
は
在
宅
医
療
の
充
実
を
目

指
し
、
初
代
の
男
性
4

人
が
専
門
分
野
や
施
設

の
垣
根
を
越
え
て
8

月
に
設
立
し
た

。

今
回
の
講
演
は
同
大
医
学
部
の
緩
和
ケ
ア
学

習
会
の
一
環
で
、
同
会
に
と
っ
て
は
初
め
て
の

本
格
的
な
活
動
と
な
っ
た
。

退
院
後
の
串
箸
の

生
活
に
つ
い
て
病
院
ス
タ
ッ
フ
ら
に
知
っ
て
も

ら
い
、
連
携
強
化
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う

。

訪
問
薬
剤
師
の
伊
藤
悠
人
さ
ん
、
宮
部
祐
輔

さ
ん
は薬
剤
管
理
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。

「
大
切

な
時
間
を
家
事
友
人
と
有
意
義
に
過
ご
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
在
宅
医
療
へ
の
思
い
を
語

り
、
「
家
に
帰
り
た
い
と
い
う
思
い
を
か
な
え
る

た
め
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
声
を
掛
け

て
」
と
話
し
た。

理
学
療
法
土
の
西
村
聡
二
さ
ん
は
、
筋
ジ
ス

ト
ロ
フ
ィ
ー
の
在
宅
患
者
に
行
っ
た
リ
ハ
ビ
リ

や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
発
表
し
た

。

在
宅
看
護
専
門
看
護
師
の
平
山
司
樹
さ
ん

は
、
末
期
か
ん
を
患
い
な
が
ら
も
パ
ー
ト
ナ
ー

と
暮
ら
し
、
ド
ラ
イ
ブ
や
友
人
と
の
キ
ャ
ン
プ

を
楽
し
ん
だ
女
性
の
ケ
ア
に
関
わ
っ
た
経
験
を

紹
介。
「
痛
み
で
立
ち
上
が
る
こ
と
も
困
難
だ
っ

た
。

支
援
者
み
ん
な
が
一
丸
と
な
っ
て
本
人
の

希
望
を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
た

。

帰
れ
な
い

若手コメテ‘イカルの会
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在宅医療で患者、家族が鎮痛剤

鏡
監
肝
普
及
ヘ
研
修
や
情
報
提
供

「
人
生
を
住
み
慣
れ
た
家
で
終
え
た
い
」

「
お
盆
や
正
月
は

自
宅
で
療
養
し
た
い
」
と
希
望
す
る
が
ん
患
者
が
増
え
る
中
、

痛
み
を
自
分
や
家
族
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
鎮
痛
剤
の
授
与

シ
ス
テ
ム
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

島
根
県
立
中
央
病
院
(出
雲

市
姫
原4
丁
目
)
の
医
師
ち
が
考
案
し
た
、
在
宅
医
療
を
行
う

医
師
と
薬
局
、
機
器
の
取
扱
代
理
店
が
連
携
す
る
仕
組
み
で
、

出
雲
圏
域
以
外
の
地
域
で
も
利
用
が
増
え
て
い
る

。

(万
代
剛
)

機
器
は
P
C
A
ポ
ン
プ
と
呼
で
、
口
年
度
は
幻
件
に
増
え
、

ば
れ
、
使
い
方
は
簡
素
だ。
事
松
江
、
雲
南
、
大
田
、
益
田
園

前
に
医
師
が
点
滴
同
様
に注
射
域
に
も
広
が
っ
て
い
る。

針
を
入
れ
、
後
は
患
者
が
自
宅
在
宅
医
療
を
手
掛
け
る
う
め

で
痛
み
を
感
じ
た
時
に
ボ
タ
ン
が
え
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
大
田

を
押
す
と
、
処
方
さ
れ
た
分量

市
大
田
町
)
の
梅
枝
伸
行
院
長

の
鎮
痛
剤
が
自
動
的
に
投
与
さ
(
印
)
は
口
年

4

月
、
末
期
の

れ
る
。

医
療
用
麻
薬
の
管
理
規
防
相
臨
が
ん
だ
っ
た
女
性
を
家
族

定
が
厳
し
い
た
め
、
こ
う
し
た
が
自
宅
で
み
と
っ
た
際
に
シ
ス

医
療
行
為
は
病
院
で
行
う
の
が
テ
ム
を
活
用
。

「
父
と
一
緒
に

普
通
だ
が
、
在
宅
医
と
調
剤
薬
住
ん
だ
家
で
過
ご
し
た
い
」
と

局
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
機
器
を
借
い
う
患
者
の
希
望
に
沿
え
た
と

り
た
代
理
店
の3
者
の
協
力
で
振
り
返
り
「
患
者
の
意
思
が
は

在
宅
投
与
が
可
能
に
な
っ
た
。

っ
き
り
し
て
い
る
と
支
援
し
ゃ

利
用
件
数
は
、
取
り
組
み
を
す
い」
と
話
す
。

始
め
た2
0
1
4

年
度
が
凶
件
小
川
在
宅
診
療
所

在
宅
看
取
り
の
現
場

i

患
者
が
選
べ
る
体
制
づ
く
り

f
〉 (

松
江
市

患
者
さ
ん
は
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
語
っ

た
。

(
山
本
仁
)

西
川
津
町
)
の
小
川
肇
医
師

(臼
)
も
「
(が
ん
が
進
行
す
る

と
)
痛
み
止
め
の
薬
を
飲
み
込

み
に
く
い。
家
族
に
の
ま
せ
て

も
ら
う
の
も
負
担
に
な
る」
と

し
、
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
有

用
性
を
評
価
す
る。

た
だ
、
全
県
へ
満
遍
な
く
広

が
る
に
は
課
題
が
あ
る。

一
つ
は
協
力
す
る
調
剤
薬
局

の
確
保
だ
。
例
え
ば
大
田
市
は
、

地
域
を
挙
げ
て
普
及
に
取
り
組

む
出
雲
市
と
距
離
が
近
い
た
め

岡
市
内
の
薬
局
の
協
力
が
得
ら

れ
て
い
る
が
、
医
療
用
麻
薬
を

管
理
で
き
、
引
は
時
間
対
応
も
可

能
な
薬
局
は
限
定
さ
れ
て
い
る

の
が
実
態
と
い
う。

ま
た
、
診
療
報
酬
は
輸
液
セ

ッ

ト
を
交
換
し
た
場
合
に
加
算

が
な
く
、
医
療
関
係
者
側
の
負

担
に
な
る
可
能
性
が
あ
る。
今

は
、
在
宅
で
の
み
と
り
を
支
援

し
た
い
と
い
う
関
係
者
の
熱
意

が
支
え
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
中
、
島
根
県
立
中

央
病
院
医
師
の
今
回
敏
宏
・
緩

和
ケ
ア
チ
l

ム
リ
ー
ダ
ー
(
必
)

2 1 三Z
0 1 問

占|知
花|新
去 | 聞
日 l ・

会|有

粉
制
闘

停
?

悶
m

'
h
M
 

-
ア

守
〈

わ
J

A
u
n
 

n
L
M
 

門
戸

。
宅

青
江

口
n儲

崎
翻
溜muv 

降
M偶

像
品T

『
I

A
U『nu 

門
戸
』

た
ち
は
研
修
に
力
を
入
れ
、
普

及
拡
大
を
図
る。
過
去
5

年
間

で
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
ら

1
2
1

人
が
指
導
を
受
け
た。

今
回
医
師
は
「最
後
ま
で
家
で

過
ご
す
た
め
の
必
須シ
ス
テ
ム

と
し
て
広
め
た
い
」
と
話
し
、

広
島
県
な
ど
も
含
め
て
情
報
提

供
に
取
り
組
む
考
え
だ
。

2014年度 15年度 16年度 17年度

出雲 16 22 33 34 

松江 一 3 4 

大田 2 一 一

雲南 3 
益田

山
陰
中
央
新
報
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
5

日
(
土
)
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はと
旬闘.

」「死」知る

在
宅
看
取
り
の
現
場

1

患
者
が
選
べ
る
体
制
づ
く
り

j

-
」「生」考える

:
0
0
4

/
h
h
O
¥
 

4
-
r
a
W
E
a
-
-

いa
J
I
-


，
.
ぇ

-

i
s

、

h
1
f
/

ヘ
:
J

-

d
f
レ

死
ぬ
と
き
に

後
憶
し
な
い

生
き
方

E
t
-
-
Z

い
づ
み

在
宅
ホ
ス
ピ
ス
初
年
内
藤
さ
ん
(
甲
府
)
が
新
著

在
宅
ホ
ス
ピ
ス
の
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ
る
甲
府
・
ふ

じ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
長
の
内
藤
い
づ
み
さ
ん

(臼
)が
、

「
死
ぬ
と
き
に
後
悔
し
な
い
生
き
方
」
を
出
版
し
た

。

在

宅
ホ
ス
ピ
ス
に
携
わ
り
初
年
余
り

。

最
期
ま
で
自
分
ら
し

く
生
き
抜
い
た
約4干
人
の
命
に
寄
り
添
っ
て
き
た

。

著

書
で
は
ご
人
一
人
違
う
命
の
重
さ
を
、
想
像
力
を
持
っ

て
考
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
出
会
っ
た
患
者
幻
人
の
「
最

塑
を
紹
介

。

自
宅
で
の
み
と
り
が
減
り
、
死
が
身
近
で

な
く
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
特
に
若
い
世
代
に
読
ん
で
ほ
し

い
と
い
い
、
「
自
分
ら
し
く
死
に
ゆ
く
こ
と
を
考
え
る
こ

と
で
、
今
の
瞬
間
を
大
事
に
し
、
人
生
を
よ
り
よ
い
も
の

に
で
き
る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る

。

〈杉
原
み
ず
き〉

「
誰
に
も
一
人
一
人
違
う
、
大

切
な
物
賓
が
あ
る
。

若
い
人
た
ち

に
リ
ア
ル
な
命
の
話
を
伝
え
た

い
」。
末
期
の
が
ん
患
者
の
希
望

で
一
緒
に
そ
ば
店
へ
行
っ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
、
重
篤
な
状
態
に
な
っ
て

も
自
分
の
こ
と
よ
り
家
族
の
様
子

を
気
に
掛
け
て
い
た
母
親
の
話
な

ど
幻
の
物
語
雰
逼
し
、
や
り
残
し

の
な
い
生
き
方
や
困
難
の
乗
り
越

内藤いづみさん著
「死ぬときに後悔
しない生き方」

え
方
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る

。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
若
い
世

代
は
「
人
と
の
生
の
向
き
合
い
方

を
避
け
て
い
る
」
と
感
じ
て
い
る

。

傷
つ
く
の
を
避
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
も
上
手
で
は

な
い
と
い
う。

「
情
報
は
豊
富
に

あ
る
け
ど
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
な

い
。

人
間
も
自
然
の
中
の
一
部
と

い
う
感
覚
も
乏
し
い
。

生
身
の
命

の
学
び
が
薄
く
な
っ
て
い
る
」
と

危
慎
す
る。

病
院
で
亡
く
な
る
こ
と
が
一
般

的
な
現
代
は
、
自
宅
で
の
最
期
か

当
た
り
前
だ
っ
た
こ
ろ
に
比
べ
、

死
か
身
近
で
な
く
な
り
、
人
生
の

最
期
を
想
像
し
に
く
く
な
っ
て
い

る
と
い
う。

「
最
期
を
想
像
で
き

な
い
人
は
、
生
き
方
を
考
え
る
こ

と
も
難
し
い
」
と
話
す
。

医
療
が
充
実
し
、
終
末
期
で
も

積
極
的
な
治
療
が
選
べ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
「
最
近
は
緩
和

ケ
ア
を
受
け
る
に
し
て
も
短
い
期 聞

に
な
る
傾
向
が
あ
る
」

。

ど
う

あ
り
た
い
か
考
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
持
ち
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
。

在
宅
医
療
を
支
え
る
基
盤
も

整
い
つ
つ
あ
る
と
い
い
、
「
主
人

公
か
ど
う
生
き
る
か
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
事
」
と
力
を
込
め
る

。

死
ぬ
こ
と
が
目
標
で
は
な
く
、
生

き
て
い
る
今
に
感
謝
す
る
こ
と

で
、
よ
り
人
生
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
に
つ
な
が
る
、
と
訴
え
る

。

昨
年
ロ
月
、
母
富
士
丸
さ
ん

(享

年
部
歳
)
を
み
と
っ
た。「水
も

要
ら
な
い
」
と
言
っ
て
か
ら
は

「母

が
望
む
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
」

と
点
滴
も
や
め
、
日
日
間
生
き
抜

い
た。
そ
の
問
、
富
士
丸
さ
ん
が

好
き
だ
っ
た
酒
を
こ
よ
り
に
浸

し
、
ー
、
2

滴
口
元
に
垂
ら
し
て

あ
げ
た
。
「
常
に
1
5
0

パ
ー
セ

ン
ト
の
力
を
出
し
て
生
き
て
き
た

人
。

健
や
か
に
、
命
を
燃
え
尽
く

す
よ
う
に
亡
く
な
り
、
ま
さ
に
生

き
た
よ
う
に
死
ん
で
い
く
、
と
い

患
者
幻
人
の
最
期
つ
づ
る

う
最
期
だ
っ
た
」
と
語
る

。

こ
れ
ま
で
約4
千
人
の
最
期
に

関
わ
っ
て
き
た。
「生
き
る
こ
と

を
支
え
て
い
る
か
ら
続
け
ら
れ

る
。

臨
床
で
は
な
く
量
生
』
だ

と
思
っ
て
い
る
」
。

家
族
ら
に
固

ま
れ
、
日
常
の
中
で
そ
の
人
ら
し

く
生
き
抜
い
た
患
者
と
の
関
わ
り

を
通
し
て
「
死
の
恐
怖
が
薄
れ
て

き
た
」
と
言
う。

本
書
の
裏
表
紙
に
は
、
小
さ
な

芽
が
描
か
れ
て
い
る
。

「
死
は
突

然
襲
わ
れ
る
も
の
に
し
て
し
ま
う

と
、
本
人
に
も
周
り
に
も
恐
怖
し

か
な
い。
だ
か
ら
、
折
に
触
れ
死

に
ゆ
く
こ
と
を
し
っ
か
り
考
え
て

ほ
し
い
。

死
は
怖
が
っ
た
り
、
忌

み
嫌
っ
た
り
す
る
も
の
で
は
な

く
、
再
生
の
始
ま
り
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
」

。

内
藤
さ
ん
の
新
著
「
死
ぬ
と
き

に
後
悔
し
な
い
生
き
方
」
は
総
合

法
令
出
版
刊
で
、
税
込
み
1
4
0

4

円
。

県
内
の
書
店
な
ど
で
取
り

扱
っ
て
い
る。

山
梨
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
引
日
(
木
)
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が
ん
看
護
専
門
看
護
師
と

し
て
、
帯
広
第
一
病
院
で
働

く
小
里
裕
美
さ
ん
(
日
)
に
は

忘
れ
ら
れ
な
い
患
者
が
い

る
。

道
央
の
病
院
に
勤
務
し

て
い
た
時
に
担
当
し
た
初
代

の
肺
が
ん
の
男
性
だ
。

緩
和
ケ
ア
外
来
に
通
っ
て

自
宅
療
養
し
て
い
た
が
、
日

に
日
に
弱
っ
て
い
た。

「
九

州
に
い
る
初
孫
に
会
い
に
行

き
た
い
」。
そ
ん
な
時
に
男

性
か
ら
相
談
を
受
け
た
。

熊

本
市
に
住
む
一
人
娘
が
出
産

し
た
と
い
う
。

安
心
し
て
旅

行
に
送
り
出
せ
る
状
態
で
は

な
い
。

だ
が
、
出
産
直
後
の

娘
さ
ん
も
北
海
道
に
は
来
ら

れ
な
い。
余
命
わ
ず
か
と
感

じ
て
い
た
男
性
の
意
志
は
固

か
っ
た。
医
師
と
と
も
に
悩

ん
だ
揚
げ
句
、
送
り
出
し
た
。

男
性
は
無
事
に
大
好
き
な

娘
と
再
会
し
、
孫
も
抱
っ
こ

と安全管理総集版 2019 年 4号

最期の希望

で
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の

日
の
う
ち
に
心
配
さ
れ
て
い

た
呼
吸
困
難
を
起
こ
す
。

熊

本
の
病
院
で
応
急
処
置
を
受

け
、
小
里
さ
ん
の
い
た
道
央

の
病
院
に
戻
っ
て
入
院
。

3

日
後
に
息
を
引
き
取
っ
た
。

亡
く
な
る
前
、
小
里
さ
ん

は
九
州
ま
で
送
り
出
し
た
自

分
を
責
め
、
男
性
に
お
わ
び

の
吾
一
曇
を
伝}
i

え
た
。

と
こ
綱
附
相
判

ろ
が
男
性
は

j

「
謝
ら
な
い
で
ほ
し
い
。
希

望
を
か
な
え
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
」。
そ
う
小
里
さ
ん

に
話
し
た。

「
串
箸
さ
ん
の
最
期
の
望

み
は
可
能
な
限
り
か
な
え
て

あ
げ
た
い
」。
今
日
も
が
ん

患
者
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い

る
。
(

正
井
晶
子
)

北
海
道
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
9

年
1

月
ゆ
日
(
土
)

在
宅
看
取
り
の
現
場

3 || ζかは し みさ

高橋美佐子文化くらし報道部

も
う
す
ぐ
父
が
死
ん
で
し
ま
う
の
で

。

今
年
1

月
か
ら
全6
回
、
朝
日
新
聞
デ

ジ
タ
ル
で
掲
載
し
た
私
の
コ
ラ
ム
の
題
名

だ
。

父
(
享
年
創
)
が
昨
夏
、
賦
艇
が
ん

の
発
覚
か
ら
わ
ず
か3
カ
月
で
他
界
す
る

ま
で
を
月1
回
ず
つ
配
信
し
た。

独
身
の

兄
や
妹
と
違
っ
て
、
私
は
同
僚
と
約
初
年

前
に
結
婚
し
た
後
、
仕
事
が
忙
し
い
か
ら

と
都
内
の
実
家
へ
あ
ま
り
顔
を
出
し
て
こ

な
か
っ
た。

病
気
に
な
る
前
ま
で
の
父
と

は
、
い
つ
も
母
(
邸
)
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー

越
し
の
や
り
と
り
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

父
の
異
変
に
気
づ
い
た
の
は
昨
年3

月
、
母
が
股
関
節
の
手
術
で
入
院
中
の
こ

と
だ
っ
た
。
居
間
の
ソ
フ
ァ
で
持
病
の
腰

痛
に
顔
を
ゆ
が
ま
せ
、
元
気
が
な
い

。

こ

ん
な
調
子
で
病
み
上
が
り
の
母
と
暮
ら
せ

る
の
か
?
母
の
退
院
と
入
れ
替
わ
り

で
、
父
を
大
学
病
院
に
入
院
さ
せ
た
。

全

身
を
検
査
し
、
寝
た
き
り
に
な
る
の
を
防

ぐ
策
を
練
る
た
め
に。

結
果
は
「
余
命
半

年
以
内
」。
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。

病
院
か
ら1
カ
月
以
内
の
退
院
を
促
さ

れ
た
が
、
母
は
「
弱
っ
て
い
く
お
父
さ
ん

を
近
く
で
み
る
の
が
怖
い
」
と
い
う
。

探

し
た
末
の
転
院
先
は
我
が
家
か
ら
徒
歩

5

分
の
総
合
病
院
。
週1
回
の
面
会
が
限
度

の
母
に
代
わ
り
、
長
女
の
私
が
キ
l

パ
l

ソ
ン
に
な
る
の
は
自
然
な
流
れ
だ
っ
た

。

父
は
入
院
後
に
わ
か
っ
た
認
知
症
の
せ

い
か
、
病
気
を
深
刻
に
と
ら
え
て
い
な
い

よ
う
に
見
え
た。

面
会
終
了
間
際
に
駆
け

込
む
私
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
、
蒸
し
タ
オ

ル
で
体
を
拭
く
と
「
気
持
ち
い
い
な
あ
」

と
感
謝
し
た。

私
は
「
は
い
、
笑
っ
て

!
」
と
ス
マ
ホ
を
か
ざ
し、
父
を
撮
影
し

た
。
初
め
は
母
や1
、

2

日
お
き
に
見
舞

ー
患
者
が
選
べ
る
体
制
づ
く
り

i

選べなかった「在宅死」父をみとる

う
兄
、
パ
リ
在
住
の
妹
に
メ
l

ル
で
送
る

目
的
だ
っ
た
が
、
あ
る
時
か
ら
自
分
の
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
投
稿
し
、
旅
立
ち
ま
で

を
不
特
定
多
数
に
見
せ
よ
う
と
決
め
た

。

理
由
は
、
私
が
孤
独
か
ら
逃
げ
出
し
た

か
っ
た
た
め
だ。

も
う
す
ぐ
別
れ
る
父
に

寄
り
添
い
た
い
と
思
う
半
面
、
死
が
近
づ

く
人
に
ど
う
接
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
。
住
事
に
打
ち
込
め
な
い
自
分
が
後

ろ
め
た
く
、
引
き
裂
か
れ
そ
う
な
心
で
病

院
を
行
き
来
し
た
。
重
く
沈
ん
だ
気
持
ち

は
、
笑
顔
の
父
に
押
さ
れ
る
「
い
い
ね

!
」
ボ
タ
ン
で
軽
く
な
り、
コ
メ
ン
ト
欄

に
書
か
れ
た
面
識
の
な
い
「
友
達
」
か
ら

の
応
援
に
励
ま
さ
れ
た。

実
は
私
は
長
く
「
在
宅
死
」
に
共
感
し

て
記
事
を
書
い
て
き
た。

自
宅
と
い
う

「
場
」
の
持
つ
力
は
大
き
い

。

な
の
に
自

分
の
親
の
終
末
期
で
は
選
べ
ず
、
罪
悪
感

に
苦
し
ん
だ。

地
域
の
医
療
資
源
を
知
ら

な
い
し
、
私
が
休
職
し
な
い
限
り
、
転
び

や
す
い
父
を
足
の
悪
い
母
が
住
む
一
軒
家

に
戻
せ
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
の
だ

。

在

宅
医
療
礼
賛
一
辺
倒
の
報
道
で
、
住
事
と

介
護
の
間
で
葛
藤
す
る
伴
侶
や
子
ど
も
を

い
か
に
追
い
詰
め
た
か
と
、
悔
や
ん
だ

。

父
は
最
後
の1
カ
月
を
緩
和
ケ
ア
病
棟

で
過
ご
し
、
枯
れ
る
よ
う
に
穏
や
か
に
逝

っ
た
。
死
に
ゆ
く
親
と
の
向
き
合
い
方
に

正
解
も
不
正
解
も
な
か
っ
た
。

た
だ
、
ど

こ
で
誰
が
み
と
る
か
の
幅
広
い
選
択
肢
が

あ
る
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
し
、
そ
の
た

め
の
報
道
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

朝

日
(
東
京
)
・
拐
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
6

日
(
木
)
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直面
《え~

事妻

医
療
者
の
働
き
方

匡ヨ

厚
労
省
案

特
例
で
長
時
間
追
認

2
0
2
4

年
度
か
ら
勤
務
医
に
適
用
さ
れ
る
残
業
時
間
の
罰

則
っ
き
上
限
に
つ
い
て
、
一
部
の
特
定
の
医
療
機
関
に
勤
め
る

医
師
で
は
年1
9
0
0
5
2

千
時
間
の
水
準
と
す
る
案
を
厚
生

労
働
省
が
ま
と
め
た
こ
と
が
わ
か
っ
た

。

お
年
度
末
ま
で
の
特

例
と
し
て
検
討
す
る

。

一
部
の
医
師
が
続
け
て
い
る
長
時
間
労

働
を
追
認
す
る
形
と
な
り
、

異
論
も
出
そ
う
だ。

E1:1'1111:1"，(・骨rtIDö1ml

務縫時m上傾(隼剖)の
摩労省憲@イメ帽吋醐ジ

統 悶酌酌恥2鈎m制0但凶一2白附向4州叩制糊月
勤務医鼠盟盟

地減医療
確傑のために
必要な医師

対
象
は
、
地
域
医
療
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
、
救
急
・
在
宅

医
療
な
ど
緊
急
性
の
高
い
医
療

に
対
応
す
る
全
国
の
施
設
を
想

定
。

業
務
が
や
む
な
く
長
時
間

に
な
る
医
師
に
限
る。
ほ
か
の

一
般
勤
務
医
の
上
限
は
年
9
6

0

時
間
と
す
る。

新
年
度
以

降
、
企
業
に
適
用
さ
れ
る
上
限

は
、
休
日
労
働
を
含
め
て
年
最

大
9
6
0

時
間
。

特
例
で
は
こ

れ
ら
の2
倍
も
の
長
い
残
業
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

。

医
師
の
働
き
方
改
革
を
議
論

す
る
検
討
会
に
日
日
に
提
案

残
業
捌
時
間
批
判
相
次
ぐ

勤
務
医
上
限
「
過
労
死
目
安
超
え
る
」

厚
生
労
働
省
の
有
識
者

検
討
会
は
幻
目
、
地
域
医

療
を
支
え
る
勤
務
医
の
残

業
上
限
時
間
に
つ
い
て議

論
し
た。
年
1
9
0
0

ら

2
0
0
0

時
間
と
す
る厚

労
省
案
に
対
し
、
委員
か

ら

「
過
労
死
の
労災が
認

め
ら
れ
る
目
安
を
大
きく

超
え
る
」
と
批
判
が
相次

い
だ今

年
4

月
に
施行
さ
れ

(35年度末まで}

大企業 19年4月~
中小企業 20年4月~

最大国語詔

索そ検討中
能
な
ら

接
要
医

に
必
修

的
が
研

中
上
集
向し

、
年
度
末
ま
で
に
結
論
を
出

す
方
針
と
い
う。

案
で
は
、
複
数
の
月
で
平
均

いずれも休白労働を含む

加
時
間
超
と
い
う
脳
・
心
臓
疾

患
の
労
災
認
定
基
準
の
残
業
時

聞
を
考
慮
し
、
勤
務
医
は
年
9

6
0

時
間
を
上
限
と
す
る。

こ
の
上
限
ま
で
残
業
を
減
ら

す
と
診
療
に
大
き
く
影
響
す
る

場
合
に
特
例
を
認
め
、
年
1
9

0
0
S
2

千
時
間
程
度
以
内
で

検
討
す
る。
こ
の
揚
合、
月
平

均
約
1
6
0

時
間
と
な
り
、1

カ
月
だ
け
で
精
神
障
害
の
労
災

認
定
基
準
に
匹
敵
す
る
。

特
例

は
医
師
不
足
や
勤
務
環
境
の
改

善
を
進
め
な
が
ら
段
階
的
に
引

き
下
げ
る
こ
と
も
検
討
す
る

。

年
2

千
時
間
と
い
う
突
出
し

た
長
さ
の
背
景
に
は
、
医
師
の

1

割
が
年1
9
2
0

時
間
超
の

残
業
を
し
て
い
る
実
態
が
あ

る
。
こ
う
し
た
医
師
が
一
人
で

も
い
る
病
院
は
全
体
の
3

割
、

大
学
病
院
や
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
が
あ
る
病
院
に
限
る
と
9

割

に
上
る
。
規
制
が
始
ま
れ
ば
、

医
療
機
関
は
上
限
超
え
の
勤
務

る
働
き
方
改
革
関
連法
で

は
、
医
師
に
つ
い
て医
療

体
制
へ
の
影
響
を
考
慮

し
、

規
制
の
対
象
から
外

し
た
。

そ
の
上
で
、厚
労

省
は
2
0
2
4

年
度
か
ら

の
上
限
規
制
を
検
討
し
て

い
る。医

師
の
残
業
規
制
を巡

り
、
地
域
医
療
を
支
え
る 勤

務
医
に
つ
い
て
、厚
労

省
は
月1
6
0

時
間
程
度

に
相
当
す
る
年19
0
0

3
2
0
0
0

時
間
を
示
し

て
い
る。

勤
務
医
の1
割
に
当
た

る
約
2

万
人
が
月1
6
0

時
間
以
上
の
残
業
を
し
て

い
た
た
め
で
、
医
療
関
係

者
は
「
地
域
医
療
や
患
者

の
命
を守
っ
て
い
る
現
状

は
無
視
で
き
な
い」
と
理

解
を
求
め
た。

一方
、
労
働
者
側
か
ら

は
「
医
師
を
現
状
か
ら
救

う
た
め
に
議
論
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か」
と
懸
念

す
る
声
が
上
が
っ
た。一

般
労
働
者
の
上
限
は
休
日

を
含
め
月
1
0
0

時
間
未

医
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
が
、
医
師
は
急
に
増
や

せ
ず
、
一
部
は
対
応
し
き
れ
な

い
と
み
ら
れ
て
い
る
た
め
だ
。

医
師
の
都
道
府
県
間
の
偏
在

を
解
消
す
る
目
標
時
期
を
お
年

と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

特
例
は
お
年
度
末
ま
で
と
し
て

い
る
と
い
う。

日
年
度
の
調
査
で
は
、

自
殺

や
死
を
毎
週
ま
た
は
毎
日
考
え

る
医
師
が3
・

6
%
い
る
と
さ

れ
る。

医
師
の
健
康
を
確
保
す

る
た
め
、
特
例
を
適
用
す
る
揚

合
、
終
業
か
ら
始
業
ま
で
に
最

低
9

時
間
の
休
息
を
と
る
勤
務

間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
や
連
続
勤
務

を
お
時
間
ま
で
と
す
る
制
限
を

義
務
づ
け
る
方
針
。

(姫
野
直
行、

阿
部
彰
芳)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
間
日
(
木
)

満
で
、
「過
労
死認
定
基

準
を
超
え
る
乙
と
は認
め

が
た
い
」
と
主
張
し
た。

【
酒
井
雅
浩
】

h一
時

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
包
日
(
火
)

20 



議と安全管理総集版 2019 年 4 号

医
師
業
務

厚
生
労
働
省
は
地
域
医
療
に

欠
か
せ
な
い
病
院
に
対
し
、
医

師
の
業
務
の
一
部
を
他
職
種
に

移
管
す
る
「
タ
ス
ク
・
シ
フ
テ
ィ

ン
グ
」
を
義
務
付
け
る
検
討
に

入
っ
た。
こ
う
し
た
病
院
の
医

師
に
は
今
後
適
用
す
る
残
業
時

間
の
上
限
規
制
を
当
面
緩
め

る
。
健
康
を
守
る
た
め
、
業
務
負

担
軽
減
な
ど
対
策
を
講
じ
る
。

「睡
眠
時
間
が
と
れ
な
い
こ

と
も
あ
る
。

無
意
識
に
集
中
力

が
低
下
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い」
。
都
内
の
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る

若
手
医
師
は
こ
う
話
す
。

わ
ず

か
8
人
の
医
師
で
3
6
5
日
剖

時
間
対
応
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

常
に
長
時
間
労
働
に
な
り

が
ち
で
、
夜
間
は
外
来
と
救
急

車
で
運
ば
れ
る
患
者
を
1
人
で

み
る
状
態
だ
と
い
う

。

医
師
の
過
重
労
働
は
他
の
業

種
よ
り
も
深
刻
だ
。

だ
が
残
業

時
間
を
一
般
労
働
者
並
み
に
規

制
す
れ
ば
、
医
療
の
提
供
体
制

が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る

。

厚
労
省
は
2
0
2
4
年
4
月

に
適
用
す
る
医
師
の
残
業
時
間

の
上
限
規
制
に
つ
い
て
、一般

の
医
師
は
休
日
労
働
込
み
で
年

9
6
0
時
間
と
す
る
方
向
だ

。

た
だ
、
全
般
に
取
り
入
れ
る
と

地
域
医
療
が
崩
壊
す
る
恐
れ
が

あ
る
。

そ
こ
で
厚
労
省
は
地
域

医
療
を
保
つ
た
め
に
欠
か
せ
な 勤務医の 4都は時間外労働が

年960時間を超える
% 

移
管
義
務
付
け

い
病
院
に
は
経
過
措
置
と
し

て
、
残
業
時
間
の
上
限
を
9
6

0
時
間
よ
り
長
く
す
る

。

そ
う
し
た
病
院
に
は
終
業
か

ら
次
の
始
業
ま
で
一
定
の
休
息

を
確
保
す
る
「
勤
務
間
イ
ン
タ

ー
バ
ル
制
度
」
な
ど
、
医
師
の

健
康
を
守
る
措
置
を
義
務
化
す

る
方
針
だ。
タ
ス
ク
・

シ
フ
テ

ィ
ン
グ
も
そ
の
一
つ
と
し
て
追

加
す
る
検
討
に
入
っ
た

。

電
子
カ
ル
テ
の
入
力
な
ど
を

医
療
ク
ラ
!
ク
(
医
師
事
務
作

業
補
助
者
)
に
分
担
し
た
り
、

医
療
行
為
の
一
部
を
看
護
師
が

処
置
し
た
り
す
る
。

厚
労
省
は
、

病
棟
と
集
中
治
療
室
の
業
務
の

6
割
を
看
護
師
や
ク
ラ
l

ク
な

ど
と
分
担
す
れ
ば
、
週
1
0
0

時
間
の
勤
務
の
う
ち
、
お
時
間

20 
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を
減
ら
せ
る
と
見
積
も
る
。

分
担
を
着
実
に
実
施
し
て
い

る
か
を
医
療
機
関
ご
と
に
点
検

す
る
た
め
の
第
三
者
機
関
を
新

た
に
設
け
る
考
え
だ
。
あ
わ
せ

て
医
師
の
働
き
方
改
革
を
進
め

る
病
院
に
対
し
、
引
き
続
き
加

年
度
も
診
療
報
酬
を
手
厚
く
す

る
検
討
も
進
め
、
病
院
の
働
き

方
改
革
を
後
押
し
す
る
。

診
療
報
酬
は
、
患
者
が
保
険

証
を
持
参
し
た
上
で
医
療
機
関

で
受
診
し
た
と
き
に
払
う
治
療

代
金
の
こ
と。
政
府
が
全
国
一

律
で
定
め
る
公
定
価
格
で
、
四

年
度
か
ら
働
き
方
改
革
を
進
め

る
病
院
に
は
診
療
報
酬
を
手
厚

く
す
る
と
基
本
方
針
に
あ
る

。

た
だ
、
業
務
を
移
管
す
る
た

め
に
病
院
は
医
師
以
外
の
職
種

の
採
用
人
員
を
増
や
さ
ね
ば
な

ら
な
い。
医
療
ク
ラl
ク
を
配

置
し
、
報
酬
が
上
乗
せ
さ
れ
て

も
人
件
費
は
賄
え
な
い
と
の
指

摘
も
あ
る。
診
療
報
酬
の
上
乗

せ
額
や
医
師
の
健
康
を
守
る
新

た
な
仕
組
み
を
設
け
る
か
な
ど

で
検
討
が
進
む
と
み
ら
れ
る

。

厚
労
省
に
よ
る
とm
s
m
歳

代
の
外
斜
医
の
約
4
割
は
週
に

1
0
0
時
間
の
勤
務
(
月
2
4

0
時
間
、
年
2
8
8
0
時
間
の

残
業
に
相
当
)
を
し
て
い
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
9

日

(水
)

医
療
者
の
働

き
方

開
業
医
の
お
%

過
労
死
ラ
イ
ン

「
労
働
過
重
」
は
半
数
超

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
が
県

内
の
開
業
医
(
院
長
)
に
働
き

方
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
し
た
結

果
、
四
人
に
一
人
が、
過
労
死

ラ
イ
ン
に
相
当
す
る
週
六
十
時

間
H

月
の
時
間
外
労
働
(
残

業
)
に
換
算
す
る
と
八
十
時
間

H

を
超
え
て
働
い
て
い
る
と
回

答
し
た
こ
と
が
二
十
六日
、
分

※神奈川県保険医協会の湖脊による。
凶姶五入のため合計は 100%にならない

か
っ
た
。

休
日
は
、
三
人
に
一

人
が
「
週
一
日
以
下
」
と
答
え

た
。病

院
勤
務
医
に
関
し
て
は

「四
割
が
週
六
十
時
間
以
上
働

い
て
い
る
」
と
い
う
国
の
調
査

結
果
が
あ
る。
診
績
に
加
え
、

保
険
請
求
な
ど
経
営
実
務
に
も

追
わ
れ
る
開
業
医
も
長
時
間
労

働
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
実
態
が

浮
か
び
上
が
っ
た。

厚
生
労
働
省
は
勤
務
医
に
は

残
業
規
制
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
が
、

事
業
主
の
開
業
医
は
対

象
外
。

協
会
は
「
地
域
医
療
の
要

と
な
る
開
業
医
だ
け
に
早
急
な

改
善
が
必
要
だ
」
と
して
い
る
。

調
査
は昨
年
十
月
、
協
会
会

神奈川、約700人調査

員
三
千
三
百
六
十
四
人
を
対
象

に
郵
送
で
実
施
、
二
割に
当
た

る
六
百
九
十
人
が
回
答
し
た
。

週
六
十
時
間
を
超
え
て
働
い

て
い
る
と
答
え
た
人
は
お・
2

%
(
百
七
十
四
人
)
で
、
百
時

間
超
の
人
も8
・
6

%

(
五
十

九
人
)
い
た。
六
割
弱
が
夜
間
診

療
に
従
事
し
、
四
分
の
一
が
訪

問
診
療
に
当
た
っ
て
い
る。
半

数
以
上
が
保
険
請
求
実
務
や
患

者
情
報
の
照
会・
応
需
(
書
類
作

成
を
含
む
)
を
行
っ
て
い
る
。

労
働
時
間
に
つ
い
て
「
か
な

り
過
重
一
」
「
や
や
過
重
」
と
答
え

た
人
が
計
日・
9

%
。幻
・
1

%

が
直
近
一
年
間
に
健
康
診
断
を

受
け
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

自
由
意
見
と
し
て
「
ま
と
ま
っ

た
休
み
が
取
れ
な
い
」
「
代
わ

り
が
い
な
い
の
が
一
番
き
つ

い
」
と
の
声
も
寄せ
ら
れ
た。

〈共
同
通
信
〉

東
京
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
9

年
1

月
お
日
(土
)

21 



Kirinuki Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2019

医
療
者
の
働
き
方

健
康
確
保
に
第
三
者
機
関

医
師
の
残
業
上
限
引
き
上
げ
で

厚
労
省
検
討

盛
り
込
み
た
い
考
え
だ
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
病
院
に

常
勤
す
る
医
師
の
う
ち
、
過
労

死
ラ
イ
ン
に
相
当
す
る
週
印
時

間
以
上
働
い
て
い
る
人
の
割
合

は
、
産
婦
人
税
で
は
半
数
超
に

上
る。

救
急
斜
や
外
糾
、
臨
床

医
師
の「
献
身
」
に
依
存

昨
年
6

月
に
成
立
し
た
働
き
方
改
革
関
連
法
で
適
用
除
外

に
な
っ
て
い
た
医
師
の
残
業
規
制
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省

は
日
日
に
地
域
医
療
を
支
え
る
勤
務
医
は
年

1
9
0
0
3
2

0
0
0

時
間
を
上
限
と
す
る
案
を
示
し
た
。
一
般
労
働
者
の

約
2

倍
に
当
た
り
、
過
労
死
し
た
人
の
遺
族
や
労
働
団
体
な

ど
の
反
発
は
避
け
ら
れ
な
い
二
方
、
医
師
不
足
地
域
で
は
、

医
師
の
「
献
身
」
で
救
急
な
ど
過
酷
な
現
場
を
支
え
て
い
る
実

態
が
あ
り
、
規
制
を
不
安
視
す
る
声
も
上
が
る
。
医
師
の
働

き
方
改
革
に
は
、
負
担
の
軽
減
や
偏
在
の
是
正
が
不
可
欠
だ
。

張
う
し
た
危
険
水
域
で
働
く
勤
務

医
は
、
女
性
に
限
っ
た
こ
と
で

は
な
い
。

同
病
院
で
過
労
死
ラ

研
修
医
も4
割
以
上
で
、
長
時

間
労
働
が
常
態
化
し
て
い
る

。

今
年
春
か
ら
順
次
適
用
さ
れ

る
一
般
労
働
者
の
残
業
の
上
限

規
制
は
、
休
日
労
働
を
除
き
年

間
7
2
0

時
間。
医
師
に
当
て

は
め
た
場
合
に
、
地
域
医
療
が

崩
壊
し
た
り
、
専
門
性
や
技
能

を
高
め
る
妨
げ
と
な
っ
た
り
す

る
こ
と
を
危
倶
す
る
声
が
、
医

療
関
係
者
か
ら
上
が
っ
て
い

る
。

厚
労
省
は
、
地
域
医
療
を

担
う
特
定
の
病
院
で
働
く
医
師

査
で
4

割
の
勤
務
医
が
月
即
時

間
超
だ
っ
た。

今
回
の
厚
労
省
案
は
「
働
き

方
改
革
」
ど
こ
ろ
か
、
過
重
労

働
を
容
認
し
て
い
る
よ
う
に
読

め
る
。
一
般
勤
務
医
の
上
限
は

他
の
労
働
者
と
同
様
に
年
9
6

0

時
間
(
月
平
均
即
時
間
)
だ

が
、
地
域
医
療
の
核
と
な
る
医

療
機
関
に
従
事
す
る
医
師
は
そ

の
約
2

倍
。
そ
の
レ
!
ル
を
敷

い
た
の
は
、
日
本
医
師
会
(
日

医
)
と
、
日
医
の
支
援
を
受
け ゃ

、
技
術
向
上
を
目
指
す
若
手

医
師
に
つ
い
て
は
、
上
限
を
大

幅
に
引
当
玉
げ
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る。

検
討
会
で
は
、
終
業
か
ら
次

の
勤
務
開
始
ま
で
に
9

時
間
の

休
息
時
間
を
設
け
る「勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
」
や
、
当
直
前

後
の
連
続
勤
務
時
間
を
お
時
間

と
す
る
健
康
確
保
措
置
を
導
入

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

が
、
医
療
現
場
で
順
守
さ
れ
る

か
ど
う
か
疑
問
視
す
る
声
が
上

医
の
労
働
時
闘
が
縛
ち
れ
る
と

人
員
確
保
や
人
件
費
の
負
担
が

膨
ち
む
こ
と
を
意
味
す
る
。

厚
労
省
関
係
者
に
よ
る
と
、

自
民
党
の
厚
労
族
議
員
の
聞
で

は
、
高
収
入
の
専
門
職
を
労
働

時
間
規
制
か
ら
外
す
「
高
度
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
の

医
師
版
導
入
を
求
め
る
声
も
あ

っ
た
と
い
う
。
法
改
正
が
必
要

で
国
会
対
応
が
難
し
い
と
し
て

見
送
ら
れ
た
が
、
日
医
は
水
面

下
で
残
業
の
上
限
を
年
2
0
0

0

時
間
と
訴
え
続
け
て
き
た
。

厚
労
省
内
で
も
、
地
域
医
療

へ
の
影
響
を
避
け
た
い
医
療
部

門
は
日
医
の
意
向
を
く
ん
で
調

整
に
動
く
一
方
、
労
働
部
門
は

規
制
の
例
外
を
作
る
の
に
難
色 が

っ
て
い
た。

自
民
党
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
!
ム
も
昨
年
ロ

尺
第
三
者
機
関
の
創
意
生
検

討
す
る
よ
う
求
め
る
提
言
を
ま

と
め
て
い
た。

(
共同
通
信
〉

北
園
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
9

年
1

月
9

日
(
水
)

実
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
チ
ェ

ッ
ク
す
る
た
め
の
第
三
者
機
関

医
師
の
働
き
方
改
革
を
検
討
を
設
け
る
方
向
で
調
整
に
入
っ

し
て
い
る
厚
生
労
働
省
が
、
医
た
こ
と
が

9

日
分
か
っ
た。
医

師
の
残
業
時
間
の
上
限
を
一
般
師
の
過
重
労
働
の
解
消
を
目
指

労
働
者
よ
り
も
型
」
上
げ
る
代
す
有
識
者
検
討
会
で
議
論
し
、

わ
り
に
、
健
康
確
保
措
置
が
確
年
度
内
に
ま
と
め
る
報
告
書
に

iiF 残業規制厚労省案

審事警

と
ど
ま
る
も
の
の
、
あ
る
病
院

幹
部
は
「
上
限
に
達
し
た
か
ら

と
い
っ
て
代
わ
り
の
医
師
が
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
病
院
を
閉

じ
な
い
限
り
は
(
規
制
を
)
守

れ
な
い
」
と
強
調
す
る
。

新
潟
市
民
病
院
で
も
、
女
性

研
修
医
の
過
労
自
殺
後
、
紹
介

状
の
な
い
患
者
の
原
則
受
け
入

れ
停
止
や
、
病
状
が
安
定
し
た

患
者
の
近
隣
病
院
へ
の
転
院
促

進
な
ど
で
医
師
の
勤
務
時
閣
を

減
ら
し
た
。

だ
が
、
と
う
し
た
対
応
は
患

者
の
不
利
益
に
も
つ
な
が
る
だ

け
に
、
際
限
な
く
拡
大
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
医
療
体
制
維

持
と
医
師
の
過
労
防
止
は
、
ど

う
す
れ
ば
両
立
で
き
る
の
か
。
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厳
し
く
て
も
い
い
ぐ
ち
い
だ1

2
0
1
6

年
に
過
労
自
殺
し
た

新
潟
市
民
病
院
の
後
期
研
修
医

の
女
性
(
当
時
訂
歳
)
の
遺
族

側
代
理
人
を
務
め
る
斎
藤
裕
弁

護
士
は
、
厚
労
省
の
規
制
方
針

に
憤
る
。

新
潟
労
働
基
準
監
督
署
の
認

定
に
よ
る
と
、
女
性
は
亡
く
な

る
4

カ
月
前
の
日
年9
月
に
う

つ
病
を
発
症
。
直
近1
カ
月
間

の
残
業
は
約1
7
7

時
間
だ
っ

た
。
朝
7
5
8

時
に
出
勤
し
、

深
夜
に
帰
る
日
々
。
午
前
2

時

ご
ろ
退
勤
し
て
も
、
翌
朝
7

時

台
に
は
戻
っ
た
。
当
直
の
日
は
、

わ
ず
か
な
休
憩
だ
け
で
翌
日
午

後
3

時
ま
で
働
き
続
け
、
休
み

は
1

日
だ
け
。
関
わ
っ
た
手
術

は
約
4

時
間
の
大
腸
切
除
を
含

め
お
件
に
上
り
、
女
性
は
「
医

者
に
な
ら
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
」

と
家
族
に
漏
ら
し
て
い
た
。
と
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医師の長時間関働を抑制するた

め夜間受診の制限などをする病

院も出ている=東京都三鷹市で

2018年7月 4 日、熊谷豪撮影

イ
ン
と
さ
れ
る
月
初
時
間
超
の

残
業
を
し
て
い
た
後
期
研
修
医

は
釘
人
中
別
人
。
月2
0
0

時

間
以
上
の
医
師
も
い
た。
全
国

で
見
て
も
、
厚
労
省
の
同
年
調 る

自
民
党
だ
。

日
医
に
は
勤
務
医
も
加
入
し

て
い
る
が
、
活
動
の
中
心
は
病

院
経
営
者
や
開
業
医
で
、
使
用

者
団
体
の
側
面
が
強
い
。
勤
務

医師の割合

15.1% 

20.7 

';m~~・B・-

23.6 

残業時間

0時間

s 
月40(年480)

3 

を
示
し
た
。
綱
引
き
は
緊
迫
化

し
、
予
定
し
て
い
た
昨
年
末
の

提
案
は
見
送
ら
れ
た
が
、
最
終

的
に
「
病
院
を
閉
じ
ろ
と
い
う

の
か
」
と
詰
め
寄
る
族
議
員
に

押
し
切
ち
れ
た
形
だ。

約
加
年
前
、
小
児
科
医
の
夫

を
過
労
自
殺
で
亡
く
し
た
中
原

の
り
子
さ
ん
(
位
)
は
問
い
掛
け

る
。
「
こ
う
し
て
い
る
聞
に
も
、

医
師
の
突
然
死
は
相
次
い
で
い

る
。
政
治
的
な
思
惑
に
左
右
さ

れ
て
い
い
の
で
す
か
?
」

【
能穴
合
豪
、
南
茂
芽
育
】

負
担
軽
減

厚
労
省
が
提
示
し
た
上
限
の

範
囲
に
あ
る
月1
6
0

時
間

(
年1
9
2
0

時
間
)
以
上
の

残
業
を
し
て
い
る
勤
務
医
は
、

同
年
調
査
で
約1
割
に
上
る
。

何
の
手
も
打
た
な
げ
れ
ば
、
規

制
後
は
上
限
超
過
分
の
労
働
力

が
不
足
す
る
こ
と
に
な
り
「
医

療
提
供
体
制
は
守
れ
る
の
か
」

と
い
っ
た
懸
念
は
同
省
の
有
識

者
検
討
会
で
も
相
次
い
だ
。

実
際
、
既
に
一
部
医
療
機
関

で
は
、
働
き
方
改
革
に
合
わ
せ

た
「
自
衛
策
」
も
広
が
り
つ
つ

あ
る
。
毎
日
新
聞
が
昨
年
6

月
、

医
療
者
の
働
き
方

月80時間(年960時間)以上の
残業をしている勤務医の割合
※厚生労働省の2016年調査より

60 寸 (%)

方
法
限
ら
れ

50 

40 

大
学
病
院
な
ど
全
国
部
の
特
定

機
能
病
院
を
調
査
し
た
と
ご

ろ
、
少
な
く
と
も
幻
病
院
が
診

療
体
制
や
患
者
サ
ー
ビ
ス
を
縮

小
す
る
か
、
縮
小
を
検
討
し
て

全
体

精
神
科

放
射
線
科

麻
酔
科

内
科

小
児
科

外
科

救
急
科

研
修
医

産
婦
人
科

ハ
U

30 

20 

10 

い
た
。

深
夜
帯
の
軽
症
患
者
の

受
け
入
れ
を
や
め
た
り
、
患
者

や
家
族
へ
の
説
明
を
平
日
の
勤

務
時
間
帯
に
限
定
し
た
り
と
、

比
較
的
影
響
の
小
さ
い
対
策
に

厚
労
省
が
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
対
策
の
一
つ
に
、
一
部
の

医
療
行
為
や
患
者
へ
の
説
明
を

看
護
師
に
移
管
し
た
り
、
電
子

カ
ル
テ
入
力
を
医
療
事
務
に
任

せ
た
り
す
る
「
タ
ス
ク
・
シ
フ

テ
ィ
ン
グ
」
が
あ
る
。
看
護
師

の
裁
量
拡
大
に
は
日
本
看
護
協

会
も
基
本
的
に
前
向
き
だ
が
、

口
年
の
同
協
会
調
査
に
よ
る

と
、
厚
労
省
が
目
安
と
し
て
い

る
「
3

交
代
制
で
月8
回
」
以

上
の
夜
勤
を
こ
な
し
て
い
る
看

護
師
は
3

割
に
上
る。
乙
乙
で

も
人
員
不
足
は
深
刻
だ
。

地
域
や
診
療
科
聞
の
偏
在
是

正
も
課
題
と
な
る
。
厚
労
省
調

査
で
は
、
産
婦
人
科
や
救
急
科
、

外
科
な
ど
の
勤
務
医
は
半
数
前

後
か
月
即
時
間
(
年96
0

時

間
)
以
上
の
残
業
を
し
て
い
る
。

特
に
医
師
不
足
の
地
域
で
は
、

突
代
要
員
も
少
な
く
過
労
が
常

態
化
し
や
す
い
。
村
上
正
泰
・
山

形
大
教
授
(
医
療
政
策
学
)
は

「
地
域
医
療
を
担
う
病
院
は
『
労

働
条
件
が
厳
し
い
』
と
敬
遠
さ

れ
、
医
師
確
保
が
難
し
く
な
る

悪
循
環
に
陥
り
か
ね
な
い。
重

症
患
者
向
け
の
急
性
期
医
療
は

集
約
し
、
か
か
り
つ
り
医
と
の

機
能
分
担
を
進
め
て
負
担
を
減

ら
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
る
。

【
酒
井
雅浩
】

h一
時

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
日
日
(
日
)
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医
師
残
業

「
上
限
年

医
師
の
「働
き
方
改
革」
に
つ
い
て
議
論
す
る
厚
生
労
働
省
の
検
討
会
で
、

ニ
O
二
四
年
度
か
ら
一
部
の
勤
務
医
に
適
用
さ
れ
る
残
業
規
制
の
上
限
を
過
労

死
ラ
イ
ン
の
二
倍
の
年
間
二
千
時
間
と
す
る
案
が
示
さ
れ
た

。

医
師
不
足
に
悩

む
地
域
の
医
療
体
制
を
維
持
す
る
た
め
と
さ
れ
て
い
る
が

、

過
労
自
殺
し
た
医

師
の
遺
族
ら
は
「長
す
ぎ
る
」
と
反
発
す
る。
患
者
へ
の
影
響
を
心
配
す
る
声

す
ら
出
る
中
、
過
酷
な
職
場
環
境
の
改
善
が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か

。

(
中
山
岳
、
中
沢
佳
子
)

過重労働が

増える恐れ
「
医
師
を
現
状
よ
り
さ
ら
に

過
重
な
労
働
に
従
事
さ
せ
る
口

実
に
な
ら
な
い
か。
厚
労
省
が

医
師
の
過
労
死
を
容
認
し
た
と

同
じ
意
味
を
持
つ
と
感
じ
ま

す
」新

潟
市
民
病
院
(
新
潟
市
)

に
勤
務
し
、
二
ハ
年
一
月
に
過

労
自
殺
し
た
女
性
研
修
医H
当

時
(=
一
七)H
の
遺
族
は
「
こ
ち
ら

特
報
部
」
に
寄
せ
た
コ
メ
ン
ト

で
、
厚
労
省
が
十
一
日
の
検
討

会
で
示
し
た
残
業
規
制
案
を
批

判
し
た

。

女
性
は
一
五
年
四
月
か
ら
研

修
医
と
し
て
同
病
院
に
勤
務。

急
患
対
応
や
手
術
に
追
わ
れ
、

阜
朝
か
ら
深
夜
ま
で
働
く
日
々

医
療
者
の
働
き
方

l 過労死ラインの2倍 f容認J ~@@@ 

時
間
」
案
波
紋

が
続
い
た。

当
直
の
日
は
翌
日

午
後
三
時
ま
で
働
き
、
そ
の
聞

は
わ
ず
か
な
休
憩
し
か
取
れ

ず
、
同
年
秋
ご
ろ
か
ら
、
眠
れ

な
い
な
ど
の
不
調
を
訴
え
て
い

た
。

新
潟
労
働
基
準
監
督
署
は

一
七
年
五
月
、
長
時
間
労
働
が

原
因
で
自
殺
し
た
と
し
て
労
災

認
定
し
た。

同
署
の
認
定
で

は
、
女
性
の
残
業
は
月
平
均
約

百
二
十
五
時
間
、
最
大
で
百
六

十
二
時
間
だ
っ
た。

厚
労
省
案
は
、
勤
務
医
の
上

限
を
一
般
労
働
者
と
同
等
の

「
年
九
百
六
十
時
間
、
月
百
時

間
未
満
」
と
し
つ
つ
、
一
部
の

勤
務
医
は
「
年
千
九
百1
一
一
千

時
間
」
と
す
る。月
に
換
算
す
る

と
約
百
六
十
時
間
で
、
女
性
の

残
業
時
間
と
ほ
ぼ
同
水
準。

一

般
的
な
過
労
死
ラ
イ
ン
「
月
八

十
時
間
」
の
二
倍
に
も
な
る

。

女
性
の
遺
族
は
同
病
院
を
運

営
す
る
新
潟
市
を
相
手
に
損
害

賠
償
請
求
訴
訟
を
起
こ
し
、
係

争
中
だ。
市
側
は
「
自
殺
と
長

時
間
労
働
に
因
果
関
係
は
な
か

っ
た
」
と
し
て
争
っ
て
い
る

。

同
病
院
労
務
改
善
対
策
室
の
片

桐
康
博
室
長
は
「
女
性
の
死

後
、
新
規
外
来
で
紹
介
状
が
な

い
患
者
の
受
け
入
れ
を
停
止
し

た
。

こ
れ
ま
で
夜
間
や
休
日
も

患
者
や
家
族
に
説
明
し
て
い
た

業
務
を
原
則
と
し
て
平
日
に
限

る
な
ど
し
、
医
師
の
負
担
軽
減

に
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
説
明

す
る
。

そ
れ
で
も
、
一
七
年
六
月
1

一
八
年
三
月
に
、
月
八
十
時
間

を
超
え
る
残
業
を
し
た
医
師
は

延
べ
百
十
七
人。
長
時
間
労
働

は
な
く
な
っ
て
い
な
い。

遺
族
と
代
理
人
の
斎
藤
裕
弁

護
士
は
先
月
、
厚
労
相
あ
て
に

意
見
書
を
提
出。
医
師
の
残
業

を
、
研
修
医
も
含
め
て
年
九
百

六
十
時
間
未
満
と
す
る
こ
と

や
、
医
師
を
増
や
す
こ
と
を
求

め
た
。

斎
藤
弁
護
士
は
「
国
は

本
気
で
医
師
の
労
働
時
間
を
減

ら
そ
う
と
し
て
い
る
と
は
思
え

な
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
医
師
が

非
人
間
的
な
扱
い
を
受
け
続
け

る
現
状
は
変
わ
ら
な
い
」
と
訴

え
る
。

全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合

会
(
民
医
連
)
が
十
七
日
に
開

い
た
会
合
で
も
、
医
師
ら
か
ら

「
都
市
部
の
救
命
救
急
を
担
う

基
幹
病
院
で
、
労
働
時
聞
が
減

ら
な
い
」
「
へ
き
地
に
医
師
が

ま
す
ま
す
行
か
な
く
な
る
」
な

ど
の
懸
念
が
相
次
い
だ。

厚
労
省
案
は
、
医
師
の
労
働

時
間
を
減
ら
す
た
め
、
検
査
や

入
院
の
際
の
説
明
や
電
子
力
ル

テ
入
力
な
ど
を
看
護
師
や
事
務

員
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
任
せ
る

「
タ
ス
ク
・
シ
フ
テ
ィ
ン
グ

(
業
務
の
移
管
)
」
も
盛
り
込

ん
で
い
る。

だ
が
、
民
医
連
副
会
長
を
務

め
る
立
川
相
互
病
院
(
東
京
都

立
川
市
)
の
山
田
秀
樹
・
救
急

部
長
は
「
厚
労
省
が
示
す
業
務

移
管
例
の
多
く
は
、
当
院
で
す

で
に
実
施
し
て
い
る。
そ
れ
で

も
年
二
千
時
間
の
残
業
を
し
て

い
る
医
師
が
実
際
に
い
る。
そ

も
そ
も
過
労
死
水
準
の
長
時
間

労
働
を
是
認
す
る
提
案
は
認
め

ら
れ
な
い
」
と
指
摘
す
る。
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4割すでに「健康不安Jr病気がち」

過
労
死
し
た
ら

患
者
守
れ
ぬ

立
川
相
互
病
院
は
、
救
急
な

ど
の
「
急
性
期
医
療
」
を
担
っ
て

い
る
。

現
場
は
、
限
ら
れ
た
医

師
で
多
く
の
業
務
を
こ
な
さ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
特
に
救
急
当

直
業
務
は
過
酷
と
い
う。
山
田

氏
は
「
交
代
勤
務
の
導
入
や
当

直
明
け
の
代
休
を
保
証
し
た
い

が
、
そ
の
た
め
の
医
師
が
足
り

な
い
の
が
現
状
だ
」
と
話
す。

医
師
が
増
え
な
い
ま
ま
「
働

き
方
改
革
」
を
進
め
れ
ば
、
診

療
縮
小
に
向
か
わ
ざ
る
を
得
な

い
病
院
も
出
る
恐
れ
が
あ
る
と

し
、
「
地
域
医
療
の
崩
壊
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
」
と
危
ぷ

む
。

「
医
療
の
質
も
担
保
し
、

長
時
間
労
働
を
抜
本
的
に
解
決

す
る
に
は
、
医
師
数
を
増
や
す

政
策
を
取
る
し
か
な
い
」

勤
務
医
の
過
重
労
働
の
原
因

は
、
多
忙
な
業
務
や
医
師
不
足

だ
け
で
は
な
い。
宿
直
や
オ
ン

コ
l

ル
(
院
外
待
機
)
、
進
歩

す
る
技
術
に
対
応
す
る
た
め
の

自
己
研
鑓
、
診
療
の
求
め
を
原

則
拒
め
な
い
「
応
召
義
務
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
む

と
さ
れ
る。

厚
労
省
案
で
地
域
医
療
を
担

う
な
ど
一
部
の
医
療
機
関
の
医

師
を
、
三
五
年
度
末
ま
で
特
例

的
に
「
年
千
九
百
1

二
千
時

間
」
と
し
た
の
は
、
へ
き
地
で

も
確
実
に
医
療
を
行
え
る
よ
う

に
す
る
た
め
な
ど
が
理
由
だ。

終
業
か
ら
次
の
始
業
ま
で
一
定

の
休
息
を
取
る
「
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
」
を
九
時
間
以
上
設

け
、
連
続
勤
務
を
二
十
八
時
間

ま
で
と
す
る
な
ど
の
健
康
維
持

の
措
置
を
義
務
付
け
る
こ
と
も

掲
げ
た。

た
だ
、
過
労
自
殺
で
小
児
科

医
の
夫
リ

当
時
(
四
四
)H
を
亡
く

し
た
、
薬
剤
師
中
原
の
り
子
さ

ん
(
六
二
)
は
「
『患
者
の
た
め』

と
い
う
医
師
の
使
命
感
を
利
用

し
、
過
重
労
働
を
強
い
る
現
状

を
早
く
た
だ
さ
な
く
て
は。
厚

労
省
の
案
は
世
の
長
時
間
労
働

を
見
直
す
流
れ
か
ら
も
外
れ
て

い
る
。

と
て
も
認
め
ら
れ
な

い
」
と
憤
る。

都
内
の
病
院
に
勤
め
て
い
た

夫
は
、
医
師
不
足
の
職
場
で
業

務
量
が
増
し
、
過
労
の
末
に
自

殺
し
た。
中
原
さ
ん
は
「
『過

労
死
ラ
イ
ン
を
越
え
な
い
よ
う

に
し
て
い
た
ら
、
救
え
る
命
が

救
え
な
い
』
と
国
や
経
営
側
は

言
う
が
、
あ
ま
り
に
視
野
が
狭

い
。

医
師
が
健
康
に
不
安
を
抱

え
、
ま
し
て
過
労
死
し
た
ら
患

者
を
守
る
こ
と
も
で
き
な
い
」

と
訴
え
る。

労
働
組
合
「
全
国
医
師
ユ
ニ

オ
ン
」
が
一
七
年
七1
九
月
、

勤
務
医
千
八
百
三
人
か
ら
回
答

を
得
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は

「
健
康
に
不
安
が
あ
る
」
「
病

気
が
ち
だ
」
と
い
う
医
師
は
却

・
1

%
に
上
る。
当
直
明
け
後

も
通
常
通
り
の
勤
務
を
こ
な
す

医
師
は
花
・
7

%
。

当
直
明
け

は
集
中
力
や
判
断
力
が
低
下
す

る
と
答
え
た
人
は
乃・
2

%
、

業
務
上
の
ミ
ス
が
増
え
る
と
い

医
療
者
の
働
き

方

「国は医師増やす政策を」
う
人
は
前
・
7

%
だ
っ
た
。

ま
た
、
医
療
過
誤
の
原
因
を

複
数
回
答
で
尋
ね
る
と
、
最
多

の
「
ス
タ
ッ
フ
連
携
不
足
」

(
日・
7

%
)
に
次
い
で
多
い

の
が
、
「
疲
労
に
よ
る
注
意
力

不
足
」
(
日
・
4

%
)
。

患
者

に
と
っ
て
も
不
安
が
募
る
結
果

だ
。

同
ユ
ニ
オ
ン
の
植
山
直
人

代
表
は
「
海
外
で
は
医
療
過
誤

を
防
ぐ
意
味
で
も
、
医
師
の
健

康
配
慮
へ
の
規
制
が
徹
底
し
て

い
る
。

医
師
だ
け
が
過
労
死
ラ

イ
ン
の
二
倍
の
残
業
が
容
認
さ

れ
る
な
ん
て
お
か
し
い
」
と
指

摘
す
る。

そ
れ
で
も
、
医
師
の
長
時
間

労
働
は
改
善
さ
れ
な
い
ま
ま
だ

っ
た。

植
山
代
表
は
「
海
外
に

比
べ
て
日
本
は
開
業
医
が
多

く
、
『医
師
も
労
働
者
だ』
と

い
う
意
識
が
薄
い。
ま
た
、
医

療
界
を
動
か
す
エ
リ
ー
ト
と
呼

ば
れ
る
医
師
は
、
過
重
労
働
を

乗
り
切
っ
て
き
た
人
が
多
い。

長
時
間
働
く
の
が
当
た
り
前
と

考
え
る
人
の
声
が
大
き
い
の
も

理
由
の
一
つ
」
と
見
る
。

厚
労
省
の
一
六
年
の
調
査
で

は
、
今
図
示
し
た
残
業
上
限
案

に
近
い
「
年
千
九
百
二
十
時

間
」
を
超
え
て
残
業
を
し
て
い

る
勤
務
医
は
約
一
割
い
た
。

「
残
業
を
年
九
百
六
十
時
間
ま

で
に
収
め
た
ら
医
療
が
回
ら
な

く
な
る
」
と
い
う
考
え
は
、
医

療
界
ト
ッ
プ
や
病
院
運
営
側
に も

根
強
い
と
い
う。

医
師
を
増
や
そ
う
に
も
養
成

に
は
時
間
が
か
か
る。
植
山
代

表
は
、
一
部
の
医
療
行
為
や
業

務
を
看
護
師
な
ど
に
任
せ
る
タ

ス
ク
・

シ
プ
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い

て
「
業
務
の
仕
分
け
は
必
要
。

点
滴
や
採
血
、
薬
の
説
明
、
栄

養
指
導
、
電
子
カ
ル
テ
の
入
力

な
ど
、
ど
こ
ま
で
医
師
が
担
う

べ
き
か
、
議
論
を
深
め
な
け
れ

ば
」
と
語
っ
た
う
え
で
、
改
め

て
く
ぎ
を
刺
す。

「
医
師
数
の
不
足
や
地
域
の

偏
り
を
招
い
た
の
は
、
国
の
政

策
の
不
備。

国
が
責
任
を
持
っ

て
取
り
組
む
べ
き
だ。
個
々
の

医
師
の
自
己
犠
牲
で
繕
う
の
は

筋
が
違
う
」

救
急
医
療
な
ど
の
医
師
不

足
は
相
当
前
か
ら
問
題
に
な

っ
て
い
た
の
に
、
政
治
は
今

ま
で
何
を
し
て
い
た
の
か。

本
来
は
入
手
が
足
り
ず
仕
事

が
き
つ
い
職
場
ほ
ど
改
革
が

必
要
な
の
に
、
今
回
の
案
は

た
だ
現
状
に
合
わ
せ
る
よ
う

な
も
の
。

二
千
時
間
ま
で
な

ら
大
丈
夫
、
と
い
う
誤
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
独
り
歩
き
し

か
ね
な
い
。

(
本
)

東
京
新
聞

・
朝
刊
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医
療
者
の
働
き
方

う
説
明
も
な
い
の
だ
ろ
う
」
な
て
し
な
が
ら
復
帰
す
る
と
、
同

ど
と
問
題
視
し
た
。
僚
の
過
重
労
働
に
拍
車
が
か
か

「
き
ち
ん
と
取
得
で
き
る
雰
る
。
自
分
さ
え
辞
め
れ
ば
、
長

囲
気
で
は
な
か
っ
た
」
。
あ
る
時
間
労
働
で
き
る
他
の
医
師
が

中
堅
キ
ャ
リ
ア
の
女
性
医
師
も
補
充
さ
れ
る
と
考
え
た
。

な
ど
一
定
の
条
件
は
あ
る
が
、
取
材
に
対
し
、
自
身
の
体
験
を
上
司
の
子
育
て
へ
の
無
理
解

勤
務
医
も
対
象
に
含
ま
れ
な
い
打
ち
明
け
た
。
数
年
前
、
出
産
も
大
き
い
。
「
泊
時
間
ベ
ビ
ー

は
ず
が
な
い
。
村
上
氏
は
「
詞
を
機
に
地
方
の
国
立
大
病
院
を
シ
ッ
タ
ー
が
い
れ
ば
、
仕
事
を

度
が
な
い
』
と
い
う
認
識
が
あ
去
っ
た
と
い
う
。
続
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
」
。
女

る
な
ら
、
解
決
し
て
い
か
な
け
育
休
が
取
得
で
き
な
い
背
景
性
は
復
帰
の
条
件
を
と
う
突
き

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
た
。
に
、
高
度
化
、
専
門
化
が
進
む
つ
け
ら
れ
た
。
「
辞
め
ろ
」
と

審
議
会
で
は
、
法
律
の
専
門
医
療
現
場
の
特
殊
性
が
あ
る
。
言
わ
れ
た
の
に
等
し
く
、
長
期

家
や
子
育
て
支
援
に
詳
し
い
女
と
の
女
性
が
担
当
す
る
分
野
閣
の
育
休
な
ど
望
む
べ
く
も
な

性
医
師
の
委
員
ら
も
「
時
々
聞
は
、
院
内
の
他
の
医
師
で
は
務
か
っ
た
。

く
が
、
法
律
上
は
許
さ
れ
て
い
ま
ら
ず
、
昼
期
間
休
む
と
患
者
さ
ら
に
、
「
制
度
が
な
い
」

な
い
」
「
当
直
あ
り
の
ポ
ス
ト
に
迷
惑
を
か
け
る
と
い
う
。
と
い
う
回
答
の
裏
に
は
、
多
く

し
か
な
け
れ
ば
、
(
人
事
担
当
寝
る
時
聞
が
十
分
に
取
れ
な
の
医
師
が
自
身
を
労
働
者
だ
と

者
か
ら
)
『
休
め
ま
す
』
と
い
い
ほ
ど
忙
し
い
職
場
で
、
子
育
思
っ
て
い
な
い
と
い
う
根
深
い

働
き
方
の
実
情
改
善
ヘ
勉
強
会

が
働
き
続
け
る
に
は
、
家
族
や
…

同
僚
な
ど
み
ん
な
が
助
廿
合
う
…

乙
と
が
必
要
だ
」
と
話
し
た
。
…

数
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
一

か
れ
て
の
意
見
受
換
に
移
る
…

と
、
女
子
高
校
生
は
「
体
力
に
…

自
信
が
な
い
の
で
、
長
時
間
労
…

働
の
慣
行
が
変
わ
っ
て
い
っ
て
…

ほ
し
い
」
と
不
安
な
様
子
。
医
…

学
部
3

年
の
石
川
友
貴
さ
ん
…

(
却
)
は
「
女
性
と
と
も
に
仕
事
…

が
で
き
る
よ
う
、
現
場
で
ア
イ
…

デ
ア
を
出
し
合
っ
て
い
き
た
…

い
」
と
話
し
た
。

育
休
取
れ
ぬ
女
性
医
師

出
産
後
に
育
児
休
業
を
取
得
で
き
な
い
女
性
医
師
が
後
を
絶

た
な
い
。
育
児
休
業
を
取
ら
せ
ず
に
退
職
さ
せ
る
医
療
機
関
も

少
な
く
な
く
、
「
ブ
ラ
ッ
ク
業
界
」
ぶ
り
に
波
紋
が
広
が
っ
て

い
る
。
医
師
の
働
き
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
厚
生
労
働
省

の
審
議
会
は
日
目
、
女
性
医
師
支
援
の
必
要
性
を
改
め
て
強
調

し
た
が
、
抜
本
改
革
に
は
ほ
ど
遠
い
。

【興
会
豪】

「
大
変
驚
い
た
」
。
厚
労
省

の
審
議
会
で
昨
年
日
月
、
連
合

の
村
上
陽
子
民
が
乙
う
切
り
出

し
た
。

日
本
医
師
会
(
日
医
)
が
、

出
産
経
験
の
あ
る
女
性
医
師
5

2
1
4

人
を
対
象
に
し
た20

1
7

年
調
査
で
、
育
休
を
取
得

し
な
か
っ
た
の
は21
3
1

人

育休を取得しなかった理由
40 r(%) ※日底意識調査。

2024人が回答(複数回答)

(
引
物
)
。
理
由
と
し
て
、
複

数
回
答
で
「
制
度
か
な
か
っ
た

た
め
」
と
し
た
の
は71
9

人

(
加
物
)
と
最
多
だ
っ
た
か
ら

だ
。青

休
は
育
児
・
介
護
休
業
法

に
基
づ
き
、
労
働
者
が
育
児
の

た
め
に
勤
務
先
を
休
む
制
度

だ
。
「
雇
用
期
聞
が

1

年
以
上
」

35 

30 

20 

15 

10 

25 

そ
の
他

収
入
が

少
な
く
な
る

家
族
の

協
力
が
あ
っ
た

取
得
し
づ
ら
い

雰
囲
気

代
わ
り
が

い
な
い

制
度
が

な
か
っ
た

5 

。

置置ヨ伝蓮星通Z劃謹ja軍軍匡彊彊廻日li・

人材確保に影響も
中高生交え医学部生

長
時
間
労
働
が
当
た
り
前
の

医
師
の
働
き
方
を
改
め
よ
う

と
、
若
手
が
動
き
出
し
て
い
る
。

横
浜
市
立
大
の
医
学
部
生
が

昨
年
日
月
、
医
師
を
目
指
す
中

高
生
を
交
え
た
勉
強
会
を
聞
い

た
。
結
婚
や
子
育
て
と
の
両
立

も
視
野
に
入
れ
た
人
生
設
計

を
二
緒
に
考
え
る
の
が
狙
い
。

医
学
部
は
「
医
師
養
成
学
校
」

な
の
に
、
多
く
の
受
験
生
は
、

医
師
と
い
う
職
業
や
働
き
方
の

実
情
を
知
ら
な
い
ま
ま
入
学
す

る
か
ら
だ
。

同
大
卒
業
生
で
国
立
病
院
機

構
相
模
原
病
院
(
相
模
原
市
)

の
医
師
、
森
田
有
紀
子
さ
ん

(
臼
)
が
講
演
し
た
。
大
学
生
に

な
っ
た
長
男
を
育
て
た
経
験
を

「
仕
事
と
育
児
は
同
時
に
忙
し

さ
の
ピ
l

ク
が
訪
れ
、
か
な
り

大
変
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

数
年
前
、
同
僚
医
師
ち
に
子

育
て
支
援
の
実
情
を
ア
ン
ケ
ー

ト
し
た
。
入
手
不
足
な
ど
の
た

め
「
育
休
を
取
り
た
く
て
も
取

れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
1

割
あ
り
、
森
田
さ
ん
は
「
女
性

事
情
も
あ
る
よ
う
だ
。

医
師
の
多
く
が
、
数
年
お
き

に
大
学
病
院
と
民
間
病
院
と
の

聞
を
渡
り
歩
き
、
医
師
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
。
人
事
権

こ
そ
勤
務
先
の
病
院
に
あ
る

が
、
実
質
的
に
は
所
属
す
る
大

学
の
医
局
が
勤
務
先
の
病
院
を

決
め
て
い
る
。
終
身
雇
用
を
前

提
に
し
た
日
本
社
会
で
は
異
質

な
働
き
方
と
言
え
る
。
そ
の
た

め
医
師
は
労
働
法
制
に
詳
し
く

な
く
、
膏
休
制
度
は
初
年
近
く

も
前
に
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
医
の
調
査
報
告
書
で
も

「
制
度
の
周
知
、
理
解
が
進
ん

で
い
な
い
」
と
分
析
し
た
。

厚
労
省
は
審
議
会
で
、
女
性

医
師
が
増
え
る
中
、
多
様
な
働

き
方
を
進
め
な
い
と
人
材
確
保

は
困
難
に
な
る
と
し
た
。
一
方
、

医
師
を
特
例
扱
い
し
、
「
過
労

死
ラ
イ
ン
」
を
大
幅
に
上
回
る

異
常
な
働
き
方
を
さ
せ
て
い
る

現
状
を
追
認
し
た
。

大
学
病
院
を
辞
め
た
女
性
医

師
は
、
育
児
と
両
立
で
き
る
職

場
環
境
を
求
め
、
当
直
を
免
除

し
て
も
ら
え
る
遠
方
の
一
般
病

院
に
移
っ
た
。
「
余
裕
の
あ
る

職
場
な
ら
助
け
合
え
る
の
に
」

と
、
多
様
な
人
材
が
認
め
ら
れ

な
い
医
療
現
場
に
疑
問
を
呈
し

た
。毎

日

(
東
京
)・
朝
刊
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法
の
基
準
を
上
回
る
育

児
短
時
間
勤
務
制
度
の
導

入
や
、
出
産
時
の
付
き
添

い
の
奨
励
、
気
軽
に
相
談

で
き
る
窓
口
の
設
置
な

ど
、
職
員
の
仕
事
と
家
庭

の
両
立
を
支
援
し
、
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
を
し

て
い
る。

贋
田
裕
理
事
長(印
)は

「子
育
て
を
夫
婦
で
行
『
つ

の
は
自
然
な
姿
で
あ
り
、

そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
努
力

は
当
た
り
前。
子
育
て
も

人
生
の
楽
し
み
の一
つ
で

す
」と
話
す。
支
援
策
は
、

助
産
師
で
も
あ
る
贋
回
充

代
理
事
(
印
)の
意
見
を
取

り
入
れ
た。

勤
務
表
は
家
庭
の
事
情

に
合
わ
せ
て
前
月
に
各
自医療法人社団 FOL とみます外科
プライマリーケアクリニック

(米子市・鷹田裕理事長)従業員数24人

で
作
る。
希
望
が
重
な
れ

ば
、
部
署
内
の
話
し
合
い

で
調
整
す
る。
充
代
え

は

「譲
り
合
い
で
生
ま
れ

る
H

困
っ
た
と
き
は
、
お

互
い
ぺ
￥
デ
の
気
持
ち
が

大
事」
と
強
調
す
る。

出
産
時
に
は
、
陣
痛
発

症
当
日
と
出
産
日
の
2
日

間
、
特
別
有
給
休
暇
を
使

っ
て
付
き
添
う
こ
と
を
勧

め
て
い
る。

誕
生
の
瞬
間

の
感
動
を
夫
婦
一
緒
に
味

わ
っ
て
ほ
し
い
か
ら
だ
。

経
験
者
で
介
護
士
の
岩
本

成
裕
さ
ん(
却
)は
「子
ど

も
の
誕
生
を
一
緒
に
喜
び

合
え
、
妻
に
感
謝
さ
れ
た
」

と
話
し
、
作
業
療
法
士
の

石
笠
拓
郎
さ
ん
(
却
)は

「入
社7
日
目
だ
っ
た
が
、 快

く
休
ま
せ
て
も
ら
っ

た
。

皆
ペ
ヤ
ん
の
心
遣
い
が

う
れ
し
か
っ
た」
と
振
り

返
っ
た。

定
時
よ
り1
時
間
早
く

帰
る
こ
と
が
で
当
句
。
時
短

勤
務
制
度
を
利
用
し
た
看

護
師
の
稲
田
泉
さ
ん(お
)

と
、
理
学
療
法
士
の
成
瀬

真
子
さ
ん(
却
)
。
「
保
育

園
や
学
童
保
育
の
迎
え
が

で
き
た」
「
子
ど
も
と
の

時
闘
が
取
れ
た」
と
、
心

の
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
た
と

感
謝
し
た。

全
職
員
に
浸
透
す
る

「困
っ
た
と
き
は
、
お
互

い
さ
ま
」
の
精
神
が
、
安

心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く

り
を
支
え
て
い
る
。

看護師応援サイト公開

困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
精
神

日
本
海
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
旧
日
(
水)

医
療
者
の
働
き
方

日本看護協会

ざまな段階でどんな働き方が可

能かを、体験した人の話を交え
て掲載。 利用可能な制度の関連

ホームページも参照できるよう

にした。また、職場としては医

療機関以外にも自治体や訪問看

護ステーション、介護老人福祉

施設などがあるとして、それぞ
れの 1 日の仕事の典型的な流れ

も紹介している。 <共同通信〉
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多
様
な
働
き
方
紹
介

日本看護協会は、看護職の多

様な働き方や働く場所について

解説するウェブ、サイト「ナース

ストリート」を公開した。 年齢

や体調が変化しても長く仕事を

継続し、キャリアを重ねたいと

考える人を応援するのが狙い。

看護職に就いた頃、妊娠や出

産、育児や介護、病気、プラン

ク後の再就職など、人生のさま

下
野
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
8

日
(
火
)
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医
師
不
足

医
療
者
の
働
き
方

-.-.J 
'-1.. 

-. ・~・圏

一........ .. 
. ー一一一一一」

・---一

戸・宅 ..ｭ

一

l 思 [戸併…職肌Uし噛勤

@町g臨叫払吋1lい@惜喜訟量Ur入Mれ

都
、
専
門
性
高
い
技
術
指
導

東
京
都
は
民
間
病
院
の
医
師
不
足
対
策

に
乗
り
出
す
。
免
許
を
持
ち
な
が
ら
育
児

や
介
護
な
ど
で
離
職
中
の
医
師
を
都
立
病

院
で
受
け
入
れ
、
復
帰
に
必
要
な
医
療
技

術
を
指
導
す
る
研
修
を
施
す
。
修
了
者
に

は
民
間
の
医
療
機
関
へ
の
復
職
を
促
す
。

人
口
が
集
中
す
る
都
内
で
は
高
齢
化
が
急

速
に
進
み
、
医
療
の
需
要
も
増
え
る
見
通

し
。
小
児
医
療
な
ど
専
門
性
の
高
い
都
立

病
院
の
知
見
を
生
か
し
、
復
職
を
後
押
し

す
る
。

女性に参加促す

小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

(
東
京
都
府
中
市
)
や
精
神

糾
を
持
つ
松
沢
病
院
(
世
田

谷
区
)
、
救
急
医
療
が
充
実

す
る
広
尾
病
院
(
渋
谷
区
)

な
ど
都
立8
病
院
で
離
職
者

向
け
に
研
修
を
実
施
す
る
。

出
産
や
育
児
、
介
護
な
ど
を

理
由
に
離
職
し
て
い
る
医
師

を
対
象
に
こ
の
ほ
ど
募
集
を

開
始
。
研
修
を
希
望
す
る
斜

固
な
ど
を
都
が
聞
き
取
り
、

配
属
す
る
病
院
を
決
め
る
。

女
性
看
護
師

研
修
で
は
離
職
で
自
信
を

持
て
な
く
な
っ
た
技
術
な
ど

を
、
都
立
病
院
の
医
師
ら
が

指
導
す
る
。
最
新
の
磁
気
共

鳴
画
像
装
置
(
MR
I
)
の

読
影
や
麻
酔
管
理
の
方
法
を

学
ん
だ
り
、
小
児
、
精
神
糾

で
担
当
医
の
診
察
に
同
席
し

臨
床
経
験
を
増
や
し
た
り
す

る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

研
修
期
間
は2
カ
月
程
度
動
の
臨
時
職
員
と
し
、
都
が

で
、5
カ
月
ま
で
延
長
を
受
給
与
を
支
払
う
。
研
修
を
終

げ
付
け
る
。
研
修
中
は
非
常
え
た
医
師
に
は
民
間
の
医
療

起
業
で
新
境
地

. MRIの読影 J暫竿
・麻酔の管理

-小児科などの診察に同席

機
関
に
復
職
す
る
よ
う
求
め

る
。
研
修
を
通
じ
て
民
間
病

院
の
医
師
確
保
を
支
援
す
る

年
に
設
立
し
た
プ
ラ
パ
ナl
ス

(
熊
本
市
)
は
、

障
が
い
の
あ
る

子
供
が
放
課
後
や
休
日
に
利
用
で

事
業
は
、
同
年
度
か
ら
複
数
厚
生
労
働
省
の
調
べ
で
は
、

年
実
施
す
る
方
針
だ
。
希
望
全
国
の
女
性
医
師
の
就
業
率

者
が
多
け
れ
ば
予
算
の
増
額
は
推
定
年
齢
で
却
歳
代
後
半

も
検
討
す
る
と
い
う
。
が
百
%
と
、
加
歳
代
の
ほ
出
%

都
は
都
立
病
院
の
医
師
不
か
ら
大
き
く
落
ち
込
む
。
都

足
対
策
と
し
て20
0
8

年
は
「
医
師
会
に
も
事
業
周
知

度
に
「
東
京
医
師
ア
カ
デ
ミ
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
、
少

l

」
を
創
設。
医
学
部
卒
業
し
で
も
医
師
の
復
職
を
増
や

後
3

年
目
の
医
師
に
公
費
で
し
た
い
」
(
病
院
経
営
本
部
)

3
1

4

年
間
研
修
を
施
し
、
と
い
う
。

都
立
病
院
で
の
勤
務
を
増
や
医
師
不
足
対
策
に
必
要
な

し
て
き
た
。
「
今
後
は
高
齢
情
報
収
集
も
進
め
る

。

将
来

化
に
よ
る
医
療
ニ
ー
ズ
が
増
の
医
療
の
需
要
に
対
し
て
医

え
民
間
病
院
の
医
師
不
足
が
師
が
ど
れ
だ
け
足
り
な
い
か

深
刻
化
す
る
」
(
病
院
経
営
を
示
す
デ
!
タ
が
不
足
し
て

本
部
)
と
見
て
、
私
立
病
院
い
る
こ
と
か
ら

、

四
年
度
中

な
ど
へ
の
支
援
策
を
講
じ
る
の
作
成
を
目
指
す
。

こ
と
に
し
た
。

事
業
で
は
特
に
出
産
や
育

児
な
ど
で
離
職
者
が
多
い
女

性
に
参
加
を
促
す
方
針
だ

。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
4
日
(火
)

取
材
を
終
え
て

広
が
る
活
躍
の
選
択
肢

記
者
(
日
)
は7
年
前、

開
腹
手
術
を
し
て
入
院
し
た
。

痛
さ
で
眠
れ
な
い
中
、
深
夜
1

時
間
お
き
に
様
子
を
見
に
来

る
看
護
師
に
元
気
づ
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
聞
も
ナ

l

ス
コ
ー

ル
は
鳴
り
や
ま
な
い
。
看
護
師
の
苦
労
を
思
っ
た
。

28 
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病
棟
や
看
護
現
場
で
勤
務
し
た
看
護
師
の
女
性
が
起
業
し
て
存
在
感
を

強
め
て
い
る
。
柔
軟
な
働
き
方
で
潜
在
看
護
師
の
受
け
皿
と
な
る
訪
問
看

護
の
会
社
を
立
ち
上
げ
た
り
、
障
が
い
を
持
つ
子
の
ケ
ア
拠
点
を
開
設
し

た
り
事
業
は
様
々
。
地
域
の
ニ
l

ズ
に
応
え
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
る
。

非
常
勤
へ
ル
パl
は
1

日
2

時

間
の
勤
務
で
直
帰
で
き
る
ー
ー
。

訪
問
看
護
・
介
護
の
リ
リ
フ
ル
(
東

京
・
品
川
)
は
出
来
高
払
い
に
よ

る
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
の
シ
フ
ト
を

組
み
、
子
供
を
持
つ
看
護
師
や
介

護
士
な
ど
の
女
性
へ
ル
パ
l

を
受

け
入
れ
る
。
常
勤6
人
、
非
常
勤

加
入
の
う
ち
マ
マ
は
叩
人
。
2

歳

の
子
を
育
て
る
社
長
の
玉
木
明
子

さ
ん
(
お
)
も
、
午
後
4

時
に
保

育
園
の
迎
え
で
退
社
す
る
。

同
社
は
在
宅
ケ
ア
で
、
医
療
・

介

護
の
保
険
内
と
保
険
外
の
サ
!
ビ ス

を
提
供
す
る
。
保
険
内
で
は
主

治
医
の
指
示
に
基
づ
く
看
護
と
入

浴
介
助
な
ど
の
介
護
業
務
を
行

う
。
保
険
外
で
は
介
護
プ
ラ
ン
に

な
い
調
理
、
掃
除
な
ど
生
活
支
援

を
手
掛
け
る
。
個
人
の
ニ
1

ズ
に

合
わ
せ
た
き
め
細
か
い
ケ
ア
が
売

り
だ
。
そ
れ
で
も
サ
ー
ビ
ス
提
供

エ
リ
ア
は
広
げ
な
い。
「
へ
ル
パ
l

に
無
理
を
さ
せ
な
い
就
労
環
境
が

大
事
」
(
玉
木
さ
ん
)
と
い
う
。

玉
木
さ
ん
は
慶
応
大
学
看
護
医

療
学
部
で
看
護
師
資
格
を
取
得
。

看
護
と
異
な
る
世
界
に
興
味
が
あ り

2
0
0
6

年
の
卒
業
後
、7
年

間
、
人
材
派
遣
会
社
で
働
い
た
。

人
事
部
門
で
働
き
、
労
務
管
理
の

お
も
し
ろ
さ
に
気
づ
い
た
。

そ
の
後
、
訪
問
看
護
の
会
社
に

転
職
。
改
め
て
看
護
の
現
場
を
見

る
と
女
性
が
イ
キ
イ
キ
と
働
げ
る

よ
う
な
環
境
が
乏
し
い
よ
う
に
感

じ
た
。
そ
こ
で
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
経
験
を
生
か
し
は
年
、
リ

リ
フ
ル
を
設
立
し
た
。
玉
木
さ
ん

は
「
マ
マ
か
ら
選
ば
れ
る
会
社
で

あ
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

現
在
、
全
国
で
看
護
職
員
は
1

6
6

万
人
ほ
ど
。
主
な
就
業
場
所

は
病
院
と
診
療
所
で
、
自
動
と
夜

勤
を
こ
な
す
。
た
だ
、
出
産
や
育

児
で
シ
フ
ト
勤
務
が
難
し
く
な
る

な
ど
で
離
職
率
が
高
い
。
厚
生
労

働
省
の
調
べ
で
は
資
格
を
持
ち
な

が
ら
勤
務
し
て
い
な
い「
潜在
看

護
師
」
は
初
万
人
強
い
る
。
高
齢

化
で
看
護
の
需
要
が
高
ま
る
だ
け

に
、
潜
在
看
護
師
が
復
職
し
地
域

で
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

4砂

• 
潜
在
看
護
師
だ
っ
た3人
が
日

働き方柔軟に地域密着

医
療
者
の
働
き
方

き
る
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

(
放
課
後
デ
イ
)
を
営
む
。
同
年

四
月
下
旬
に
訪
れ
る
と
、
同
社
社

長
の
松
尾
ふ
み
さ
ん
(
犯
)
が
子

供
に
お
に
ぎ
り
を
食
べ
さ
せ
て
い

た
。
「
子
供
か
ら
い
つ
も
パ
ワ
ー

を
も
ら
っ
て
い
る
」
と
笑
う
。

放
課
後
デ
イ
で
は
、
子
供
が
お

菓
子
を
作
っ
た
り
、
み
ん
な
で
歌

っ
た
り
し
て
生
活
能
力
の
向
上
に

つ
な
げ
る
。
松
尾
さ
ん
ら
は
看
護

師
資
格
を
生
か
し
、
た
ん
の
吸
引

や
チ
ュ
ー
ブ
を
使
い
鼻
な
ど
か
ら

栄
養
を
注
入
す
るこ
と
も
あ
る。

医
療
行
為
が
必
要
な
子
供
を
ケ
ア

す
る
放
課
後
デ
イ
は
全
国
的
に
看

護
師
ス
タ
ッ
フ
が
足
り
な
い
。

プ
ラ
パ
ナ1
ス
は
も
と
も
と
は

訪
問
看
護
が
主
力
事
業
だ
っ
た

が
、
同
年4
月
の
熊
本
地
震
が
転

機
と
な
っ
た。
避
難
所
に
駆
け
込

ん
だ
松
尾
さ
ん
は
、
障
が
い
を
持

つ
子
が
夜
通
し
で
お
び
え
る
場
面

に
遭
遇
し
「
地
域
で
看
護
師
の
ケ

ア
を
求
め
て
い
る
の
は
お
年
寄
り

だ
げ
で
は
な
い
と
気
づ
い
た
」
。

そ
の
後
、
福
岡
市
の
施
設
で
放

課
後
デ
イ
を
学
び
、
施
設
運
営
の

資
格
を
取
得
。
地
震
か
ら
2

カ
月

後
、
市
の
認
可
を
受
け
放
課
後
デ

イ
を
開
設
し
た
。
松
尾
さ
ん
は
熊

本
大
学
医
学
部
付
属
病
院
で
病
棟

勤
務
し
数
多
く
の
み
と
り
を
経

験
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
「
成
長
し

て
い
く
人
の
ケ
ア
も
同
様
に
大

事
。
も
っ
と
磨
き
た
い
」
と
思
う
。

そ
ん
な
看
護
師
が
「
白
衣
の
天
使
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
だ
が
、
松
尾
さ
ん
と
高
須
賀
さ
ん
は
病
院
勤
務
時

代
は
忙
し
す
ぎ
て
、
患
者
に
対
し
て
納
得
の
い
く
看
護
が
で

き
な
か
っ
た
。
ま
ず
は
病
院
な
ど
医
療
現
場
で
看
護
師
が
働

き
続
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
急
務
と
な
る
が
、
起
業
は
活

躍
の
場
を
広
げ
る
上
で
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る
。

今
後
は
医
療
の
揚
が
在
宅
に
も
広
が
り
、
地
域
で
看
護
師

の
活
躍
が
求
め
ら
れ
る
。
理
想
を
求
め
起
業
し
た
女
性
た
ち

に
新
た
な
看
護
師
像
を
築
い
て
ほ
し
い
。
(
保
田
井
建
)

• 
4・

女
性
を
積
極
登
用
す
る
企
業
に

社
員
の
健
康
管
理
や
産
休
・
育
休

前
研
修
を
行
う
ラ
ヴ
ィ
コ
!
ポ
レ

|
シ
ョ
ン
(
大
阪
市
)
。
社
長
の

高
須
賀
千
絵
さ
ん
(
お
)
も
大
阪

の
総
合
病
院
勤
務
で
末
期
患
者
を

看
護
し
続
け
た
経
験
を
持
つ
。

高
須
賀
さ
ん
は
助
産
師
の
資
格

を
保
有
。
病
院
で
多
く
の
出
産
に

立
ち
会
い
、
「
母
親
が
大
量
出
血

し
た
り
、
胎
児
の
心
音
が
落
ち
た

り
と
何
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。

妊
娠
前
に
出
産
に
向
け
た
ベ
ス
ト

の
体
づ
く
り
を
女
性
に
伝
え
る
必

要
が
あ
る
」
と
痛
感
し
、
日
年
に

起
業
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
妊
活
」

で
あ
る
。
妊
娠
を
意
識
す
る
前
か

ら
体
の
仕
組
み
ゃ
病
院
の
選
び
方

な
ど
を
教
え
る
場
は
ま
だ
少
な
い

と
い
う
。

-
歳7
カ
月
の
長
男
が
い
る
高

須
賀
さ
ん
は
今、
小
さ
な
命
を
宿

し
て
い
る
。
長
男
の
育
児
に
懸
命

で
妻
の
体
調
も
気
遣
う
夫
に
感
謝

し
な
が
ら
「
出
産
後
は
男
性
育
休

の
研
修
に
力
を
入
れ
た
い
」
と
話

す
。
例
え
ば
育
休
取
得
の
時
期
。

男
性
は
一
般
に
妻
の
出
産
後
に
取

得
す
る
が
「
産
後
う
つ
に
な
り
や

す
い
2

カ
月
目
に
休
ん
で
妻
に
寄

り
添
う
の
も
有
効
」
と
い
う
。

こ
う
し
て
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
企

業
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
全
体

に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

起
業
し
た
こ
と
で
、
自
分
が
望
む

ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
社
会
を
良
く

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
高
須
賀
さ

ん
は
そ
う
信
じ
て
い
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
引
日
(
月
)
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産
後
う
つ
ケ
ア

産
後
う
つ

周
り
を
頼
っ
て

妊
産
婦
の
死
因
で
最
も
多
い
の
は
自
殺
|
。

国
立

成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
(
東
京
)
な
ど
の
チ
l

ム

が
今
秋
発
表
し
た
調
査
結
果
だ。
大
き
な
要
因
と
み

ら
れ
て
い
る
の
は
産
後
う
つ
。

五
年
前
、
産
後
う
つ

を
発
症
し
た
豊
橋
市
の
主
婦
(
三
六
)
は
ご
歩
間
違
え

ば
自
分
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
打

ち
明
け
る
。

(
高
橋
雪
花
)

経験語る豊橋の女性
産後うつに最も苦しんで
いた時期の葛藤を・きつ
づった日記帳=豊橋市で

「
朝
か
ら
泣
き
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
」
「
夜

寝
付
け
な
い
」
「
も
う
限
界
」
。

子
育
て

の
苦
し
み
を
欄
い
っ
ぱ
い
に
つ
づ
っ
た
当

時
の
日
記
帳。

「
今
で
も
晃
返
す
と
つ
ら

さ
を
思
い
出
し
ま
す。
産
後
う
つ
は
出
口

の
見
え
な
い
ト
ン
ネ
ル」
と
女
性
は
振
り

返
る

。
女
性
は
こ
の
年
、
市
外
の
実
家
に
帰
り

次
女
を
出
産
し
た。

一
、
二
カ
月
し
て
、

「
自
宅
に
帰
っ
た
ら
子
育
て
を
全
部
自
分

で
や
ら
な
け
れ
ば
」
と
不
安
に
か
ら
れ
た

。

予
感
は
的
中。
夫
は
帰
宅
が
遅
く
、
二
歳

の
長
女
と
次
女
の
三
人
だ
け
で
部
屋
に
残

さ
れ
た。
次
女
が
泣
き
わ
め
け
ば
、
長
女

も
「
抱
っ
こ
」
と
ぐ
ず
る。

「
子
育
て
が

間
違
っ
て
い
る
の
で
は
」。
倦
怠
感
と
焦

愛
知
医
科
大
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
(
長
久
手
市
)
の
主
任
臨

床
心
理
士
酒
井
玲
子
さ
ん
(
四
巴
に

よ
る
と
、
産
後
う
つ
の
主
な
原
因

は
夫
や
親
と
の
関
係
や
サ
ポ
ー
ト

体
制
と
い
っ
た
環
境
、
個
人
の
気

質
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い

『
つ。産

後
う
つ
で
子
ど
も
が
か
わ
い

い
と
思
え
な
く
な
り
、
理
想
の
母

内
圃

産
後
う
つ
出
産
後
3

カ
月

R
L

ほ
ど
の
聞
に
発
症
す
る
母
親
の

一
う
つ
病。
子
育
て
へ
の
不
安
や
自
信
喪

一
失
、
食
欲
不
振
と
いった
症
状
が
あ
る。

一
叩
人
に1
人
が
経
験
す
る
と
言
わ
れ
て

一
お
り
、
育
児
放
棄
や
虐
待
に
つ
な
が
る

り
が
募
り
、
気
付
け
ば
娘
た
ち
と
一
緒
に

泣
い
て
い
た。

「
専
業
主
婦
だ
か
ら
、
家
に
関
す
る
こ

と
は
自
分
の
仕
事
で
、
夫
に
相
談
し
て
は

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
た
」。
豊
橋
市
育

ち
で
も
な
く
、
頼
れ
る
友
人
も
い
な
い

。

他
の
母
親
と
の
交
流
の
場
に
足
を
運
ぷ

と
、
皆
が
明
る
く
見
え
、
自
分
だ
け
つ
ま

ず
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
た。

助
け
を
ど
こ
に
ど
う
求
め
て
良
い
の
か

分
か
ら
な
い
ま
ま
、
出
産
か
ら
四
カ
月
後
、

限
界
を
感
じ
地
元
の
保
健
師
に
洗
い
ざ
ら

い
話
し
た。

否
定
も
肯
定
も
せ
ず
現
状
を

そ
の
ま
ま
受
け
止
め
て
く
れ
、
相
談
の
末
、

母性育てていくもの

親
像
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
苦
し
む
ケ

ー
ス
も
あ
る
。

酒
井
さ
ん
は
「
母

性
は
元
々
あ
る
の
で
は
な
く
育
て

て
い
く
も
の。

う
ま
く
子
育
て
が

で
き
な
く
て
も
よ
い
と
思
え
る
よ

う
に
、
自
治
体
な
ど
が
産
前
か
ら

呼
び
掛
け
て
い
く
こ
と
が
予
防
に

つ
な
が
る
」
と
話
す。

子
育
て
中
の
両
親
を
支
援
し
て

い
る
N
P
O

法
人
ま
ん
ま
(
豊
橋

識者「地元保健師に相談を」

ケ
ー
ス
も
あ
る。

従
来
は
妊
娠
・
出
産一

に
よ
る
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
急
激
な一

変
化
が
原
因
と
さ
れ
て
い
た
が
、
男
性
一

の
産
後
う
つ
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
環
一

境
的
な
要
因
が
大
き
い
と
の
見
方
が
強
一

ま
っ
て
い
る。

実
家
に
帰
る
こ
と
に。
通
い
始
め
た
精
神

科
で
「
産
後
う
つ
」
と
診
断
さ
れ
た

。

実

母
の
手
を
借
り
な
が
ら
過
ご
す
う
ち
徐
々

に
不
安
が
和
ら
ぎ
、
八
カ
月
ほ
ど
で
豊
橋

市
に
戻
っ
た。
今
は
月
に
一
回
、
精
神
科

に
通
い
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る

。

あ
の
頃
の
自
分
に
は
「
も
っ
と
周
り
を

頼
っ
て
」
と
伝
え
た
い
と
い
う
。

「
私
は

保
健
師
に
話
し
た
が
、
相
手
が
夫
や
友
人

で
も
、
話
せ
ば
自
分
自
身
の
現
状
を
客
観

的
に
と
ら
え
ら
れ
る
か
も。
悩
む
お
母
さ

ん
た
ち
は
、
で
き
な
い
自
分
を
責
め
る
の

で
は
な
く
、
ま
ず
は
今
の
自
分
を
受
け
入

れ
て
ほ
し
い
」

市
)
の
代
表
長
田
真
理
子
さ
ん

(
四ε
に
よ
れ
ば
、
自
宅
で
家
事
や

育
児
を
手
伝
う
専
門
家
「
産
後
ド

ゥ
l

ラ
」
を
頼
っ
た
り
、
子
ど
も

を
一
時
的
に
乳
児
院
に
預
け
た
り

す
る
の
も
有
効
と
い
う
。

「
ま
ず

は
、
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を

把
握
し
て
い
る
地
元
の
保
健
師
に

相
談
し
て
」
と
呼
び
掛
け
て
い

る
。

中
日
新
聞
・

朝
刊

2

0
1
8

年
刊
月

幻
自
(
火
)
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連携し支える妊産婦の心
精神科医・産科医・保健師…強みいかす

妊
娠
、
出
産
を
き
っ
か
け
に
心
に
不
調
が
出
や
す
く
な
る

母
親
を
、
自
治
体
の
保
健
師
や
精
神
税
医
、
産
税
医
ら
が
連

携
し
て
支
え
る
取
り
組
み
が
広
が
り
つ
つ
あ
る

。

出
産
前
後

は
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
や
生
活
環
境
が
大
き
く
変
佑
し
、

「
産
後
う
つ
」
を
は
じ
め
心
の
問
題
か
起
き
や
す
い
と
さ
れ

る
。

国
も
取
り
組
み
を
後
押
し
し
て
い
る
。

相
談

受
診
に
つ
な
ぐ

「
赤
ち
ゃ
ん
が
死
ん
じ
ゃ
う

か
も
し
れ
な
い
」。
第
1

子
を

出
産
し
て
数
日
後
、
退
院
し
て

墓
京
都
世
田
谷
区
の
自
宅
に
帰

っ
た
女
性
は
急
に
怖
く
な
り
、

眠
れ
な
か
っ
た。

子
ど
も
に
健

康
的
な
問
題
は
な
く
、
強
い
恐

怖
に
襲
わ
れ
て
い
る
妻
を
心
配

し
た
夫
は
翌
日
、
区
に
相
談
し た

。

区
の
保
健
師
は
精
神
糾
の

受
診
を
す
す
め
た
が
、
女
性
は

拒
ん
だ。

そ
れ
で
も
保
健
師
が

約
2

カ
月
か
け
て
説
得
し
た
。

昨
年
、
区
内
の
精
神
耕
「
ク

リ
ニ
ッ
ク
お
ぐ
ら
」
を
受
診
、

女
性
は
産
後
に
う
つ
病
を
発
症

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た。

「
死
に
た
い
」
と
言
う
時
期
も

妊錨申や出穫後の女性の心の間間

穫後うつ
気分が沈み、思考力や集中力が落ち
る。出産した女性の十数%が発症する
とされる。薬やカウンセリング、認知行
動療法芯どで治療する。

マタニティーフ]レース、

産後にイライラしたり、気持ちが落ち込
んだりする。産後3-10日ごろまでに自
然に治ることが多い。

統合失調疲

幻聴や妄想などの症状が出る。一般に
約100人に1人が発症し、務神疾患では
非常に多い。基本的に薬で治療する。
そううつ

繰欝病
うつ状態と、多弁で考えがまとまうない
といった操状態がある。薬や認知行動
療法などで治療する。

あ
っ
た
が
薬
物
療
法
な
ど
で
症

状
は
落
ち
着
い
た
と
い
う
。

女
性
を
診
察
し
た
精
神
耕
医

の
生
田
洋
子
さ
ん
は
「
保
健
師

さ
ん
が
受
診
ま
で
頑
張
っ
て
く

れ
た
か
ら
、
彼
女
を
救
う
こ
と

が
で
き
た
」
と
話
す
。
実
家
の

支
援
が
な
く
、
子
育
て
へ
の
不

安
が
強
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
発

症
に
つ
な
が
っ
た
と
み
る
。

世
田
谷
区
で
は
4

年
前
か

ら
、
地
域
の
産
税
医
や
精
神
判
明

医
、
区
の
担
当
者
ら
が
参
加
し

て
毎
月
、
心
の
問
題
を
抱
え
る

出
産
前
後
の
女
性
の
ケ
ア
を
考

え
る
検
討
会
を
開
い
て
い
る。

異
な
る
職
種
が
連
携
し
た
先
進

的
な
取
り
組
み
だ。
区
の
担
当

者
は
「
専
門
職
の
強
み
や
役
割

を
理
解
し
、
信
頼
関
係
を
築
け

「
産後
う

つ
」

出
産
後
に
う
つ
病
に
な
る

「
産
後
う
つ
」
は
、
出
産
し
た

女
性
の
十
数
%
が
発
症
し
、
う

ち
半
数
は
妊
娠
中
か
ら
症
状
が

あ
る
と
さ
れ
る。

気
分
が
沈
む

ほ
か
、
思
考
力
や
集
中
力
が
落

ち
る

。

物
事
の
段
取
り
を
立
て

ら
れ
ず
に
家
事
を
こ
な
せ
な
く

な
る
こ
と
も
あ
る。

一方
「
マ
タ
ニ
テ
ィl
ブ
ル

ー
ズ
」
は
、
出
産
後
に
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
、
涙
も
ろ
く
な
っ
た

り
す
る。

多
く
の
人
が
経
験
す

て
い
る
」
と
話
す。

保
健
師
は
自
宅
訪
問
や
子
ど

も
の
健
診
で
、
産
税
は
妊
婦
健

診
な
ど
で
出
産
前
後
の
女
性
と

定
期
的
に
関
わ
る。
治
療
が
必

要
と
思
わ
れ
る
女
性
が
い
れ
ば

精
神
判
明
医
に
つ
な
ぐ

。

連
携
に

賛
同
し
て
い
る
精
神
和
は
却
あ

る
。

今
で
は
こ
う
し
た
女
性
が

ク
リ
ニ
ッ
ク
お
ぐ
ら
だ
け
で1

年
に
約
1
0
0

人
訪
れ
る。

東
京
都
文
京
区
も
、
妊
婦
の

不
安
軽
減
に
力
を
入
れ
る
。

妊

娠
届
の
提
出
時
な
ど
に
家
族
の

支
援
の
有
無
や
不
安
を
聞
き
、

利
用
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

紹
介
。

面
接
率
は2
0
1
4

年

度
の
日
%
か
ら
口
年
度
は
約
部

%
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
相
談

に
乗
り
、
医
療
機
関
に
つ
な
ぐ

十
数
%
が
発
症

る
が
、
産
後3
5

凶
日
ぐ
ら
い

で
良
く
な
る
の
が
特
徴
で
、
産

後
う
っ
と
は
異
な
る。

産
後
の

ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
急
激
な

変
佑
な
ど
が
原
因
だ。

た
だ
、

マ
タ
ニ
テ
ィi
ブ
ル
l

ズ
を
経

験
し
た
人
は
産
後
う
つ
に
な
り

や
す
い
と
い
う
報
告
が
あ
る
。

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
(
東
京
)
乳
幼
児
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
診
療
制
の
立
花
良
之
診

療
部
長
に
よ
る
と
、
周
囲
の
支

援
が
乏
し
く
、
子
育
て
へ
の
不 こ

と
も
あ
る
。

家
族
の
支
援
が

十
分
で
な
い
母
親
は
病
院
な
ど

で
育
児
指
導
を
受
け
ら
れ
る
事

業
も
あ
る。

「
早
め
に
子
育
て

の
不
安
を
解
消
し
、
心
の
状
態

の
悪
佑
を
防
ぎ
た
い
」
と
文
京

区
保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

内
藤
剛
一
所
長
は
い
う

。

国
は
、
市
区
町
村
が
運
営

し
、
妊
娠
や
子
育
て
の
相
談
を

受
け
た
り
医
療
機
関
な
ど
に
つ

な
い
だ
り
す
る
「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
初
年

度
末
ま
で
に
全
国
に
広
げ
る
目

標
を
掲
げ
、
運
営
費
な
ど
を
補

助
し
て
い
る。

セ
ン
タ
ー
は
今

年
4

月
で7
6
1

市
区
町
村
に

あ
る
。

2

年
前
の2
・
5

倍
に

増
え
た
が
全
国
の
自
治
体
の
約

4

割
に
と
ど
ま
る。

安
が
強
か
っ
た
り
、
も
と
も
と

精
神
疾
患
が
あ
っ
た
り
す
る

と
、
心
の
不
調
が
出
や
す
い
。

ま
た
、
授
乳
な
ど
で
睡
眠
不
足

に
な
る
と
、
精
神
状
態
が
悪
化

し
や
す
く
な
る。
立
花
さ
ん
は

「
母
親
の
負
担
が
減
る
よ
う
に

パ
ー
ト
ナ
ー
や
親
族
な
ど
周
囲

が
家
事
と
育
児
を
し
て
、
十
分

に
休
め
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

も
大
切
だ
」
と
指
摘
す
る

。

(
福地
慶
太
郎)

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
沼田
(
水
)
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役割分けて安全出産

産
後
う
つ
ケ
ア

トで情報共有共通ノー健診は診療所
分娩は総合病院

県
は
、
妊
婦
の
健
康
状
態
を
記
し
た
共
通
診
療
ノ

l

ト
を

稲
凋
し
、
身
近
な
診
療
所
な
ど
が
妊
婦
健
診

、
総
合
病
院
が

分
娩
と
役
割
分
担
し
て
出
産
ま
で
の
流
れ
を
円
滑
に
進
め
る

モ
デ
ル
事
業
を
、
日
日
か
ら
村
山
地
域
で
始
め
る

。

分
娩
施

設
が
減
少
す
る
中
、
周
産
期
医
療
の
提
供
体
制
を
強
化
す
る

の
が
狙
い
で
、
情
報
を
共
有
し
て
安
全
な
出
産
環
境
の
整
備

に
つ
な
げ
る。

県
地
域
医
療
対
策
課
に
よ
る

と
、
県
内
の
病
院
・
診
療
所
の

分
娩
施
設
は
減
少
傾
向
が
加
速

し
て
い
る
。

2
0
0
2

年
(
叩

月
1

日
現
在
)
の
位
施
設
か
ら
、

口
年
(
同
)
はM施
設
と
な
り
、

半
減
近
い
状
態
だ。
さ
ら
に
北

村
山
公
立
病
院
(
東
根
市
)
は

同
年
4

月
か
ら
分
娩
を
休
止
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、

県
は
山
形
大
医
学
部
付
属
病
院

な
ど
と
昨
年6
月
に
換
司
会
を

立
ち
上
げ
、
モ
デ
ル
事
業
の
実

施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
き た

。

妊
婦
健
診
は
自
宅
や
職
場

か
ら
通
院
が
便
利
な
近
く
の
診

療
所
で
、
出
産
は
体
制
か
整
っ

た
総
合
病
院
の
分
娩
施
設
で
受

け
て
も
ら
う
。

こ
れ
ま
で
の
診

察
の
経
過
が
分
か
る
共
通
診
療

ノ
l

ト
を
持
参
す
る
だ
け
で
、

参
加
医
療
機
関
で
ス
ム
ー
ズ
な

受
診
が
可
能
に
な
る。

参
加
機
関
は
、
分
娩
施
設
が

山
大
医
学
部
付
属
病
院
、
県
立

中
央
病
院
、
山
形
市
立
済
生
館
、

山
形
済
生
病
院
で
、
妊
婦
健
診

施
設
は
山
形
、
天
童
、
上
山
、

東
根
、
寒
河
江
の5
市
の
計
ロ

カ
所
。

妊
婦
健
診
施
設
は
今
後
、

増
や
す
考
え。

事
業
の
流
れ
は①
妊
婦
は
妊

娠
診
断
を
受
け
た
医
療
機
関

で
、
共
通
診
療
ノl
ト
の
配
布

を
受
け
る
②
ノ
l

ト
を
持
参

し
、
健
診
初
期
(
m
i
u週
ご

ろ
)
は
近
く
の
診
療
所
で
受
診

す
る
③
幻
週
ご
ろ
ま
で
は
近
く

の
診
療
所
な
ど
で
健
診
を
受

け
、
こ
の
間
却
週
、
初
週
の2

回
は
分
娩
施
設
で
受
診
す
る④

M
週
以
降
は
出
産
準
備
の
た
め

分
娩
施
設
で
健
診
を
受
け
る
ー

と
な
る
。

ノ
ー
ト
に
は
妊
娠
リ
ス
ク
自

己
評
価
表
や
検
査
結
果
表
の
ほ

か
、
健
診
の
経
過
が
視
覚
的
に

分
か
る
よ
う
胎
児
の
位
置
を
示

す
図
や
推
定
体
重
、
担
当
医
に

よ
る
連
絡
事
項
も
記
入
す
る
。

担
当
医
の
名
前
を
明
記
し
、
医

療
機
関
の
情
報
共
有
も
し
や
す

診察の経過などが分かりやすく見られる
共通診療ノート

く
す
る
と
い
う
。

県
は
問
、
日
年
度
に
村
山
地

域
で
事
業
を
展
開
し
、
そ
の
結

果
を
検
証
し
た
上
で
初
年
度
以

降
は
他
地
域
に
も
広
げ
た
い
考

え
。

同
課
は
「
出
産
に
向
け
た

安
全
安
心
な
体
制
づ
く
り
を
進 め

た
い
」
と
し
て
い
る。

(
佐
藤
裕
樹
)

山
形
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
刊
日
(
金
)
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助
産
師
の
森
さ
ん

江津市ビジネスプランコンテスト

(
航
)
大
賞

産
後
ケ
ア
充
実
提
案

江
津
市
が
主
催
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
終

審
査
会
が
日
目
、
岡
市
江
津
町

の
市
民
交
流
施
設・
パ
レ
ッ
ト

ご
う
つ
で
あ
っ
た。
1

次
審
査

を
通
過
し
た5
組
が
事
業
プ
ラ

ン
を
発
表
し
、
助
産
師
の
森
春

奈
さ
ん
(
m
m
)

H

江
津
市
桜
江
町

谷
住
郷H
が
提
案
し
た
、
産
後

ケ
ア
を
充
実
さ
せ
、
移
住
・
定

住
を
促
進
さ
せ
る
プ
ラ
ン
が
大

賞
に
輝
い
た。

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
地
域
の

資
源
活
用
や
課
題
解
決
を
目
指

す
ソ
l

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

出
を
目
的
に
、
2
0
1
0

年
度

に
ス
タ
ー
ト
。

同
年
度
は
市
内

外
か
ら
6

組
の
応
募
が
あ
り
、

最
終
審
査
に
進
ん
だ5
組
の
中

か
ら
行
政
や
金
融
機
関
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
関
係
者5
6
人

の
審
査
員
が
選
考
し
た。

森
さ
ん
は
助
産
師
の
経
験
を

生
か
し
、
産
後
に
低
下
し
が
ち

な
心
身
の
活
力
を
取
り
戻
す
た

め
、
バ
ラ
ン
ス
ボl
ル
を
使
っ

た
体
づ
く
り
を
は
じ
め
、
肩
乙

り
や
腰
痛
の
ケ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
な
ど
を
一

体
的
に
提
供
す
る
プ
ラ
ン
を
披

露
。

江
津
を
子
育
て
環
境
が
充

実
し
た
「
お
母
さ
ん
支
援
特
区
」

に
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

若
者
の
移
住
、
定
住
に
つ
な
げ

る
構
想
が
評
価
さ
れ
た。

表
彰
式
で
、
藤
田
和
雄
副
市

長
か
ら
賞
状
を
受
け
取
っ
た
森

さ
ん
は
「
地
域
の
お
母
さ
ん
の

力
に
な
れ
る
事
業
を
展
開
し
た

い
」
と
話
し
た
。
森
さ
ん
に
は
、

副
賞
の1
0
0

万
円
が
贈
ら
れ

た
。そ

の
他
、
石
州
瓦
の
普
及
を

目
指
し
た
「瓦
検
定
」
の
実
施

や
、
ベ
ト
ナ
ム
人
労
働
者
の
活

用
に
よ
る
企
業
支
援
や
地
域
活

性
化
策
な
ど
の
プ
ラ
ン
が
発
表

さ
れ
た
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
に
は

叩
年
度
以
降
、
計1
1
2

件
の

応
募
が
あ
り
、
同
件
が
起
業
し

て
い
る。

(
福
新
大
雄)

山
陰
中
央
新
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
吃
月
市
日
(
日
)

産
後
う
つ
ケ
ア

神
戸
市
の
「
マ
ナ
助
産
院
」
が
、
思

い
が
け
な
い
妊
娠
や
出
産
に
悩
む
母
親

向
け
の
相
談
事
業
「
小
さ
な
い
の
ち
の

ド
ア
」
を
昨
年9
月
に
始
め
て
以
来
、

利
用
者
が
増
え
て
い
る
。
電
話
は

2
0

0

件
近
く
に
上
り
、
来
所
も
日
件
。
院

長
は
「
開
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
ケ
ー

ス
が
多
い
」
と
振
り
返
る
。

助
産
師
ら
がM
時
間
態
勢
で
、
電
話

や
無
料
通
信
ア
プ
リ
L
I
N
E
(ラ
イ

ン
)
、
電
子
メl
ル
で
の
相
談
に
応
じ

て
い
る
。
助
産
院
と
は
別
に
専
用
の
玄

関
を
設
け
、
面
談
を
希
望
す
る
場
合
は

人
目
を
気
に
せ
ず
来
所
で
き
る
。
悩
み

相
談
の
ほ
か
、
親
か
育
て
ら
れ
な
い
場

合
は
支
援
施
設
に
つ
な
ぐ
。

永
原
都
子
院
長
に
よ
る
と
、
開
所
し

た
9

月
1

日
か
ら
日
月
末
ま
で
に
あ
っ

た
電
電
ロ
相
談
は
1
9
4

件
、
来
所
は
日

件
。
兵
庫
県
内
か
ら
の
電
話
が
最
も
多

く
、
関
東
控
刀
か
ら
の
相
談
も
。
赤
ち

ゃ
ん
を
養
子
縁
組
団
体
に
紹
介
し
た

り
、
健
診
を
受
け
て
い
な
い
妊
婦
を
医

療
機
関
や
行
政
の
保
健
師
に
つ
な
い
だ

り
し
た
ケl
ス
は
複
数
あ
っ
た
。

出
産
間
近
の
妊
婦
な
ど
迅
速
な
対
応

が
必
要
な
人
も
お
り
「
産
科
の
知
識
が 悩める妊婦の「味方」に

神戸の助産院が相談事業
不
可
欠
と
感
じ
た
」
と
永
原
院
長
。
地

域
で
妊
婦
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
保
健
師
に

つ
な
ぐ
こ
と
で
「
本
当
に
必
要
な
人
に

ケ
ア
が
届
く
よ
う
に
な
る
」
と
強
調
す

る
。電

話
相
談
で
は
「
産
み
た
い
が
パ
ー

ト
ナ
ー
に
一
席
対
さ
れ
て
い
る
」
と
訴
え

る
女
性
や
、
産
後
う
つ
の
苦
し
み
を
吐

露
す
る
人
も
い
た
。
夕
方
以
降
や
深
夜

帯
の
相
談
、
か
多
く
、

M
時
間
態
勢
の
窓

口
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か

さ
れ
た
と
い
う
。

孤
独
の
中
で
悩
む
妊
婦
や
、
必
死
に

子
育
て
し
て
い
る
母
親
に
触
れ
「
ま
さ

に
困
っ
て
い
る
人
た
ち
が
ド
ア
を
開
け

て
来
て
く
れ
て
い
る
。
開
設
し
て
良
か

っ
た
」
と
永
原
院
長
。
「
取
り
組
み
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
社
会
で
小
さ

な
命
を
守
る
ム
l

プ
メ
ン
ト
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

N
P
O
法
人
「
こ
う
の
と
り
の
ゆ
り

か
ごi
n

関
西
」
が
マ
ナ
助
産
院
に
「
赤

ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
」
を
設
置
す
る
方
針
だ

っ
た
が
、
資
金
面
の
課
題
が
持
ち
上
が

っ
て
質
芯
。
マ
ナ
助
産
院
が
独
自
に
相

談
事
業
を
進
め
て
い
る
。
(共
同
通
信
〉

山
梨
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
9

日
(
水
)
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90歳現役助産師
んやち、つさ輝く

産
後
う
つ
ケ
ア

命
の
誕
生
に
立
ち
会
い
続
け

印
年
!
。
光
市
虹
ケ
浜
の
梅
田

病
院
に
勤
務
す
る
現
役
の
助
産

師
、
長
安
幸
子
さ
ん
(
叩
)
H下

松
市
新
川
口
は
、
こ
れ
ま
で
2

万
人
近
く
の
赤
ち
ゃ
ん
を
取
り

上
げ
て
き
た
。
「
赤
ち
ゃ
ん
の

元
気
な
産
声
を
聞
け
る
と
と
が

一
番
の
幸
せ
。
こ
れ
か
ら
も
健

康
で
あ
る
限
り
、
病
院
の
仲
間

た
ち
と
一
緒
に
働
き
た
い
」
と

笑
顔
で
話
す
。

光
の
梅
田
病
院

長
安
幸
子
さ
ん

光
市
東
荷
生
ま
れ
。
小
学
校

低
学
年
の
頃
にρ白
衣
の
天
界

に
憧
れ
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、

柳
井
市
の
柳
井
看
護
婦
養
成
所

に
入
っ
た
。
四
歳
で
看
護
師
と

な
り
、
2

年
後
に
は
助
産
師
の

資
格
を
取
っ
た
。
そ
の
後
、
市

内
の
診
療
所
や
開
業
医
な
ど
で

看
護
師
と
し
て
働
き
、
1
9
5

9

年
に
産
婦
人
科
、
小
児
科
が

あ
る
梅
田
病
院
に
移
り
、
助
産

師
と
し
て
勤
め
始
め
た
。

勤
め
始
め
の
頃
は
院
内
に
自

家
発
電
も
無
い
時
代
。
停
電
時

は
ラ
ン
プ
の
明
か
り
で
赤
ち
ゃ

ん
を
取
り
上
げ
た
。
第
2

次
べ

|新米ママ支え[;II]年、赤ちゃん 2万人取り上げ
ビ
ー
プ
l

ム
の
初
年
代
に
は
、

毎
日
の
よ
う
に6
、

7

人
の
赤

ち
ゃ
ん
を
取
り
上
げ
、
多
い
と

き
で
1

カ
月
に
1
0
0

人
以
上

の
お
産
に
立
ち
会
っ
た
。
「
安

心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
で
も

ら
う
た
め
に
は
、
母
親
に
寄
り

添
い
、
優
し
く
励
ま
し
続
け
る

こ
と
が
大
事
」
と
話
す
。

愛
称
は
「
さ
っ
ち
ゃ
ん
」
o

m
歳
に
な
る
ま
で
、
予
期
せ
ぬ

お
産
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
病

院
の
寮
で
暮
ら
し
、
新
人
看
護

師
の
寮
母
と
し
て
も
技
術
的
な

指
導
や
相
談
対
応
を
行
っ
て
き

た
。
現
在
は
名
誉
師
長
と
し
て

週
4

日
勤
務
す
る
。
お
産
に

立
ち
会
う
回
数
は
減
っ
た
が
、

病
棟
を
回
り
新
米
マ
マ
の
相
談

に
乗
っ
た
り
、
母
乳
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
長

年
の
経
験
を
生
か
し
、
産
後
ケ

ア
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

新
人
の
頃
か
ら
長
安
さ
ん
の

指
導
を
受
け
て
き
た
同
病
院
の

吉
村
文
子
師
長
(
拘
)
は
「
さ
っ

ち
ゃ
ん
が
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
施
す

と
、
母
乳
が
出
る
よ
う
に
な
っ

た
新
米
マ
マ
を
何
度
も
見
て
き

た
。
ま
さ
に
『
ゴ
ッ
ド
ハ
ン
ド
』
。

き
っ
と
長
安
さ
ん
が
語
り
掛
け

る
優
し
い
言
葉
が
母
親
を
安
心

命の喜びと素晴らしき伝え、これからも力に|
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
思
う
」
と

話
す
。

親
子
3

代
に
わ
た
り
、
長
安

さ
ん
に
お
産
の
世
話
を
受
け
た

人
も
多
く
、
昨
年
同
病
院
で
3

人
目
を
出
産
し
た
広
島
県
安
芸

高
田
市
の
主
婦
、
川
崎
沙
耶
さ

ん
は
「
母
が
私
を
産
ん
だ
時
に
、

お
世
話
に
な
っ
た
の
が
長
安
さ

ん
。
私
に
と
っ
て
特
別
な
存
在
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
笑
顔
で
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
う
。

息
子
1

人
、
孫3
人
、
ひ
孫
は

6

人
。
孫
と
ひ
孫
の
出
産
に
は

全
て
立
ち
会
っ
た
。
「
人
の
生
は

素
晴
ら
し
い
。
喜
び
に
満
ち
あ

ふ
れ
で
い
る
」
と
し
み
じ
み
と

語
る
畏
安
さ
ん
。
日
々
健
康
体

操
な
ど
に
励
み
、
体
調
管
理
に

も
余
念
が
な
い
。
「
体
力
的
に
若

い
人
の
よ
う
に
は
い
か
な
い

が
、
機
嫌
よ
く
働
い
て
い
き
た

い
」
。
こ
れ
か
ら
も
、
生
ま
れ

て
く
る
新
し
い
命
に
そ
っ
と
寄

り
添
い
続
け
る
。(

新
開
逸
平
)
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断
さ
れ
た
。

医
師
か
ら
「
産
後
う
つ
は
二

つ
の
命
の
問
題
。
し
っ
か
り
治

療
す
れ
ば
親
子
で
笑
っ
て
過
ご

せ
る
」
と
説
得
さ
れ
、
長
女
と

離
れ
て
入
院
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
投
薬
治
療
を
受
け
、
昼
夜

を
つ
く
り
た
い
」
と
企
画
し
た
。
逆
転
し
た
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え

昨
年
6

月
に
始
ま
っ
た
座
談
会
た
。
睡
眠
や
食
事
が
取
れ
る
よ

で
は
、
大
坪
さ
ん
ら
が
自
ら
の
う
に
な
り
、
約
2

か
月
で
退
院

経
験
を
語
り
、
参
加
者
の
悩
み
で
き
た
。

に
耳
を
傾
け
る
。
昨
年
叩
月
の
座
談
会
に
参
加

大
坪
さ
ん
は2
0
0
7

年
に
し
た
福
岡
県
朝
倉
市
の
女
性

長
女
(
日)を
出
産
。
長
女
は
う
(
位
)
は
、
第
2

子
を
出
産
後
に

ま
く
母
乳
が
飲
め
ず
、
初
分
お
発
症
。

育
児
と
仕
事
の
両
立
が

き
の
授
乳
で
眠
れ
な
い
日
が
続
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
悩
み

い
た
。
次
第
に
食
欲
が
な
く
な
を
打
ち
明
け
た
。
「
妊
娠
・
出

り
、
何
も
な
い
の
に
涙
が
あ
ふ
産
は
幸
せ
な
イ
メ
ー
ジ
が
強

れ
た
。

長
女
が
泣
い
て
も
反
応
く
、
後
ろ
向
き
な
話
は
家
族
や

で
き
な
く
な
り
、
「
家
事
も
育
友
人
に
も
で
き
な
い
。

同
じ
経

児
も
ま
ま
な
ら
ず
、
自
分
を
責
験
を
し
た
人
と
の
つ
な
が
り
は

め
た
」
と
振
り
返
る。
出
産
2

心
強
い
」
と
話
す。

か
月
後
、
「
産
後
う
つ
」
と
診
産
後
う
っ
と
診
断
さ
れ
た
参

次
の
状
態
が
一
つ
で
も
、
2

週
間
以
上
続
く
場
合
は

産
後
う
つ
の
可
能
性
が
高
い(内
村
教
授
に
よ
る)

マ
眠
れ
な
い

マ
些
細
(
さ
さ
い)
な
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
涙

が
流
れ
た
り
す
る

マ
何
も
す
る
気
に
な
ら
な
い

マ
笑
顔
や
言
葉
数
が
減
っ
た

マ
物
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
の
は
、
自
分
の
せ
い
だ
と

感
じ
る

マ
服
装
や
身
だ
し
な
み
を
構
わ
な
く
な
る

マ
死
に
た
い
と
思
う

産
後
う
つ広
が
る
支
援

出
産
後
に
心
身
に
変
調
を
き
た
す「産

後
う
つ
園
」
に
苦
し
む
母
親
を
支
援
す
る

取
り
組
み
が
各
地
で
広
が
っ
て
い
る
。

福

岡
、
佐
賀
両
県
で
は
産
後
う
つ
経
験
者
が
、

子
育
て
中
の
母
親
ら
を
対
象
に
し
た
座
談

会
を
開
催。
自
治
体
で
も
発
症
を
防
ぐ
た

め
の
精
神
的
ケ
ア
に
乗
り
出
し
た
。

産
後
う
つ
経
験
者
に
よ
る

「う
つ
う
つ
お
母
ち
ゃ
ん
の
座

談
会
」
は
月1
回
、
福
岡
県
久

留
米
市
と
佐
賀
県
鳥
栖
市
で
交

五
に
開
催。
子
育
て
情
報
紙
の

編
集
長
、
池
田
彩
さ
ん(但
)
(久

留
米
市
)
が
、
情
報
紙
に
コ
ラ

ム
を
執
筆
し
て
い
た
鳥
栖
市
の

幼
稚
園
教
諭
大
坪
香
織
さ
ん

(幻
)か
ら
産
後
う
つ
に
苦
し
ん

だ
経
験
を
聞
き
、
「
同
じ
よ
う

な
母
親
が
安
心
で
き
る
居
場
所

宙産後うつ出産後に起こる心
身の不調で、治療が必要な病

気。抑うつ状態になり、物事への
興味や楽しいと思う気持ちが失わ
れ、不眠や意欲の低下に悩まされ
る。 出産に伴う身体の不調に、ホ
ルモンバランスや環境の急激な変
化、育児での孤立など様々な要因
が加わって起こるとされる。 国立
成育医療研究センタ~(東京) の
調査では、 2015~16年の 2 年間に
死亡した妊産婦357人の死因の 3
割が自殺で、産後うつの影響が指
摘されている。

母子宿泊l…経験者と座談会

産後うつチ工ツクリスト
産
後
う
つ
ケ
ア

加
者
の
中
に
は
、
次
の
妊
娠・

出
産
で
う
つ
の
症
状
が
再
発

す
る
こ
と
を
恐
れ
る
人
も
少
な

く
な
い
。

長
男
(6
)を
妊
娠
中

に
「
産
前
う
つ
」
も
経
験
し
た

大
坪
さ
ん
は
、
「
苦
し
み
を
知 る

か
ら
こ
そ
、
『
大
丈
夫
』
と

一吉
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
。

一
人
で

抱
え
込
ま
ず
、
座
談
会
に
足

を
運
ん
で
ほ
し
い」
と
呼
び
か

け
る
。

自
治
体
も
動
く
福
岡
佐

賀

母
親
の
ケ
ア
に
は
自
治
体
も

動
き
出
し
て
い
る。

福
岡
県
行
橋
市
は
昨
年
叩

月
、
家
族
の
支
援
が
受
け
ら
れ

ず
、
育
児
に
不
安
を
持
つ
産
後

6

か
月
未
満
の
母
子
を
対
象

に
、
産
科
医
院
な
ど
で
最
大
7

日
間
過
ご
す
宿
泊
型
支
援
を
始

め
た
。

母
親
が
心
身
の
休
養
を

取
る
こ
と
が
目
的
で
、
育
児
相

談
も
受
け
ら
れ
る。
自
己
負
担

額
は
収
入
に
応
じ
て
、
無
料
か

ら
1

日
5
0
0
0

円
ま
で
。

同

様
の
支
援
は
、
福
岡
市
や
福
岡

県
宗
像
市
な
ど
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

佐
賀
市
はη
年
7

月
か
ら
、

心
身
の
異
変
を
早
期
に
発
見

し
て
支
援
や
治
療
に
つ
な
げ

る
「
産
後
2

週
間
健
診
」
を

導
入
。

心
身
の
状
況
や
子
育
て

環
境
な
ど
を
尋
ね
、
支
援
が
必

要
な
場
合
は
助
産
師
が
訪
問

す
る
。

久
留
米
大
の
内
村
直
尚
教
授

(精
神
神
経
科)
は
「
産
後
う

つ
を
防
ぐ
た
め
に
は
十
分
な
休

息
が
必
要
で
、
家
族
の
支
援
が

欠
か
せ
な
い。
母
親
自
身
は
も

ち
ろ
ん
、
周
囲
の
人
も
少
し
で

も
異
変
を
感
じ
た
ら
、
医
師
や

助
産
師
にS
O
S

を
発
信
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る。

。

次
回
の
「う
つ
う
つ
お
母
ち

ゃ

ん
の
座
談
会」
は
2

月
日
日

午
前
日
時
半
、
鳥
栖
市
の
あ
い

り
す
保
育
園
内
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
で。
参
泊
費5
0
0

円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
池
田
さ
ん(O

E
2
2
Z

ロ
ミ
ロ

@
m
B
E

-
-
g
B)
へ。

号士

ii7i: 

士
冗
(
福
岡
)
・
夕
刊

2
0
1
9

年
1

月
沼
目
(
金
)
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小児がんの闘病体験を共有しようと、当事者家族が新たな交流サ

イトを開設した。 サイト名は「手をつなごう。 J -。 わが子の命と

向き合う日々の不安や戸惑い、孤独感を知るからこそ、今を頑張る

子どもや家族の力になりたいとの願いを込めた。 (石川修巳)

当事者家族が交流サ | 

病
児
、
孤
立
さ
せ
な
い

ホ
児
が
ん
闘
病

小
児
が
ん
に
は
白
血
病
や
脳
腫

療
、
リ
ン
パ
腫
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
あ
る。
同
じ
病
名
で
も
年

齢
、
発
症
時
期
な
ど
に
よ
っ
て
、

ま
っ
た
く
同
じ
病
状
の
子
ど
も
は

い
な
い
と
い
う。

そ
れ
で
も
、
小
児
が
ん
を
経
験

し
た
ど
の
親
子
に
も
、
必
死
で
見

つ
け
出
し
た
工
夫
が
あ
る。

「
い

つ
か
誰
か
の
た
め
に
な
る
情
報
は

あ
る
は
ず。
私
が
そ
う
で
し
た
か

ら
」
と
サ
イ
ト
管
理
人
の
まl
る

さ
ん
(四
一)は
語
る。

小
学
生
の
長
男
が
一
歳
で
ウ
ィ

ル
ム
ス
腫
療
、
七
歳
で
二
次
が
ん

の
治
療
を
受
け
た。
薬
の
副
作
用

で
い
つ
も
腹
痛
を
起
こ
し
、
目
の

前
で
う
ず
く
ま
る
わ
が
子
に
伺
も

で
き
な
い
無
力
さ
を
感
じ
て
い
た

人
じ
ゃ
な
し

と
い
う
。

ま
1

る
さ
ん
が
闘
病
ブ
ロ
グ
に

悩
み
を
つ
づ
る
と
、
別
の
小
児
が

ん
の
子
を
持
つ
親
か
ら
「
湯
た
ん

ぽ
で
温
め
る
と
い
い
で
す
よ
」
と

、

に
開
設。
ブ
ロ
グ
を
通
じ
て
知
り

合
っ
た
、
は
な
さ
ん
、
ま
さ
み
っ

さ
ん
と
と
も
に
、
小
児
が
ん
経
験

者
の
父
母
三
人
で
運
営
し
て
い

る
。

経

誰撃
を Z
Vj ft 

助
言
が
あ
っ
た。

「
痛
み
に
耐
え
る
長
男
の
顔
が

和
ら
い
だ
ん
で
す。
そ
れ
以
来
、

湯
た
ん
ぽ
が
『安
心
の
お
守
り』

に
な
り
ま
し
た
」

そ
う
し
た
経
験
談
を
共
有
す
る

「
小
児
が
ん
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
手

を
つ
な
ご
う。
」
は
、
今
年
十
月

和
子
さ
ん
は
「
小
児
医
療
の
底

上
げ
の
た
め
に
も
全
国
で
支
え

る
団
体
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
設
立
趣
旨
を
説
明
。

集
会
を
共
催
し
た
同
セ
ン
タ
ー

の
山
下
純
正
総
長
は
「病
院
側

小
児
患
者
と
家
族
支
援
ヘ

だ
な
←
什
L
G
全
国
組
織
が
初
会
合

小
児
医
療
施
設

で
活
躍
す
る
ボ
ラ

し
、
よ
り
良
い
療
養
環
境
を
目

指
し
て
課
題
を
話
し
合
っ
た
。

本
人
や
周
囲
へ
の
説
明
、
復
学

・
進
学
、
治
療
後
の
生
活
な
ど
、

内
容
別
に
意
見
交
換
す
る
掲
示
板

を
用
意。
小
児
が
ん
の
種
類
や
治

療
内
容
な
ど
に
応
じ
て
、
情
報
を

共
有
で
き
る
よ
う
に
も
工
夫
し

た
。今

は
復
学
し
た
まl
る
さ
ん
の

各
施
設
で
実
施
す
る
き
ょ
う
だ

い
預
か
り
な
ど
に
つ
い
て
活
発

に
情
報
を
交
換
し
た。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
減
少
や
高
齢
化
の
問

題
提
起
も
あ
り
、
同
セ
ン
タ
ー

の
ボ
ラ
ン
平
ん
イ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
l

の
加
藤
悦
興
さ
ん
は
「
ホ 長

男
は
「
『L
I
N
E

は
使
っ
た

ほ
う
が
い
い
よ。

体
が
つ
ら
く
て

文
字
は
打
て
な
く
て
も
、
ス
タ
ン

プ
な
ら
送
れ
る
か
ら』
っ
て
書
い

て
お
い
て
」
と
提
案。
利
用
者
か

ら
は
「
こ
の
サ
イ
ト
に
出
合
え
て

涙
が
出
た
」
「
も
っ
と
多
く
の
人

に
知
ら
せ
て
」
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
と
い
う
。

「
こ
の
サ
イ
ト
は
、
正
解
を
求

め
る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
も

語
る
まl
る
さ
ん。

「
た
だ
、
一

人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
頑
張
っ
た

証
し
が
、
誰
か
の
力
に
な
れ
ば
い

い
。

私
た
ち
も
、
た
く
さ
ん
の
方

々
に
助
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
感

謝
し
な
が
ら
、
と
も
に
頑
張
ろ
う

ー

そ
う
い
う
場
で
あ
り
た
い
」

東
京
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ロ
月
四
日
(
水
)

を
つ
な
ぐ
貴
重
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

認
知
度
を
高
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

会
は
今
後
、
情
報
交
換
や
病
院

星
子
な
ど
を
実
施
す
る
と
い
う
。

(吉
田
太
一

)
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友だちアプリ長期入院
ン
テ
ィ
ア
の
調
整
役
を
担
う

「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タl
」
の
全
国

組
織
が
発
足
し
、
県
立
こ
ど
も

医
療
セ
ン
タ
ー
(
横
浜
市
南
区
)

で
初
日
に
初
の
集
会
が
聞
か
れ

た
。

小
児
患
者
と
家
族
を
支
援

新
組
織
は
「
小
児
医
療
施
設

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
l

の
会
」。
初
会
合
に
全
国

の
小
児
施
設
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
l

ら
白
人
が
参
加
し
た
。

発
起
人
で
開
会
代
表
の
坂
上

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
与

し
、
小
さ
な
命
を
育
む
と
い
う

理
念
を
皆
が
共
有
す
る
こ
と
が

大
切
」
と
話
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タl
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

不安和らげ治療応援

【
函
館
】
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
C幽
館
市
)
の
学
生
グ
ル
ー
プ

が
、
入
院
中
の
子
ど
も
の
療
養
生
活
を
支
援
す
る
ア
プ
リ
「

N
o
A

(
ノ
ア
)
」
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
時
計
型

端
末
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
子
ど
も
向
け
に
治
療
内
容
を
説
明
し
た

り
、
規
則
正
し
い
生
活
を
促
し
た
り
す
る
仕
組
み
。
早
け
れ
ば
今
春

に
も
病
床
で
実
証
実
験
を
開
始
す
る
。
(
斉
藤
直
由
。

は
こ
だ
て
未
来
大

岩
手
医
大
(
盛
岡
市
)
の
小
山

耕
太
郎
教
授
(
小
児
童
講
座
)

が
、
未
来
大
の
藤
野
雄
一
教
授
(
医

療
情
報
工
学
)
に
、IT
を
活
用

し
て
小
児
が
ん
な
ど
で
長
期
入
院

す
る
子
ど
も
や
保
護
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
仕
組
み
が
つ
く
れ
な
い

か
打
診
。
未
来
大3
年
生
の
必
修

科
目
コ
ノ
白
ジ
ェ
ク
ト
学
習
」
の

研
究
テl
マ
の
一
つ
と
し
て
、
藤

野
教
授
の
指
導
す
る
堂
生
4

人
が

昨
年
春
か
ら
開
発
を
始
め
た
。

ア
プ
リ
で
は
、
か
わ
い
ら
し
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
「
友
だ
ち
」
と

ー
ム
ペ
l

ジ
を
利
用
し
て
夏
休

み
前
に
募
集
し
た
ら
、
学
生
の

参
加
が
増
え
た
」
と
紹
介
。

県

立
保
健
福
祉
大
学
の
野
中
淳
子

教
授
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
!
は
市
民
や
組
織

の
協
力
を
得
て
小
児
科
で
聞
き
取

り
を
行
い
、
ア
プ
リ
の
設
計
に
反

映
さ
せ
た
。
学
生
自
ら
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
を
王
掛
け
、
昨
年
ロ
月
ま
で

に
一
通
り
動
作
す
る
ま
で
作
り
上

げ
た
。
研
究
費
が
確
保
で
き
れ
ば
、

実
証
実
験
ヘ

な
っ
て
画
面
に
登
場
。
注
射
や
吸

入
な
ど
を
受
け
て
い
る
様
子
を
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
表
し
、
治
療
内

容
を
分
か
り
ゃ
す
く
説
明
す
る
。

患
者
が
治
療
を
受
け
る
時
に
は

「
ガ
ン
バ
レ
」
な
ど
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
表
示
し
、
不
安
や
苦
痛
を
和

ら
げ
る
役
目
を
担
う
。
起
床
や
食

事
、
薬
の
時
間
な
ど
を
知
ら
せ
る

機
能
を
備
え
、
き
ち
ん
と
で
き
た

か
達
成
厚
札
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が

た
ま
る
と
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
着

せ
替
え
が
で
き
る
機
能
も
。

学
生
た
ち
は
、
市
立
函
館
病
院

病
児
、
孤
立
さ
せ
な
い

新
年
度
、
岩
手
医
大
で
実
-
喜
夫
験

を
開
始
す
る
。

学
童
期
に
長
期
入
院
し
た
経
験

の
あ
る
未
来
大3
年
の
林
紗
希
さ

ん
(
幻
)
は
「
内
容
が
分
か
ら
ず
、

治
療
な
ど
を
受
け
る
の
が
怖
か
っ

た
。
よ
り
楽
な
気
持
ち
に
な
れ
る

仕
組
み
に
し
た
か
っ
た
」
と
振
り

返
る
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
o
i

u
歳
の
入
院
患
者
は
全
国
の
推
計

値
で
約2
万
8

千
人
(
2
0
1
4

年
刊
月
調
査
)
。
説
明
は
、
看
護
師

や
医
療
保
育
士
ら
が
絵
本
や
人
形

神
奈
川
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月
引
日
(
臼
)

な
ど
で
行
っ
て
い
る
。
市
守
菌
館

病
院
の
佐
藤
久
子
副
看
護
師
長
は

又
づ
の
子
ど
も
は
ス
マ
ホ
に
慣
れ

て
い
る
。
現
場
の
人
手
不
足
解
消

に
も
貢
献
す
る
の
で
は
」
と
語
る
。

小
山
教
授
は
、
療
養
が
長
期
化

す
る
場
合
を
念
頭
に
「
病
気
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
年
齢

に
応
じ
て
ア
プ
リ
の
説
明
内
容
を

更
新
し
、
円
滑
に
病
気
と
向
き
合

え
る
よ
う
に
な
れ
ば
」
と
期
待
を

寄
せ
て
い
る
。

未
来
大
は
医
療
分
野
でIT
を

活
用
す
る
研
究
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
藤
野
教
授
は
、
人
工
知
能
(
A

I
)
を
活
用
し
た
機
能
向
上
も
視

野
に
、
「
事
業
化
し
て
く
れ
る
企

業
な
ど
に
情
報
を
提
供
し
た
い
」

と
話
す
。北

海
道
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
9

年
1

月
5

日
(
土
)
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横
浜
南
養
護
学
校

県
教
委
が
実
証
実
験

病気などで学校に通えない子どものための「分身ロ

ボットJ が、新たな可能性を広げている。県教育委員

会の実証実験で、県立こども医療センター(横浜市南

区)内の県立横浜南養護学校に導入。病と闘う子ども

たちの思いを教室の先生や友達に届ける、以心伝心、、

の手段として、寂しさや心細さを振り払う一助となっ

ている。

望夢)(須藤

病
児
、
孤
立
さ
せ
な
い

病
室
と
教
室
つ
な
ぐ

コ
ニ
葉
虫
、
知
っ
て
い
ま
す
か

?
」l

。
小
学
部6
年
生
の
教
室
。

先
生
の
問
い
掛
け
に
、
児
童
に
混

じ
っ
て
う
な
ず
く
。
机
を
並
べ
る

男
子
児
童
が
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化

石
を
手
に
取
る
と
、
首
を
か
し
げ

な
が
ら
右
手
を
挙
げ
る
。
ロ
ボ
ッ

ト
の
動
き
の
一
つ
一
つ
に
教
室
の

子
ど
も
た
ち
は
頬
を
緩
め
、
病
室

か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て

遠
隔
操
作
す
る
児
童
も
、
そ
の
様

子
を
モ
ニ
タ
ー
越
し
に
眺
め
自
然

と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
は
、
墓
京
都
港
区
の

「
オ
リ
ィ
研
究
所
」
が
開
発
し
た

「
オ
リ
ヒ
メ
」
。
在
宅
勤
務
者
の

会
議
参
加
な
ど
に
も
活
用
さ
れ
、

拍
手
を
し
た
り
首
を
振
っ
た
り
と

叩
種
類
ほ
ど
の
動
作
や
音
声
通
話

が
可
熊
た
。
高
さ
約
加
問
ン
の
小
さ

な
体
で
教
室
と
病
室
、
双
方
の
児

童
を
つ
な
ぐ
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

入
院
中
の
病
児
に
寄
り
添
う
日
本
初
の
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

l

ド
ッ
グ
」
と
し
て
、
神
奈
川
県
立
こ
ど
も

医
療
セ
ン
タ
ー
(
横
浜
市
)
に
「
勤
務
」
し
て
き
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
レ
ト
リ
バ

l

「
ベ
イ
リl
」
(
叩
歳
、
雄
)

が
高
齢
の
た
め
引
退
し
た
。
約
9

年
、
延
べ
約2
万
3
0
0
0

人
の
子
供
に
関
わ
り
、
感
謝
2
戸
が
た

く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
た
。
【
宇
多
川
は
る
か
】

病
室
の
子
ど
も
に
と
っ
て
は
負

担
軽
減
の
側
面
も
あ
る
。
同
校
で

は
こ
れ
ま
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
病
室
と
教
室
を
つ
な

ぐ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
き
た
。

だ
が
、
「
顔
を
出
し
た
く
な
い
と

い
う
子
や
、
言
葉
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
な
い
ケ
!
ス
も

あ
る
」
と
岡
本
克
己
副
校
長
。
病

室
で
行
う
一
対
一
の
授
業
も
心
身

へ
の
負
相
一
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
。

血
液
の
病
気
で
今
年4
月
か
ら

入
院
中
の
伊
藤
淘
汰
君
(
ロ
)
は

「
操
作
は
面
白
か
っ
た
。
自
分
の

代
わ
り
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
表
現
し
て

く
れ
る
の
で
役
立
っ
て
い
る
か

な
」
と
は
に
か
み
、
傍
ら
で
見
守

る
母
親
は
「
黒
板
や
友
だ
ち
の
表

情
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
久

し
ぶ
り
に
学
校
の
雰
囲
気
を
楽
し

め
た
よ
う
」
と
目
を
細
め
る
。

一
方
、
「
同
じ
学
校
で
学
ん
で

思い代弁身ぶり手ぶり、
い
る
と
い
う
一
体
感
が
教
室
に
い

る
児
童
に
も
植
え
付
け
ら
れ
る
」

と
は
こ
の
ク
ラ
ス
を
受
け
持
つ
古

田
綾
音
教
諭
(
お
)
。
教
え
る
側
に

と
っ
て
も
、
「
(
映
像
配
信
だ
け
で

は
)
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
不
安
が

あ
る
が
、
反
応
が
分
か
る
の
で
安

心
す
る
」
と
手
応
え
を
口
に
す
る
。

県
教
委
は
日
日
ま
で
実
験
を
行

い
、
検
証
結
果
を
踏
ま
え
て
本
格

導
入
や
他
校
へ
の
拡
大
も
図
る
考

え
。
同
校
で
の
授
業
で
は
動
作
に

加
え
、
自
動
立
呈
戸
や
字
幕
な
ど
で

言
葉
や
気
持
ち
を
表
現
で
き
た
方

が
い
い
、
な
ど
の
改
善
案
も
出
さ

れ
た
。
「
教
室
の
子
た
ち
と
も
っ

と
会
話
が
で
き
た
ら
い
い
な
」
と

伊
藤
君
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
つ
な
ぐ
友

情
が
闘
病
の
支
え
と
な
り
そ
う

だ
。

神
奈
川
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
刊
月
間
臼
(
土
)
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| 病院に『常勤J子供の闘病寄り添い | 

惜しまれ引退高齢犬
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
l

ド
ッ
グ
は

「
ハ
ン
ド
ラl
」
と
呼
ば
れ
る
看

護
師
ら
医
療
従
事
者
と
ペ
ア
で
チ

ー
ム
の
一
員
と
し
て
働
く
。
日
中

は
病
院
に
常
駐
し
、
子
供
た
ち
の

手
術
室
へ
の
移
動
に
同
行
し
た

り
、
添
い
寝
し
た
り
す
る
。

凶
日
に
同
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
「
引
退
式
」
に
は
印
人
以
上
が

参
加
。
子
供
た
ち
を
代
表
し
て
ス

ピ
ー
チ
し
た
横
浜
市
の
安
易
さ

ん
(
叩
)
は
「
友
達
だ
っ
た
。
つ
ら

い
時
に
ベ
ッ
ド
で
一
緒
に
寝
て
く

れ
た。
お
つ
か
れ
さ
ま
。
あ
り
が

と
う
、
ベ
イ
リl
」
と
話
し
た。

合
う
と
笑
み
が
と
ぼ
れ
た
。

「
本
当
に
う
れ
し
そ
う
。
病
気

の
回
復
に
も
き
っ
と
影
響
が
あ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
。

め
ぐ
み
さ
ん
は
そ
う
語
る
。

ベ
イ
リ
l

は
ハ
ワ
イ
で
専
門
的

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
だ
後
、

静
岡
県
立
と
ど
も
病
院
で2
年

半
、
同
セ
ン
タ
ー
で6
年
あ
ま
り

働
い
た
。
後
任
は
2

歳
雌
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
レ
ト
リ
バl

「
ア
ニ1
」

だ
。
ベ
イ
リl
は
今
後
、
体
力
に

無
理
の
な
い
範
囲
で
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
と
し
て
病
院
の
図
書
館
な

ど
で
子
供
た
ち
と
触
れ
合
う
。

「
あ
り
が
と
う
」
感
謝
の
声

会
場
に
は
子
供
た
ち
の
成
長
を

伝
え
る
手
紙
の
ほ
か
、
闘
病
の
末

に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
報
告
す
る

手
紙
も
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

横
浜
市
鶴
見
区
謹
哨
め
ぐ
み

さ
ん
(
拘
)
の
長
男
駿
汰
ち
ゃ
ん

(
6
)はO
歳
で
脳
腫
虜
が
見
つ
か

り
、
闘
病
を
続
け
て
い
る
。

血
が
出
る
ま
で
吐
い
て
し
ま
う

よ
う
な
副
作
用
も
あ
る
抗
が
ん
剤

治
療
、
複
数
回
の
手
術
|
|
。
そ

ん
な
入
院
生
活
の
中
、
視
力
が
少

し
だ
け
残
る
左
目
で
駿
汰
ち
ゃ
ん

は
ベ
イ
リl
を
追
い
か
け
、
触
れ

圏
内
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィl
ド
ッ

グ
は
ベ
イ
リl
を
含
め2
病
院3

頭
に
と
ど
ま
る
。
認
知
度
の
低
さ

や
資
金
面
に
課
題
が
あ
る
た
め
と

い
う
。
ベ
イ
リ
l

の
ハ
ン
ド
ラl

で
看
護
師
の
森
田
優
子
さ
ん
(
釘
)

は
「
ベ
イ
リ1
の
功
績
を
次
の
世

代
に
受
け
継
い
で
い
き
た
い」と

支
援
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
沼
田
(
木
)

病
児
、
孤
立
さ
せ
な
い

南
砺
市
で
製
造
さ
れ
る
ア
ザ
ラ
シ
型

癒
や
し
ロ
ボ
ッ
ト「パ
ロ
」
を
使
っ
た

セ
ラ
ピl
が
、
米
国
の
高
齢
者
や
障
害

者
向
け
公
的
医
療
保
険
の
適
用
対
象
に

な
っ
た。
副
作
用
の
心
配
が
な
い
安
全

な
非
薬
物
療
法
と
し
て
米
国
政
府
か
ら

お
墨
付
き
を
得
た
形
で
、
普
及
に
さ
ら

に
弾
み
が
つ
き
そ
う
だ

。

米
国
で
は
以
前
か
ら
医
療
現
場
で
パ

ロ
が
活
用
さ
れ
、
現
地
の
研
究
者
に
よ

っ
て
患
者
の
痛
み
や
ス
ト
レ
ス
、
う
つ

な
ど
の
症
状
を
緩
和
さ
せ
る
治
験
結
果

が
発
表
さ
れ
て
い
る

。

開
発
者
で
あ
る

産
業
技
術
総
合
研
究
所
(茨
城
県)
の

南
砺
発
の
ロ
ボ

後
ス
ト
レ
ス
障
害(P
T
S
D

)
な
ど

の
患
者
が
対
象
。

患
者
は
医
師
ら
か
ら

「1
回
初
分
、
週3回
」
な
ど
の
形
で

セ
ラ
ピl
の
処
方
を
受
け
、
パ
ロ
と
触

れ
合
う。

パ
ロ
は2
0
0
5

年
に
日
本
で
発
売

が
始
ま
り
、
現
在
は
5

千
体
超
が
ア
ジ

ア
や
欧
米
な
ど
初
カ
国
以
上
で
使
わ
れ

て
い
る。

柴
田
さ
ん
は「エ
ピ
デ
ン
ス

を
示
し
て
医
師
や
看
護
師
に
効
果
を
理

解
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
な
る
普
及
に
努

め
た
い」
と
話
し
て
い
る

。

柴
田
さ
ん
は
今
月
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
財
団
が
2
0
1
5

年
に
創設
し

セ
ラ
ピ
!
に
公
的
保
険

上
級
主
任
研
究
員
、
柴
田
崇
徳
さ
ん

(日
)
H南
砺
市
城
端
地
域
出
身
H

も
米

国
の
保
健
省
が
主
催
す
る
サ
ミ
ッ
ト
で

セ
ラ
ピl
効
果
の
エ
ピ
デ
ン
ス(糾
学

的
根
拠)を
説
明
す
る
な
ど
し
て
き
た

。

こ
う
し
た
積
み
重
ね
が
米
国
政
府
か
ら

評
価
さ
れ
た
も
よ
う
だ

。

セ
ラ
ピl
が
普
及
す
れ
ば
投
薬
の
機

会
が
減
り
、
患
者
に
と
っ
て
は
副
作
用

に
よ
る
健
康
被
害
の
回
避
に
加
え
、
経

済
負
担
軽
減
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

。

保

険
適
用
は
今
年
か
ら
始
ま
り
、
認
知
症
、

パ
!
キ
ン
ソ
ン
病
、
が
ん
や
心
的
外
傷

た
「ラ
イ
マ
ン
賞」
を
受
賞
し
た
。

歴

史
は
浅
い
が
、
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学

賞
受
賞
者
ら
が
審
査
員
を
務
め
る
な
ど

高
齢
者
医
療
福
祉
分
野
に
お
け
る
世
界

最
高
峰
の
賞
と
さ
れ
、
ジ
ャ
シ
ン
ダ

・

ア
l

ダ
ン
首
相
か
ら
表
彰
を
受
け
た

。

日
本
人
と
し
て
初
の
受
賞
と
な
る

。

北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月
時
日
(
火
)
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10代半ばからの若年小児科医が診療

病
児
、
孤
立
さ
せ
な
い

'
E
A
Y
A
世
代
思
春
期
の
人
を
表
す
「ad
o
-
e
s

タ

c
e
n
t

」
、
若
年
成
人
を
表
す
「
y
o
u
n
g
a

d
u
l
t

」
の
頭
文
字
を
取
っ
た
呼
称
で
、
一
般
的
に
は
日
歳

か
ら
ぬ
歳
未
満
、
も
し
く
は
却
歳
未
満
を
指
す

。

若
年
世
代
の

治
療
法
の
改
善
や
、
支
援
態
勢
の
整
備
の
遅
れ
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
が
ん
医
療
の
現
場
で
多
く
使
わ
れ
て
い
る

。

l
i
l
l
l
1
1
1
l診
る
の
が
一
般
的。
「
中
学
生
ま

利
岡
山
四
回
・
で
と
い
う
線
引
き
に
は
あ
ま
り
根

E
'
E
S
罰
劃
副
拠
が
な
か
っ
た。
診
断
が
つ
か
ず

}
I
F
-
-

『
・

t
I
t
-
-

，

.
f
i
-
-

困
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
窓
口

怯
同
喝
圏
内
リd
p
h
F
4
1
4
3

，
崎
、
J
V

、
肉
t
E
4

・
・

卓
同
国
E
'

へ

J

，
b
仁
長
日
明

F
J

注
量
一
圃
圃

に
な
り
た
い」
と
し
て
い
る。

ワ
却
b
uヲ
+
L
1
U
U回
関
n
v
包
品
「
ι
ト
ド

ノ
護
市
の
熊
美
穂
さ
ん

a
)

は
、
過
去
に
白
血
病
を
患
い
、
現

る
。

の
痛
み
、
祭
感
、
妻
障
害
な
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
診
療
在
は
別
の
病
気
を
同
病
院
宙
科

信
大
病
院
のA
Y
A
外
来
は7

ど
、
ど
の
よ
う
な
症
状
や
疾
患
で
科
で
た
ら
い
回
し
に
遭
っ
た
り
、
で
治
療
し
て
い
る
日
歳
の
娘
が
い

日
に
開
設。
高
校
生
か
ら
却
歳
前
も
対
応
し
、
悩
み
を
抱
え
る
母
親
受
診
を
諦
め
た
り
す
る
人
も
い
る

。

A
Y
A
外
来
開
設
に
つ
い
て
、

後
ま
で
、
小
児
科
医
が
疾
患
を
特
ら
の
ケ
ア
に
も
取
り
組
む
と
し
て
る

。

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
の
症
「
こ
の
年
齢
ぐ
ら
い
で
は
先
生
か

定
せ
ず
に
新
規
患
者
を
受
け
入
れ
い
る

。

例
に
詳
し
く
、
こ
う
し
た
世
代
と
ら
聞
い
た
話
を
ち
ゃ
ん
と
理
解
で

る
。

完
全
予
約
制
で
、
か
か
り
つ
信
大
病
院
小
児
科
に
よ
る
と
、
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
慣
き
る
の
か
、
自
分
で
体
調
の
管
理

け
医
の
紹
介
状
が
必
要
だ

。

窓
口
A
Y
A
世
代
で
は
、
小
児
期
に
見
れ
た
小
児
科
医
が
新
規
患
者
に
当
が
で
き
る
の
か
不
安

。

小
児
科
の

し
い
。

県
内
で
は
新
生
病
院(上
は
小
児
科
医4

、

5

人
が
担
当。

っ
か
る
こ
と
が
多
い
先
天
性
代
謝
た
る
と
と
で
、
医
療
の
は
ざ
ま
に
先
生
か
診
て
く
れ
る
の
は
親
に
と

高
井
郡
小
布
施
町)も
2
0
1
7

診
断
後
、
小
児
科
の
専
門
医
や
院
異
常
症
や
原
発
性
免
疫
不
全
症
と
い
る
患
者
を
救
う
狙
い
が
あ
る

。

っ
て
安
心
感
が
あ
り
、
あ
り
が
た

年
に
「小
児
・
思
春
期
科
」
を
設
内
の
成
人
診
療
科
に
引
き
継
ぐ

。

い
っ
た
希
少
性
疾
患
や
遺
伝
性
疾
信
大
医
学
部
小
児
医
学
教
室
の
い
こ
と
」
と
話
し
て
い
る

。

け
て
お
り
、A
Y
A
世
代
の
受
け
当
面
は1日
1

人
程
度
の
受
け
入
患
が
見
逃
さ
れ
る
ケ

l

ス
が
た
び
中
山
佳
子
講
師(叩
)に
よ
る
と
、

入
れ
態
勢
が
拡
充
す
る
こ
と
に
な
れ
を
想
定

。

頭
痛
や
腹
痛
、
四
肢
た
び
あ
る
。

医
師
に
症
状
を
う
ま
海
外
で
は
成
人
ま
で
小
諸
医
が

居
期
大
病
院
(松
本
市)
が
、
「A
Y
A
(ア

ヤ
)
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
叩
代
半
ば
か
ら
の
若
年

世
代
の
診
療
を
小
国
内
科
医
が
受
け
持
つ
「

A
Y
A

外
来
」
を
開
設
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た

。

A
Y
A

世
代
に
は
、
内
科
な
ど
の
成
人
診
療
科
で
は
診
断

が
難
し
い
と
さ
れ
る
小
児
特
有
の
疾
患
な
ど
を
抱

え
る
人
が
い
る
一
方
、
思
春
期
に
目
立
つ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
苦
手
さ
か
ら
原
因
が
分
か
ら
ず

苦
慮
す
る
人
も
い
る
。

「
子
ど
も
の
総
合
医
」
と

言
わ
れ
る
小
児
科
医
が
、
心
身
の
成
長
に
個
人
差

が
あ
る
世
代
の
窓
口
と
な
り
、
家
族
へ
の
対
応
を

含
め
て
適
切
な
治
療
に
つ
な
げ
る

。

圏
内
で
は
、
中
学
生
以
下
の
新

規
患
者
は
小
児
科
医
、
高
校
生
以

上
の
新
規
患
者
は
成
人
診
療
科
が

担
う
の
が
一
般
的
で
、
A
Y
A
世

代
に
特
化
し
た
窓
口
の
設
置
は
珍

小
児
科
の
対
象
拡
大

国
が
汀
年
に
ま
と
め
た
第
3

期
か
ん
対

策
推
進
基
本
計
画
に
は
、
A
Y
A
世
代
の

患
者
が
適
切
な
治
療
が
受
け
ら
れ
な
い
恐

れ
が
あ
る
と
し
、
診
療
や
相
談
、
就
労
の

支
援
態
勢
を
整
備
す
る
方
針
が
盛
り
込
ま

れ
た。
県
外
で
は
、
専
用
病
棟
を
設
け
る

な
ど
環
境
整
備
を
進
め
る
動
き
が
出
始
め

て
い
る
。

A
Y
A
世
代
の
診
療
の
課
題
は
、
が
ん

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

信
大
医
学
部

ま
だ
限
定
的

A
Y
A
世
代
の
医
療
を
巡
り
、
日
本
小

児
科
学
会
は20
0
6

年
、
小
児
科
医
が

診
療
す
る
対
象
年
齢
を
中
学
生
ま
で
か
ら

却
歳
に
引
き
上
げ
る
と
決
め
た

。

た
だ
、

信
大
病
院
と
同
様
に
症
状
を
限
ら
ず
対
象

年
齢
の
拡
大
を
打
ち
出
す
医
療
機
関
は
、

児
・
思
春
期
科」
で
却
歳
ま
で
の
患
者
を

受
け
入
れ
て
い
る。
同
科
の
石
井
栄
三
郎

医
長
(臼
)は
、
症
状
に
よ
っ
て
は
心
理
的

な
要
因
も
考
え
ら
れ
る
と
し
、
「家
族
関

係
な
ど
か
ら
診
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

こ
と
も
あ
り
、
診
察
に
は
時
間
が
か
か
る

」

行
う
専
門
職
「
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ラ
イ
フ
・

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト」
が
当
た
っ
て
い
る。

治
療
や
検
査
の
説
明
の
ほ
か
、
入
院
患
者

が
進
級
で
き
る
よ
う
、
学
校
側
と
交
渉
す

る
こ
と
も
あ
る。

小
児
科
・
思
春
期
科
の
杉
本
圭
相
主
任

が課題
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い
ま
だ
限
定
的。
対
応
す
る
人
員
の
確
保

な
ど
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ

。

近
畿
大
病
院
(大
阪
府
大
阪
狭
山
市
)

は
口
年
か
ら
小
田
耕
の
診
療
科
名
を
「
小

児
科
・

墨
書
期
科
」
と
変
え
、
対
象
年
齢

を
四
歳
ま
で
拡
大。
進
学
、
就
職
と
い
っ

た
人
生
の
岐
路
に
差
し
か
か
る
世
代
の
サ

ポ
ー
ト
に
、
子
ど
も
や
家
族
へ
の
支
援
を

教
授
(叫
)は
「
A
Y
A
世
代
は
成
人
の
病

気
に
当
て
は
め
よ
う
と
し
て
も
は
っ
き
り

し
た
原
因
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
、
受
け
皿
が
必
要
。

社
会
か
ら
孤
立
し

な
い
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
も
重
要
」
と
強
調

。

対
象
年
齢
拡
大
に
は
「
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必

要
に
な
る
」
と
指
摘
す
る

。

県
内
で
先
行
す
る
新
生
病
院
は
、
一ー「

I J 、

小
児
医
学
教
室
の
中
沢
洋
三
教
授
(刊
)

は
、
「他
分
野
で
も
取
り
組
み
が
必
要
」と

し
、
総
合
的
な
支
援
の
枠
組
み
を
広
げ
る

必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
(
小
内
朔
一
)

人員確保

と
す
る。

一
方
、
が
ん
医
療
の
分
野
で
は
比
較
的

早
く
、A
Y
A
世
代
の
診
療
が
注
目
さ
れ

て
き
た。

「
小
児
」
「
成
会
の
は
ざ
ま

で
診
療
科
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

聖
護
把
握
が
難
し
く
、
治
療
法
の
開
発
や

患
者
ら
の
支
援
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
た
め
だ。

へ
夢
を
」
は
、
沖
縄
や
夏
原
デ

ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
へ
2
0

0

組
の
家
族
旅
行
を
支
援
。

地
域
で
沖
縄
の
生
活
体
験
が

で
き
る
よ
う
に
、
思
納
村
に
客

室
4

室
を
備
え
た
宿
泊
施
設
を

今
年
3

月
に
も
着
工
予
定。
住

民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
義
が

施
設
で
実
際
の
生
活
を
体
験
で
き
る
スペー
ス
や
調
理
場
、

す
る
全
国
で
も
珍
し
い
「
退
院
家
族
風
呂
を
備
え
る

。

移
行
支
援
病
室
」
も
設
け
た
。

同
法
人
の
柴
田
礼
子
理
事
は

ケ
ア
児
の
退
院
後
に
自
宅
で
介
「海
や
プl
ル
に
入
っ
た
こ
と

護
を
始
め
る
家
族
が
不
安
を
感
が
な
い
難
病
の
子
も
多
い

。

沖

じ
る
こ
と
が
多
い
た
め
だ
。

縄
の
自
然
を
楽
し
み
、
地
域
の

M
時
間
体
制
で
看
護
師
や
介
入
々
と
交
流
で
き
る
旅
行
を
全

護
士
が
常
駐。
家
族
の
休
息
の
国
の
家
族
に
呼
び
掛
け
た
い
」

た
め
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
、
と
話
す
。

療
育
を
担
う
児
童
発
達
支
援
・

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
研

修
室
、
カ
フ
ェ
を
整
備
す
る
。

鈴
木
さ
ん
は
「
地
域
の
人
が

集
い
、
家
族
が
成
長
す
る
施
設

に
し
た
い
」
と
話
す
。

難
病
の
子
と
家
族
の
旅
行
支

援
な
ど
を
担
う
公
益
社
団
法
人

「
難
病
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族

E瓦詞
L同
EZ 
E孟d
'2 
E司
民5t
匝三l
回Ji
E里司

那
覇
と
恩
納

地
域
で
家
族
支
援

在
宅
で
過
ご
すM
時
間
医
療
が
必
要
な

「医
療
的
ケ
ア
児
」
や
難
病
の
子
ど
も
と
家

族
を
支
え
る
施
設
が
今
年
、
県
内

2

力
所
に

開
所
す
る。

一
般
社
団
法
人
「
K
u
k
u
r

u

(ク
ク
ル)」
(那
覇
市)
は
ク
リ
ニ
ッ
ク

や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
通
所
療
育
な
ど
を
担

う
複
合
施
設
を7
月
、
那
覇
市
真
地
に
開
所
。

公
益
社
団
法
人
「
難
病
の
子
ど
も
と
そ
の
家

族
へ
夢
を
」(東
京
都
)
は
、
親
子
が
地
域

と
交
流
で
き
る
宿
泊
施
設
を
思
納
村
真
栄
田

に
開
設
す
る。
両
事
業
を
支
援
す
る
日
本
財

団

(東
京
都)
は
「
子
ど
も
と
家
族
と
地
域

を
つ
な
げ
、
一
緒
に
成
長
で
き
る
施
設
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
す
る
。

沖
縄
旅
応
援
も

在
宅
介
護
の
子
ど
も
は
学
校

や
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
薄
れ

が
ち
で
、
家
族
は
社
会
的
孤
立

を
強
い
ら
れ
る。
同
財
団
は2

0
1

2

年
か
ら
全
国
初
カ
所
で

家
族
と
医
療
、
地
域
を
つ
な
ぐ

「地
域
連
携
ハ
ブ
拠
点
」
事
業

を
展
開
す
る。

酸
素
吸
入
や
た
ん
の
吸
引
な

ど
が
必
要
な
医
療
的
ケ
ア
児
の

訪
問
看
護・
介
護
事
業
を
運
営

す
る
K
u
k
u
r
u
。

鈴
木
恵

代
表
理
事
は
「支
援
や
福
祉
サ

ー
ビ
ス
が少
な
く
、
家
族
が
困

難
を
抱
え
る
」
と
話
す
。

複
合

施
設
「K
u
k
u
r
u
+

」

は
医
療
や
宿
泊
、
介
護
、
療
育

を
担
う。

病
児
、
孤
立
さ
せ
な
い

沖
縄
タ
イ
ム
ス
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
泣
日
(
火
)

一
柳
川
市
出
身
の
琴
奨
菊
関

一
が
、
福
岡
市
立
こ
ど
も
病
院

一
に
入
院
し
て
い
る
子
供
の
家

一
族
向
け
の
宿
泊
施
設
を
訪
れ

一
た
と
知
人
か
ら
聞
い
た

。

日

一
月
の
大
相
撲
九
州
場
所
の
前

一
の
こ
と
だ。

施
設
の
利
用
者

一
た
ち
を
喜
ば
せ
よ
う
と
、
ち

一
ゃ
ん
こ
鍋
を
振
る
舞
っ
た
り

一
写
真
撮
影
を
し
た
り
し
て
交

一
流
し
た
と
い
うV
話
に
は
続

一
き
が
あ
る。

病
院
か
ら
外
出

一
で
き
な
い
た
め
参
加
で
き

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝刊

2
0
1
9

年
1

月
1

日
(
火
)

ず
、
残
念
が
る
子
ど
も
が
い

た
こ
と
を
耳
に
し
た
琴
奨
菊

関
は
翌
週
、
病
院
に
直
接
足

を
運
ん
だ。
大
き
く
て
心
優

し
い
力
士
の
突
然
の
登
場

に
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び

だ
っ
た
そ
う
だ
V
力
士
を
含

め
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
著
名

人
が
周
り
に
与
え
る
力
は
大

き
い

。

恵
ま
れ
た
才
能
や
人

並
み
外
れ
た
努
力
で
輝
く
姿

に
引
き
つ
け
ら
れ
る
か
ら

。

近
年
、
ト
ラ
ブ
ル
が
取
り
沙

汰
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
相
撲

界
だ
が
、
憧
れ
を
抱
か
れ
る

存
在
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い

と
思
う。

(
岡
部
由
佳
里
)

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
9

日

(
水
)
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琉大病院・小児科ボランティア

導入4 年利用親子に好評
N
P
O
法
人
こ
ど
も
医
療
支
援

「わ
ら
び
の
会
」
が
養
成
す
る
病

院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
琉
大
付
属

病
院
(西
原
町
)
で
活
動
を
始
め

て
4

年
が
経
過
し
た。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
小
泉
界
来
や
小
児
病
棟

で
待
ち
時
間
の
聞
に
子
ど
も
た
ち

の
湾
ひ
相
手
に
な
り
、
病
児
の
治

療
に
付
き
添
う
保
護
者
に
代
わ
っ

て
き
ょ
う
だ
い
児
を
あ
や
す
な
ど

し
て
い
る。

一
般
外
来
に
も
配
置

し
て
お
り
、
利
用
者
か
ら
も
好
評

だ
。

同
病
院
は
人
数
を
よ
り
増
や

し
た
い
考
え。
2

月
日
日
に
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
が
聞
か
れ

る
こ
と
か
ら
、
受
講
を
呼
び
掛
け

て
い
る。

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

治
療

の
不
安
な
ど
を
和
ら
げ
る
存
在
と

し
て
多
く
の
医
療
機
関
で
受
け
入

れ
が
進
ん
で
い
る。
わ
ら
び
の
会

は
、
2
0
0
6

年
の
自
』
羊
南
部
医

療
セ
ン
タ
ー-
こ
ど
も
医
療
セ
ン

タ
ー
(
南
風
原
町
)
開
院
に
伴
い
、

的
年
か
ら
養
成
を
始
め
た
。

受
講

者
は
開
始
時
か
ら
昨
年
ま
で
で
6

5
0

人
を
超
え
、
現
在
こ
ど
も
医

療
セ
ン
タ
ー
で
約
加
入
、
琉
大
付

属
病
院
で
約
白
人
が
活
動
し
て
い

る
。

病
児
、
孤
立
さ
せ
な
い

円
望
ち
ゃ
ん(2
)の
診
察
で
来
院

し
た
照
屋
慎
司
さ
ん(お
)は
コ
ア

レ
ピ
や
本
だ
け
だ
と
時
聞
を
持
て

余
し
て
し
ま
う
が
、
遊
び
相
手
に

な
っ
て
も
ら
え
て
娘
が
飽
き
ず
に

待
て
た
」
と
話
す。
生
後
5

カ
月

の
乳
児
と
通
院
す
る
弘
歳
の
母
親

は
「
ト
イ
レ
に
行
き
た
い
時
に
困

っ
て
い
た。
代
わ
り
に
抱
っ
こ
し

て
も
ら
え
て
、
と
て
も
助
か
っ
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
た。

増
田
さ
ん
は
「
付
き
合
い
が
長

く
な
る
と
、
保
護
者
に
も
安
心
感

を
持
っ
て
診
察
に
入
っ
て
も
ら
え

て
い
る
感
じ
が
す
る
」
と
話
す
。

松
岡
さ
ん
は
「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
聞
く
と
身
構
加
え
が
ち
だ
が
、

や
り
が
い
が
あ
る。
多
く
の
人
に

関
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け

た
。

来
月
日
日
に
講
座

「こ
ど
も
支
援
病
院
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座
」
は
2

月
日
日
午

前
9

時
1

午
後
5

時
、
塁
羊
岡
部

医
療
ン
セ
ン
タ
ー
-
こ
ど
も
医
療

セ
ン
タ
ー
2

階
会
議
室
で
行
う。

定
員
初
人。
受
講
料
は2
千
円
(学

生
は
1

千
円
)
。
締
め
切
り
は2

月
2

日
。

講
座
の
申
し
込
み
は宮

慢
性
疾
患
の
子
自
立
支
援

小
児
が
ん
や
腎
臓
疾
患
、
心
疾
患
な
ど
が
対
象
の
小
児
慢
性
特
定
疾
病
を
持
つ

子
ど
も
の
艶
子
や
就
労
支
援
を
考
え
る
動
き
が
県
内
で
も
芽
を
出
し
つ
つ
あ
る

。

東
部
地
域
の5
保
健
所
と
県
立
こ
ど
も
病
院
(静
岡
市
葵
区)が
県
内
で
初
め
て
、

勉
強
会
を
開
催
し
た
。

医
療
機
関
や
市
町
教
委
、
保
健
所
の
担
雪
者
ら
が
一
堂
に

会
し
て
情
報
交
換
を
図
り
、
地
域
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
を
目
指
す

。

東
部
で
初
勉
強
会
地
域
連
携
網
構
築
ヘ

「病気とともに翠

2
0
1
8

年
日
月
、
沼

津
市
内
で
聞
か
れ
た
勉
強

会
。
「
慢
性
的
な
病
気
を

抱
え
な
が
ら
大
人
に
な
る

子
ど
も
が
増
加
え
、
病
気
と

と
も
に
歩
む
時
代
を
迎
え

て
い
る
」。
県
の
小
児
慢

性
特
定
疾
病
児
童
等
自
立

支
援
貢
を
務
め
る
城
戸
貴

史
さ
ん
(剖
)は
社
会
合
葎

で
支
援
に
取
り
組
む
重
要

性
を
訴
え
た。

城
戸
さ
ん
は
医
療
ソ
l

シ
ャ
ル
ワl
カ
!
と
し
て

勤
務
す
る
同
病
院
で
、
小

児
病
院
と
し
て
口
年
に
全

国
で
初
め
て
公
共
職
業
安

定
所
(ハ
ロ1
ワ
1

ク
)

と
の
契
約
を
成
功
さ
せ
、

就
労
支
援
体
制
を
整
え

た
。

勉
強
会
で
は
病
院
と

小児慢性特定疾病
小児がんや慢性心疾

患、慢性呼吸器疾患など国指
定の疾病数は756ある。 入退
院を繰り返したり、後遺症を
持ち合わせたりしていて、医
療費受給を受ける県内の対象
者は2018年11月末現在で1593
人に上る。 医療技術の進歩に
伴い、近年増えているとされ
る。 14年度に法律が改正さ才L
自治体を主体とした自立支援
事業が始まった。 相談支援と
自立支援員の設置が必須事業
だが、具体的な支援内容は自
治体ごとにばらつきがある。

-ぜ

院
に
城
戸
さ
ん
を
含
め
2

人
。

こ
の
ほ
か
、
浜
松
市
、

静
岡
市
に1
人
ず
つ
設
置

さ
れ
て
い
る。
両
市
で
は

相
整
霧
を
中
心
に
活
動

を
展
開
す
る。
勉
強
会
を

企
画
し
た
県
東
部
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
は

「受
け
た
相
談
を
関
係
機

関
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話

す
。

家
族
会
が
参
加
す
る
「
慢

性
疾
患
を
の
り
こ
え
て
い

く
子
ど
も
た
ち
の
ジ
ョ
ブ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
動
き

が
活
発
だ。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
委
員
長
嘉
義
大
地

域
小
児
・

周
産
期
学
の
櫓

恒
一
高
史
教
授
は
「
ま
ず
は

ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
な
子
ど
も
が
い
る
か

を
考
え
る
こ
と
。

個
々
に
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0
9
8
(
8
8
8
)
6
6
0
5、

「
わ
ら
び
の
会
」
で
検
索
す
れ
ば
、

ネ
ッ
ト
か
ら
も
申
し
込
め
る
。

お
日
に
は
、
琉
大
付
属
病
院
の

小
児
外
来
に
松
岡
幸
子
さ
ん(
η
)

と
増
田
美
栄
子
さ
ん
(
臼
)
が
配
置

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
手
作
り
お

も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
折
り
紙
を

折
っ
た
り
し
て
過
ご
し
た
。

娘
の

琉
球
新
報
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
沼
田
(
月
)

子
ど
も
が
が
ん
に
な
る
と
、
親
を
は
じ
め
家
族
は
精
神
的

に
も
経
済
的
に
も
と
て
も
大
き
な
負
担
手
}
抱
え
る
。
そ
う
し

た
患
者
、
家
族
を
支
え
よ
う
と
設
立
さ
れ
た
公
益
財
団
法
人

「
が
ん
の
子
ど
も
を
守
る
会
」
が

2
0
1
8

年
、
日
周
年
を

迎
え
た
。
関
係
者
は
、
守
る
会
の
歴
史
と
小
児
が
ん
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
を
振
り
返
り
、
新
た
な
課
題
へ
の
取
り
組

み
を
強
め
る
た
め
社
会
の
一
層
の
理
解
、
支
援
を
替
え
て
い

る
。が

ん
の
子
ど
も
と

家
族
支
え
日
周
年

議と安全管理総集版 2019 年 4号

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
と
、
小
児
が
ん
に
は

白
血
病
(
約
却
%
)
、
脳
腫
虜

(
約
初
%
)
、
リ
ン
パ
腫
(
約
叩

%
)
の
ほ
か
多
様
な
希
少
が

ん
が
あ
る
。
成
人
に
比
べ
体

の
深
部
で
の
発
生
が
多
く
、

手
術
は
容
易
で
な
い
半
面
、

抗
が
ん
剤
や
放
射
線
の
効
果

が
高
く
、
近
年
は
刊
i

初
%

が
治
る
よ
う
に
な
っ
た
。

守
る
会
は
、19
6
0

年

代
に
東
京
の
病
院
で
子
ど
も

を
失
っ
た2
人
の
父
親
が
主

治
医
を
通
じ
て
知
り
合
い

「
小
児
が
ん
を
治
る
病
気
に
、

小
児
が
ん
に
苦
し
む
家
族
の

い
な
い
世
の
中
に
し
た
い
」

と
い
う
理
念
で
侃
年
に
設
立

し
た
。
生
命
保
険
会
社
な
ど | 公益財団法人「守る会」

の
支
援
で
初
期
か
ら
財
固
化

さ
れ
、
専
門
家
の
少
な
か
っ

た
小
児
が
ん
研
究
を
助
成
。

患
者
家
族
を
物
心
両
面
で
支

え
、
現
在
は
本
部
と
全
国
剖

支
部
で
相
談
に
応
じ
る
。
新

薬
の
認
可
や
医
療
費
の
公
的

負
担
の
拡
充
な
ど
も
、
国
に

改
善
を
訴
え
て
き
た
。

存
在
し
た
証
し

宿
泊
機
能
を
備
え
た
支
援

施
設
「
ペ
ア
レ
ン
ツ
ハ
ウ

ス
」
は
東
京
と
大
阪
に
計
3

力
所
。
守
る
会
の
活
動
拠
点

で
も
あ
る。
多
く
の
小
児
が

ん
拠
点
病
院
に
宿
泊
設
備
が

ハ
ロ
!
ワ1
ク
と
が
連
携

す
る
こ
と
で
支
援
の
対
象

が
拡
大
し
、
就
職
す
る
例

も
出
て
い
る
と
報
告
し

た
。県

の
同
+
文
援
員
は
同
病

小
児
が
ん
の
長
男
が
墓
京
で

繰
り
返
し
入
院
し
た
約
叩
年

間
、
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
た
。

「
低
料
金
で
病
院
通
い
に
便

利
な
場
所
に
あ
る
。
何
よ
り

(
守
る
会
の
)
ソ
l
シ
ャ
ル

ワ
l

カ
l

に
助
け
ら
れ
た

。

闘
病
中
の
や
り
場
の
な
い
感

情
を
泣
き
な
がb訴
え
た
こ

と
も
あ
る
」
と
振
り
返
る
。

女
性
は
、
長
男
が
3
年
前

に
打
歳
で
亡
く
な
っ
た
後
も

守
る
会
の
会
員
だ
。
「
関
係

を
断
つ
の
は
さ
み
し
い
。

闘

病
当
時
の
こ
と
を
知
る
人
と

話
せ
る
場
所。
息
子
が
存
在

し
た
証
し
で
す
」
と
話
し

変
わ
る
環
境
理
解
と
支
援
訴
え

併
設
さ
れ
た
今
も
「
希
少
が

ん
の
治
療
や
臨
床
試
験
帯
茄

の
た
め
地
元
を
離
れ
た
患
者

家
族
の
ニ
l

ズ
が
高
い
」

(
担
当
者
)
と
い
う
。

関
東
地
方
の
却
代
女
性
は

病
児
、
孤
立
さ
せ
な
い

た
。
守
る
会
は
、
子
を
失
っ

て
悲
嘆
に
暮
れ
る
家
族
の
交

流
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

特
有
の
課
題
も

同
会
の
山
下
公
輔
理
事
長

全
国
の
自
治
体
で
の
取

り
組
み
に
ば
ら
つ
き
が
見

ら
れ
る
中
、
同
疾
患
の
子

ど
も
へ
の
支
援
が
先
進
的

な
愛
媛
県
で
は
、
医
療
者

や
行
政
、
企
業
、
患
者
・

は
「
治
療
環
境
、
社
会
の
意

識
は
大
き
く
変
わ
っ
た
が
、

会
の
理
念
は
変
わ
ら
な
い
」

と
話
す
。
娘
が
幼
い
頃
に
白

血
病
で
闘
病
し
た
経
験
を
持

つ
山
下
さ
ん
は
、
が
ん
全
般

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を

実
感
し
て
い
る

。

「
が
ん
を
告
知
す
る
べ
き

か
ど
う
か
を
議
論
し
た
の
は

昔
の
こ
と
。
患
者
が
治
療
法

を
選
ぶ
の
が
当
然
に
な
っ

た
。

障
害
者
や
病
気
の
人
を

社
会
が
支
え
る
必
要
性
に
理

解
が
広
が
っ
た
。
そ
う
し
た

成
人
の
が
ん
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
が
、
小
児
が
ん
の

療
養
生
活
に
も
良
い
影
響
を

与
え
て
い
る
」
と
話
す

。

た

だ
、
治
る
患
者
が
増
え
た
こ

と
で
、
成
人
に
な
っ
た
小
児

が
ん
経
験
者
に
特
有
の
課
題

も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

発
育
途
中
で
が
ん
を
発
症

す
る
と
、
治
っ
た
後
も
、
が

ん
そ
の
も
の
に
加
え
て
薬

物
、
放
射
線
な
ど
治
療
に
よ

合
っ
た
支
援
を
行
う
べ

き
」
と
指
摘
す
る
。

(
東
部
総
局・
大
岩
宝
子)

静
岡
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
日
日
(
火
)

る
長
期
的
な
影
響
が
表
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
成
長
発
達
の

遅
れ
、
神
経
や
臓
器
の
異

常
、
二
次
が
ん
な
ど
の
「
晩

期
合
併
症
」
だ
。

山
下
さ
ん
に
よ
る
と
、
小

児
が
ん
経
験
者
は
医
療
面
に

と
ど
ま
ら
ず
、
人
生
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
課
題
に
直
面

す
る

。

入
院
中
や
退
院
後
の

教
育
、
合
併
症
と
就
職
、
結

婚
や
出
産
の
問
題
な
ど
だ

。

近
年
は
、
小
児
が
ん
経
験
者

向
土
が
成
長
後
の
悩
み
を
語

り
合
う
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」

の
グ
ル
ー
プ
が
各
地
で
相
次

い
で
発
足。
守る
会
も
支
援

を
進
め
て
い
る
。

(共
同
通
信

〉

徳
島
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
9

年
1

月
7

日
(
月
)
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Kirinuki Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2019 智4-fi

(外国人I初診J rアレルギーj どう伝える.

医
療
情
報
ど
う
伝
え
る

医
療
に
「
や
さ
し
い
日
本
一
語
」

日本で暮らす外国人は、 4月の改正入

管難民法の施行で確実に増える。 日本語

が不得手な外国人と共生する手段として

注目されているのが、日本語を別の日本

語に分かりやすく言い換える 「やさしい

日本語」 だ。 特に切実なのが医療分野で

ある。 病気やけがで急を要するとき、円

滑なコミュニケーションが取れるかどう

かは命に関わるだけに、外国人支援団体

などが普及に力を入れている。 (原尚子)

「
『包
帯
』
の
言
い
換
え
は」
「
『座

薬
は
痛
み
が
ひ
ど
い
と
き
に
使
っ
て
く
だ

さ
い
』
は
ど
う
伝
え
る
?
」。
昨
年
十
二

月
上
旬
、
埼
玉
県
三
芳
町
の
公
民
館
で
聞

か
れ
た
講
習
会
に
は
、
地
元
の
医
師
や
看

護
師
、
外
国
に
ルl
ツ
を
持
つ
地
域
住
民

な
ど
約
七
十
人
が
集
まっ
た
。

「飲
酒
」

「ア
レ
ル
ギ
ー
」
な
ど
、
日
常
的
に
使っ

て
い
る
言
葉
を
「や
さ
し
い
日
本
語」
に

言
い
換
え
る
ク
イ
ズ
の
後
、
日
本
人
が
医

師
役
、
外
国
人
が
患
者
役
に
な
っ
て
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
(役
割
演
技
)
に
挑
戦。
①
診

断
の
結
果
、
骨
折
で
は
な
く
捻
挫
だ
っ
た

②
湿
布
と
鎮
痛
薬
、
座
薬
を
処
方
す
る
ー

と
の
想
定
で
、
患
者
に
説
明
が
伝
わ
る
か

入管法改正「英語より有効」普及に力

を
試
し
た。

包
帯
を
「布
」
と
言
わ
れ
、
首
を
か
し

げ
る
外
国
人
女
性。

「
横
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
」
も
通
じ
な
かっ
た
。

何
度
も
言
い

直
し
た
揚
げ
句
、
頭
を
抱
え
る
医
師
も
い

た
。

在
留
外
国
人
を
支
援
す
る
N
P
O

法
人
「C
I
N
G
A
」
の
訴
居
み
ど
り
さ

ん
(四
一)
が
「座
薬
は
『尻
に
入
れ
る

酒は飲みますか

毎日薬を飲んでいますか

身体がかゆくなったり赤くなったりしますか

この病院は初めてですか。 保険証
はありますか。他の病院からの手
紙はありますか

薬
」
。
『
お
』
を
つ
け
る
と
分
か
ら
な

い
。

敬
語
で
な
い
方
が
い
い
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
と
、
「
難
し
い
」
と
た
め
息
が

漏
れ
た。

「や
さ
し
い
日
本
語」
は
一
九
九
五
年

の
阪
神
大震
災
を
き
っ
か
け
に
、
外
国
人

へ
の
避
難
誘
導
な
ど
を
分
か
り
ゃ
す
く
す

る
た
め
に
考
案
さ
れ
、
現
在
で
は
行
政
窓

口
や
観
光
な
ど
に
浸
透
し
て
き
た
。

し
か

し
医
療
現
場
へ
の
周
知
は
遅
れ
、
講
習
会

を
企
画
し
た
順
天
堂
大
の
武
田
裕
子
教
授

(五
七)に
よ
る
と
、
医
療
関
係
者
で
知
っ
て

い
る
の
は
5
%
未
満
と
い
う。

詳しい検査をします。ます血をとり
ます

薬を2つ出します。 1 つは飲みます。こ
れは痛みが小さくなります。 1 つは貼
ります。痛いところに賠ってください

と飯を食べた後に1 つ飲みます

E福島直田町I=~蓮宗菖-・・・・砂

寝てください

墜飲酒はしますか
現常用している薬はありますか

塑アレルギーはありますか
め初診の方は、保険証と、あれ
「ぱ紹介状をお出しください
や
キ」

し
い
日 横になってください

套 鎮痛薬と湿布を処方します
E面
L..-

の
伊j 食後に1 錠飲んでください

重苦悩!I~誕.ID~

精密検査が必要ですので、
ます・採血をしましょう

、
ー

』
・u

、
a
'l

u
 

てくな来-
っ

ちでのたつなく
す
よ
で

軽快しましたので、これ以上
の通院は不要です

法
務
省
に
よ
る
と
、
昨
年
六
月
末
時
点

で
の
在
留
外
国
人
は
約
二
百
六
十
四
万

人
。

日
本
人
は
、
外
国
人
に
は
英
語
で
話

さ
な
け
れ
ば
と
身
構
え
が
ち
だ
が
、
部%

を
占
め
る
上
位
十
カ
国
の
う
ち
、
英
語
圏

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
(叩
・
1

%
)
と
米
国

(2
・
2

%
)
の
み
だ
。

武
田
教
授
は

「実
際
に
は
英
語
を
使
っ
て
い
る
在
留
外

国
人
は
約
二
割。

『や
さ
し
い
日
本
語』

な
ら
六
割
超
が
理
解
で
き
る
と
い
う
調
査

結
果
が
あ
り
、
こ
れ
を
共
通
言
語
に
す
れ

ば
は
る
か
に
た
く
さ
ん
の
人
と
意
思
疎
通

が
で
き
る
」
と
力
説
す
る
。

講
習
会
に
参
加
し
た
看
護
師
の
平
沢
明

美
さ
ん
(E
=
むは
「
最
近
窓
口
に
外
国
人
の

方
が
来
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
必
要

性
を
感
じ
て
い
た
」
と
語
る
。

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身

の
久
保
田
プ
リ
ン
セ
ス
さ
ん(
=
一
O
)は
、
病

院
で
書
く
問
診
票
が
難
し
い
と
感
じ
て
き

た
が
、
「
や
さ
し
い
日
本
語
な
ら
分
か
る

外
国
人
も
い
る。
便
利
で
助
か
る」
。

言
葉
の
壁
で
病
院
へ
行
か
ず
に
済
ま
せ

た
り
、
病
院
で
理
解
で
き
な
く
て
も気後

れ
か
ら
「は
い
」
と
答
え
て
し
ま
う
人
も

多
い
と
い
う。
新
居
さ
ん
は
「個
別
の
困

り
ご
と
に
寄
り
添
う
た
め
に
、
日
本
人
の

私
た
ち
が
『や
さ
し
い
日
本
語』
を
使
っ

て
相
手
の
立
場
に
立
つ
こ
と
が
大
切
だ
」

と
訴
え
る。

東
京
新
聞
・
朝

刊

2
0
1
9

年
1

月
日
日
(
日
)
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l誌

名|:

「
僕
は
焼
酎
で
」

「
ト
イ
レ
が
長
い
な
あ
」

こ
ん
な
日
常
会
話
を
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
翻
訳
機
能
で
英
訳

す
る
と
妙
な
こ
と
に
な
る

。

]
[
鎚
ロh
H
m
U
O
の
}
】
己
・

d
g
g

ニ
2
Z
Z

ロ
的
・

英
語
を
読
み
書
き
で
き
る
人

に
、
こ
の
英
文
を
見
せ
て
も
「
?
」

だ
ろ
う
。

会
話
で
は
省
略
さ
れ
て

い
る
言
葉
を
補
い
「
僕
は
焼
酎
を

お
願
い
し
ま
す
」
「
あ
な
た
が
ト

認
知
症

イ
レ
を
使
う
時
間
は
長
過
ぎ
る
」

な
ど
と
改
め
、
翻
訳
サ
イ
ト
に
か

け
る
と
通
じ
る
英
語
に
な
る

。

平
易
な
表
現
や
文
の
構
造
、
ふ

り
が
な
を
用
い
て
、
日
本
語
が
苦

手
な
外
国
人
に
も
理
解
し
や
す
い

「
や
さ
し
い
日
本
一
語
」
が
注
目
さ

れ
て
い
る。

背
景
に
あ
る
の
は
外

国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
充
を

図
る
入
管
難
民
法
の
改
正
だ

。

元

々
は
、
阪
神
大
震
災
の
際
に
言
葉

を
理
解
で
き
ず
困
っ
た
外
国
人
被

災
者
が
い
た
こ
と
を
教
訓
に
研
究

者
ら
が
提
唱
し
た
取
り
組
み
だ

。

本
紙
の
ウ
ェ
ア
サ
イ
ト
で
「
や

さ
し
い
日
本
一
語
」
に
よ
る
記
事
配

信
を
試
み
て
い
る

。

「
意
味
は
分

か
り
ゃ
す
い
が
自
然
じ
ゃ
な
い
部

笑
顔
が

「やさしい日本語」
分
も
あ
る
」
と
い
っ
た
意
見
も
い

た
だ
き
、
難
し
さ
を
痛
感
す
る

。

協
力
を
得
て
い
る
「
や
さ
し
い

日
本
語
ツl
リ
ズ
ム
研
究
会
」
事

務
局
長
の
吉
開
章
さ
ん
は
「
日
本

語
を
母
語
と
し
て
話
す
人
が
、
そ

う
で
な
い
人
の
視
点
で
情
報
や
記

事
を
発
信
す
る
の
は
実
は
難
し

い
」
と
語
る。

文
化
や
習
慣
の
違

い
も
あ
る
か
ら
だ。

「
例
え
ば
救
急
車
が
無
料
で
呼

べ
る
、
地
震
の
際
は
近
所
の
体
育

館
に
避
難
す
る
、
そ
ん
な
日
本
の

『
常
識
』
も
外
国
で
は
違
う

。

そ

う
い
う
時
は
補
足
説
明
が
必
要
」

と
指
摘
す
る。

福
岡
市
の
「W
A
H
A
H
A日

本
語
学
校
」
代
表
、
前
川
順
子
さ

番
の
薬

一一ーー一--"色

久
留
米
の
医
師
、
予
防
法
や
接
し
方
の
指
南
本

久
留
米
市
で
脳
神
経
内
税
・

内
耕
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
営
む
医
師

の
骨
一
郎
龍
司
さ
ん
(
悩
)
が
、
認

知
症
へ
の
理
解
を
広
め
よ
う
と

本
を
出
版
し
た。
予
防
法
や
症

状
進
行
の
防
ぎ
方
、
周
囲
の
人

の
接
し
方l
l

。

臨
床
で
の
経

験
か
ら
、
す
べ
て
に
通
じ
る
解

決
の
カ
ギ
は
「
笑
顔
」
だ
、
と

の
思
い
を
込
め
、
「
笑
顔
の
認

知
症
」
と
題
を
つ
け
た
。

音
成
さ
ん
は
佐
賀
医
大
(
現

佐
賀
大
)
で
脳
波
を
利
用
し
た

ウ
ソ
発
見
器
開
発
を
手
が
け
る

な
ど
、
脳
波
研
究
の
第
一
人
者

と
し
て
活
躍。

岡
市
中
央
町
に

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
院
し
、
約
初

年
問
、
認
知
症
患
者
や
家
族
と 向

き
合
っ
て
き
た。

外
来
で
向
き
合
う
認
知
症
の

患
者
と
家
族
は
、
症
状
に
よ
る

言
動
で
衝
突
し
、
互
い
に
傷
つ

い
て
い
る
例
も
多
い。

患
者
を

診
る
だ
け
で
な
く
、
家
族
に
も

認
知
症
特
有
の
言
動
の
特
徴

を
理
解
し
て
も
ら
い
、
よ
い
関

係
を
築
け
る
接
し
方
を
指
導
す

福間慎一

ん
に
話
を
聞
く
と
、
「
私
た
ち
が

学
ん
だ
の
は
『
国
語
』
で
、
『
日

本
語
巴
で
は
な
い
で
す
よ
ね
」
。

初
年
前
か
ら
、
日
本
で
暮
ら
す

外
国
人
と
交
流
し
て
き
た
前
川
さ

ん
は
、
こ
う
続
け
た

。

「
私
た
ち
は
日
本
語
の
文
法
や

文
化
を
『
分
か
っ
て
い
る
』
の
が

前
提。

外
国
人
が
増
え
る
と
、
そ

の
前
提
が
揺
ら
ぎ
ま
す
。

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
に
は
、
外

国
人
が
日
本
語
を
勉
強
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、
私
た
ち
も
伝

わ
る
日
本
語
を
意
識
し
な
い
と
い

け
な
い
。

日
本
人
向
け
の
日
本
語

と
、
や
さ
し
い
日
本
語
の
使
い
分

け
が
必
要
に
な
る
の
で
は
」

「
多
文
化
共
生
」
と
い
う
言
葉

デジタル編集チーム

る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
き

患
者
を
支
え
る
「
認
知
症
サ

ポ
I

タ
l

」
の
先
生
役
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
と
し
て
活
動。

数
十
カ
所
で
講
演
を
重
ね
た
。

久
留
米
大
医
学
部
の
教
授
ら

と
、
患
者
と
家
族
を
巡
る
す
劇

を
作
り
、
公
開
講
座
で
上
演
し

た
こ
と
も
あ
る。

本
の
執
筆
は4
年
前
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
活
動
の
伸
聞
か

ら
「
講
演
で
話
し
て
い
る
こ
と

を
ま
と
め
て
ほ
し
い
」
と
依
頼

さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ。

息
子
の
嫁
に
尉
布
を
盗
ま
れ

医
療
情
報
ど
う
伝
え
る

た
と
騒
ぐ
認
知
症
の
お
じ
い
さ

ん
、
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を
着
せ
ら
れ
て

家
出
す
る
嫁|
|
。

本
の
中
で

は
、
寸
劇
の
シ
ナ
リ
オ
を
も
と

に
、
あ
る
家
族
の
物
語
を
通
じ

て
認
知
症
患
者
に
起
き
が
ち
な

言
動
を
紹
介
し
た。

「
不
意
に

後
ろ
か
ら
声
を
か
け
る
と
不
安

が
る
」
「
患
者
を
完
全
否
定
し

て
は
だ
め
」
な
ど
、
場
面
ご
と

の
注
釈
で
は
、
接
し
方
の
注
意

点
も
解
説
す
る。

診
察
の
際
、
患
者
の
自
の
前

に
立
ち
、
笑
っ
て
お
辞
儀
を
す

る
と
、
患
者
の
険
し
か
っ
た
表

情
が
ゆ
る
ん
で
落
ち
着
く
こ
と を

頻
繁
に
耳
に
す
る
時
代
。

一
橋

大
教
授
の
庵
功
雄
さ
ん
の
著
書

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
(
岩
波
書

店
)
に
は
、
こ
う
あ
る

。

〈相
手
(
外
国
人
)
の
立
場
に

立
っ
て
話
し
た
り
書
い
た
り
し
た

も
の
は
、
わ
か
り
や
す
い
も
の
に

な
っ
て
い
る
〉

〈外
国
人
の
た
め
に
日
本
語
を

調
整
す
る
訓
練
を
す
る
こ
と
は
、

自
ら
の
日
本
語
運
用
能
力
を
高
め

る
格
好
の
機
会
に
な
る〉

一
か
ら
出
直
し
の
気
分
だ

。

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
泊
日
(
火
)

を
経
験
で
学
ん
だ。

「
混
乱
と

不
安
の
中
に
い
る
患
者
さ
ん
の

一
番
の
薬
は
『
笑
顔
』
。

に
こ

に
こ
と
接
す
る
こ
と
で
安
心

し
、
家
族
と
の
関
係
も
好
転
す

る
」
と
強
調
す
る。

A
5
判
1
7
9

m
l
。

図
書
出

版
の
ぶ
工
房
(
0
9
2・
5
3

1

・

6
3
5
3
)か
ら
2

千
部

を
発
行。

1
4
0
0

円
。

(市
川
雄
輝)

朝

日
(
福
岡
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
市
日
(
金
)
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医
療
情
報
ど
う
伝
え
る

受
け
た
い
医
療

「病
気
に
つ
い
て
説
明
し
た」

「そ
ん
な
こ
と
初
め
て
聞
い
た」

ー
。

治
療
を
め
ぐ
り
、
し
ば
し

ば
起
き
る
患
者
と
医
師
の
す
れ

ち
が
い
を
防
ぐ
に
は
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か。
患
者
と
医
師

が
「協
働
」
し
た
医
療
を
考
え

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が1
月
中
旬
、

熊
本
市
南
区
の
済
生
会
熊
本
病

院
で
あ
り
、
専
門
家
が
情
報
共

有
の
あ
り
方
を
提
言
し
た
。

同
区
富
合
町
の
に
し
く
ま
も

NPO代表熊本市で講演

医師との 「協働」提言

患
者
も
考
え
て

と
病
院
(
林
茂
病
院
長
)
が
主

催
。

市
民
や
医
療
関
係
者
約
3

0
0

人
が
聴
い
た。

患
者
の
主
体
的
な
医
療
参
加

を
目
指
す
認
定
N
P
O

法
人

ミ
ミ
」
え
あ
い
医
療
人
権
セ
ン

タ
ー

c
0
M
L
(
コ
ム
ル
)」

H

大
阪
市
H

の
山
口
育
子
理
事

長
が
講
演。
山
口
理
事
長
は
、

病
気
や
治
療
に
つ
い
て
医
師
が

説
明
す
る
「イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

コ
ン
セ
ン
ト
」
に
つ
い
て
「患

者
が
理
解
し
、
情
報
が
共
有
さ

れ
て
成
り
立
つ」と
指
摘
し
た。

医
師
が
説
明
を
尽
く
そ
う
と

す
る
ほ
ど
「
専
門
家
で
な
い
患

者
は
覚
え
き
れ
ず
、
そ
も
そ
も

患
者
は
シ
ョ
ッ
ク
で
頭
は
真
っ

白
」
。
例
え
ば
説
明
に1
時
間

か
か
る
な
ら
「ま
ず
概
要
を
叩

分
間
だ
げ
伝
え
、
後
日
印
分
か

け
話
す。
そ
う
す
る
と
患
者
が

し
っ
か
り
病
気
と
向
き
合
え

る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た。

正
確
な
医
療
情
報

要

康・医療情報

患
者
が
何
を
理
解
で
き
て
い

な
い
か
、
確
認
す
る
意
味
も
含

め
て
「
患
者
自
ら
、
理
解
し
た

内
容
を
話
す
こ
と
も
有
効」だ
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
文
書
を

患
者
に
渡
し
、
メ
モ
を
促
す
な

ど
し
な
が
ら
「病
気
の
情
報
共

有
の
た
め
、
双
方
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
が
求

め
ら
れ
る」
と
述
べ
た。

医
療
現
場
で
は
パ
ソ
コ
ン
の

電
子
カ
ル
テ
を
見
な
が
ら
話
す

医
師
も
多
い
が
、
山
口
理
事
長

は
「特
に
高
齢
者
は
顔
を
見
て

話
さ
な
い
と
、
内
容
が
頭
に
入

ら
な
い
」
と
患
者
の
気
持
ち
を

トで、入手J78%

米
製
薬
大
手
メ
ル
ク
の
日
本
法
人

M
S
D
が
口
年
に3
千
人
を
対
象
に

し
た
調
査
に
よ
る
と
、
健
康
・

医
療

情
報
を
「
イ
ン
タ
ー
ネッ
ト
の
検
索

サ
イ
ト
で
入
手
す
る
」
と
答
え
た
人

が
約
市
%
に
上
っ
た
。

一
方
で
そ
う

し
た
情
報
を
「信
頼
で
き
る
」
と
回

答
し
た
の
は
約
加
%
に
と
ど
ま
っ

た
関
係
者
が
口
を
そ
ろ
え
る
の
が
、

H

代
弁
μ
。

一
方
、
大
半
の
患

者
が
治
療
に
つ
い
て
、
医
師
の

「受
げ
身
」
に
な
る
現
状
も
指

摘
し
「病
院
に
お
任
せ
の
医
療

で
は
な
く
、
『病
気
は
私
た
ち

の
も
の
旨
)
い
う
意
識
を
持
ち
、

命
の
主
人
公
と
し
て
ど
ん
な
医

療
を
受
け
た
い
か
、
考
え
て」

と
提
言
し
た。

(林
田
賢
一
郎)

熊
本
日
日
新
聞
・朝
刊

2

0
1

9

年
2

月
1

日

(金
)

できる」は26%

先
し
た
と
さ
れ
る
。

問
題
発
覚
後
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
根
拠
や
出

典
な
ど
が
不
明
の
健
康・医
療
情
報

が
多
い
現
状
は
変
わ
っ
て
い
な
い

。

ヤ
フ
1

は
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
て
同
年
1
1
2

月
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ほ
か
パ
ソ
コ
ン
で

も
ヤ
フ
1

検
索
で
同
セ
ン
タ
ー
が
提

供
す
る
情
報
の
掲
載
枠
を
順
次
設
け

た
。

各
が
ん
の
名
前
を
検
索
す
る
と
、

医
師
監
修
で
発
信
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医
師
が
監
修
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
医
療
事
典
を
公
開
す

る
動
き
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
医
師
と
患
者
の
聞
の
知
識
の
差
を

埋
め
、
患
者
が
ネ
ッ
ト
上
に
あ
ふ
れ
る
不
確
か
な
情
報
に
惑
わ
さ

れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。
何
人
も
の
医
師
の
目
を
通
す
こ
と

で
、
中
立
性
や
正
確
性
の
高
さ
を
担
保
す
る
。
何
が
本
当に
信
じ

ら
れ
る
情
報
な
の
か
。
患
者
自
身
の
リ
テ
ラ
シ
ー
も
求
め
ら
れ
る
。

メ
ド
レ
ー
(
東
京・
港
)
の

作
る
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
事
典

「M
E
D
L
E
Y
」
は
叩
人
弱

の
医
師
を
中
心
に
作
成
。
2
0

1
6

年
か
ら
執
筆
や
監
修
を
担

当
す
る
園
田
唯
医
師
(犯
)
は

も
と
も
と
呼
吸
器
内
糾
の
臨
床

医
。
「
患
者
と
接
す
る
な
か
で

医
師
と
患
者
の
持
つ
知
識
の
差

が
大
き
く
、
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
な
い

時笥仰れ吉田
刷

曹が〆
』

三
押繍曲

同
植
田

節

，置を調べる...をE胃へる

‘3 ‘,‘ 
A
u
w
 

au' 

み
れ
燭

2

均
値

m

m

m

 

劃

自

党
制
日
開
ぶ
咽v

'

 

F

鵬
恥

L
F
d

齢
、
，

ン

一M
Y

E

ィ

ι人

圃
幽

ウ
ル
町

さ

ル

ゲ
'

U
M虫

心
2
城

山
町シ

叩
川
村
山
叫

ん

，
l

〉
品
目

3

H帆

寸

イ
漉

&

書E吹から測ペる思脚

滴.罵

数門と結採 は 現話こ
十外も論用医中編場すと
人のあやす療立集に。が
に項る治る情性す出今気
執目 。 療学報とるるもに
筆はメ方説は信上 と週な

立とです・僻拘になると献があれるため、初織に併特側開討 を外ド針に医頼でい 2 つ
が木切です.車線献は蜘・酬・縄開筋肉蜘どです・芭らにUtζ純と肺炎糟蜘ど時日尼崎、 z 依部レが差師性心う日て
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楓には闘の忘却がありますが.いずれ古制締告げたり開問18制察側恥るのを皐くする輔-eol"CI; す臨でなあよ 。砕 臨た

, Iltl!l1蜘川崎繍締り革甘ん・インフ)~J;>内廻った場合は附'.鰍削 "1\湾問搬す事ー る床はるりつ く 床」
れてす君、、. ほ医専こ、て の のと

11卿
コメシト

繍建

エユー且
書家繍領報

j イ〉フ)1.ヱニゲの審制a

イシフルヱシザとは

ー‘鱒箆

卜上で事典公開広がるネッ
オンライン医療事典 fM
EDLEY J の画面には

医師のチェック回数や修
正回数が記載されている

か
、
7
0
0

人
ほ
ど
が
登
録
す

る
協
力
医
師
が
各
項
目
の
チ
ェ

ッ
ク
に
あ
た
る
。1
カ
月
当
た

り
、
印
項
目
以
上
が
修
正
さ
れ

続
け
て
い
る
と
い
う
。

結
論
が
分
か
れ
る
部
分
は
両

論
を
併
記
し
、
誤
解
を
招
く
部

分
は
は
っ
き
り
と
書
く
こ
と
に

し
た
。
例
え
ばB
型
肝
炎
の
項

目
で
は
「
ジ
ュ
ー
ス
の
回
し
飲

み
や
共
同
入
浴
程
度
で
は
う
つ

る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
」

な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
閲
覧
で
き
る
病
名
は

1
5
0
0

ほ
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ

1

千
1
3

万
字
程
度。
病
名
だ

け
で
な
く
、
症
状
や
薬
名
、
病

院
名
で
も
検
索
で
き
る
。
風
邪

や
糖
尿
病
、
が
ん
な
ど
の
ほ
か
、

「い
じ
め
」
な
ど
の
項
目
も
つ

く
っ
た
。

園
田
医
師
は
「
患
者
の
目
線

患者の判断力向上も重

健

「ネ ッ
検
索
サ
イ
ト
で
上
位
に
選
ば
れ
る
よ

う
に
す
る
「S
E
O

対
策
」
の
難
し

さ
だ
。
信
ぴ
ょ
う
性
が
問
題
に
な
っ

た
W
E
L
Qも
導
入
し
、
正
確
性
よ

り
も
ア
ク
セ
ス
数
を
稼
ぐ
こ
と
を
優 「信頼

病
気
の
症
状
、
原
因
な
ど
を
検
索
結

果
の
上
部
に
表
示
す
る
。
ヤ
フ
1

は

「
検
索
で
適
切
な
が
ん
の
情
報
を
届

け
、
正
し
い
理
解
、
適
切
な
治
療
に

つ
な
げ
た
い
」
と
し
て
い
る
。

で
分
か
り
ゃ
す
い
言
葉
を
心
が

け
て
い
る
。
多
く
の
医
師
の
回

線
で
修
正
し
て
い
き
、
医
師
が

作
る
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
を
目
指

す
」
と
話
す
。

米
製
薬
大
手
メ
ル
ク
の
日
本

法
人
M
S
D
(東
京
・
千
代
田
)

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
無
料

で
閲
覧
で
き
る
医
療
事
典
「
M

S
D

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
公
開
し

て
い
る。

米
国
版
の
翻
訳
だ
が
、
米
国

で
は
医
師
に
よ
る8
段
階
の
審

査
を
経
る
ほ
か
、
翻
訳
の
際
に

も
圏
内
の
医
療
の
専
門
家
数
十

人
が
チ
ェ
ッ
ク
に
あ
た
る
。M

サービス名 発行者

MED し EY メドレー

(https;//medley .Iife/) (東京・港)

約1500項呂の病名や症状、薬名などで検索ができる。外
部の医師が内容を随時チェックする仕組み

MSDマエュアル )日I本(語東田京Mデ・S千ヅD代タ(https://www.msdmanuals.com/ja-jp/ 沼〉

米国の製薬会社が1899年から作成。 ル版

は2017年に大幅改訂。 米国の医師ら350人以上が執築

Med cal Note 
(httPs;//medicalnote.jp/) (東京・渋谷)

1600以上の専門医が2000以上の病名について執筆。病気
の解説だけでなく、医療情報のコラムなども

がん慨サービス |国立がん研究セン
(https://ganjoho.jp/public/index.htmO ター(東京・~失)

がんについて科学的根拠のある情報を発信。 18年からヤ
フーと連携し、 rY a h 0 0 ! J で検索するとトップに
情報が表示

医師が監修する主なオンライン医療事典

医
療
情
報
ど
う
伝
え
る

S
D

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
担当
者
、

大
村
雅
之
氏
は
「
安
心
し
て
使

っ
て
も
ら
え
る
は
ず
」
と
胸
を

張
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
医
療

情
報
の
信
ぴ
ょ
う
性
が
問
題
に

な
っ
た
の
は
医
療
情
報
サ
イ
ト

「W
E
L
Q
(ウ
エ
ル
ク
)
」
。

画
像
の
盗
用
や
委
託
ラ
イ
タ
ー

に
よ
る
安
易
な
記
事
作
成
な
ど

が
同
年
日
月
に
表
面
化
し
、
運

営
し
て
い
たD
e
N
A
は
計
叩

サ
イ
ト
を
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

そ
の
後
の
第三
者
委
員
会
に

よ
る
報
告
書
で
は
、マ掲
載
さ

れ
て
い
た
記
事
の
内
容
に
医
師

の
チ
ェ
ッ
ク
が
な
か
っ
た
マ
他

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
不
正

確
な
引
用
が
あ
っ
た
マ
実
際
に

健
康
被
害
が
あ
っ
た
と
の
ク
レ

ー
ム
が
相
次
い
で
い
た
|
|
こ

と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シl
に
詳
し

い
聖
路
加
国
際
大
学
(
東
京
・

中
央
)
の
中
山
和
弘
教
授
(
看

護
情
報
学
)
は
「
本
来
な
ら
ば

正
確
な
医
療
情
報
は
固
な
ど
公

の
機
関
が
ま
と
め
て
出
す
べ
き

だ
」
と
指
摘
す
る
。
米
国
で
は

最
新
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た

国
立
の
医
学
図
書
館
が
あ
る
ほ

か
、
公
の
機
関
が
市
民
向
け
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
医
療
情
報 を

公
開
し
て
い
る
ウ
ェ
プ
サ
イ

ト
が
多
く
あ
る
。

日
本
で
も
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
や
医
師
が
つ
く
る学
会

な
ど
が
同
様
の
取
り
組
み
を
し

て
い
る
も
の
の
、
中
山
教
授
は

「
様
々
な
病
気
を
広
く
取
り
上

げ
た
ウ
ェ
プ
サ
イ
ト
は
少
な

く
、
患
者
に
と
っ
て
は
内
容
が

難
し
い
の
が
現
状
」
と
い
う
。

中
山
教
授
は
、
患
者
な
ど
が

医
療
情
報
に
接
す
る
際
に
注
意

し
て
ほ
し
い
の
は
①
い
つ
書
か

れ
た
の
か
②
何
の
た
め
に
書
か

れ
た
の
か
③
書
い
た
の
は
誰
か

④
元
ネ
タ
は
何
か
⑤
違
う
情
報

と
比
べ
た
かll

の
5

つ
。

こ

れ
ら
の
最
初
の
一
文
字
を
つ
な

い
で
「
い
な
か
も
ち
」
と
覚
え

て
ほ
し
い
と
求
め
て
い
る
。

中
山
教
授
は
「
目
の
前
に
い

る
医
師
よ
り
も
週
刊
誌
の
記
事

を
信
じ
る
患
者
も
い
る
。

自
分

の
健
康
を
守
る
た
め
、
患
者
自

身
も
情
報
の
確
か
さ
を
自
分
で

判
断
す
る
力
を
つ
け
る
必
要
が

あ
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い

る
。
(
鈴
木
卓
郎
)

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
7

日
(
月
)
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広
が
る
「
メ
デ
ィ
ア
ド
ク
タ
ー
」

ター」と呼ばれ、研究会の会合が昨年12月、

中部地方では初めて開催された。 成果を市民

とも共有するため、評価結果の公表も目指し

ている。 (小中寿美)

質の高い医療や健康情報の報道につなげよ

うと、有志の医療従事者やジャーナリストら

が実際の記事を評価したり、議論したりする

取り組みが広がりつつある。 rメディアドク

「
勉
強
し
て
い
る
人
に
は
分

か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
般

の
市
民
に
は
分
か
り
に
く
い
」

「
治
療
の
効
果
が
あ
る
と
、
断

定
的
に
表
現
し
て
い
る
」

名
古
屋
市
の
愛
知
大
で
あ
っ

た
メ
デ
ィ
ア
ド
ク
タ
ー
研
究
会

(
東
京
)
のH
中
部
版
が。
新

聞
に
掲
載
さ
れ
た
糖
原
病
の
治

療
法
に
関
す
る
記
事
に
、
参
加

し
た
約
四
十
人
か
ら
率
直
な
意

見
や
批
評
が
飛
ん
だ。

記
事
は
、
生
活
習
慣
な
ど
が

原
因
の
2

型
糖
尿
病
に
つ
い

て
、
血
糖
値
や
血
圧
と
い
っ
た

目
標
値
を
厳
し
く
設
定
し
て
治

療
す
る
と
、
脳
卒
中
な
ど
の
合

併
症
の
予
防
に
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
と
す
る
大
学
な
ど
の
臨

床
研
究
結
果
を
報
じ
た。
元
の

発
表
文
も
配
ら
れ
、
六
グ
ル
ー

プ
で
評
価
、
議
論
し
た。

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、

研
究
会
幹
事
の
北
沢
京
子
・
京

都
薬
科
大
客
員
教
授
(
五
七

)H
健

康
情
報
学H
は
、
発
表
文
の
中

で
合
併
症
の
発
生
率
を
示
す
棒

グ
ラ
フ
が
下
向
き
の
矢
印

(
↓
)
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
挙
げ
、
「
合
併
症
の
抑
制

効
果
を
強
調
し
て
い
る
」
と
指

し評価「診断」医療報道
医
療
晴
報
ど
う
伝
え
る

摘
。

「
発
表
文
に
誇
張
が
あ
る

と
記
事
も
引
き
ず
ら
れ
や
す

い
。

報
道
発
表
は
結
果
を
よ
く

見
せ
る
傾
向
が
あ
り
、
批
判
的

に
読
む
力
が
必
要
」
と
説
明
し

た
。

メ
デ
ィ
ア
ド
ク
タ
ー
は
二O

O
四
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

始
ま
り
、
米
国
、
ド
イ
ツ
、
イ

ン
ド
な
ど
へ
広
が
っ
た。

日
本

で
は
夏
京
大
で
行
わ
れ
た
医
療

政
策
の
人
材
育
成
講
座
の
受
講

生
が
中
心
と
な
り
、O
七
年
に

研
究
会
を
発
足。
隔
月
で
テ
ー

マ
を
決
め
、
関
連
記
事
を
評
価

質
向
上

し
て
い
る
。

記
事
を
評
価
す
る
の
は
、
患

者
や
市
民
に
と
っ
て
有
益
な
情

報
と
は
何
か
、
共
通
認
識
を
持 て

る
よ
う
に
す
る
た
め。

記
事

ご
と
に
科
学
的
根
拠
の
程
度
や

副
作
用
な
ど
へ
の
言
及
と
い
っ

た
十
項
目
の
指
標
で
「O
(満

足
)
」
「
×
(
不
満
)
」
「N

A
(
評
価
の
対
象
外
)
」
の
ど

れ
に
当
て
は
ま
る
か
を
選
び
、

意
見
を
出
し
合
う。

実
際
に
記

事
を
書
い
た
記
者
に
参
加
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る

。

製
薬
企
業
の
社
員
や
図
書
館

司
書
、
患
者
支
援
者
ら
も
加
わ

り
、
現
在
の
会
員
は
約
四
百

人
。

東
京
を
中
心
に
六
十
一
回

の
定
例
会
を
聞
き
、
評
価
し
た

人
と
し
て
議
論
す
る。
立
場
の

違
う
人
か
ら
生
の
声
を
聞
く
こ

と
で
、
記
事
作
り
の
参
考
に
な

り
、
情
報
の
読
み
解
き
方
を
学

ぷ
場
に
も
な
っ
て
い
る
」。
医

療
機
関
の
広
報
担
当
者
が
記
者

向
け
の
資
料
作
り
に
生
か
し
て

い
る
ケ
l

ス
も
あ
る。

三
年
前
か
ら
参
加
す
る
新
聞

社
の
女
性
記
者
(
三
九
)
は
「
正
し

く
正
確
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
か

を
振
り
返
る
機
会
」
と
話
す
。

課
題
も
あ
る。
海
外
で
は
評

価
結
果
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

公
開
し
て
い
る
が
、
研
究
会
で

ヘ
専
門
家
ら
議
論

記
事
は
二
百
本
以
上
に
上
る。

同
会
幹
事
長
で
、
帝
京
大
医

学
部
准
教
授
の
渡
辺
清
高
さ
ん

(
四
七
)
は
「
肩
書
を
お
ろ
し
、
個

は
未
実
施。
記
事
の
二
次
利
用

が
有
料
だ
っ
た
り
、
許
可
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が

主
な
理
由
で
、
今
後
、
何
ら
か

評価に使う 10の指標

①現在利用可能か、どのよう
な人の利用に適しているか
を正確に伝えているか

②どのような点が新しいかを
正確に伝えているか
③既存の代替できる選択肢と
比較しているか

④過度の不安をあおることな
く適切に伝えているか

⑤科学的根拠の質を踏まえて
書かれているか。事実と推
論が書き分けられているか
⑥治療や薬の効果を数値を用
いて説明しているか

⑦副作用や合併症などについ
て、意思決定に役立つ情報
を提供しているか

⑧治療や薬の入手、利用に必
要な費用について述べてい
るか。比較できる情報を提
供しているか

⑨複数の情報源に取材してい
るか。研究者と資金源との
聞に利害関係がある場合、
それを踏まえて適切に報じ
ているか

⑩見出しは記事の内容を適切
に分かりやすく要約してい
るか

の
方
法
で
の
公
開
を
検
討
し
て

い
る
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
全
国
に

も
広
げ
る
た
め
、
地
方
で
の

H

出
張
版
d
を
積
極
的
に
開
催

す
る
方
針。
子
ど
も
た
ち
の
情

報
を
見
極
め
る
力
を
伸
ば
そ
う

と
会
員
が
中
学
校
な
ど
に
出
向

き
、
生
徒
と
と
も
に
記
事
を
評

価
す
る
取
り
組
み
も
一
昨
年
か

ら
始
め
た。
渡
辺
さ
ん
は
「
立

場
や
世
代
を
超
え
た
交
流
と
相

互
理
解
を
進
め
た
い
」
と
話

す
。

*
 

同
研
究
会
は
出
張
版
の
共
催

や
企
画
協
力
を
募
集
し
て
い

る
。

対
象
は
医
療
機
関
や
学

校
、
自
治
体
な
ど。
費
用
な
ど

は
応
募
者
側
が
負
担
し
、
会
員

は
演
者
を
務
め
た
り
、
告
知
を

サ
ポ
l

卜
し
た
り
す
る。

十
月

か
ら
半
年
間
に
開
催
す
る
企
画

を
三
月
末
ま
で
受
け
付
け
て
お

り
、
研
究
会
の
ホl
ム
ペ
l

ジ

に
募
集
要
項
を
掲
載
し
て
い

る
。

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
8

日
(
火
)
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が
ん
に
な
る
前
に
知
っ
て
お
き
た
か
っ
た
こ
と

「
が
ん
に
な
る
前
に
知
っ
て
お
き
た
か
っ
た
こ
と
を
、
必

要
な
人
に
届
け
た
い
」
と
、
首
都
圏
の
患
者

・
家
族
団
体
の

代
表
ら
が
「
グ
リ
ー
ン
ルl
ペ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
た。

専
門
医
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
の
ネ
ッ
ト
配
信

ゃ
、
市
民
向
け
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る

。

根
拠
の
乏
し
い
が
ん
情
報
が
あ
ふ
れ
る
時
代
に
「
が
ん
を
も

う
少
し
近
く
で
見
ら
れ
る
た
め
の
虫
眼
鏡
(
ル

l

ぺ
)
に
な
れ

た
ら
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て
。

(
編
集
委
員・
安
藤
明
夫
)

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ
イ
ト

に
は
、
昨
年
十
二
月
に
二
本
の

動
画
が
公
開
さ
れ
た。

第
一
弾
は
「
誤
解
だ
ら
け
の

免
疫
療
法
」。

二
十
代
で
二
度

が
ん
を
発
症
し
、
が
ん
保
険
の

テ
レ
ビ
C
M
に
も
出
演
し
たN

P
O

法
人
「
が
ん
ノl
ト
」
代

表
理
事
の
岸
田
徹
さ
ん
(
三
U
I

東
京
都リ
が
、
藤
原
康
弘・
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病

院
(
東
京
)
副
院
長
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
形
式
で
、
科
学

的
根
拠
の
不
確
か
な
免
疫
療
法

に
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る。

「
が
ん
に
な
っ
た
と
き
、
い

ろ
ん
な
人
か
ら
勧
め
ら
れ
ま
し

た
」
と
体
験
を
語
る
岸
田
さ
ん

に
、
「
治
療
費
が
高
い
の
は
効
か

な
い
と
思
っ
た
ほ
う
が
い
い
。

保
険
適
用
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
、
が
ん
治
療
の
判
断
基
準
で

す
」
と
藤
原
副
喧
長。
昨
年
、

本
庶
佑
・
京
都
大
名
誉
教
授
が

ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を
受

賞
し
、
免
疫
機
能
に
働
き
掛
け

家族が積極発信• 患者
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤

が
注
目
を
集
め
た。

一
方
、
国

内
の
免
疫
療
法
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

行
わ
れ
て
い
る
自
由
診
療
の
治

療
法
は
同
剤
と
は
全
く
異
な

り
、
根
拠
は
乏
し
い
と
い
う。

第
二
弾
は
、
若
尾
文
彦・
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
対

策
情
報
セ
ン
タ
ー
長
へ
の
岸
田

さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
が
ん

情
報
の
見
分
け
方
」。
広
告
や

「
患
者
を
惹
き
つ
け
る
言
葉
」

が
あ
ふ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
状
況
を
指
摘
し
て
い
る。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
昨
年
九

月
に
設
立。

「
知
る
の
は
、
こ

わ
い
。

知
ら
な
い
の
は
、
も
っ

と
こ
わ
い
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
動
画
配
信
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
じ
、
が
ん
体
験
者
や

家
族
、
遺
族
、
医
療
関
係
者
ら

が
情
報
発
信
す
る。

三
年
前
に
夫
を
ス
キ
ル
ス
胃

が
ん
で
亡
く
し
た
認
定NP
O

医
療
情
報
ど
う
伝
え
る

法
人
「
希
望
の
会
」
理
事
長
の

轟
浩
美
さ
ん
(
五
六
)H
東
京
都H

が
、
子
を
持
つ
が
ん
患
者
の
会

員
制
交
流
サ
イ
ト
(
S
N
S
)

を
運
営
す
る
一
般
社
団
法
人

「
キ
ャ
ン
サl
ペ
ア
レ
ン
ツ
」

代
表
の
西
口
洋
平
さ
ん
(
三
八

)H

問
、
N
P
O
法
人
「
肺
が
ん
患

者
の
会
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
」
代
表

理
事
の
長
谷
川
一
男
さ
ん
(
四
七
)

H

横
浜
市
リ

に
呼
び
掛
け
た。

轟
さ
ん
は
、
夫
が
「
治
療
法

は
な
い
」
と
宣
告
さ
れ
た
時
、

エ
ビ
デ
ン
ス
(
科
学
的
根
拠
)

と
い
う
言
葉
も
知
ら
な
か
っ
た

と
い
う
。

医
師
に
言
わ
れ
る
ま

ま
治
療
に
入
り
、
わ
ら
に
も
す

が
る
思
い
で
ネ
ッ
ト
情
報
を
探

し
回
っ
た
。
周
囲
か
ら
も
免
疫

療
法
、
食
事
療
法
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
が
押
し
寄
せ
、
振
り

回
さ
れ
た。

新
治
療
の
臨
床
試
験
が
始
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は

治
療
開
始
か
ら
半
年
後
。

既
に

抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
て
い
た

た
め
「
対
象
外
」
と
さ
れ
た
。

不確かな情報に警鐘動画配信やイベント

「
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
と

に
か
く
悔
し
か
っ
た
」。
か
か

る
病
院
に
よ
っ
て
、
治
療
の
選

択
肢
が
違
う
こ
と
も
知
り
、
樗

然
と
し
た
と
い
う。
夫
の
遺
志

を
継
ぎ
、
患
者
や
家
族
の
力
を

高
め
る
活
動
を
続
け
る
中
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
思
い
立
っ
た

。

根
拠
の
な
い
が
ん
情
報
に
警
鐘

を
鳴
ら
す
勝
俣
範
之・
日
本
医

科
大
武
蔵
小
杉
病
院
教
授
や
岸

田
さ
ん
、
動
画
制
作
に
協
力
す

る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
仲
間
の

輪
が
広
が
っ
て
い
る。

轟
さ
ん
は
「
が
ん
の
種
類
を

超
え
、
患
者
の
心
に
分
か
り
ゃ

す
い
情
報
を
届
け
た
い
」
と
話

す
。

東
京
新
聞
・

朝
刊

2
0
1

9

年
1

月
泣
日

(
火
)
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患者の思い 心で聴ける

医
療
従
事
者

読
唇
・
筆
談
・
ア
プ

今
川
さ
ん
が
所
属
す
る

「
聴
覚
障
害
を
も
っ
医
療

従
事
者
の
会
」
の
代
表
で
、

自
身
も
障
害
を
持
ち
な
が

ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
専
門
医
と
し
て
働
く
関

口
麻
理
子
さ
ん
(
鈎
)
は

「
知
る
限
り
で
は
却
人
余

の
聴
賞
障
害
を
持
つ
医
師

が
活
躍
し
て
い
る
。
障
害

者
が
働
け
る
職
場
が
増
え

る
と
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
コ
メ
ン
ト
す
る
。

今
川
さ
ん
は
自
身
の
体

験
か
ら
、
障
害
者
が
病
院

で
病
状
を
伝
え
る
の
は
難

し
く
、
そ
う
し
た
人
た
ち

の
役
に
立
ち
た
い
と
の
思

い
も
強
ま
っ
て
い
る
。
「
聞

乙
え
な
い
分
を
目
や
手
の

感
賞
に
置
き
換
え
れ
ば
、

で
さ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
」

50 

リ
駆
使

聴
覚
に
障
害
を
持
つ
三
重
県
尾
鷲
市
の
今
川
竜
二
さ
ん
(
幻
)
が
、
内
科
医
と
し
て
昨
秋
か
ら
尾
鷺
総
合

病
院
(
岡
市
上
野
町
)
で
勤
務
を
始
め
た

。

患
者
の
唇
の
動
き
で
言
葉
を
理
解
し
、
筆
談
を
交
え
な
が
ら

の
診
察
は
、
ほ
か
の
医
師
よ
り
倍
の
時
間
を
要
す
る
。
一
方
で
患
者
の
顔
を
見
て
う
な
ず
き
、
笑
顔
で
丁

寧
に
接
す
る
姿
は
「
安
心
で
き
る
」
と
患
者
の
信
頼
は
厚
い
。
今
川
さ
ん
は
「
私
は
耳
が
聞
こ
え
な
い
だ

け
で
、
補
う
手
段
や
方
法
は
あ
る
。
症
状
や
不
安
を
し
っ
か
り
聞
い
て
理
解
し
、
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う

医
者
に
な
り
た
い
」
と
前
を
見
据
え
る
。

【下
村
恵
美】

三
重
・
尾
鷲
の
今
川
竜
二
医
師

岡
山
市
出
身
。
生
ま
れ

つ
き
聴
覚
に
障
害
が
あ

り
、
補
聴
器
を
使
っ
て
も

音
の
聞
き
分
け
が
難
し

い
。3
歳
か
ら
、
ろ
う
学

校
で
言
葉
を
発
声
す
る
口

話
訓
練
を
受
け
た
。

医
師
を
目
指
し
た
き
っ

か
け
は
3

歳
年
上
の
兄
が

読
ん
で
い
た
手
塚
治
虫
の

漫
画
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ

ッ
ク
」
だ
っ
た
。
主
人
公

の
「
命
に
真
撃
に
向
き
合

う
姿
」
に
小
学
生
な
が
ら

心
を
打
た
れ
た
。
中
学
3

年
の
進
路
選
摂
の
際
に

「
医
師
を
志
す
」
と
決
意

し
た
。
そ
の
直
後
、
医
師 法

が
定
め
る
国
家
資
格
の

欠
格
条
項
に
「
耳
が
聞
と

え
な
い
者
」
と
あ
る
と
と

を
知
り
、
い
っ
た
ん
は
断

念
す
る
。

と
と
ろ
が
高
校2
年
の

夏
に
転
機
が
訪
れ
る
。
障

害
者
に
一
律
に
免
許
を
認

め
な
い
欠
格
条
項
が
見
直

さ
れ
た
の
だ
。2
0
0
1

年
の
医
師
法
改
正
を
知

り
、
す
ぐ
さ
ま
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
聴
覚
障
害
者
の

支
援
体
制
が
整
っ
た
大
学

を
検
索
し
た
。
猛
勉
強
の

末
、
ω
年
に
筑
波
大
に
合

格
。
夢
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
し
た
。

大
学
は
、N
P
O

に
よ

る
要
約
筆
記
サ
ポ
ー
ト
を

活
用
す
る
な
ど
し
て
講
義

を
理
解
し
な
が
ら
日
年
に

卒
業
。
研
修
医
を
経
て
、

昨
年
目
月
か
ら
尾
鷲
総
合

病
院
で
勤
務
を
始
め
た
。

同
病
院
は
今
川
さ
ん
の

採
用
を
受
け
、
診
察
の
新

た
な
ルl
ル
を
設
け
、
消

防
署
や
他
の
病
院
に
も
協

力
を
求
め
た
。

通
常
、
患
者
の
搬
送
を

巡
る
や
り
と
り
は
電
話
が

中
心
だ
が
、
今
川
さ
ん
の

診
察
の
場
合
は
、
症
状
な

ど
を
記
し
た
紙
を
併
用
。

看
護
師
が
意
思
疎
通
を
フ ォ

ロ
ー
す
る
。
こ
う
し
た

仕
組
み
に
よ
り
当
直
業
務

も
1

人
で
担
当
す
る
。

聴
診
器
が
使
え
な
い
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
は
、
心

臓
超
音
波
検
査
(
心
エ
コ

l
)
で
補
っ
て
い
た
が
、

最
近
は
ア
プ
リ
に
連
動
し

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面

で
波
動
が
確
認
で
き
る
聴

診
器
を
活
用
す
る
。
「
エ

コ
l

の
手
配
よ
り
時
間
短

縮
に
な
る
」
と
喜
ぶ
一
方

で
、
「
細
部
の
振
動
が
わ

か
ち
な
い
と
と
も
あ
る
」

と
注
意
は
怠
ら
な
い
。

厚
生
労
働
省
が
同
年
に

実
施
し
た
調
査
で
は
、
障

害
者
手
帳
を
持
つ
聴
覚
障

害
者
は
約
加
万7
0
0
0

人
。

毎
日

(
名古
屋
)・
夕
刊

2
0
1
9

年
1

月
沼
田
(
金
)



と

大
阪
地
裁
を
中
心
に
、
社
会
の

耳
目
を
集
め
た
重
大
事
件
の
裁
判

に
証
人
と
し
て
出
廷
し
、
意
見
を

述
べ
て
き
た
。
関
西
だ
け
で
な
く

関
東
や
九
州
な
ど
の
法
廷
に
も
出

向
き
、
証
言
台
に
立
っ
た
回
数
は

ω
回
を
超
え
る
。
「
正
し
い
死
因

を
診
断
す
る
こ
と
は
、
個
人
の
尊

厳
を
守
る
た
め
に
絶
対
に
必
要
な

こ
と
だ
」
と
力
を
込
め
る
。

法
医
学
者
を
最
初
か
ち
志
し
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
高
校
時
代

は
「
町
の
お
医
者
さ
ん
」
を
目
指

し
勉
強
に
励
ん
だ
。
一
方
、
中
学

の
頃
始
め
た
剣
道
に
も
打
ち
込
ん

だ
。
金
沢
大
時
代
も
週
6

回
、
稽

古
に
明
貯
暮
れ
、
体
育
会
剣
道
部

の
副
主
将
を
務
め
、
全
日
本
学
生

選
辛
権
に
も
出
場
し
た
。

大
学
院
か
ら
法
医
学
の
道
に
。

医療と安全管理総集版 2019 年 4 号

正しい死因診断が必要

和
歌
山
県
立
医
科
大
教
授
近
藤
稔
和
さ
ん
(
引
)リ
和
歌
山
市

建
前
は
「
生
き
た
人
を
み
る
に
は
、

死
ん
だ
人
を
み
て
か
ら
の
方
が
よ

く
分
か
る
か
ら
」
だ
が
、
本
音
は

剣
の
道
を
究
め
る
た
め
。
「
教
授

に
剣
道
を
や
る
時
間
は
あ
る
か
と

聞
い
た
ら
、
あ
る
と
言
わ
れ
て
ね
。

叩
歳
ま
で
は
本
気
で
稽
古
を
し

て
、
全
日
本
選
手
権
で
勝
ち
た
い

と
思
っ
て
い
た
」
と
笑
う
。

「
解
剖
が
入
っ
た
か
ら
帰
っ
て

き
て
」
。
団
体
戦
の
試
合
当
日
、 を

言
え
な
い
遺
体
は
分
か
ら
な
い

こ
と
が
多
い
。
他
殺
、
病
死
、
事

故
死
||
。
死
因
は
何
な
の
か
。

遺
体
を
解
剖
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
検

査
を
す
る
。
最
初
は
「
腰
掛
け
」

程
度
の
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
一
生

の
仕
事
に
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
。こ

れ
ま
で
の
解
剖
件
数
は
3
9

0
0

体
を
超
え
る
。
現
在
は
年
間

2
4
0

体
ほ
ど
。
い
つ
解
剖
が
入

【遠
藤
浩
二】

51 

1
9
6
7

年
神
戸
市
生
ま
れ
。
金
沢
大
医
学
部
卒
、

2
0
0
1

年

同
大
助
教
授
、
凶
年
か
ら
現
職
。
一
見
す
る
と
学
者
に
は
見
え
な
い

1
8
8

今
、
部
J
の
巨
漢
。
剣
道5
段
。
大
学
生
と
高
校
生
の
2

女

の
父
。5
年
ほ
ど
前
か
ら
、
検
察
官
や
弁
護
士
の
依
頼
で
法
廷
で
証

言
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。

る
。
法
医
学
者
が
遺
族
に
会
う
乙

と
は
極
め
て
ま
れ
だ
。
最
愛
の
我

が
子
、
家
族
の
た
め
に
懸
命
に
働

い
て
き
た
父
親
。
な
ぜ
亡
く
な
っ

た
の
か
。
納
得
す
る
ま
で
時
闘
を

か
け
る
。

一
人
で
も
多
く
の
若
者
に
法
医

宅
ケ
ア
支
援
な
ど
の
献
身
的
な

医
療
活
動
が
評
価
さ
れ
た
。

橋

上
氏
は
歴
代
受
賞
者
の
最
高
齢

を
更
新
し
た。

日
本
医
師
会
の
横
倉
義
武
会

長
は
「人
口
減
少
が
進
む
地
域

で
は
特
に
、
地
域
医
療
は
非
常

に
厳
し
い。
受
賞
者
の
先
生
は

長
年
苦
労
し
な
が
ら
地
域
に
貢

献
し
て
お
り
、
大
変
あ
り
が
た

い
」
と
述
べ
た。

医
療
従
事
者

る
か
は
分
か
ち
ず
、
休
み
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
し
か
し
「
死
因
が
は

っ
き
り
し
な
い
と
い
う
の
は
、
そ

の
人
の
最
期
が
分
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
。
生
き
て
き
た
存
在
自
体

が
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う

強
い
思
い
が
あ
る
。
遺
体
の
状
祝

里
祐
一
医
師
(位
)叶
秋
田・
大

里
医
院
理
事
長マ
千
場
純
医
師

(印
)|
神
奈
川
・

三
輪
医
院
院

長
マ
堀
川
楊
医
師
(花
)H
新
潟

.

堀
川
内
側
ト
神
経
内
制
医
院

理
事
長
マ
橋
上
好
郎
医
師
(問
)

N

長
野
・

医
療
法
人
健
生
会
理

事
長
マ
緒
方
俊
一
郎
医
師
(
竹)

H

熊
本
・

緒
方
医
院
院
長l
の

5

人
。

雪
深
い
山
間
地
域
で
の

往
診
や
、
神
経
難
病
患
者
の
在

や
捜
査
情
報
、
他
の
死
因
の
可
能
学
者
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
願

性
も
検
討
し
、
総
合
的
に
答
え
を
う
。
「
法
医
学
者
が
わ
か
ら
な
い

導
き
出
す
。
と
言
っ
た
ら
意
味
が
な
い
。
私
た

警
察
か
ら
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
ち
が
意
見
を
言
わ
な
け
れ
ば
、
社

遺
族
に
直
接
説
明
す
る
と
と
も
あ
会
の
秩
序
は
守
ら
れ
な
い
」

尊
厳
守
る
た
め
証
言
も毎

日

(
大
阪
)
・
朝
刊

教
授
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。
試
合

を
棄
権
し
、
試
合
会
場
の
名
古
屋

か
ら
金
沢
大
に
急
い
で
戻
っ
た
。

乙
の
日
以
来
、
剣
道
は
あ
き
ち
め

仕
事
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な
っ

た
病
気
の
患
者
と
は
違
い
、
も
の

赤
ひ
げ
大
賞
に
5

氏

一

長
野
の
m
m歳
・
橋
上
医
師
ら
問

賞
者
が
9

日
、
発
表
さ
れ
た。

表
彰
式
は
3

月
四
日
午
後5
時

か
ら
、
東
京
都
千
代
田
区
の
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
で
行
わ
れ

る
。大

賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
大

地
域
で
献
身
的
な
医
療
活
動

に
取
り
組
む
医
師
を
顕
彰
す
る

「日
本
医
師
会
赤
ひ
げ
大

賞
」

(
主
催・
日
本
医
師
会
、

産
経
新
聞
社
、
特
別
協
賛・
太

腸
生
命
保
険)
の
第
7

回
の
受

2
0
1
9

年
1
月

m
日
(
水
)

赤
ひ
げ
大
賞
は
、
地
域
の
か

か
り
つ
け
医
と
し
て
長
年
に
わ

た
り
住
民
の
健
康
を
支
え
る
医

師
を
表
彰
す
る
た
め
、
平
成M

年
に
創
設
さ
れ
た。

産

経
(
東
京
)・朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
間
日
(
木
)
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養
成
・

研
修

医
療
、
介
護
の
本
質
訴
え

夏
京
大
医
学
部
の
自
治
会
闘
争
が
発

展
し
た
東
大
紛
争
の
安
田
講
堂
事
件
H

メ
モ
参
照
リ

か
ら
五
十
年。
医
療
制
度

を
含
む
社
会
の
あ
り
方
を
問
い
掛
け
た

当
時
の
学
生
た
ち
の
中
に
は
、
医
療
や

介
護
の
世
界
で
新
し
い
流
れ
を
つ
く

り
、
地
域
で
活
躍
し
て
き
た
人
も
多

い
。

通
底
す
る
の
は
、
既
存
の
権
威
を

疑
い
、
本
質
を
求
め
る
姿
勢
だ
。

闘
争

に
参
加
し
た
団
塊
の
世
代
が
七
十
代
を

迎
え
る
中
、
同
講
堂
で
十
二
日
、
多
世

代
の
医
療
、
介
護
関
係
者
が
集
い
、
超

高
齢
社
会
の
課
題
を
改
善
す
る
道
を
探

っ
た
。

(
編
集
委
員
安
藤
明
夫
)

集
い
は
、N
P
O
法
人
「
在

宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療
所・
市

民
全
園
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
(
東

京
)
と
、
地
域
医
療
に
取
り
組

む
医
師
ら
で
つ
く
る
「
地
域
医

療
研
究
会
」
が
「
団
塊
・
君
た

ち
・
未
来
」
と
銘
打
ち
、
開

催
。

闘
争
の
当
事
者
や
影
響
さ

れ
た
世
代
、
闘
争
を
知
ら
な
い

若
い
世
代
の
医
療
、
介
護
関
係

者
ら
約
五
百
人
が
参
加
し
た。

|安田講堂事件m年団塊世代の医師ら集い l

ア
」
の
原
型
を
築
い
た
。

「
健
康
民
主
主
義
」
と
い
う

言
葉
を
掲
げ
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
事
故
で
「
死
の
灰
」
を

浴
び
た
子
ど
も
た
ち
の
支
援
活

動
に
参
加
し
た
日
本
人
看
護
師

の
行
動
を
紹
介。

死
の
迫
っ
た

少
年
が
食
べ
た
が
っ
た
パ
イ
ナ

ッ
プ
ル
を
求
め
て
極
寒
の
貧
し

い
街
を
探
し
回
り
、
母
親
に
深

く
感
謝
さ
れ
た
と
い
う。

「
自

分
の
力
の
一
部
を
だ
れ
か
の
た

め
に
使
う
こ
と
、
自
分
と
相
手

の
健
康
や
命
の
大
切
さ
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
社
会
の
平
和
に

つ
な
が
る
」
と
提
言
し
た
。

「
生
活
リ
ハ
ビ
リ
」
の
運
動

で
知
ら
れ
る
広
島
県
呉
市
の
理

学
療
法
士
三
好
春
樹
さ
ん
(
六
八
)

は
、
東
大
紛
争
と
同
時
期
に
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
反
戦
デ
モ
に

同
研
究
会
は
、
東
大
紛
争
を

主
導
し
た
学
生
組
織
「
東
大
全

共
闘
」
の
リ
ー
ダ
ー
で
、
長
野

県
茅
野
市
の
諏
訪
中
央
病
院
長

を
務
め
た
故
・

今
井
澄
さ
ん

(
元
参
院
議
員
)
ら
が
設
立
。

集
い
に
出
席
し
た
同
病
院
名
誉

院
長
で
作
家
と
し
て
も
知
ら
れ

る
鎌
田
実
さ
ん
(
七
O
)は
東
京
医

科
歯
科
大
一
年
の
と
き
に
紛
争

に
参
加
し
、
卒
業
後
は
同
病
院

で
今
井
さ
ん
と
と
も
に
地
域
医

療
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

長
寿
県
の
岡
県
も
、
当
時
は

脳
卒
中
の
多
発
地
域。
病
気
に

な
る
と
入
院
し
、
病
院
で
死
を

迎
え
る
高
齢
者
が
増
え
る
中
、

夜
に
各
地
の
公
民
館
を
回
っ
て

健
康
講
座
を
続
け
、
在
宅
で
療

養
し
た
い
住
民
の
思
い
を
専
門

職
が
支
え
る
「
地
域
包
括
ケ

東
大
紛
争
・
安
田
講
堂
事
件
医

学
部
の
自
治
会
な
ど
が
、
卒
業
生

(
イ
ン
タ
ー
ン
)
の
無
給
労
働
に
反

対
し
た
闘
争
が
激
化
し
、
東
大
の
安

田
講
堂
を
占
拠。
事
態
が
長
期
化
す

る
中
、
1
9
6
9

年
1

月
四
1

旧
日

超高齢社会に提言次世代も参加

に
大
学
側
の
要
請
を
受
け
た
警
視
庁

の
機
動
隊
が
バ
リ
ケ
ー
ド
を
撤
去

。

立
て
こ
も
っ
た
学
生
ら
6
3
3

人
が

摘
発
さ
れ
た。

そ
の
後
も
混
乱
は
続

き
、
こ
の
年
の
東
大
入
試
は
中
止
と

な
っ
た

。

参
加
し
た
た
め
高
校
を
退
学

に
。

そ
の
後
勤
め
た
特
別
養
護

老
人
ホ
l

ム
で
「
病
院
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
高
齢
者
が
み
な
お

む
つ
を
し
、
お
び
え
た
表
情
だ

っ
た
」
こ
と
に
疑
問
を
抱
い
た
。

お
む
つ
を
外
し
、
身
体
抑
制

の
防
止
に
尽
力。

「
人
間
学
を

根
拠
と
し
た
認
知
症
ケ
ア
」
を

打
ち
出
し
た。

施
設
の
認
知
症

高
齢
者
で
、
暴
れ
る
な
ど
問
題

行
動
の
原
因
は
六
割
が
便
秘

で
、
次
い
で
脱
水
、
発
熱
な
ど

だ
っ
た
と
い
い
、
「
問
題
行
動

と
い
う
形
で
高
齢
者
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
の

に
、
医
療
者
は
そ
れ
を
拒
否
し

て
い
る
」
と
厳
し
く
批
判
し
た

。

次
世
代
か
ら
も
意
欲
的
な
発

表
が
相
次
い
だ。

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
下
流
老

人
」
の
著
者
で
、
埼
玉
県
の
生

活
困
窮
者
支
援
のN
P
O
法
人

「
ほ
っ
と
プ
ラ
ス
」
代
表
理
事

藤
田
孝
典
さ
ん
(=
一
六
)
は
「
貧
困

状
態
の
高
齢
者
が
増
え
、
医
療

・
介
護
に
お
金
を
使
え
な
い
た

め
に
、
重
く
な
っ
て
か
か
る
人

が
相
次
い
で
い
る。

年
金
の
支

給
額
の
低
さ
は
違
憲
状
態
と
も

言
え
る
」
と
指
摘。

「
貧
困
は

自
己
責
任
と
し
て
権
利
要
求
す

る
動
き
が
起
き
な
い
。

学
生
運

動
世
代
の
人
た
ち
が
立
ち
上
が

っ
て
も
い
い
」
と
呼
び
掛
け

た
。

千
葉
市
の
淑
徳
大
総
合
福
祉

学
部
教
授
結
城
康
博
さ
ん
(
四
包

は
、
介
護
職
に
就
い
た
若
者
が

高
齢
者
の
暴
言
に
傷
つ
い
て
離

職
す
る
ケ
1

ス
が
多
い
と
紹

介
。

「
介
護
を
受
け
る
側
の
マ

ナ
1

」
の
問
題
を
指
摘
し
た

。

座
長
の
一
人
で
、
名
古
屋
市

の
医
療
法
人
「
生
寿
会
」
理
事

長
亀
井
克
典
さ
ん
(
六
一
)
は
、
闘

争
世
代
の
医
師
と
と
も
に
、
へ

き
地
医
療
や
在
宅
ケ
ア
に
取
り

組
ん
で
き
た。

先
輩
か
ら
は
患
者
と
対
等
な

立
場
で
医
療
に
臨
む
姿
勢
を
学

ん
だ
と
い
い
、
「
一
部
の
医
療

機
関
、
福
祉
施
設
で
み
ら
れ
る

患
者
様
、
利
用
者
様
と
い
っ
た

呼
び
方
に
違
和
感
を
感
じ
る

。

『さ
ん
付
け
』
で
呼
ぶ
こ
と

で
、
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
築
き
、
一
緒
に
努
力
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
」
と
話
し
た

。

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
泣
日
(
火
)
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一関地域看護
業務セミナー

患
者
の
人
生
尊
重
を

石
垣
さ
ん

a
J笥
時
献
)
、
役
割
説
く

一
関
保
健
所
の
一
関
地
域

看
護
業
務
地
区
セ
ミ
ナ
ー
は

回
目
、
一
関
市
狐
禅
寺
の
県

立
磐
井
病
院
で
聞
か
れ
た
。

北
海
道
医
療
大
名
書
教
授
の

石
垣
靖
子
さ
ん
が
「
超
高
齢 化

社
会
に
お
け
る
看
護
の
役

割
」
を
テl
マ
に
講
演
し
、

患
者
を
人
間
と
し
て
尊
重
し

た
医
療
の
提
供
を
求
め
た
。

一
関
、
平
泉
両
市
町
の
病

院
や
診
療
所
、
介
護
保
険
施 設

、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
行
政
・
教
育
機
関
な
ど

か
ら
約1
4
0

人
が
参
加
。

石
垣
さ
ん
は
「
人
生10

0

年
の
時
代
を
迎
え
た。

『
終
わ
り
良
け
れ
ば
、
全
て よ

し
』。
良
い
人
生
だ
っ
た

と
全
て
の
人
た
ち
が
思
え
る

よ
う
な
医
療
や
福
祉
が
定
着

し
て
ほ
し
い
」
と
前
置
き

し
、
高
齢
者
の
人
生
の
最
終

段
階
の
ケ
ア
を
取
り
巻
く
背

景
や
治
療
の
課
題
を
具
体
的

に
指
摘。
本
人
が
望
ま
な
い

形
で
の
延
命
治
療
の
事
例

ゃ
、
男
体
拘
束
が
も
た
ら
す

悪
循
環
な
ど
を
説
明
し
た
。

そ
の
上
で
、
患
者
の
情
報 や

問
題
を
十
分
に
把
握
し
て

最
善
の
治
療
・
ケ
ア
に
結
び

付
け
る
看
護
の
重
要
性
を
強

調
。
「
患
者
の
意
思
決
定
を

支
え
る
の
が
難
し
い
状
回
も

あ
る
が
、
生
物
学
的
、
医
学

的
な
観
点
か
ら
だ
け
で
な

く
、
そ
の
人
が
生
き
た
物
語

を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
事
」

と
人
生
を
尊
重
し
て
治
療
方

針
を
決
定
す
る
よ
う
促
し

た
。

チ
ー
ム
医
療
治
療
後
の
支
え

南
風
原
で
乳
が
ん
学
校
専
門
職
の
連
携
学
ぶ

第
5

回
沖
縄
乳
が
ん
学
校
が
凶

日
、
南
風
原
町
の
県
医
師
会
館
で

あ
り
、
医
療
関
係
者
約
叩
人
が
参

加
し
た。
同
校
は
、
横
浜
、
青
森

な
ど
で
開
催
さ
れ
、
医
師
や
看
護

師
、
薬
剤
師
、
ソl
シ
ャ
ル
ワ1

カ
l

や
事
務
職
員
ら
が
乳
が
ん
患

者
を
中
心
と
し
た
チl
ム
医
療
を

学
ん
だ。
主
催
は
琉
球
乳
腺
倶
楽

立
口

2

日
間
の
日
程
で
、
乳
が
ん
治

療
で
の
チl
ム
医
療
の
意
義
、
最

新
の
治
療
法
な
ど
の
座
学
、
患

者
の
立
場
を
体
験
す
る
ロl
ル

プ
レ
イ
な
ど
を
通
し
て
学
ん
だ
。

乳
が
ん
学
校
は2
0

0
7

年
、

横
浜
で
始
ま
り
、
青
森
な
ど
で
開

催
さ
れ
、
沖
縄
は
今
回
の
受
講
も

合
わ
せ
約3
2
0

人
が
受
講
し
て

い
る
。

よ
こ
は
ま
乳
が
ん
学
校
の
千
島

隆
司
運
営
委
員
長
は
第1
講
義

で
「
チl
ム
医
療
のA
B
C
」
を

テ
1

マ
に
話
し
た。
1

9
7
0

年

代
に
乳
が
ん
患
者
の3
分
の
ー

が
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、
「
2

0

1

6

年
で
、
約8
倍
が
乳
が
ん
に

な
る
が
邸
%
が
早
期
発
見
で
治

り
、
元
の
人
生
に
戻
る
」
と
指
摘

。

そ
の
た
め
「
治
っ
た
後
の
人
生
」

養
成

・

研
修

臨
床
現
場
に
関
し
て
は
過

剰
な
感
染
管
理
や
情
報
技
術

に
よ
る
弊
害
を
憂
い
、
「
マ

ス
ク
や
ゴ
ム
手
袋
は
必
要
な

時
を
わ
き
ま
え
な
い
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
遮
断

さ
れ
る
。
ナl
ス
の
ほ
ほ
笑

み
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
し

ゃ
べ
り
に
患
者
は
ど
れ
だ
け

助
け
ら
れ
る
こ
と
か
。

ナ
ー

ス
と
し
て
も
、
患
者
に
あ
り

が
と
う
と
言
わ
れ
れ
ば
ス
ト

を
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
ス
タ

ッ
フ
が
関
わ
る
こ
と
が
大
切
と
話

し
た
。

医
療
の
面
だ
け
で
な
く
患
者
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
課
題
や
生
活

の
困
難
な
ど
、
「
安
心
し
て
治
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
患
者
の

人
生
を
受
け
止
め
る
」
こ
と
が

必
要
と
し
、
そ
の
た
め
に
医
師

だ
け
で
な
く
、
看
護
師
や
薬
剤
師
、

医
療
ソl
シ
ャ
ル
ワl
カ
l

、
作

業
療
法
士
ら
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
関

わ
り
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。

患
者
と
の
コミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
同
時
に
、
専
門
職
が
チ
ー

ム
と
し
て
横
の
連
携
を
と
る
こ
と

が
チ
l

ム
医
療
の
意
義
だ
と
強
調

レ
ス
が
軽
減
さ
れ
る
」
と
生

身
の
交
流
を
呼
び
掛
け
た
。

岩
手
日
日

・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
沼
田
(
金
)

し
た
。

沖
縄
乳
が
ん
学
校
の
富
良
球
一

郎
学
校
長
(富
良
ク
リ
ニ
ッ
ク
)

は
「
沖
縄
で5
団
連
続
で
開
催
し

て
き
た。
沖
縄
で
は
組
織
を
超
え

た
連
携
が
あ
り
、
地
域
ご
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
が
で
き
て
い

る
。

そ
れ
を
背
景
に
串
箸
会
も
と

て
も
活
発
だ
」
と
話
し
た
。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
白
日

(
木
)
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美術で養う患者診る目
美
術
を
通
じ
て
串
箸
を
診
る
目
を
養
っ
て
ー

。

将
来
の
医
師
を
育
て
る
医
学
部
の

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
「
デ
ッ
サ
ン
教
室
」
を
導
入
す
る
試
み
を
岡
山
大
が
始
め
た

。

骨
格
や
筋
肉
、
内
臓
と
い
っ
た
人
体
の
留
学
的
な
構
造
を
正
し
く
把
握
し
、
串
箸

の
治
療
に
生
か
す
の
が
狙
い
。

さ
ら
に
観
察
力
や
洞
察
力
を
高
め
て
串
箸
の
心
情
を

深
く
理
解
し
、
よ
り
人
間
的
な
医
療
の
実
現
を
目
指
す

。

2

年
間
で2
4
0

人
を
超

す
「
医
師
の
卵
」
が
受
講
し
、
新
た
な
教
育
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

。

岡
山
大
に
デ
ッ
サ
ン
課
程

人
間
的
な
医
療
実
現
図
る

性
が
分
か
っ
た
」
「
串
箸
さ
ん
に
絵
を
描

い
て
病
状
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
」
と
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
好
評
だ

。

岡
山
市
に
あ
る
岡
山
大
医
学
部
の
一

室
。

机
の
上
の
レ
モ
ン
に
真
剣
な
ま
な
ざ

し
が
注
が
れ
る。
白
衣
姿
の
学
生
十
数
人

が
鉛
筆
を
紙
に
走
ら
せ
る
。

消
し
ゴ
ム
を

使
っ
た
り
指
で
こ
す
っ
た
り
し
て
、
デ
ッ

サ
ン
に
柔
ら
か
な
陰
影
を
付
け
る

。

指
導
す
る
の
は
岡
山
市
で
デ
ザ
イ
ン
会

社
の
会
長
を
務
め
る
大
塚
洋
浅
さ
ん

(
η)。
形
成
再
建
外
科
の
木
股
敬
裕
教
授

(
印
)
に
招
か
れ
、
2
0
1
7

年
か
ら
医
学

部
の
5

年
生
に2
時
間
に
わ
た
っ
て
デ
ッ

サ
ン
の
技
法
を
教
え
て
い
る
。

学
生
同
士
が
互
い
を
患
者
と
思
っ
て
顔

を
描
く
ほ
か
、
医
学
に
ま
つ
わ
る
美
術
作

品
を
選
ん
で
論
評
し
て
も
ら
う
課
題
も
あ

る
。

「
医
学
部
で
な
ぜ
デ
ッ
サ
ン
?
」
と

戸
惑
ゑ
子
生
も
い
る
が
、
受
講
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
「
光
と
影
の
付
け
方
の
重
要

病
状
の
表
現
豊
か

芸
術
が
優
れ
た
医
師
を
育
て
る
と
の
ア

イ
デ
ア
は
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。

「
モ 養

成
・
研
修

ナ
リ
ザ
」
で
知
ら
れ
る
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ

ピ
ン
チ
は
、
優
れ
た
人
体
解
剖
画
を
多
く

残
し
た。
医
学
と
芸
術
を
融
合
し
た
先
駆

ナ
だ
。

米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
チ1
ム
は
閃
年
、

医
学
生
数
十
人
に
美
術
の
専
門
コ
l

ス
を

2

カ
月
に
わ
た
っ
て
受
け
て
も
ら
い
、
ど

ん
な
変
化
が
出
る
か
調
べ
た
。

美
術
館
で

ピ
カ
ソ
や
ム
ン
ク
、
ポ
ロッ
ク
ら
の
作
品

を
見
て
色
彩
や
構
図
、
質
感
な
ど
を
議
論

。

人
を
モ
デ
ル
に
絵
を
描
く
訓
練
も
し
た
。

受
講
後
に
患
者
の
写
真
を
見
て
病
状
を

診
断
す
る
課
題
に
挑
戦
し
て
も
ら
う
と
、

受
講
前
に
比
べ
て
得
点
が4割
近
く
ア
ッ

プ
し
た。
病
状
を
表
現
す
る
言
葉
も
豊
か

に
な
っ
た

。

別
の
チ
l

ム
の
研
究
で
は
芸
術
に
親
し

ん
で
い
る
学
生
ほ
ど
、
激
務
に
伴
う
「
燃

え
尽
き
症
候
群
」
に
な
り
に
く
い
こ
と
が

人
文
学
の
教
養
重
要

医
学
教
育
に
お
い
て
人
文
学
の
充
実
を

図
る
考
え
方
は
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
テ
ィ
ー
ズ
(
医
療
人
文
学
)
」
と
呼
ば

れ
る
。

医
科
学
だ
け
に
偏
る
こ
と
な
く
、
豊
か

な
人
間
性
を
備
え
て
患
者
と
向
き
合
え
る

医
師
を
育
て
る
の
が
狙
い
だ
。

加
世
紀
に

は
生
殖
医
療
や
臓
器
移
植
、
終
末
期
医
療

の
広
が
り
で
生
命
倫
理
の
重
要
性
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
医
師
や
研
究
者
に
も

琵
子
や
倫
要
子
を
含
め
た
幅
広
い
教
養
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。

最
近
で
は
人
類
の
将
来
に
影
響
を
与
え

か
ね
な
い
ゲ
ノ
ム
編
集
な
ど
の
新
技
術
も

登
場
し
、
分
野
横
断
的
な
教
育
の
重
要
性

は
さ
ら
に
増
し
て
い
る。

示
さ
れ
た。

観
察
す
る
力
育
む

木
股
さ
ん
は
、
が
ん
手
術
で
失
っ
た
患

者
の
体
の
一
部
を
再
建
す
る
手
術
や
、
性

同
一
性
障
害
の
人
の
性
別
適
ム

B
手
術
な
ど

を
手
掛
け
て
き
た。

「
患
者
の
体
と
心
に

何
が
起
き
て
い
る
か
を
観
察
し
、
最
適
な

治
療
を
見
極
め
る
力
が
医
師
に
は
必
要

だ
」
と
考
え
る。

現
在
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
学
生
は

医
学
部
の6
年
間
で2
時
間
の
デ
ッ
サ
ン

教
室
を1
回
受
け
る
だ
け。
限
ら
れ
た
時

間
だ
が
、
圏
内
の
医
学
部
で
は
あ
ま
り
例

の
な
い
試
み
だ。

将
来
の
普
及
に
向
け
て
、
デ
ッ
サ
ン
教

室
の
効
果
を
デl
タ
で
示
す
の
が
今
後
の

課
題
だ。
評
価
は
難
し
い
が
、
卒
業
し
て

医
師
に
な
っ
た
学
生
を
追
跡
調
査
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。
木
股
さ
ん
は
「
若
い

医
師
が
大
き
く
羽
ば
た
く
の
に
役
立
つ
の

を
期
待
し
て
い
る
」
と
話
す
。

〈共
同
通
信
〉

北
海
道
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
9

年
1

月
沼
田
(
水
)
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患
者
の
暴
力

や訓練実施などで対策を強化。 それでも治療
に専念する医師らが無防備になる場面は多

く、担当者らは対応に苦悩している。
(安田功)

兵庫県の病院で昨年末に入院患者の女が主

治医をナイフで刺すなど、医療現場で患者

が医師を狙った犯行が相次ぐ。 同様の被害

に遭った東海地方の病院は、防犯用品の配備

防犯用品配備、訓練も実施「想定外」

病
院
苦
悩

「
刃
物
を
持
っ
て
暴
れ
て
い

る
。

早
く
来
て
」
。

昨
年
七

月
、
名
古
屋
市
瑞
穂
区
の
名
古

屋
市
立
大
病
院
内
に
あ
る
五
カ

所
の
内
線
電
話
が
同
時
に
鳴
っ

た
。

受
話
器
か
ら
女
性
職
員
の

切
羽
詰
ま
っ
た
声
が
響
い
た

。

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
さ

れ
た
瑞
穂
区
内
の
七
十
代
の
男

が
、
男
性
医
師
に
カ
ッ
タ
ー
ナ

イ
フ
で
切
り
つ
け
た。

男
は
泥
酔
し
、
大
声
を
上
げ

な
が
ら
暴
れ
た
た
め
、
医
師
ら

が
器
具
で
手
足
を
拘
束。
だ
が

男
は
隠
し
持
っ
た
カ
ッ
タ
ー
ナ

イ
フ
で
器
具
を
切
っ
た
上
で
、

近
く
の
医
師
を
襲
っ
た
。

幸
い

医
師
は
首
に
軽
傷
を
負
っ
た
だ

け
で
現
場
復
帰
し
た
が
、
居
合

わ
せ
た
看
護
師
の
中
に
は
強
い シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
、
仕
事
を
一

時
休
む
人
も
い
た
と
い
う
。

病
院
は
事
件
後
、
新
型
の
刺

股
一
基
を
導
入。
暴
れ
る
人
を

ゴ
ム
製
の
先
端
で
押
さ
え
つ
け

る
と
体
に
巻
き
付
き
身
動
き
で

き
な
く
す
る
構
造
だ。
職
員
を

対
象
に
講
習
会
も
開
い
た。
救

急
車
が
到
着
し
た
際
に
は
警
備

員
が
一
時
付
き
添
う
よ
う
に
も

し
て
お
り
、
再
発
防
止
を
図
る
。

た
だ
、
院
内
で
の
暴
力
沙
汰

は
年
一
回
あ
る
か
な
い
か。
病

院
担
当
者
は
「
来
ら
れ
る
人
は

基
本
的
に
『患
者
』
。
職
員
へ

の
暴
力
は
通
常
、
想
定
し
て
お

ら
ず
、
十
分
と
言
え
る
対
策
は

難
し
い
」
と
話
す。

名
古
屋
市
中
川
区
の
藤
田
医

科
大
ば
ん
た
ね
病
院
で
は
昨
年

-
人
で
対
峠
避
け
て

関
西
医
科大
雪
護
学
部
の
三

木
明
子
教
授
(
精
神
保
健
看
護

学
)
の
話
近
年
、
病
院
が
包

み
隠
さ
ず
被
害
屈
を
出
す
な

ど
、
暴
力
に
毅
然
(
き
ぜ
ん
)

と
対
応
す
る
よ
う
に
な
り
問
題

が
額
在
化
し
て
い
る。
ク
レ
ー

ム
を
言
う
程
度
の
患
者
の
行
動

が
、
暴
力
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

な
い
よ
う
に
早
め
の
対
策
を
打

つ
こ
と
が
大
事。

患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
る
ほ
か
、

積
極
的
に
警
備
員
に
声
を

掛
け
、
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
し
そ

う
な
ケ
1

ス
で
は
医
師
が
一

人
で
対
崎
(
た
い
じ
)
し
な

い
よ
う
に
配
慮
を
す
る
べ
き

だ

一
月
、
患
者
だ
っ
た
韓
国
籍
の

男
が
外
科
診
療
室
に
侵
入。
男

性
医
師
の
首
を
ナ
イ
フ
で
刺

し
、
重
傷
を
負
わ
せ
た
。

病
院
と

の
意
思
疎
通
を
巡
っ
て
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
っ
た
と
い
う
。

事
件

後
、
病
院
は
警
備
員
二
人
を
二

十
四
時
間
体
制
で
配
置
し
、
男

が
侵
入
し
た
裏
口
は
一
般
の
患

者
が
入
れ
な
い
よ
う
に
し
た
。

岐
阜
市
の
歯
科
医
院
で
も
二

O
一
七
年
一
月
、
男
性
院
長
H

当
時
(
五O
)H
が
患
者
の
男
に
包

丁
で
首
な
ど
を
刺
さ
れ
死
亡
す

る
事
件
が
発
生
し
て
い
る。

全
日
本
病
院
協
会
のO
七
年

の
調
査
で
は
、
中
小
病
院
な
ど

約
千
百
カ
所
の
半
数
以
上
で
、

職
員
が
患
者
や
家
族
か
ら
暴
言

や
身
体
的
暴
力
を
受
け
て
い

た
。

名
古
屋
市
内
の
あ
る
病
院

幹
部
は
「
近
年
、

患
者
の
自
己
主

張
が
強
く
、
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え

て
い
る
。

だ
が
大
勢
で
駆
け
付

け
る
な
ど
過
剰
な
対
応
を
取
る

と
、
逆
に
興
奮
さ
せ
る
恐
れ
が

あ
り
対
応
が
難
し
い
」
と
話
す
。

中
日
新
聞
・

朝
刊

2

0
1

9

年
1

月
6

日
(
日
)

養
成
・

研
修

惨
状
に
思
い
は
せ
る

ムホ丘

w影
監
被
爆
体
験
を
聴
講

恥

被
爆
医
療
の
研
修
で
長
崎
市

を
訪
れ
た
韓
国
と
ブ
ラ
ジ
ル
の

医
師
ら
叩
人
が
初
日
、
長
崎
市

三
ツ
山
町
の
恵
の
丘
長
崎
原
爆

ホ
l

ム
で
、
入
所
者
の
被
爆
体

験
を
聞
い
た。

体
験
を
話
し
た
の
は
、
山
崎

千
鶴
代
さ
ん(汁
)
。山
崎
さ
ん

は
4

歳
の
時
、
爆
心
地
か
ら
4

キ
ロ離
れ
た三
ツ山
町
で
被
爆。

よ
り
爆
心
地
に
近
い
坂
本
町
の

長
崎
医
科
大
付
属
病
院(現
長

崎
大
学
病
院
)
で
勤
務
し
て
い

た
両
親
と
幼
い
妹
の
3

人
を
亡

く
し
た
。

祖
母
と
一
緒
に3
人

を
捜
し
に
行
っ
た
が
、
見
つ
か

ら
な
か
った
と
い
う。

山
崎
さ

ん
は
「
原
爆
の
後
は
、
親
戚
ら

に
育
て
ら
れ
た。

自
分
の
よ
う

な
経
験
は
し
て
ほ
し
く
な
い
」

と
訴
え
た。

ブ
ラ
ジ
ル
の
外
科
医
、
ヤ
ナ

ギ
ダ
・

エ
デ
ィ
ソ
ン
・
タ
ケ
ヒ

コ
さ
ん(日
)は
「突
然
家
族
を

亡
く
し
、
苦
労
し
て
い
る
の
は

本
当
に
悲
し
い。

研
修
で
学
ん

だ
こ
と
を
ブ
ラ
ジ
ル
に
持
ち
帰

り
た
い
」
と
話
し
た
。

研
修
は
在
外
被
爆
者
支
援
事

業
の
一
環
で
、
県
や
同
市
、
長

崎
大
な
ど
で
つ
く
る「長
崎
・

ヒ
バ
ク
シ
ャ
医
療
国
際
協
力
会

(N
A
S
H
I
M

)
」

な
ど
が

毎
年
度
実
施。
今
回
は
韓
国
の

医
師
、
ロ
計
8

人
が
初
日
ま
で
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
医
師2
人
が
来
月

日
日
ま
で
、
同
大
な
ど
で
被
爆

者
医
療
に
関
す
る
知
識
を
学
ん

だ
り
、
実
相
に
触
れ
た
り
す
る

。

(古
瀬
小
百
合)

長

崎
新

聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
引
日
(
木
)
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理
研
な
ど

「
頭
頚
部
」
患
者
治
験J¥ 

人
の
i
p
S

細
胞
(
人
工
多

能
性
幹
細
胞
)
か
ら
特
殊
な
免

疫
細
胞
を
作
り
、
顔
や
首
に
で

き
る
「
頭
頚
部
が
ん
」
の
患
者

に
投
与
す
る
臨
床
試
験
(
治
験
)

を
、
理
化
学
研
究
所
と
千
葉
大

学
の
チl
ム
が
年
内
に
も
始
め

る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
免
疫
力
を
高
め
て
が
ん
細

胞
の
縮
小
を
目
指
す
治
療
法

で
、
i
p
S

細
胞
を
使
っ
た
が

ん
治
療
の
治
験
は
国
内
で
は
例 が

な
い
と
い
う
。

頭
頚
部
が
ん
は
、
鼻
や
口
、

喉
、
あ
ご
、
耳
な
ど
に
で
き
る
が

ん
の
総
称
で
、
日
本
で
は
が
ん

全
体
の
5
%
程
度
を
占
め
る。

治
験
を
計
画
し
て
い
る
の

は
、
理
研
生
命
医
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
の
古
関
明
彦
・
副
セ
ン

タ
ー
長
、
岡
本
美
孝
・
千
葉
大
教

授
(
頭
頚
部
腫
療
学)ら
の
チ
ー

ム
。

計
画
で
は
、
健
康
な
人
の
・
l

p
S

細
胞
か
ら
、
免
疫
細
胞
の

安
全
性
確
認
長
い
目
で

Z
I
P
S治
療

人
の
i
p
S

細
胞
(人
工
多

能
性
幹
細
胞
)
か
ら
作
っ
た
免

疫
細
胞
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー

T

(N
K
T
)
細
胞
」
で
が
ん

治
療
を
目
指
す
理
化
学
研
究
所

.
千
葉
大
チl
ム
の
臨
床
試
験

(治
験
)
計
画
は
、
i
p
S

細

胞
を
使
っ
た
新
た
な「免
疫
療

法
」
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

チ
ー
ム
の
岡
本
美
孝
・
同
大

一
種
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラl
T

(N
K
T
)細
胞
」
を
作
製。
こ

の
細
胞
を
が
ん
患
部
に
つ
な
が

る
血
管
に
注
入
す
る。
対
象
は

手
術
な
ど
が
困
難
な
再
発
患
者

3

人
。

最
初
に3
0
0
0

万
個

を
注
入
し
、
副
作
用
な
ど
を
見

な
が
ら
細
胞
数
を
変
え
て
計
3

回
投
与
す
る。
2

年
か
け
て
安

全
性
や
効
果
を
調
べ
る
予
定。

N
K
T
細
胞
は
、
自
ら
が
ん

細
胞
を
攻
撃
す
る
上
、
他
の
免

教
授
に
よ
る
と
、
進
行
し
た
頭

頚
部
(と
う
け
い
ぶ
)
が
ん
で

は
、
抗
が
ん
剤
と
放
射
線
を
組

み
合
わ
せ
た
治
療
が
主
に
行
わ

れ
て
い
る
が
、
患
者
の
半
数
は

再
発
す
る
と
さ
れ
、
新
た
な
治

療
法
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い

vつ
。i

p
S

細
胞
は
、
無
限
に
増

え
る
上
、
免
疫
細
胞
な
ど
狙
っ

た
細
胞
を
作
れ
る。
青
井
貴
之

技
術
・
療
法

iPS細胞か5作った
免痕線胞によるがん治癒

がん細胞

頭頭部がんの
患者に投与

。他人の血液か
Dら免疫細胞の
. 一種 rNKT縮
Z 胞jを取り出す

@iPS細胞
ι を作る

疫
細
胞
を
活
性
化
す
る
働
き
を

持
つ
と
さ
れ
る。

頭
頚
部
が
ん

の
患
者
自
身
のN
K
T
細
胞
を

培
養
し
、
患
者
に
戻
す
同
大
の

臨
床
研
究
で
は
、1
回
の
投
与

で
が
ん
細
胞
が
最
大35
4

割

縮
小
し
た
と
い
う。
し
か
し
、

N
K
T
細
胞
は
血
液
中
に0
・

1
%
程
度
し
か
な
く
、
培
養
に

も
時
聞
が
か
か
る
た
め
、
繰
り

-
神
戸
大
教
授(幹
細
胞
生
物

学
)
は
「効
率
よ
く
免
疫
細
胞

が
作
れ
るi
p
S

細
胞
を
『免

疫
療
法
』
に
活
用
す
る
の
は
非

常
に
有
効
だ
」
と
話
す。
が
ん

治
療
へ
の
応
用
を
目
指
し
た
研

究
は
京
都
大
な
ど
で
も
行
わ
れ

て
い
る
。

i
p
S

細
胞
に
は
、
「が
ん

化
の
恐
れ
」
と
い
う
共
通
の
課

題
が
あ
る。
今
回
、
投
与
す
る

へ胞咽
る

に
せ

3

N
ざ

た
び
化

也
碍
変

返
し
培
養
し
て
投
与
す
る
の
は

難
し
か
っ
た。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
古
関
氏
ら
は
無
限
に
増

え
る
i
p
S

細
胞
に
着
目。
人

の
血
液
か
らN
K
T
細
胞
を
採

取
し
、
い
っ
た
んi
p
S

細
胞

に
し
て
大
量
に
増
や
し
た
後
、

再
び
N
K
T
細
胞
に
戻
す
方
法

を
開
発
し
た。
こ
の
細
胞
を
マ

N
K
T
細
胞
は
、
元
は
他
人
の

細
胞
の
た
め
、
が
ん
細
胞
を
攻

撃
し
た
後
に
拒
絶
反
応
に
よ
っ

て
排
除
さ
れ
、
が
ん
化
な
ど
の

悪
影
響
は
な
い
と
み
ら
れ
る

が
、
治
験
で
慎
重
に
確
認
す
る

必
要
が
あ
る。

i
p
S

細
胞
を
使
っ
た
再
生

医
療
を
巡
っ
て
は
、
昨
年
、
京

都
大
が
国
内
初
の
治
験
をパl

キ
ン
ソ
ン
病
で
始
め
る
な
ど
、

ウ
ス
に
投
与
し
た
結
果
、
が
ん

の
増
殖
が
抑
え
ら
れ
た
。

今
回

の
治
験
で
安
全
性
に
問
題
が
な

け
れ
ば
、
有
効
性
を
調
べ
る
治

験
に
移
る。
肺
が
ん
治
療
へ
の

応
用
も
検
討
し
て
い
る。

日
本
が
ん
免
疫
学
会
理
事
長

の
河
上
裕
・
慶
応
大
教
授
の
話

「N
K
T
細
胞
は
が
ん
を
攻
撃

す
る
他
の
免
疫
細
胞
を
誘
導
す

る
可
能
性
も
報
告
さ
れ
て
お

り
、
腫
療
が
縮
小
す
る
だ
け
で

な
く
、
生
存
期
間
も
延
び
れ
ば
、

有
効
な
治
療
法
と
な
り
う
る
」

読

士
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
旧
日
(
木
)

動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

期

待
は
大
き
い
が
、
長
い
自
で
効

果
や
安
全
性
を
見
極
め
て
いく

こ
と
が
求
め
ら
れ
る。

(科
学
部
伊
藤
崇
)

吾%

ロJ~

官
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
旧
日
(
木
)
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岡
山
大
大
学
院
の
藤
原
俊
義

教
授
(
消
化
器
外
判
明
)
と
白
川

靖
博
准
教
授
(
同
)
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
が
ん
細
胞
だ
け
を

攻
撃
す
る
同
大
開
発
の
ウ
イ
ル

ス
製
剤
「
テ
ロ
メ
ラ
イ
シ
ン」

と
放
射
線
治
療
を
併
用
し
た

食
道
が
ん
患
者
へ
の
臨
床
研

究
で
、
ロ
人
中8
人
の
腫
宙
開
が

消
失
し
た
こ
と
を
確
認
し
た

。

体
に
負
担
の
少
な
い
新
た
な

複
合
療
法
の
実
用
化
に
向
け

た
一
歩
で
、
日
日
か
ら
米
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
か
れ
る
米

国
臨
床
腫
虜
学
会
で
発
表
す

る
。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
高
齢
に

よ
る
体
力
低
下
や
他
の
病気
を

患
う
な
ど
の
理
由
で
、
手
術
や

抗
が
ん
剤
治
療
が
難
し
い
食
道
ウイルス製剤と放射線治療併用

食道がん腫蕩消失

岡
山
大
大
学
院
グ
ル
ー
プ
臨
床
研
究

が
ん
患
者
へ
の
新
た
な
治
療
戦

略
を
検
討。

放
射
線
で
破
壊
し

た
が
ん
細
胞
に
テ
ロ
メ
ラ
イ
シ

ン
を
投
与
す
る
と
、
が
ん
細
胞

の
D
N
A

を
修
復
す
る
タ
ン
パ

ク
質
を
破
壊
し
、
が
ん
の
増
殖

を
防
ぐ
と
い
う
基
礎
研
究
成
果

を
踏
ま
え
、2
0
1
3

年
日
月

i
m
年
1

月
、
岡
山
大
病
院(岡

山
市
北
区
鹿
田
町)
で
臨
床
研

究
を
行
っ
た。

対
象
は
m
i
m出
歳
の
男
女
ロ

人
。

食
道
が
ん
に
テ
ロ
メ
ラ

イ
シ
ン
を1
回
1

戸
川
(ウ
イ

ル
ス
量
は
最
大1
兆
個
)
注
射

し
、
放
射
線
治
療
を6
週
間

続
け
た。

こ
の
間
、
テ
ロ
メ
ラ

イ
シ
ン
を
2

回
追
加
投
与
し

た
。

そ
の
結
果
、8
人
は
肉
眼

と
組
織
検
査
で
が
ん
が
確
認
さ

れ
ず
、3
人
は
縮
小
が
見
ら
れ

た
。主

な
副
作
用
と
し
て
、
発
熱

や
白
血
球
、
リ
ン
パ
球
の
減
少

は
あ
っ
た
も
の
の
、
重
篤
で
は

な
か
っ
た
と
い
う。
治
療
後
、

食
道
が
ん
の
転
移
や
他
の
病気

な
ど
で
8

人
は
亡
く
な
っ
た

が
、
現
在
も4
人
が
生
存
し
て

い
る
。

テ
ロ
メ
ラ
イ
シ
ン
は
風
邪
ウ

イ
ル
ス
の
一
種
・
ア
デ
ノ
ウ
イ

ル
ス
を
無
害
化
し
て
遺
伝
子
を

組
み
換
え
、
が
ん
細
胞
だ
け
を

切
除
前
投
薬

膳
臓
が
ん
を
切
除
す
る
前
に

抗
が
ん
剤
を
投
与
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
今
の
標
準
的
な
治
療

法
よ
り
も
患
者
の
生
存
期
聞
が

平
均
で
約
叩
カ
月
長
く
な
っ
た

と
の
研
究
結
果
を
東
北
大
の
チ

治
療
効
果

ー
ム
が
M
日
ま
で
に
発
表
し

た
。切

除
可
能
な
が
ん
は
、
な
る

べ
く
早
期
に
手
術
す
る
と
い
う

考
え
が
一
般
的
だ
が

、

結
果
を

受
け
て
、
日
本
勝
臓
学
会
の
診 療

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
推
奨
さ
れ

る
見
通
し
に
な
っ
た
と
い
う
。

同
大
は
「
厳
し
い
生
存
率
で
知

ら
れ
る
勝
臓
が
ん
の
治
療
成
績

の
向
上
に
つ
な
が
る
」
と
期
待

し
て
い
る
。

12人中8人体に負担少なく

勝
臓
が
ん
の3
年
生
存
率
は

約
日
%
で
、
主
要
な
が
ん
の
中

で
最
も
厳
し
い
こ
と
で
知
ら
れ

る
。

自
覚
症
状
が
出
に
く
い
た

め
、
進
行
し
た
状
態
で
見
つ
か

る
こ
と
が
多
く
、
患
者
の
う

ち
、
切
除
で
き
る
人
は
約
2

割

と
い
う
。

チ
ー
ム
は
金
園
町
病
院
で

、

王
術
可
能
と
判
断
さ
れ
た
乃
歳

以
下
の
成
人
患
者
約
3
6
0

人

を
対
象
に
研
究
を
実
施
。
標
準

東北大チーム

技
術

・

療
法

破
壊
す
る。
製
造
す
る
同
大
発

の
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー-
オ
ン

富岡山大病院で行った臨床研究
ウイルス製剤
テロメライシンを
食道がんに注射 放射線治療

的
に
「σ
わ
れ
て
い
る
手
術
後
に

抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
た
グ
ル

ー
プ
と
、
手
術
前
に
も
抗
が
ん

剤
治
療
を
受
け
た
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
治
療
効
果
を
比
較
し

た
。
こ
の
結果
、
手
術
前
に
抗

が
ん
剤
を
使
っ
た
グ
ル
ー
プ
の

平
均
生
存
期
間
は
約
3

年
で
、

標
準
治
療
よ
り
も
約
叩
カ
月
長

か
っ
た。

リ
ン
パ
節
へ
の
転
移
や
肝
臓

に
再
発
す
る
ケl
ス
は
従
来
法

コ
リ
ス
パ
イ
オ
フ
ァ
ー
マ(東

京
)
は
、
同
様
の
手
法
を
用
い
、

実
用
化
に
向
け
た
次
の
ス
テ
ッ

プ
で
あ
る
臨
床
試
験(治
験
)

を
岡
山
大
病
院
な
ど
で
行
っ
て

い
る
。

藤
原
教
授
は
「治
験
は
4

年

前
後
で
終
え
る
予
定
。

効
果
が

見
ら
れ
れ
ば
(治
療
を
行
い
な

が
ら
安
全
性
な
ど
の
情
報
を
収

集
し
、
本
承
認
を
目
指
す)条

件
付
き
早
期
承
認
制
度
を
活
用

し
、
患
者
へ
の
投
与
を
始
め
た

い
」
と
話
し
て
い
る。

(河
内
慎
太
郎
)

山
陽
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
日
日
(
火
)

よ
り
少
な
く
、
チl
ム
は
「
薬

で
自
に
見
え
な
い
が
ん
を
や
っ

つ
け
た
の
で
は
な
い
か
」
と
み

て
い
る
。

共
同
通
信
〉

京

都
新
聞
・

夕
刊

2
0
1
9

年
1

月
泊
目
(
木
)
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技
術
・

療
法

長
崎
大
が
新
再
生
医
療

l
l
J
 

E
P
 

十二指腸がんに「細胞シー

長
崎
大
は
今
年
、
患
者
自
身
の
細
胞
を
培
養
し
て
つ

く

る
「
細
胞
シl
ト
」

を
、
初
期
の
十
二
指
腸
が
ん
治
療
に
役
立
て
る
新
た
な
再
生
医
療
技
術
の
確
立

に
向
け
、
研
究
を
本
格
化
さ
せ
る

。

十
二
指
腸
内
側
の
粘
膜
に
で
き
た
が
ん
を

内
視
鏡
で
削
り
取
っ
た
後
、
そ
の
外
側
に
シ

l

ト
を
貼
っ
て
穴
が
あく
ムロ
併
症

を
防
ぐ
技
術。

シ
ー
ト
の
作
製
技
術
を
持
つ
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
「
テ
ル
モ
」

(東
京
)
の
出
資
で
共
同
研
究
を
進
め
る
「
消
化
器
再
生
医
療
学
講
座
」
を
、

同
大
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
に

1

日
付
で
開
設
し
た

。

細
胞
シ
!
ト
は
、
重
症
心
不
全
患

者
の
心
臓
に
貼
っ
て
再
生
治
療
を
促

す
「
ハ
l

ト
シ
l

ト
」
を
、
同
社
が

2
0
1
6

年
に
発
売。

今
回
の
研
究

は
、
同
種
の
シl
ト
を
消
化
器
に
活

用
す
る
の
が
狙
い
。

-
日
付
で
就
任

し
た
同
講
座
の
金
高
賢
悟
教
授
は

「動
物
実
験
で
効
果
が
確
認
で
き
た

。

早
期
に
臨
床
試
験
に
着
手
し
、
数
年

以
内
の
実
用
化
を
目
指
す
」
と
し
て

い
る

。
十
二
指
腸
は
小
腸
の一部
で
、
胃

か
ら
の
入
り
口
に
当
た
る
部
分

。

金

高
教
授
に
よ
る
と
、
研
究
す
る
の
は

内
側
の
粘
膜
に
生
じ
た
初
期
の
が
ん

細
胞
を
削
り
取
る
「
内
視
鏡
下
粘
膜

下
層
剥
離
術
(E
S
D

)
」

の
後
、

治
療
し
た
部
位
の
外
側
に
シ
l

ト
を

貼
っ
て
移
植
す
る
技
術J腹
部
の
穴

か
ら
差
し
込
ん
で
貼
る
腹
腔
鏡
手
術

の
専
用
器
具
も
、
同
大
学
院
工
学
研 究

科
と
共
同
開
発
す
る
。
シ
ー
ト
は

直
径
約3
号
、
厚
さ0
・
1

日
以
下

の
円
形
で
、
足
の
筋
肉(骨
格
筋)

の
細
胞
か
ら
作
る

。

関
連
す
る
特
許

を
出
願
済
み。

十
二
指
腸
が
ん
は
、
開
腹
手
術
な

ど
で
切
除
す
る
の
が一般
的。
十
二

指
腸
のE
S
D

は
近
年
実
用
化
さ
れ

た
治
空
刀
法
で
、
患
者
の
負
担
や
危

険
が
減
る
半
面
、
消
化
液
の
影
響
で
、

が
ん
細
胞
を
削
り
取
っ
て
薄
く

な
っ

た
患
部
に
後
で
穴
が
開く穿
お
と
い

う
合
併
症
が
起
き
や
す
く

な
る

。

現

状
は
3

割
程
度
で
穿
孔
が
起
き
て
い

る
。

一方
、
シ
l

ト
は
貼
る
と
患
部
の

再
生
を
促
す
成
分
を
出
す
作
用
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
ブ
タ
を
使
っ
た
実

験
で
は
穿
孔
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

た
。

実
用
化
に
よ
り
合
併
症
の
リ
ス

ク
が
減
れ
ば
、E
S
D

で
治
療
で
き

講座開設合併症防ぐ治療研究本格化

採
一

の
膜
分
す

分
ト

を
シ
部
粘
る
部
や
部
一

胞
し
る
内
務
」
取
た
き
た
シ

細
養
く
↓
で
抱
り
↓
つ
あ
つ

に

の
培
つ
鏡
細

削

取
が
る
取
側
る

者
・

を
視
ん
と
り
穴
な
り
外
貼

患
取
ト
内
が
ご
削

に
く
削
の
を

4守

る
患
者
が
増
え
る
効
果
が
期
待
で
き

る
。長

崎
大
は
、
患
者
の
口
内
の
細
胞

か
ら
培
養
し
た
別
種
の
シ
l

ト
を
食

道
が
ん
治
療
に
役
立
て
る
技
術
を
研

究
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
「

ハ
ー

ト
シ
l

ト

」

の
実
用
化
を
受
け
、
げ

年
度
から
重
点
研
究
課
題
の一つ
と

し
て
今
回
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。 研

究
を
指
揮
し
て
き
た
同
大
大
学
院

移
植
・
消
化
器
外
科
の
江
口
晋
教
授

は
「成
功
す
仇
ぱ
他
の
消
化
器
の
疾

患
に
も
活
用
の
可
能
性
が
広
が
る
」

と
話
す。
(

山
口
恭
祐)

長
崎
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
3

日

(
木
)
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開発A 心電図判定
治
療
必
要
か
高
精
度
で
見
極
め

胸
の
痛
み
で
救
急
外
来
を
受
診
し
た

患
者
の
心
電
図
か
ら
、
急
性
心
筋
梗
塞

な
ど
で
血
管
を
広
げ
る
カ
テl
テ
ル
治

療
が
必
要
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
人
工

知
能
(A
I
)
を
開
発
し
た
と
、
慶
応

大
医
学
部
の
後
藤
信

一助
教
ら
が
発
表

し
た
。

論
文
が
叩
目
、
米
科
学
誌
「プ

ロ
ス
ワ
ン
」
に
掲
載
さ
れ
た。

慶大助教ら

後
藤
助
教
ら
は
、
過
去
叩
年

間
に
慶
応
大
病
院
の
救
急
外
来

を
受
診
し
た
約4
万
人
の
心
電

図
の
デ
I

タ
を
基
に
、
急
性
心

筋
梗
塞
や
狭
心
症
な
ど
カ
テl

テ
ル
治
療
が
必
要
な
心
電
図
の

特
徴
を
A
I
に
学
習
さ
せ
た。

そ
の
結
果
、A
I
は
、
心
電
図

だ
け
で
、
経
験
を
積
ん
だ
医
師

よ
り
も
高
い
精
度
で
治
療
の
要

否
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。

心
臓
に
酸
素
や
栄
養
を
運
ぶ

血
管
が
詰
まっ
た
り
、
流
れ
が

悪
く
な
っ
た
り
す
る
病
気
の
中

で
も
、
完
全
に
詰
ま
る
急
性
心

筋
梗
塞
は
、
心
筋
の
壊
死
が
急

速
に
進
み
、
死
に
至
る
こ
と
も

あ
る
。

カ
テ
l

テ
ル
治
療
に
よ

っ
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
血
流

を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

だ
。

A
I
を
活
用
す
れ
ば
、
専
門

AIによる判定の流れ

一
川

の
巣
市
は
d
d

固
i
l
l
i
t
-

-ま

図
隻
U
M
ニ
『
l

起

電
査
Z
E

E

邸

、
ω
検
-
I
d-
-

都

a
-
判
1
1

、H
M

医
が
心
電
図
の
ほ
か
に
血
液
検

査
や
超
音
波
検
査
な
ど
の
結
果

を
ふ
ま
え
て
総
合
的
に
行
う診

断
を
簡
素
化
し
迅
速
な
治
療
が

で
き
る
可
能
性
が
あ
る。

デ
ー
タ
に
基
づ
く
次
世
代
の

個
別
化
医
療
を
研
究
し
て
い
る

高
木
周
・

東
京
大
教
授
(生
体

力
学
)
は
「将
来
は
自
覚
症
状

が
出
る
前
に
、
兆
候
を
発
見
で

き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
評
価
し
て
い
る。

吾ヨr

関川J

古冗
(
東
京
)・
夕
刊

2
0
1
9

年
1

月
刊
日

(
金
)

検
査
や
治
療
の
方
針
を
定
め
た

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
(
指
針
)
を

策
定
し
て
い
る
学
会
の
約
2

割

が
、
指
針
の
質
を
十
分
に
確
保
で

き
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
と
の

調
査
結
果
を
、
日
本
医
学
会
連
合

が
ま
と
め
た。
買
を
支
え
る
エ
ビ

デ
ン
ス
(
科
学
的
根
拠
)
の
集
め

方
に
問
題
が
あ
っ
た
り
、
日
本
人

を
対
象
に
し
た
研
究
が
不
足
し
て

い
た
り
す
る
た
め
と
み
ら
れ
る
。

同
連
合
は
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
指
針
の
改
善
に
向
け
た
議
論

を
始
め
た。

同
連
合
は
内
科
や
外
科
な
ど
1

2
9

学
会
が
加
盟
す
る
医
学
系
最

大
の
学
術
団
体。
診
療
指
針
の
質

に
つ
い
て
臨
床
系
の
部
学
会
に
ア

ン
ケ
ー
ト
し
、
約6
割
の
同
学
会

か
ら
あ
っ
た
回
答
を
昨
年
ま
と
め

た
。指

針
は
エ
ビ
デ
ン
ス
を
基
に
、

患
者
に
有
益
と
考
え
ら
れ
る
検
査

や
治
療
の
方
針
を
定
め
た
も
の
だ

が
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
は
檀
数
の
研

究
を
集
め
て
比
較・
検
討
し
た
信

頼
性
が
高
い
も
の
か
ら
、
症
例
報

告
な
ど
比
較
的
低
い
も
の
ま
で
あ

る
。

ま
た
、
日
本
人
に
適
用
す
る
場

合
、
日
本
人
対
象
の
研
究
が
あ
る

技
術
・

療
法

「質Jに疑問符診療指針
アンケート に臨床系 9学会

方
が
信
頼
性
は
高
い
と
さ
れ
る
。

調
査
で
は
、
指
針
を
策
定
す
る

際
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
つ
い
て
、
約

2

割
の
9

学
会
が
詳
細
に
研
究
論

文
を
探
す
な
ど
質
を
重
視
す
る
集

め
方
を
し
て
い
な
い
と
回
答
。

日

本
人
を
対
象
と
し
た
研
究
の
論
文

が
「
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
答
え
た

の
も
、
約
半
数
の
お
学
会
に
上
っ

た
。
指
針
は
合
併
症
や
誤
診
、
費

用
負
担
な
ど
患
者
へ
の
不
利
益
も

考
慮
し
、
利
益
が
そ
れ
を
上
回
る

検
査
や
治
療
だ
け
を
採
用
す
べ
き

な
の
に
、
「
そ
う
で
な
い
」
と
し

た
回
答
も9
学
会
あ
っ
た。

調
査
し
た
臨
時
干

B由
・東
京
大

教
授
は
「
日
本
人
を
対
象
と
し
た

研
究
や
エ
ピ
デ
ン
ス
そ
の
も
の
が

な
か
っ
た
り
す
る
病
気
の
分
野
や

種
類
も
あ
る。
専
門
家
同
士
が
意

見
を
出
し
合
い
、
少
し
で
も
指
針

の
質
を
向
上
さ
せ
て
い
く
方
法
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘

す
る
。

【渡
辺
諒
】

ル一

時

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
9

日
(
水
)
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看護師不足にロボ.AI

メーカー開発に本腰

看
護
師
不
足
に
悩
む
病
院
を

ロ
ボ
ッ
ト
や
A
I
(
人
工
知

能
)
で
助
け
よ
う
と
、
大
手
電

機
メ
ー
カ
ー
が
開
発
に
本
腰
を

入
れ
始
め
た。
病
院
な
ら
で
は

の
業
務
の
省
力
化
に
向
け
て
、

各
社
が
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ

て
い
る

。

川
崎
市
の
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医

薬
剤
を
自
動
運
搬

a
y

」
が
運
ぶ
実
証
実
験
が
行

わ
れ
た
。
薬
剤
は
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
は
さ
ん
で
別
棟
ま
で
約

1
3
0
M
運
ば
せ
た
。

手
が
け

た
の
は
N
E
C

の
子
会
社
、N

E
C

ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ
(
東

京
)
だ。

病
院
で
薬
剤
や
検
体
を
運
ぶ

業
務
は
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
担
っ

て
い
る
が
、
夜
間
や
緊
急
時
は

看
護
師
が
対
応
せ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
も
多
い。

看
護
師
の
負
担
軽
減
や
業
務

の
効
率
を
高
め
る
た
め
に
、
米

ベ
ン
チ
ャ
ー
が
開
発
し
、
す
で

に
ホ
テ
ル
で
客
室
に
備
品
を
運

ぶ
な
ど
の
用
途
で
実
用
化
さ
れ

て
い
る
R
e
l
a
y

を
医
療
現

場
に
応
用。
薬
剤
を
す
り
替
え

ら
れ
た
り
し
な
い
よ
う
、
荷
物

を
入
れ
る
ケ1
ス
は
専
用
の
カ

ー
ド
を
使
わ
な
け
れ
ば
開
閉
で

き
な
い
よ
う
に
改
良
し
て
安
全

性
を
高
め
た。

「
操
作
面
は
使
い
や
す
い
と

評
価
さ
れ
た。
改
善
要
望
を
受

け
た
点
も
あ
る
の
で
、
検
証
結

果
を
踏
ま
え
て
実
用
化
を
め
ざ

し
た
い
」
とN
E
C
ネ
ッ
ツ
エ

ス
ア
イ
広
報
は
話
す
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
も
病
院
で
薬

剤
な
ど
を
運
ぶ
ロ
ボ
ッ
ト
「
ホ

ス
ピ
l

」
を
開
発。

2
0
1
3

年
に
改
良
発
売
し
、
現
在
は
全

国
で
日
台
が
稼
働
し
て
い
る
。

医
師
の
会
話
認
識
↓
病
状
記
録

看
護
師
が
患
者
の
様
子
を
書

き
と
め
る
「
看
護
記
録
」
に
注

目
す
る
の
が
富
士
通
研
究
所

だ
。

患
者
と
医
師
ら
が
交
わ
し

た
会
話
を
も
と
に
、
医
療
に
特

ル
出
し
た
音
声
認
識
A
ー
に
よ
っ

て
、
体
温
や
病
状
な
ど
を
記
録

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

医
師
や
看
護
師
が
胸
な
ど
に

つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
端
末
を
縦 療

機
関
で
実
証
実
験
を
す
る
予

定
だ。厚

生
労
働
省
の
試
算
で
は
、

お
年
に
は
看
護
職
員
が
全
国
で

3
万
i
m
万
人
ほ
ど
不
足
す
る

と
い
う
。

ロ
ボ
ッ
ト
や
A
ー
な

ど
に
よ
る
病
院
業
務
の
合
理
化

は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
商
機

を
迎
え
そ
う
だ。

(北
川
慧
一
)

病
院
運
営

外
国
人
患
者
6

割
受
け
入
れ
経
験

6
割
が
患
者
を
受
け
入
れ
た
実
績
が
あ

る
一
方
、
専
門
の
職
員
や
医
療
通
訳
が
い

る
の
は
わ
ず
か
数
%
|
|
。

外
国
人
患
者

に
対
す
る
道
内
の
医
療
機
関
の
実
態
が
、

道
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
わ
か
っ
た
。
海
外
か

ら
多
数
の
観
光
客
が
訪
れ
る
一
方
、
日
本

の
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
る
外
国

人
「
住
民
」
は
少
な
い
北
海
道
。

外
国
人

へ
の
医
療
提
供
を
ど
の
よ
う
に
行
う
べ
き

か
、
関
係
者
は
模
索
を
続
け
て
い
る
。

調
査
は
厚
生
労
働
省
の
依
頼
で
、
各
都

道
府
県
で
行
っ
て
い
る
も
の

。

道
医
務
薬

務
課
が
2
0
1
8
年
叩
月
、
道
内
9
5
1

の
病
院
・

診
療
所
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
6
2
1
機
関
(
邸

・
2
%
)
か
ら
回

答
を
得
た
速
報
を
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
外
国
人
患
者
を

受
け
入
れ
た
実
績
が
あ
る
医
療
機
関
は
3

7
6
(
ω
%
)
あ
り
、
医
療
機
関
を
受
診

す
る
外
国
人
が
、
道
内
で
も
増
え
て
い
る

実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

年
間
受
け
入

れ
患
者
数
は
「
日
人
未
満
」
が
日
%
で
最

も
多
く
、
「
叩S
組
人
」
が
担
%
で
続
い

た
。

「
1
0
0
人
以
上
」
受
け
入
れ
た
医

療
機
関
も
4
%
あ
っ
た

。

一
方
で
、
「
外
国
人
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整
備
」
(
5
%
)
、
「
(
外
国
人
受
け

入
れ
の
専
門
職
員
で
あ
る
)
医
療
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
!
の
配
置
」
(
2
%
)
、
「
医

療
通
訳
の
配
置
」
(
3
%
)
な
ど
、
外
国 専門職員・医療通訳配置は数%

道が病院・診療所アンケー卜

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
端
末

の
導
入
」
も
、
「
医
療
機
関
と
し
て
導

入
」
は
8
%
に
と
ど
ま
り
、
「
導
入
し
て

い
な
い
、
ま
た
は
医
療
従
事
者
が
個
人
で

使
用
」
が
ω
%
を
占
め
た
。

一
方
、
外
国
人
か
ら
の
医
療
費
の
未
収

金
が
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
の
は
6
%
に

と
ど
ま
っ
た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど

で
の
決
済
を
導
入
し
て
い
る
医
療
機
関
が

ω
%
あ
っ
た
ほ
か
、
パ
ス
ポ
ー
ト
や
身
分

証
を
コ
ピ
ー
す
る
な
ど
確
認
作
業
を
確
実

に
行
う
、
医
療
費
や
診
療
内
容
の
事
前
説

明
を
徹
底
す
る
な
ど
、
各
医
療
機
関
で
の

工
夫
も
進
ん
で
い
る
と
み
ら
れ
る

。

道
内
で
も
外
国
人
が
多
い
地
域
と
し
て

知
ら
れ
る
「
倶
知
安・
ニ
セ
コ
地
域
」
で

は
、
体
の
部
位
や
、
痛
み
の
強
さ
な
ど
の

病
状
と
い
っ
た
医
療
情
報
を
、
イ
ラ
ス
ト

と
日
英
中
の
3
カ
国
語
で
ま
と
め
た
図
を

作
製。
指
さ
し
対
応
な
ど
で
、
外
国
人
患

者
と
の
や
り
取
り
で
活
用
し
て
い
る

。

道

は
道
内
の
医
療
関
係
者
を
集
め
た
意
見
交

換
会
を
聞
き
、
こ
の
事
例
な
ど
を
紹
介

。

外
国
人
患
者
の
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
を

急
い
で
い
る。

(
田
之
畑
仁)
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判
明
大
学
病
院
で
は
昨
年
四
月
中

旬
か
ら
今
月
日
日
ま
で
、
検
体

や
薬
剤
を
ロ
ボ
ッ
ト
「Re
l

7

・
5

号
、
横9
・
5

号
、
幅

1
Hン
弱
、
重
さ
防
ぜ
の
カ
l

ド

状
に
小
型
他。
3

月
ま
で
に
医

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2

0
1
9

年
1
月

日
日

(
火
)

通
訳
コ
ス
ト
患
者
に

厚労省

医
療
費

訪
日
客
増
に
対
応

厚
生
労
働
省
は
、
通
訳
の
確

保
な
ど
医
療
行
為
以
外
の
コ
ス

ト
の
か
か
る
外
国
人
の
診
察
に

関
し
、
コ
ス
ト

分
を
患
者
に
転

嫁
し
や
す
く
す
る
。
訪
日
客
な

ど
外
国
人
患
者
は
今
後
も
増
'
え

る
見
通
し
で
、
同
省
は
、
医
療

機
関
の
経
営
へ
の
影
響
な
ど
を

考
慮
し
、
患
者
に
コ
ス
ト
分
を

請
求
す
る
際
の
算
定
方
法
な
ど

外国人患者にかかる
追加コストのイメージ
(医療費が 1 万円、
自己負担都合が 3~Jの場合)

1 万円

健康保倹の
支払い

3000円

外国人旅行者

の
具
体
例
を
今
年
度
中
に
示

す
。厚

労
省
が
「
月
印
人
の
外
国

人
患
者
の
あ
る
中
規
模
病
院
」

を
想
定
し
、
医
療
行
為
以
外
に

か
か
る
追
加
コ
ス
ト
を
試
算
し

た
と
と
ろ
、
「
ウ
ェ
ア
サ
イ
ト

の
多
言
語
対
応
な
ど
初
期
費

用
」
に
印
万3
2
0
0

万
円
、

「
通
訳
や
外
国
語
対
応
で
き
る

看
護
師
の
確
保
な
ど
運
営
費
」

に
年1
8
0
0

万
3
2
6
0
0

万
円
が
か
か
る
。
患
者
1

人
当

た
り
3

万
5
5

万
円
に
相
当
す

る
。だ

が
、
厚
労
省
の
調
査
(
2

0
1
6

年
)
に
よ
る
と
、8
割

の
医
療
機
関
が
外
国
人
患
者
に

追
加
コ
ス
ト
分
を
請
求
し
て
い

な
か
っ
た
。
一
方
で
通
常
の
医

療
費
の2
3
3

倍
に
設
定
し
て

い
る
ケ
l

ス
も
あ
り
、
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
に
「
喉
に
刺
さ
っ

た
魚
の
骨
を
大
学
病
院
で
取
り

除
い
て
も
ち
っ
た
ら5
万
円
近

く
も
請
求
さ
れ
た
」
と
中
国
人

か
ら
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
。

4

月
施
行
の
改
正
入
管
法
に

よ
る
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ

拡
大
も
外
国
人
患
者
増
加
の
要

因
に
な
り
そ
う
だ
。
同
省
は
、

放
置
す
れ
ば
地
域
医
療
の
混
乱

を
招
き
か
ね
な
い
と
判
断
。
患

者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
な

目
安
を
示
す
。
追
加
コ
ス
ト
に

基
づ
く
患
者
負
担
の
積
算
方
法

を
示
す
と
と
な
ど
が
想
定
さ
れ

る
。

【熊
谷
豪
】

毎

日

(
東
京
)
・
朝
刊

2

0
1
9

年
1

月
5

日
(
土
)

人
受
け
入
れ
の
た
め
の
態
勢
の
整
備
は
遅

れ
が
目
立
っ
た
。

外
国
語
で
の
や
り
取
り
に
利
用
で
き
る

発刊三土
日Jし、病院広幸

病
院
運
営

朝

日

(
札
幌
)・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
8

日
(
火
)

七
尾
・
恵
寿
総
合
病
院
の
「
恵
寿
」

七
尾
市
富
岡
町
の
恵
寿
総
合
病
院

の
広
報
誌
「
恵
寿
」
が
一
月
に
百
号

を
迎
え
た。

二
十
五
年
以
上
、
同
院

の
先
進
的
な
取
り
組
み
ゃ
医
師
の
活

動
の
報
告
な
ど
を
続
け
て
お
り
、
担

当
者
は
「
振
り
返
れ
ば
長
い
歴
史
に

な
っ
た
。

今
後
も
読
者
が
医
療
や
病

院
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
発
信
を
続
け
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

(
中
川
紘
希
)

広
報
誌
は
「H
O
T
T
I

M
E
」
と
い
う
名
前
で
一
九
九

二
年
に
創
刊。
医
師
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
新
人
職
員
の
紹
介
、

病
気
の
解
説
の
ほ
か
、
同
院
の

賞
受
賞
や
新
機
器
導
入
な
ど
を

伝
え
て
き
た。
近
年
で
は
、
有

名
人
の
死
去
で
話
題
と
な
っ
た

乳
が
ん
の
特
集
を
組
ん
だ
り
、

会
員
制
交
流
サ
イ
ト

(
S
N

S
)
に
ち
な
ん
だ
レ
イ
ア
ウ
ト

に
し
た
り
す
る
な
ど
工
夫
を
凝

ら
し
て
い
る
と
い
う
。

多彩な特集、レイアウトにも工夫

病
院
を
運
営
す
る
社
会
医
療

法
人
財
団・
薫
仙
会
企
画
部
の

広
報
担
当
、
磯
野
和
香
さ
ん
ら

が
医
師
ら
の
取
材
を
経
て
原
稿

を
執
筆。
年
四
回
発
戸
り
し
、
院
内

や
役
所
、
消
防
署
、
連
携
す
る
ク

リ
ニ
ッ
ク
な
ど
で
配
布
し
て
い

る
。

今
後
は
季
刊
誌
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
病
気
ご
と
の
特
集

号
も
組
み
、
読
者
の
学
び
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る。進

藤
浩
美
本
部
長
は
「
医
療
従
事

者
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
や

患
者
さ
ん
に
役
立
つ
情
報
を
届

け
ら
れ
れ
ば
」
と
話
し
た
。

北
陸
中
日
新
聞
・朝
刊

2

0
1

9

年
1

月

U
日
(
日
)
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全国初の山岳医事務所

認定医の神田橋さん文京に

病
院
運
営

付
き
添
い
、
計
画
助
言
登
山
者
を
支
援

日
本
登
山
医
学
会
の
認
定
資
格
を
持
つ
内
科
医
の

神
田
橋
宏
治
さ
ん
(
日
)
が
、
全
国
初
の
「
山
岳
医
事

務
所
」
を
文
京
区
向
丘
1

に
開
設
し
た
。
登
山
ブ
ー

ム
を
背
景
に
、
山
で
の
遭
難
者
数
は
年
間
3
0
0
0

人
を
超
す
が
、
一
部
の
山
に
し
か
診
療
所
が
な
い
な

ど
、
医
療
体
制
は
十
分
に
整
っ
て
い
な
い
。
神
田
橋

さ
ん
は
「
山
で
は
診
断
ミ
ス
一
つ
が
命
取
り
に
な
る
」

と
指
摘。
「
山
岳
医
事
務所
」
で
は
医
師
・
看
護
師

の
同
行
や
登
山
計
画
作
成
の
助
言
な
ど
に
対
応
す

る
。

【高
橋
昌
紀】

警
察
庁
の
ま
と
め
に
よ

る
と
、
2
0
1
7

年
の
山

岳
遭
難
は
計25
8
3

件

(
前
年
比
邸
件
増
)
の
計

3
1
1
1

人
(
同1
8
2

人
増
)
。
い
ず
れ
も
統
計

が
残
る1
9
6
1

年
以
降

で
最
も
多
く
、
死
者・
行

方
不
明
者
は
計35
4

人

(
同
犯
人
増
)
、
負
傷
者

は
1
2
0
8

人
(
開
拓
人

増
)
に
上
っ
た
。

日
本
登
山
医
学
会
は
、

圏
内
山
岳
医
と
し
て
約
別

人
を
認
定
し
て
い
る
。
高

山
病
や
凍
傷
、
高
所
生
理

学
な
ど
の
座
学
に
加
え
、

登
山
技
術
の
習
得
が
必
修 で

、
雪
崩
の
救
出
訓
練
な

ど
も
義
務
づ
け
て
い
る
。

神
田
橋
さ
ん
は
叩
年
ほ

ど
前
、
体
力
作
り
の
た
め

に
登
山
を
始
め
た
。
ロ
年

夏
ご
ろ
、
谷
川
岳(
1
9

7
7
M
)
を
登
山
中
に
自

身
が
深
刻
な
脱
水
症
状
に

陥
り
、
そ
の
後
も
体
調
を

崩
し
た
登
山
者
に
た
び
た

び
遭
遇
し
た
と
と
で
、
真

剣
に
「
山
の
リ
ス
ク
」
を

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。「

山
で
は
通
常
の
医
療

知
識
だ
け
で
は
適
用
し
な

い
」
と
、
昨
年6
月
に
圏

内
山
岳
医
の
資
格
を
取

得
。
仲
間
の
山
岳
医
や
看

護
師
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン

見
を
擦
り
合
わ
せ
、
安
全
に

貢
献
す
る
の
が
山
岳
医
の
役

目
。
「
す
ご
い
こ
と
」
と
目

を
細
め
て
語
る
グ
ラ
フ
が
あ

る
。
北
海
道
で
は
低
体
温
症

に
な
っ
た
避
難
者
の
生
存
率

が
、
5

年
前
の5
割
か
ら9

国
際
山
岳
医
大
城
和
恵
さ
ん

エ
ベ
レ
ス
ト
世
界
最
高
齢

登
頂
者
で
冒
険
家
の
三
浦
雄

一
郎
さ
ん
(
邸
)
は
「
不
摂

生
な
高
齢
者
」
の
顔
も
持
つ
。

手
を
引
っ
込
め
て
パ
ツ
が
悪

そ
う
に
苦
笑
い。
「
健
康
管

理
と
い
う
私
の
立
場
を
尊
重

し
て
く
れ
る
。
お
か
げ
で
血

テ
ィ
ア
で
診
療
所
の
な
い

山
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

を
始
め
た
。
ご
う
し
た
活

動
を
通
じ
て
、
登
山
者
が

医
療
面
の
サ
ポ
ー
ト
を

気
軽
に
受
け
ら
れ
る
組
織

の
必
要
性
を
感
じ
た
と
い

う
。昨

年
末
に
開
設
し
た

「
山
岳
医
事
務
所
」
で
は

①
付
き
添
い
登
山
(日本

登
山
医
学
会
認
定
の
医
師

・

看
護
師
の
同
行
、
山
岳

計
画
の
作
成
)
②
講
演
活

動
(
登
山
や
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
ニ
ン
グ
の
有
用
性
と
危

険
性
の
啓
発
)
③
企
業
・

団
体
向
け
ア
ド
バ
イ
ス

(
開
催
者
向
り
に
医
療
面

で
の
ア
ド
バ
イ
ス
)
④
山

好評
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー

ト
(
救
護
班
と
し
て
救
護

体
制
の
統
括
や
実
務
)
|

ー
に
対
応
す
る
。

神
田
橋
さ
ん
は
「
ち
っ

ぽ
り
な
人
聞
に
、
山
は
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
え
て

く
れ
る
。
登
山
者
が
無
事

に
下
山
し
て
、
山
で
の
体

験
を
人
生
の
糧
と
す
る
手

助
け
を
し
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
神
田
橋

宏
治
山
岳
医
事
務
所
(
F

E
u
m
一
ミ
ポ
ヨ
司
君-w
R丘

ω
u
m
ω
U
H
'
m
m
H
H
m
ω
w
c
 

r
o
O
B
)へ
。

毎

日

(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
引
日
(
月
)

や
受
け
入
れ
体
制
の
強
化
な
ど
で
新

規
の
入
院
、
外
来
岸
善
が
増
加
し
た

。

新
病
院
全
体
の
外
来
患
者
数
は
前

年
比9
3
0
8

人
増
の
お
万36
6

4

人
、
入
院
患
者
は
1
0
6
2

人
増

の
1

万
5
7
8
8

人
だ
っ
た。
手
術
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登山家の限界見極める
持
病
の
高
血
圧
、
不
整
脈
に

加
え
、
食べ
過
ぎ
て
体
重
卯

J
を
超
す
の
に
、
楽
観
的
で

薬
を
飲
も
う
と
し
な
い
。

そ
ん
な
病
院
嫌
い
が
「
先

生
が
言
う
な
ら
」
と
信
頼
を

置
く
の
が
、
国
際
山
岳
医
の

大
城
和
恵
さ
ん
(
日
)

。

2

人

を
含
む
登
山
陵
は
今
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
で
標
高
6
9
5
9

M
の
南
米
最
高
峰
ア
コ
ン
カ

グ
ア
登
頂
に
挑
ん
で
い
る
。

血
圧
を
下
げ
る
た
め
、
南

米
で
は
塩
分
制
限
中
の三浦

さ
ん。
食
事
の
際
、
好
物
の

ス
テ
ー
キ
を
前
に
ソ
!
ス
を

取
ろ
う
と
し
た
が
、
大
城
さ

ん
の
「あ
」
と
い
う
表
情
に
、 圧

は
良
く
な
っ
た
」

• 
口

山
に
固
ま
れ
た
長
野
市
育

ち
。

人
生
の
岐
路
で
は
、
常

に
山
の
あ
る
方
を
選
ん
で
き

た
。

都
内
の
大
学
病
院
で
医

師
と
し
て
働
い
て
叩
年
で

「
ス
キ
ー
を
楽
し
み
た
い
」

と
札
幌
に
移
住
。
山
岳
医
療

専
門
の
資
格
の
存
在
を
知
る

と
、
す
ぐ
英
国
に
渡
り
、
2

0
1
0

年
に
日
本
人
初
の
国

際
山
岳
医
と
な
っ
た

。

月
の
半
分
は
札
幌
の
病
院

で
働
き
、
残
り
は
救
助
隊員

ら
へ
の
講
習
な
ど
で
全
国
を

飛
び
回
る。
ア
コ
ン
カ
グ
ア

を
控
え
る
同
年
ロ
月
も
、
新

潟
県
の
雪
山
で
遭
難
救
助
の

講
習
会
を
開
催。

新
潟
県
警

の
男
性
は
「山
の
救
助
現
場

は
判
断
に
迷
う
こ
と
が
多

い
。

豊
富
な
知
識
と
経
験
を

持
ち
、
即
断
で
き
る
先
生
を

見
習
い
た
い
」
と
感
服
す
る

。

現
場
の
経
験
と
糾
学
的
知

-
幸
運
の
ザ
ッ
ク
「こ
れ
を
背
負
っ
て
行
く
」

。

2

0
1
3

年
、
標
高6
5
0
0
Mの
エ
ベ
レ
ス
ト
の
キ
ャ

ン
プ
地。
山
頂
へ
ア
タ
ッ
ク
す
る三浦
さ
ん
は
、
自
分
の

も
の
で
は
な
く
軽
量
化
さ
れ
た
大
城
さ
ん
の
ザ
ッ
ク
を

選
ん
だ。

当
時
は
キ
ャ
ン
プ
で
待
機
し
て
い
た
大
城
さ

ん
。
旧
年5
月
に
自
身
の
足
で
初
め
て
、
ザ
ッ

ク
は
2

度
目
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
を
果
た
し
た
。

「縁
起
が
良

い
お
守
り
」
と
し
て
当
然
、
ア
コ
ン
カ
グ
ア
に
も
背
負

っ
て
い
く。
三
浦
さ
ん
か
ら
再
び
指
名
を
受
け
る
か
も

し
れ
な
い。

三浦さんと南米最高峰ヘ
割
に
。
体
を
温
め
る
搬
送
手

法
を
編
み
出
す
な
ど
、
現
場

と
協
力
を
続
け
た
成
果
だ
。

• 
口

活
躍
を
知
っ
た三
浦
さ
ん

に
請
わ
れ
て
同
行
し
た
凶
年

の
エ
ベ
レ
ス
ト。

登
頂
の
ニ

ュ
ー
ス
に
沸
い
た
翌
日
、
下

山
中
に
精
根
尽
き
た
三
浦
さ

ん
の
様
子
を
見
て
、
「
安
全

の
た
め
下
ま
で
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
で
下
り
る
べ
き
だ
」
と
進

言
。
渋
る
仲
間
を
説
き
伏
せ

た
。

歩
き
切
る
こ
と
の
価
値

も
わ
か
っ
て
い
た
が
、
「
判

断
は
正
し
か
っ
た
と
思
う
」

。

出
発
前
、
遠
征
の
目
標
を

聞
く
と
、
「
生
き
て
帰
る
こ

と
で
す
よ
」
と
即
答
し
た

。

現
地
で
は
日
夜三
浦
さ
ん
の

健
康
状
態
に
気
を
配
る
。

「
心

臓
や
肺
は
並
の
郎
歳
よ
り
悪

い
」
と
し
つ
つ
「あ
の
自
由

奔
放
さ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

極
限
下
で
も
強
い
。

行
く
か

止
め
る
か
、
限
界
の
見
極
め

を
誤
り
た
く
な
い
」
。

笑
み

を
絶
や
さ
ぬ
明
る
い
表
情

が
、
引
き
締
ま
っ
た
。

文
伴
正
春

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
沼
田
(
日
)

|新県立中央病院開院 | 

全国初の女性外来

昨
年1
月
に
建
て
替
え
た
県
立
中

央
病
院
(
金
沢
市
鞍
月
東
2

丁
目
)

が
9

日
で
開
院
か
ら1
年
を
迎
え

る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
全

国
で
初
め
て
設
け
た
女
性
専
用
外
来

が
好
評
で
、
新
病
院
で
の
診
療
開
始

後
、2
万
3
3
3
4

人
が
利
用
し
た

。

各
フ
ロ
ア
に
分
か
れ
て
い
た
旧
病
院

時
に
比
べ
て
日%
(
4
5
2
2人
)

増
え
た。利

用
者
が
増
加

女
性
専
用
外
来
は
婦
人
糾
や
乳
腺

外
糾
な
ど
を
ま
と
め
て
配
置
し
、
男

性
の
目
を
気
に
せ
ず
に
受
診
で
き
る

よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

検
査
機
能

病
院
運
営

室
が
旧
病
院
よ
り
4

室
増
え
てU
室

と
な
っ
た
こ
と
や
、
業
務
の
見
直
し

で
従
来
よ
り
多
い
受
け
入
れ
が
可
能

と
な
っ
た。

ベ
ッ
ド
の
満
床
を
防
ぐ
た
め
、
回

復
期
に
入
っ
た
入
院
患
者
に
転
院
し

て
も
ら
う
近
隣
医
療
機
関
と
の
連
携

も
進
ん
で
お
り
、
平
均
在
院
日
数
は

叩
・
9

日
と
旧
病
院
よ
り
1

日
ほ
ど

短
縮
さ
れ
た。
昨
年
の
延
べ
入
院
患

者
数
も3
1
1
1

人
減
の
四
万97

7
7

人
と
な
っ
た。

ド
ク
タ
ー
へ
リ
出
動
お
件

昨
年9
月
に
運
航
を
始
め
た
ド
ク

タ
ー
へ
リ
は1
月
7

日
時
点
で
現
場

出
動
が
お
件
、
転
院
搬
送
が

7

件
あ

っ
た。
岡
田
俊
英
院
長
は「救
急
搬

送
や
他
の
医
療
機
関
か
ら
の
転
院
依

頼
を
全
て
受
け
入
れ
る
の
が
目
標

。

最
新
の
施
設
に
中
身
が
伴
う
よ
う
努

力
を
続
け
、
県
民
の
求
め
る
医
療
を

提
供
し
た
い」
と
話
し
た。

北
園
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
9

日
(
水
)
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漫画からけがの知識

安
藤
さ
ん
(
弓
)
が
第
1

話

病
院
の
待
ち
時
間
に
漫
画
を
通
し
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

け
が
の
知
識
を
伝
え
よ
う
と
、
東
北
首
需
工
科
大
企
画

構
想
学
科4
年
安
藤
静
さ
ん
(
幻)H山
霊
巾H
が
山
形

徳
洲
会
病
院
の
整
形
外
科
医
の
監
修
で
、
医
療
コ
メ
デ

ィ
ー
漫
画
を
作
成
し
て
い
る
。

完
成
し
た
「
第1
習

は
整
形
外
科
待
合
室
に
置
か
れ
、
治
療
で
訪
れ
た
中
高

生
が
手
に
す
る
姿
も。
安
藤
さ
ん
は
「
漫
画
で
自
分
の

体
を
知
り
、
け
が
と
上
手
に
つ
き
あ
う
こ
と
で
、
ス
ポ

ー
ツ
を
よ
り
楽
し
む
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
話
す
。

安
藤
さ
ん
は
病
院
の
待
ち
時
間

を
、
け
が
の
知
識
や
予
防
に
つ
な

が
る
情
報
の
入
手
に
右
効
活
用
で

き
な
い
か
と
考
え
、
卒
業
制
作
の

一
環
と
し
て
取
り
組
み
を
始
め

た
。

大
学
の
仲
間
の
協
力
を
得
て
、

同
病
院
整
形
外
科
の
大
沼
寧
医
師

ら
に
相
談
。
病
院
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
、
運
動
部
に
所
属
す
る
中

高
生
の
利
用
が
多
く
、
漫
画
で
け

が
の
対
処
や
予
防
法
を
知
り
た
い

山
形
徳
洲
会
病
院
に

と
の
声
が
あ
っ
た
と
い
う
。

絵
を
描
く
の
が
好
き
だ
っ
た
安

藤
さ
ん
だ
が
、
漫
画
を
描
く
の

は
初
め
て
。

ス
ポ
ー
ツ
経
験
も

ほ
と
ん
ど
な
く
、
整
形
外
科
の

利
用
も
な
く
、
大
沼
医
師
ら
に

話
を
聞
き
、
ス
ト
ー
リ
ー
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
考
案
。

「
ヒ
ー

ロ
ー
と
整
形
外
科
」
の
タ
イ
ト
ル

で
、
特
撮
ヒ
ー
ロ
ー
を
主
人
公
に
、

整
形
外
科
医
や
仲
間
と
と
も
に
け が

に
向
者
」
合
っ
て
い
く
内
容
に
仕

立
て
た
。

第
1

話
で
は
主
人
公
・
レ
ッ
ド

が
「
竪
別
+
宇
塑
情
損
傷
」
の
診

断
を
受
け
、
入
院
か
ら
手
術
、
復

帰
ま
で
、
仲
間
に
励
ま
さ
れ
リ
ハ

ビ
リ
す
る
姿
を
描
い
た
。

昨
年
末

か
ら
待
合
室
に
置
き
、
ポ
ス
タ
ー

と
と
も
に
紹
介
し
て
い
る
。
漫
画

は
5

話
完
結
で
、
ほ
か
に
野
球
肘
、

腰
椎
分
離
症
、
捻
挫
とRI
C
E

処
置
(
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
に
伴
う
応

急
措
置
)
、
外
反
母
駈
が
テ
1

マ

と
な
っ
て
い
る
。

2

月
の
同
大
の
卒
展
で
病
院
の

協
力
を
得
て
、5
話
を
ま
と
め
た

本
を
無
料
配
布
す
る
予
定
だ
。

監

修
し
た
大
沼
医
師
は
「
病
院
で
作

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
内
容
が
固
く

な
る
。

中
高
生
に
近
い
目
線
で
描

か
れ
て
お
り
、
け
が
を
し
て
落
ち

込
ん
で
い
る
時
に
励
ま
す
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
は
」
と
期
待
す
る

。

(
柳
沢
明
子
)

待
合
時
間
活
用
し
て

山
形
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
8

臼
(
火
) 病

院
運
営

医療機関向け紙ノ切茶一引両紋発売- I 

庭、美作市産の茶葉を使い2016

年から販売しているペットボ

トル入りの 「瀬戸内茶J (500 
ミ リ ~ìO の紙パック商品として開

発した。

配茶サービスから同社商品に

切り替えた倉敷成人病センター

(倉敷市白楽町、 269床〕 では、

人件費や材糾費を含む総コスト

は変わらなかったが、 1 日約3

人の看護助手を他の仕事に回す

余力が生まれたという。

青山雅史社長は 「消費する側

と茶菓生産者まで含めた売り手

それぞれにメリ ッ トがある取り

組みにしたい」 と話している。

(久万真毅〕

安
全
、
手
軽
P
R

県
産
茶
葉
使
用

2019年1 月 7 日(月o

医療機関向けに販売を始
めた引両粧の紙パック茶

|山陽新聞・朝刊|

茶葉販売の引両紋 (備前市吉

永町吉永中) は、県産茶葉を100

%使った紙パック入り緑茶 「瀬

戸内茶」 の販売を始めた。 病院

が入院患者向けに行う配茶サー

ビスに着目。 医療機関への販売

拡大をにらみ、安全性や手軽さ

をアピールしている。

聞社などによると、配茶はこ

れまで、主に患者の水分補給の

ため多くの病院で行われてき

た。 しかし最近は、人手不足や

衛生面を考慮して取りやめるケ

ースが増えているという。

紙パック茶は200ミ リ ピJL入り 。

常温で長期保存でき、院内でお

茶を煮出す手間も省ける。 真
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やまがた
ニュース

誘
致
活
動

着
実
に
進
む

置
賜
病
院
周
辺

ー一一‘

層
の
ス
ピ
ー
ド
感
必
要

川
西
町
の
公
立
置
賜
総
合
病
院
周

辺
に
商
業
施
設
や
住
宅
地
な
ど
を
整

備
す
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
」
計

画
は
、
町
に
よ
る
基
本・実
施
計
画

が
2

0
1
7

年
3

月
に
策
定
さ
れ
て

か
ら
間
も
な
く
2

年
に
な
る。
工
事

開
始
な
ど
の
目
に
見
え
る
動
き
は
ま

だ
だ
が
、
病
院
を
中
心
と
し
た
新
し

い
ま
ち
の
姿
は
少
し
ず
つ
固
ま
り
始

め
て
い
る
。

今
後
一
層
の
ス
ピ
ー
ド

感
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で、
ま
ち
全

体
の
景
観
の
調
和
な
ど
、
ソ
フ
ト
面

へ
の
配
慮
も
欠
か
せ
な
い
。

置
賜
地

域
の
真
ん
中
に
建
つ
拠
点
病
院
の
周

辺
が
ど
う
生
ま
れ
変
わ
る
か
、
注
目

し
て
い
き
た
い。

同
病
院
の
開
院
は2
0
0
0

年
日

月
。

置
賜
地
域
を
南
北
に
貫
く
国
道

米沢支社

阿久津誠

2
8
7

号
と
、
東
西
に
走
り
日
本
海

と
太
平
洋
を
つ
な
ぐ
国
道
1
1
3

号

の
交
点
付
近
に
位
置
す
る
。

1

日
約

2

千
人
が
訪
れ
る
同
病
院
周
辺
に
小

売
店
や
飲
食
店
な
ど
の
出
店
を
求
め

る
声
は
開
院
当
初
か
ら
あ
っ
た
が
、

こ
れ
ま
で
具
体
的
な
開
発
の
韻
が
進

む
こ
と
は
な
か
っ
た。

理
由
は
、
周

辺
の
土
地
の
多
く
が
生
産
力
が
高
く

農
地
以
外
に
転
用
で
き
な
い
第
1

種

農
地
に
な
っ
て
い
る
た
め
だ
。

計
画
が
動
き
始
め
た
き
っ
か
け

は
、

1
1
3

号
の
バ
イ
パ
ス
と
な
る

梨
郷
道
路
(新
潟
山
形
南
部
連
絡
道

路
)
の
整
備
が
始
ま
っ
た
こ
と
。

イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
(I
C

)
が
病
院

付
近
に
で
き
る
予
定
に
な
っ
て
お
り

「I
C

か
ら
3
0
0
M
以
内
は
農
地

の
転
用
が
可
能
」
と
す
る
基
準
を
満

た
す
こ
と
に
な
る。

た
だ
、
梨
郷
道

路
の
供
用
開
始
時
期
が
ま
だ
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り、
開
発

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
確
定
し
て
い
な

い
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
現
在
は

農
地
の
転
用
が
可
能
に
な
っ
た
後
の

具
体
的
な
開
発
計
画
を
詰
め
て
い
る

段
階
だ。

病
院
周
辺
の
大
塚
地
区
を
は
じ
め

と
し
た
住
民
の
期
待
が
高
い
だ
け

に
、

町
の
担
主
蔀
署
で
も
「
形
が
な

か
な
か
見
え
な
い
こ
と」
へ
の
も
ど

か
し
さ
は
あ
る。

た
だ
、
ど
ん
な
施

設
が
必
要
で
、
ど
ん
な
事
業
者
が
立

地
し
て
く
れ
る
の
か
と
い
っ
た
議
論

や
誘
致
活
動
は
確
実
に
進
ん
で
い

る
。

商
業
施
設
な
ど
の
誘
致
は
、
町

の
委
託
を
受
け
た
山
形
銀
行
が
取
引

先
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
活
用
し
て

調
査
、
調
整
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、

同
病
院
が
高
度
医
療
分
野
に
注
力
す

る
た
め
に
必
要
な
「
か
か
り
つ
け
医
」

の
誘
致
に
つ
い
て
も
進
ん
で
い
る
と

い
う
。

さ
ら
に
、
実
際
に
住
宅
や
建
物
を

建
て
る
住
民
や
事
業
者
の
指
針
と
な

る
「
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

取
り
ま
と
め
を
本
年
度
中
に
行
う
予

定
に
し
て
い
る。
統
一
感
の
あ
る
街

並
み
づ
く
り
や
環
境
へ
の
配
患
な
ど

を
求
め
る
内
容
で
、
昨
年
開
催
さ
れ

病
院
運
営

た
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
住
民

や
学
生
、
病
院
関
係
者
ら
か
ら
出
さ

れ
た
意
見
を
元
に
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
の
総
事
業
費

は
約
加
億5
千
万
円。
4
0
0
1
5

0
0

人
の
定
住
人
口
の
創
出
を
見
込

み
、
町
で
は
宅
地
供
給
か
ら叩
年

間
で
約
印
億
円
の
経
済
効
果
が
期
待

さ
れ
る
と
試
算
し
て
い
る
。

「
安
全

で
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
「
医
療
」
「
商
業

」

「
住

宅
」
「
公
共
」
の
四
つ
の
機
能
を
連

携
さ
せ
る
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
方

だ
。

開
院
か
ら
約
初
年
問
、
病
院

の
利
用
者
や
勤
務
す
る
医
療
関
係
者

な
ど
の
利
便
性
は
決
し
て
満
足
で

き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。

メ
デ
ィ

カ
ル
タ
ウ
ン
の
整
備
で
同
病
院
が
高

度
医
療
に
さ
ら
に
力
を
発
揮
し
、

置
賜
地
域
全
体
に
新
し
い
人
の
流
れ

を
つ
く
る
起
爆
剤
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
願
う。
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ら
ず
の
飛
行
後
、
着
陸
す
る
と

車
で
診
療
所
に
向
か
い
、
十
数

昨
年
ロ
月
同
日
、
人
口
約4

人
の
患
者
を
次
々
と
診
療
し

7
0

人
の
百
島
(広
島
県
尾
道
た
。

市
)に
あ
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
、
元
々
は
麻
酔
と
救
急
を
担
当

島
に
住
む
医
師
の
潟
島
民
ガ
さ
し
て
い
た
が
島
で
は
内
科
、
外

a
A

ん
(必
)操
縦
の
へ
リ
が
離
陸
し
科
と
幅
広
く
こ
な
す。
「
医
師

仁
1
4
E」
た
。

行
く
先
は
約
日J
西
、
人
は
自
分
1

人
だ
け
な
の
で
何
で
医
学
部
時
代
か
ら
へ
き
地
医

J

寸4
E

口
約7
0
0

人
の
佐
木
島
(
同
も
で
き
な
い
と
」
。

午
後
に
は
療
へ
の
志
を
抱
い
て
い
た
次
回
一
見
、
突
拍
子
も
な
い
考
え

.
1

l
県
三
原
市)
。
昨
春
か
ら
経
営
百
島
の
診
療
所
に
ヘ
リ
で
戻
さ
ん
が
神
奈
川
県
の
勤
務
医
な
は
、
そ
の
経
歴
に
由
来
す
る。

一
，
寸
寸
寸す
る
診
療
所
の
あ
る
島
だ。

り
、
診
療
を
行
っ
た。
へ
リ
の
ど
を
経
て
、
百
島
に
診
療
所
を
次
回
さ
ん
は
父
親
が
航
空
会
社

J
t

ト

高
度
約4
5
0
M
、
叩
分
足
撮
縦
は
昨
秋
か
ら
で
両
島
の
診
開
い
た
の
は
2
0
1
1

年
4

に
勤
め
て
い
た
影
響で
幼
い
頃

-
-
E
V

川
医
師
不
在
の
地
域
で
の
診
療
態

2
1

に
上
る
。
だ
。
広
島
県
北
部
で
は
、
心
電
計
川

『
l
』
J

川

勢
を
ど
う
確
保
す
る
か
は
大
き
な
全
国
最
多
目
の
有
人
離
島
が
あ
な
ど
を
搭
載
し
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

'
 

・

i

川
課
題
だ
。
る
長
崎
県
で
は
、
へ
き
地
医
療
の
型
の
「
移
動
診
療
車
」
が
運
用
さ
川

公
益
財
団
法
人・
日
本
離
島
セ
支
援
団
体
が
医
師
の
足
り
な
い
島
れ
て
い
る

。

医
師
が
テ
レ
ビ
電
話
川

川
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
住
民
登
録
の
に
、
本
土
か
ら
医
師
を
派
遣
す
る
な
ど
の
通
信
回
線
を
通
じ
て
患
者
川

川
あ
る
有
人
離
島
は2
0
1
5

年
4

た
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
活
用。

の
体
調
を
把
握
し
、
現
地
の
看
護
川

川
月
現
在
、3
0
3

。

こ
の
-
2っ
医
日
年
に
始
め
、
昨
年
日
月
ま
で
に
師
に
指
一
歪

9
る

「遠
隠
医
療
」
も

川

山
師
の
い
な
い
離
島
は
約4
割
の
1

延
べ
4
5
9
8

人
の
医
師
を
運
ん
各
地
で
進
む
。

医師つ島救J¥ 
瀬
戸
内
海
に
浮
かぶ
広
島
県
の離
島
で
、
自
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
操
縦
し
、
医
師
不
在
の
島
へ
渡
っ

て
診
療
を
始
め
た
医
師
が
い
る
。
「
飛
ぶ
こ
と
は
自
分
に
与
え
ら
れ
た
ギ
フ
ト
(
才
能
)
」
と
話
す
医

師
は
、
か
つ
て
曲
技
飛
行
で
鳴
ら
し
た
名
う
て
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

。
ヘ
リ
に
医
師
が
同
乗
す
る「
ドク
タ

ー
ヘ
リ
」
な
ら
ぬ
、
医
師
自
ら
が
操
縦
す
る「ヘリ
ド
ク
タ
ー
」
の
誕
生
だ。

広
島
2

診
療
所
週
4

日

往
復

療
所
を
週4
日
、
往
復
す
る。

百
島
や
佐
木
島
か
ら
フ
ェ
リ

ー
で
本
州
に
行
く
と
数
十
分
か

か
る
。

佐
木
島
で
脚
を
診
て
も

ら
っ
た
農
業
浜
田
澄
子
さ
ん

(九
)は
「
注射
で
本
土
に
渡
る

の
は
た
い
ぎ
い
(面
倒
だ
)
か

ら
助
か
る
」
と
笑
っ
た
。

-
自
ら
操
縦

-
渡
り
に
船

離島121か所
医師不在

地
域
医
療
を
支
え
る

月
。
島
は
そ
れ
ま
で5
年
以
上
、

医
師
が
不
在
だ
っ
た。

百
島
を
拠
点
に
小
型
船
で
近

隣
の
島
へ
訪
問
診
療
し
て
い
た

げ
年
春
頃
、
佐
木
島
診
療
所
で

の
後
継
話
が
浮
上
し
た
。

別
の

医
師
が
週l
回
、
通
っ
て
い
た

が
、
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
だ。

過
疎
化
で
百
島
診
療
所
だ
け

で
は
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
お

り
、
「
渡
り
に
船
」
の
話
だ
っ

た
が
問
題
は
百
島
か
ら
船
で
片

道
1

時
間
の
移
動
だ
っ
た。

「も
っ
と
速
く
移
動
で
き
な

い
と
、
診
療
に
十
分
な
時
間
を

割
け
な
い
」
と
考
え
た
時
、
あ

る
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
だ
。

「
へ
リ
で
飛
べ
ば
い
い
!
」

-
元
は
曲
技
飛
行
士

か
ら
空
に
も
憧
れ
が
あ
っ
た
。

医
学
部
時
代
に
小
型
飛
行
機

の
操
縦
資
格
を
取
得
。

卒
業
後

に
曲
技
飛
行
の
本
場
米
国
に
渡

り
、
著
名
な
曲
技
飛
行
士
の
元

で
腕
を
磨
き
、
帰
国
後
は
勤
務

医
と
し
て
働
き
つ
つ
、
曲
技
飛

行
チ
l

ム
で
妙
技
を
披
露
し

た
。

曲
技
と
医
療
の
両
立
は
難

し
く
、
問
年
に
チl
ム
を
脱
退

し
た
が
、2
年
後
、
へ
き
地
医

療
に
向
き
合
わ
せ
る
出
来
事
が

起
き
た
。

所
属
し
て
い
た
曲
技
飛
行
チ

ー
ム
で
、
草
分
け
的
存
在
だ
っ

た
リ
ー
ダ
ー
が
飛
行
訓
練
中
に

墜
落
し
て
命
を
落
と
し
た
の

だ
。

体
を
張
っ
て
夢
を
追
っ
て

い
た
リ
ー
ダ
ー
の
死
に
次
回
さ

ん
は
「安
定
し
た
勤
務
医
の
立

場
に
甘
ん
じ
て
い
な
い
か
」
と

の
自
聞
を
続
け
、
若
い
頃
の
志

を
実
行
す
る
決
意
を
し
た
。
「
リ

ス
ク
を
背
負
っ
て
も
島
の
医
療

を
切
り
開
こ
う
」

離
島
医
療
の
た
め
に
約
叩
年

前
、
小
型
船
免
許
を
取
得
。

日

年
夏
に
は
神
戸
市
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
養
成
学
校
に
入
り
、
約1
年

か
け
て
ヘ
リ
の
操
縦
資
格
を
取

得
し
た
。
「
補
助
金
が
あ
れ
ば

あ
り
が
た
い
が
、
ヘ
リ
に
出
す

制
度
は
見
当
た
ら
な
い」
と
、

ヘ
リ
の
購
入
費
や
維
持
管
理
費

は
自
腫
で
賄
っ
て
い
る。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
普
及
な
ど

を
目
指
す
N
P
O

「
救
急
ヘ
リ

病
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
も
自
ら

ヘ
リ
を
操
縦
す
る
医
師
を
「
聞

い
た
こ
と
が
な
い」
と
驚
く
珍

し
い
存
在
だ
が
、
次
回
さ
ん
自

身
に
気
負
い
は
な
い。

「車
の
通
れ
な
い
山
あ
い
の

医
者
な
ら
、
自
転
車
で
患
者
の

元
へ
走
る
は
ず。
自
分
に
は
た

ま
た
ま
ヘ
リ
だ
っ
た。
瀬
戸
内

海
か
ら
『
無
医
』
の
島
を
な
く

す
第
一
歩
が
ヘ
リ
な
ん
で
す」
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医
師
ヘ
リ
通
勤

を
進
め
た
い」
と
話
し
た。

む
つ
病
院
の
常
勤
医
師
数

は
、
同
病
院
が
必
要
と
し
て
い

る
数
か
ら
初
人
程
度
足
り
な

い
。

汀
年
度
は
延
べ19
3
8

人
の
医
師
派
遣
手
}
受
け
た

。

医
師
が
来
や
す
く
な
る
仕
組

み
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、
む
つ
病
院
は
昨
年

日
月
、
車
に
よ
る
応
援
医
師
の

送
迎
実
証
運
行
を
実
施
。

宮
下

市
長
は
そ
の
際
、
へ
リ
通
勤
制

度
の
実
証
を
四
年
度
に
行
『
つ
方

針
を
示
し
て
い
た
。

阿
部
守
一
知
事
が
地
域
に
滞
在
し
て
視

察
や
住
民
と
の
対
話
を
行
う
「し
あ
わ
せ

信
州
移
動
知
事
室
(
諏
訪
地
域
)
」
は
回

目
、
2

日
間
の
日
程
で
始
ま
っ
た
。

初
日

は
若
手
看
護
師
や
6

市
町
村
の
首
長
ら
と

意
見
を
交
わ
し
、
県
諏
訪
湖
流
域
下
水
道

事
務
所
(
諏
訪
市
)
が
管
理
す
る
下
水
道

の
熱
を
利
用
し
た
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
視
察
し
た。
日
目
は
諏
訪
市
高
島
小
学

校
の
児
童
や
公
立
諏
訪
東
京
理
科
大
学

(茅
野
市)
の
学
生
ら
と
対
話
す
る
。

訪
問
先
の
う
ち
、
諏
訪
市
湖
岸
通
り
の

諏
訪
赤
十
字
病
院
で
は
諏
訪
地
方
の
医
療

機
関
な
ど
に
勤
務
す
る
看
護
師
、
保
健
師

と
対
話
し
た。
在
宅
医
療
へ
の
支
援
体

制
、
看
護
職
と
子
育
て
と
の
両
立
、
人
材

育
成
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
付
き
添
い
が
必

要
と
な
る
重
度
の
障
が
い
児
に
対
す
る
教

育
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
5

人
の
発
表

に
耳
を
傾
け
た
。

障
が
い
児
の
教
育
に
つ

い
て
「ケ
ア
す
る
人
が
い
な
い
か
ら
と
い

う
理
由
で
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
一
緒
に
教
育

を
受
け
る
機
会
が
奪
わ
れ
る
の
は
問
曹

と
の
認
識
を
示
し
た
。

「
訪
問
看
護
で
訪

問
先
を
学
校
に
す
る
の
は
ど
う
か
」
と
い

う
提
案
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た

。

下
水
熱
を
利
用
し
た
同
病
院
の
冷
暖
房

シ
ス
テ
ム
も
視
察
し
た
。

県
が
管
理
す
る

試
行
夏
に
も

む
つ
総
合
病
院(む
つ
市)
に
診
療
応
援
で
派
遣
さ
れ
る

医
師
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
通
勤
制
度
実
証
試
験
を

2
0
1
9

年

度
に
行
う
方
針
を
示
し
て
い
た
宮
下
宗一郎
市
長
は
日
日
、

報
道
陣
に
対
し
「新
年
度
の
予
算
化
に
向
け
動
い
て
お
り
、

予
算
が
計
上
さ
れ
れ
ば
夏
以
降
に
(実
証
試
験
を)
実
施
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る」
と
語
っ
た。
(

工
藤
洋
平)

宮
下
市
長
方
針
所
要
時
間
大
幅
短
縮

市
に
よ
る
と
、
実
証
試
験
は

民
間
の
へ
リ
運
航
会
社
に
委
託

し
、
弘
前
大
学
医
学
部
付
属
病

院
(弘
前
市)
と
県
立
中
央
病

院
(青
森
市
)
か
ら
む
つ
病
院

ヘ
応
援
医
師
を
送
迎
す
る
想
定

で
検
討
し
て
い
る。
む
つ
市
と

弘
前
市
の
聞
は
夏
場
で
も
車

で
3

時
間
、
青
森
市
は2
時
間

程
度
か
か
る
が
、
へ
リ
で
移
動

で
き
れ
ば
所
要
時
聞
がm
i
却

分
ほ
ど
に
短
縮
で
き
る
と
い

『
つ。む

つ
病
院
な
ど
を
運
営
す
る

一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ
ン

タ
ー
の
管
理
者
も
務
め
る
宮
下

市
長
は
「患
者
の
待
ち
時
間
短

縮
、
医
療
水
準
の
向
上
が
期
待

で
き
る。
大
学
側
や
県
病
、
関

係
機
関
の
協
力
が
あ
っ
て
初
め

て
前
に
進
む
事
業
な
の
で
、
各

方
面
と
の
議
論
の
中
で
予
算
化
東
奥

日

報
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
市
日
(
水
)

地
域
医
療
を
支
え
る

と対話若手看護師ら
諏訪地域で 「移動知事室Jきょうまで

流
域
下
水
道
の
下
水
熱
を
利
用
し
た
事
業

は
全
国
で
初
め
て
。

同
病
院
に
よ
る
と
、

年
間1
0
0
0

万
円
の
コ
ス
ト
減
と
二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
低
減
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う。
運
用
す
る
民
間
企
業
か
ら
「
導

入
費
が
高
額
と
な
る
た
め
、
普
及
に
は
初

期
投
資
へ
の
補
助
が
必
要

」
な
ど
と
説
明

を
受
け
た。

移
動
知
事
室
は
今
回
が
叩
回
目
で
諏
訪

地
方
で
は2
0
1
7

年
7

月
以
来
2

回

目
。

阿
部
知
事
は
一
連
の
日
程
に
先
立

ち
、
現
地
機
関
の
県
職
員
に
向
け
て

「前

年
踏
襲
の
意
識
を
変
え
、
県
民
回
線
と
自

由
な
発
想
を
大
切
に
し
、
主
体
性
を
持
っ

て
行
動
し
て
ほ
し
い
」
と
求
め
た

。

日
日
は
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
精

密
・
電
子
・
航
空
技
術
部
門
(岡
谷
市)

な
ど
も
訪
問
。

同
日
は
児
童
や
学
生
と
の

対
話
の
他
、
茅
野
市
の
ワ
l

ク
ラ
ボ
八
ヶ

岳
で
県
政
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
臨

み
、
八
ヶ
岳
中
央
農
業
実
践
大
学
校

(原

村
)
や
諏
訪
市
医
師
会
館
な
ど
を
訪
れ

る
。

長
野

日

報
・
朝
刊
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L
I
N
E
で
小
児
科
相
談

市
町
村

「
い
ち
押
し
」

横
瀬
町
に
最
優
秀
賞

県
内
関
市
町
村
の
地
域
振
興
や
関
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
田
市
移
住
・
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
本
年
度
の
る
」
と
あ
い
さ
っ
し
た

。
事
業
」
、

川
越
市
の
「
く
ら
び
と

「い
ち
押
し
」
の
取
り
組
み
の
中
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
横
瀬
町
の
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」

。

で
、
最
も
優
れ
た
事
例
に
横
瀬
町
事
業
で
は
、
子
ど
も
の
急
な
病
気
審
査
員
ら
は
「
地
域
の
課
題
や

の
「
小
児
科
医
に
よ
る『ど
こ
で
な
ど
の
際
、
平
日
夜
間
に
無
料
通
ニ

l

ズ
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を

も
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
』
事
業
」
が
信
ア
プ
リL
I
N
E
(ラ
イ
ン
)
実
際
に
行
っ
て
い
て
素
晴
ら
し

選
ば
れ
、
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
で
を
使
っ
て
小
児
科
医
に
直
接
相
談
い
。
継
続
的
に
、
よ
り
多
く
の
自

幻
目
、
表
竪
叫
が
聞
か
れ
た
。
で
き
る
。
子
育
て
の
不
安
軽
減
や
治
体
で
行
わ
れ
て
い
っ
て
ほ
し

市
町
村
が
創
意
工
夫
し
た
取
り
医
療
費
削
減
に
つ
な
が
り
、
他
市
い
」
、
「
地
域
性
を
大
切
に
し
、

組
み
に
つ
い
て
、
背
景
や
P
R

ポ
町
村
の
モ
デ
ル
に
な
り
う
る
こ
と
政
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

イ
ン
ト
を
紹
介
し
よ
う
と
、
県
は
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。
同
町
子
育
事
」
な
ど
と
講
評
し
た
。

2
0
1
2

年
度
か
ら
事
例
集
を
て
支
援
課
の
大
畑
忠
雄
副
課
長
は
事
例
集
は
県
ホ

l

ム
ペl
ジ
の

作
成
。
表
彰
を
行
う
の
は
本
語
尻
百
本
手
育
て
し
や
す
い
町
へ
ほ
か
、
県
立
図
書
館
や
伊
奈
町
の

が
初
め
て
で
、
事
例
集
の
中
か
ら
の
後
押
し
に
な
っ
た

。
今
後、
子
県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧

市
町
村
同
士
の
投
票
な
ど
で
選
ば
育
て
支
撃
用
を
も
っ
と
進
め
て
い
で
き
る
。
(
坂
本
圭
)

れ
た
5

団
体
が
同
日
に
事
例
発
き
た
い
」
と
意
気
込
む

。

表
を
行い
、
審
査員
が
賞
を
選
ん
優
秀
賞
に
選
ばれた
の
は
、
春

日
部
市
の
「道
路
空
間
を
活
用
し

上
田
清
司
知
事
は
表
彰
式
で
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
モ
デ
ル
事

「
今
回
の
理
想
的
な
提
案
が
深
掘
業
」
、
秩
父
市
の
「
地
域
新
電
力

り
さ
れ
、
よ
り
大
き
な
も
の
に
展
会
社
設
立
事
業

」
、
行
田
市
の
「
行

埼
玉
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
泣
日
(
火
)

連
携
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

初
診
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

指
針
違
反
国
が
是
正
通
知

今
年
度
の
診
療
報
酬
改

定
で
新
た
に
算
定
が
認
め

ら
れ
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
」
に
つ
い
て
、
患
者
に

一
度
も
対
面
せ
ず
始
め
る

な
ど
国
の
指
針
を
守
っ
て

い
な
い
医
療
機
関
が
あ
る

と
の
情
報
が
、
厚
生
労
働

省
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

同
省
は
医
師
法
違
反
の
疑

い
が
あ
る
と
し
て
、
都
道

府
県
に
、
医
療
機
関
へ
の

実
態
調
査
や
勧
告
な
ど
で

是
正
す
る
よ
う
求
め
る
通

知
を
出
し
たD

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
、

患
者
が
来
院
せ
ず
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
画
面
越
し
に
医

師
の
問
診
や
服
薬
指
導
な

ど
を
受
け
る
方
法
。
従
来

は
医
師
が
常
駐
し
て
い
な

い
離
島
や
へ
き
地
で
運
用

さ
れ
て
い
た
が
、
厚
労
省

は
2
0
1
5

年
の
通
知
で

へ
き
地
限
定
で
は
な
い
と

の
見
解
を
示
し
、
事
実
上

全
面
解
禁
し
た
。
さ
ら
に

昨
年4
月
の
診
療
報
酬
改

定
で
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

料
」
(
月1
回
、
7
0
0

円
)
や
「
オ
ン
ラ
イ
ン
医

学
管
理
料
」
(
1
0
0
0

円
)
を
新
設
し
、
普
及
を

促
し
た
。

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
「
対

面
診
療
の
補
完
」
の
位
置

づ
け
で
、
初
診
は
原
則
禁

止
マ
同
じ
医
師
が
半
年
以

上
診
る
マ3
カ
月
に1
回

は
対
面
で
診
療
ー
ー
な
ど

の
要
件
が
同
省
の
指
針
で

定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
反
し
た
場
合
は
、
診
察

せ
ず
に
治
療
す
る
こ
と
を

禁
じ
た
医
師
法
別
条
に
抵

触
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
一

部
の
医
療
機
関
で
、
初
診

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を

重
症
患
者
が
入
る
集
中
治
療
室(I
C
U
)を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
、
遠
隔
地
か
ら
専
門
医
が
診
療

を
支
援
す
る
試
み
が
園
内
で
始
ま
っ
た
。
診
療
の
質
を
底
上
げ
し
、
医
師
の
長
時
間
労
働
の
改
善
に
も
つ
な

が
る
と
の
期
待
が
あ
り
、
国
も
体
制
整
備
に
の
り
出
す
方
針
だ
。
厚
生
労
働
省
は
遠
隔

I
C
U

を
新
年
度
、

数
カ
所
を
め
ど
に
整
備
す
る
方
針
で
、
当
初
予
算
案
に

5

億
円
を
盛
り
込
ん
だ
。

呼
吸
数
や
心
拍
数
な
ど
か
ら

重
症
度
を
は
じ
き
出
し
、
状
態

の
悪
い
順
に
患
者
の
情
報
を
表

示
で
き
る
。
個
別
の
カ
ル
テ
も

し
た
り
、
定
期
的
な
対
面

診
療
を
し
て
い
な
か
っ
た

り
す
る
ケl
ス
の
ほ
か
、

メ
l

ル
や
会
員
制
受
流
サ

イ
ト

(
S
N
S
)な
ど
を

使
っ
て
文
字
の
み
の
や
り

と
り
で
診
療
を
し
て
い
る

と
の
報
告
が
あ
る
と
い

う
。
乙
の
た
め
昨
年
末
に

都
道
府
県
に
出
し
た
通
知

で
、
問
題
事
例
を
挙
げ
な

が
ら
、
指
針
違
一
反
か
あ
っ

た
場
合
は
調
査
し
、
速
や

か
に
や
め
る
よ
う
勧
告
す

る
な
ど
対
応
の
徹
底
を
求

め
た
。
同
省
の
担
当
者
は

「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
病
気

の
見
落
と
し
ゃ
誤
診
が
起

き
な
い
よ
う
、
適
切
に
対

応
し
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。
{
酒
井
雅
浩
】

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
却
日
(
日
)

ト
を
支
え
る
管
制
塔
の
よ
う
な

役
割
と
し
て
普
及
す
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

一
方
、
課
題
と
し
て
「
セ
ン
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cu診療を遠隔支援I 
専門医、テレビ電話で助言

進
む
実
証
研
究

遠闇ICUのイメージ
集中治療 .. 支援センター
専門医 I'""J 

ミ

全
国
に
先
駆
け
て
、
昨
年4

月
か
ら
実
証
研
究
を
始
め
た
昭

和
大
学。
米
国
で
普
及
す
る
医

診
療
の
質
底
上
げ

ネットワークで、

接続

テレビ電話で
やり取り

構院

事
業
で
導
入
し
、
昭
和
大
学
病

院
(
東
京
・
品
川
)
と
同
大
の

江
東
豊
洲
病
院
を
結
ぶ
。

I
C

U
や
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
入

院
患
者
約
印
人
の
情
報
は
、

昭

和
大
学
病
院
の
中
央
棟
の
支
援

セ
ン
タ
ー
に
集
ま
る。

セ
ン
タ
ー
は
大
獄
浩
司
・
副

院
長
が
率
い
、
集
中
治
療
専
門

の
医
師
、
看
護
師
、
事
務
職
員

が
ス
タ
ッ
フ。

机
上
に
設
置
さ

れ
た
6

台
の
モ
ニ
タ
ー
に
向
か

い
、

患
者
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
必
要
に
応
じ
て
テ
レ
ビ

電
話
で
現
場
の
医
師
や
患
者
と

言
葉
を
交
わ
す。

処
置
が
必
要
な

患
者
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

診
療
を
助
言

電
子
カ
ル
テ
、

心
拍
や
呼
吸
の

情
報
、
検
査
結
果
・
:

医
師
の
労
働
時
間
改
善
期
待

厚
労
省
の2
0
1
7

年
の
調

査
に
よ
る
と
、
園
内
のI
C
U

は
7
1
2

施
設
に
計6
2
9
8

床
。

こ
の
ほ
か
、
心
不
全
や
脳

卒
中
に
特
佑
し
た
集
中
治
療
室

も
あ
る
。

大
手
術
を
受
け
た
後

に
入
る
例
が
多
く
、
状
態
が
悪

く
な
り
や
す
い
高
齢
患
者
の
増 療

機
器
大
手
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社

の
シ
ス
テ
ム
を
日
本
貿
易
振
興

機
構
(
J
E
T
R
O
)の
支
援

加
で
需
要
は
さ
ら
に
高
ま
り
そ

う
だ
。一

方
、
日
本
集
中
治
療
医
学

会
の
専
門
医
は
約
1
6
0
0

人
。

I
C
U

に
専
従
す
る
専
門

医
は
一
部
で
、
夜
間
休
日
を
中

心
に
専
門
外
の
医
師
が
カ
バ
ー

す
る
施
設
は
少
な
く
な
い
。

手

術
し
た
患
者
を
外
税
医
が
引
き

続
き
I
C
U

で
診
る
こ
と
も
多

く
、
長
時
間
労
働
の
原
因
に
も

な
っ
て
い
る。

遠
隔
I
C
U
は
、
専
門
医
や

外
判
明
医
の
労
働
時
間
を
減
ら
せ

る
と
の
期
待
が
あ
る
。
セ
ン
タ

ー
で
多
く
の
患
者
の
状
態
を
チ

見
る
こ
と
が
で
き、
検
査
結
果

は
グ
ラ
フ
で
表
し
、

一目
で
変

化
が
わ
か
る
。
ベ
ッ
ド
前
の

カ
メ
ラ
を
ズ
l

ム
ア
ッ
プ
さ

せ
れ
ば
、
傷
の
具
合
や
呼
吸
に

よ
る
胸
の
動
き
も
見
て
取
れ

る
。

「I
C
U

の
中
で
も
患
者
の

状
態
は
様々
。
人
の
目
を
増
や

す
こ
と
で
診
療
レ
ベ
ル
の
底
上

げ
に
つ
な
が
る
」
と
集
中
治
療

制
の
小
谷
透
・
診
療
斜
長
。

診

療
方
針
を
決
め
る責
任
は
現
場

で
患
者
を
診
て
い
る
医
師
が
担

vつ
。

「
現
場
が
何
に
困
っ
て
い
る

か
を
カ
ル
テ
な
ど
か
ら
読
み
取

り
、
納
得
で
き
る
選
択
肢
を
示

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
小

谷
さ
ん
は
言
う。

エ
ツ
ク
し
診
療
の
質
を
担
保
で

き
れ
ば
、
専
門
外
や
経
験
の
浅

い
医
師
に
も
現
場
を
任
せ
や
す

く
な
る
た
め
と
い
う。

同
学
会
は
遠
隔I
C
U

の
委

員
会
を
つ
く
り
、
患
者
情
報
の

取
り
扱
い
や
シ
ス
テ
ム
の
基
準

な
ど
を
定
め
る
指
針
を
今
年
度

内
に
も
ま
と
め
る
予
定
だ

。

委
員
長
を
務
め
る
横
浜
市
立

大
学
付
属
病
院
集
中
治
療
部
の

高
木
俊
介
部
長
は
「
パ
イ
ロ
ッ

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

タ
!
と
現
場
の
医
師
ら
の責任

分
担
や
人
間
関
係
、
院
外
に
個

人
情
報
を
出
す
点
」
を
挙
げ

る
。

高
木
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
も

新
年
度
の導
入
に
向
け
て
横
浜

市
と
準
備
を
進
め
る
。

院
内
に

セ
ン
タ
ー
を
設
け、
市
内3
病

院
と
つ
な
ぐ
計
画
と
い
う

。

遠
隔
I
C
U

は
米
国
で
先
行

す
る
。

最
大
手
の
フ
ィ
リ
ッ
プ

ス
社
の
シ
ス
テ
ム
は、
日
年
時

点
で
米
国
のI
C
U

の
成
人
病

床
の
ロ%
を
カ
バ
l
。

今
は
、

さ
ら
に
増
え
て
い
る
と
い
う

。

た
だ
し
日
本
の
場
合、
遠
隔

I
C
U

に
伴
う
業
務
は
診
療
報

酬
の
対
象
外
で
、
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
維
持
に
か
か
る
費
用
、

人
件
費
を
病
院
側
が
ど
う
確
保

す
る
か
が
大
き
な
課
題
だ
。

高

木
さ
ん
ら
は
導
入
費
を
抑
え
る

た
め
、
重
症
度
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
評
価
す
る
手
法
を
独
自
に

開
発
中。

「
コ
ス
ト
を
ど
こ
ま

で
抑
え
ら
れ
る
か
も
普
及
の
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
」
と
み
て
い

る
。

(阿
部
彰
芳)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
8

日
(
火
)
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連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ

る
と
、
治
験
は
、
実
証
デ

ー
タ
の
母
数
や
質
な
ど
が

鍵
と
な
る
が
、
園
内
で
は

多
く
の
医
療
機
関
が
そ
れ

ぞ
れ
実
施
し
て
い
る
。

ま

岐
車
地
域
で
急
性
期
医
療
に
取
り
組
む
岐
阜
大
病
院

(岐
阜
市
柳
戸)な
ど
4

病
院
が
羽
田
、
病
院
関
連

携
を
深
め
る
枠
組
み「岐
車
医
療
園
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を
編
成
し
た。
4

病
院
で
病
床
数
が
約
2
3

0
0

床
と
な
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
、
新
し
い
医
薬
品
な
ど
の
実
証
デ
ー
タ
を
収
集
・
研
究
す

る
「治
験
」に
役
立
て
る。

同
様
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
編
成
は
全
国
で
も
先
駆
的
と
い
う

。

(
舌
間
隆
博
)

実
証
デ
ー
タ
相
互
活
用

締協
結定

新
薬
研
究
の
治
験
に

参
画
す
る
の
は
岐
阜
大

病
院
、
県
総
合
医
療
セ
ンタ
l

(岡
市
野
一
色)
、

市
民
病
院
(岡
市
鹿
島

町
)、
松
波
総
合
病
院(羽

島
郡
笠
松
町
田
代)
。

在
宅
患
者
の
デ
!
タ
集
め
分
析

4~ 

カミ
買力

認
知
症
患
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
よ
う
と
、
兵
庫
県
は

2
0
1
9

年
度
か
ら
、I
o
T
(モ

ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
)
技
術
を
使
っ
て
患
者
と
周
辺
環
境
の
情
報
を
集
め
、
人
工
知
能

(
A

I
)
で
分
析
し
て
介
護
者
に
助
言
す
る
仕
組
み
の
実
証
事
業
を
始
め
る
。
患
者
の
状
態
を
常
時

把
握
で
き
る
た
め
、
介
護
者
や
家
族
に
よ
る
適
切
な
ケ
ア
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
、
在
宅
介

護
現
場
の
負
担
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
。
在
宅
で
の
本
格
的
な
実
事
議
は
全
国
的
に
例
が
な
い

と
い
う
。
(
前
川
茂
之
)

力
的
な
言
動
な
ど
の
認
知
症

症
状
が
出
る
場
面
で
情
報
を
分

析
。
介
護
者
や
家
族
に
対
し

「
不
安
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。

話
し
掛
け
て
あ
げ
て
」
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
仕
組
み

だ
。

た
、
複
数
の
医
療
機
関
が

連
携
す
る
場
合
で
も
、
各

機
関
の
緊
密
度
か
課
題
と

な
っ
て
い
る。

岐
阜
地
域
で
は
、
2
0

0
7

年
か
ら
各
医
療
機
関

が
統
一
書
式
の
連
携
パ
ス

(診
療
計
画
表)
を
導
入

す
る
な
ど
、
緊
密
な
情
報

交
換
の
下
地
を
醸
成
し
て

き
た
。

今
後
、
参
画
病
院

の
枠
組
み
を
広
げ
る
こ
と

も
検
討
す
る。

協
定
書
の
締
結
式
は
岐

阜
大
病
院
で
あ
り
、
同
病

院
の
吉
田
和
弘
院
長
、
松

波
総
合
病
院
を
運
営
す
る 蘇

西
厚
生
会
の
松
波
英
寿

理
事
長
、
市
民
病
院
の
富

田
栄
一
院
長
、
県
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
の
滝
谷
博
志

理
事
長
が
署
名
し
た
。

事
務
局
と
な
る
岐
阜
大

病
院
の
吉
田
院
長
は「こ

れ
ま
で
以
上
に
密
接
に
連

携
し
、
最
先
端
医
療
の
開

発
や
提
供
を
進
め
て
い

く
」
と
述
べ
た。

岐
阜
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
引
日
(
木
)

N
E
C
な
ど
大
手
企
業
が
提
供

し
、
A
I
は
認
知
症
の
研
究
機

関
や
大
学
な
ど
が
開
発
に
携
わ

データ送事

?<ZD
で
、
職
員
の
知
識
や
経
験
に
基

づ
い
て
対
応
し
て
い
た
。

客
観

的
な
デ
l

タ
で
症
状
の
原
因
が
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兵
庫
県
、
問
年
度
か
ら
実
証
事
業

実
証
事
業
の
体
験
者
に
は
、

ヘ
ル
パ1
や
看
護
師
ら
がM
時

間
態
勢
で
在
宅
生
活
を
支
え
る

「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
サ
ー
ビ
ス
」
の
利
用
者
で
、

認
知
症
患
者
初
人
程
度
を
想
定

認
知
症

認知症に伴う物忘れや興奮などへの対応に悩む家
族らのため、高知大学と大阪大学などの研究チーム
が、全国の介護者からケア体験をウェフ快サイトに投

稿してもらい、データベース化する日本初の取り組
みを進めている。対応法が成功するかどうかの「奏功
確率」を公表しているのが特徴で、関係者は「投稿数
が増えればどんどん精度が上がる。多くの人に活用
してほしい」と話している。(山本仁)

し
て
い
る
。

患
者
に
は
心
拍
数
や
体
温
、

血
圧
な
ど
を
感
知
す
る
セ
ン
サ

ー
を
付
け
た
衣
服
や
、
睡
眠
時

間
や
室
温
な
ど
を
計
測
す
る
端

末
を
ベ
ッ
ド
な
ど
に
取
り
付
け

伴を窓し~ ζ% の q;?，説たじる
2 態 、 記認信た三副割明りこ民

興足 。 日憶知えが宮室合をすと峯
奮淫記常機症 る ーミ造誌で繰 るを需

1.1と憶生能は」家間J -=うれ '- 151 山

一勇号室言霊訪れ表空手足時
ツ みぶ勢毒議員管室雪 Z Y が瓦 RR6
, 個t 、 障が能気低 し確豆と 56 えた 7
ト 、そ害生ががいて 率ど い て!2%

差是蓄量宅置 。 注筋書弓会号弓 d
-r、、 高 S な
L 知研 D ど
ー 大究 と を

ろ与 章子品存
--骨 部ムぷ動 11ι.:L mm  。 守J 1 1 同 じことを何度も間: あえて同じ説明を
R思 議呼毛 担 1 1 いたり言ったりする : 繰り返す
V日 2まい季 語 1 1 ~~-+-~ _"..... __ I -1-食器などをすぐに

佃2室 時 1 1 食事を食べたことを :
峯2霧 3笈芸 1 1 忘れる ; 片付けすにそれを j沼66フ
整め !2日I/Ò\ 'J l'Q)見せる

授る P 1: 
庁、 1 1 飲食を拒否する ;食事を勧める

防の進ハ番s: 11 
数で溢行イ困~ 1: 
丑き雪すマるム 1 1 物を盗まれたと言う;家族が管理して
教たなる i の精 1 1 I"/J.~ 1IIl.C1' ~1 ¥.1'-'-~ ..Jいると伝える

fきり対が 5きが神 1 1 ささいなことで怒る:
にす応、な B 科 1 1 、:話を聞く
まるで B E゙'II' 1 1 突然怒りだす
る tF 治 p o)~ は 1 1 夜中、トイレの場所 ! 通り道に誘導の
と)つ S 原 D --, 11 
、謹た D 菌 。 家 | l が分からす迷う ; 貼り紙をする
B 型りは疾ア 旗 ※29日時点のf認定l症ちえのわnetJより作成

E 生 長富定歩さ

て
生
活
し
て
も
ら
う
。

セ
ン
サ
ー
や
端
末
か
ら
は
、

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
デl
タ
が
自

動
的
に
専
用
サ
ー
バ
ー
に
送

信
さ
れ
る。
情
報
を
受
け
取
っ

た
A
I
は
、
患
者
に
妄
想
や
暴

有
効
な
対
応
は
っ

l 高知大などデータ集積 I
サ
イ
ト
名
は
「
認
知
症
ち
え
の

わ
n
e
t

」。
研
究
チl
ム
が
国
の

助
成
を
受
け
て20
1
6

年
に
開

設
し
た。

認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族

や
職
員
ら
に
、
ど
ん
な
症
状
に
ど

ん
な
対
処
を
し
た
ら「
う
ま
く
い

っ
た
」
の
か
を
書
き
込
ん
で
も
ら

っ
て
集
計
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奏
功

確
率
を
グ
ラ
フ
で
示
し
て
い
る

。

投
稿
数
は
却
日
時
点
で
約
1
3
0

0

件
。

例
え
ば
「
食
事
を
食
べ
た
こ
と

を
忘
れ
る」
場
合、
「
食
器
な
ど
を

す
ぐ
に
片
付
け
ず
に
そ
れ
を
見
せ

H

成
功
率
μ
ネ

情
報
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で

A
I
の
分
析
精
度
も
高
ま
っ
て

い
く
と
い
い
、
患
者
の
症
状
が

出
る
前
に
原
因
な
ど
を
取
り
除

く
こ
と
で
、
家
族
や
介
護
職
員

の
負
担
を
軽
減
で
き
る
。

事
業
は3
年
間
の
予
定
で
、

経
済
産
業
省
の
公
募
事
業
を
活

用
す
る
方
針
。I
o
T
端
末
は

る
。

実
際
の
運
用
は
初
年
度
か

ら
に
な
る
男
通
し。

県
は
在
宅
介
護
の
促
進
を
目

指
し
て
お
り
、
こ
う
し
たAI

技
術
な
ど
を
活
用
し
て
事
業
参

入
が
進
ん
で
い
な
い
定
期
巡
回

.
随
時
対
応
型
訪
問
サ
ー
ビ
ス

の
普
及
を
図
る。
「
介護
現
場

は
こ
れ
ま
で
大
半
の
ケl
ス

認知症のBPSDへの対応例と奏功確率

!起きたこと l 対応方法 |奏功確率1

56.3% 

40.0% 

25.0% 

50.0% 

66.7% 
高
知
新
聞
・
夕
刊

連
携

・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

明
確
に
な
れ
ば
、
患
者
も
よ
り

快
適
に
過
ご
せ
る
上
、
介
護
者

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が

る
」
と
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し
て

い
る
。

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
幻
自
(
木
)

D
へ
の対
処
法を
紹
介
す
る書
籍

な
ど
は
数
多
く
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
方
法
が
実
際
に
ど
の
く
ら
い

の
効
果
が
あ
る
の
か
は
検
証
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
と
い
う
。

研

究
チ
1

ム
は
多
く
の
実
体
験
の
デ

ー
タ
を
集
め
て
分
析υ、
結
果
を

共
有
し
よv
?と
サ
イト
を
開
設
し

た
。サ

イ
ト
の
利
用
者
か
ら
は
「
す

ぐ
に
良
い
対
応
法
が
知
れ
て
助
か

っ
た
」
「
み
ん
な
も
悩
ん
で
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

日
本
初
の
試
み
で
、
投
稿
数
を

い
か
に
増
や
す
か
が
今
後
の
課

題
。

数
井
教
授
は「B
P
S
D
が

予
防
、
治
療
で
き
る
こ
と
は
ま
だ

ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
。

高
齢
化

究
書
店
の
高
知
で
、
事
な
治
療

を
多
く
の
人
に
届
け
ら
れ
る
サ
イ

ト
に
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る。

2
0
1
9

年
1

月
初
日
(
水
)
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日ヨ

者
Jや

ra=司

歯令
言雪

お
し
ゃ
れ
に

看
護
師
と
福
祉
美
容
師
の
資
格
を
持
つ
磐
田
市
の
小
林
は

る
み
さ
ん
(
日
)
が
、
主
に
病
気
の
患
者
や
高
齢
者
を
対
象
に

し
た
美
容
室
を
岡
市
内
で
開
所
し
た
。
看
護
師
経
験
者の
美

容
室
開
設
は
県
内
で
は
珍
し
い
と
い
う
。
既
に
約

3

年
、
地

域
で
訪
問
美
容
を
手
掛
け
る
小
林
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
の
全

て
の
経
験
を
生
か
し
、
美
容
や
医
療
な
ど
何
で
も
相
談
で
き

る
H

ま
ち
の
保
健
室Hの
役
割
を
果
た
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

総
合
病
院
や
診
療
所
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
で
計

約
初
年
勤
務
し
て
き
た
小
林

さ
ん
は
、
「
医
療
福
祉
分
野

で
美
容
の
持
つ
力
は
大
き

い
」
と
の
考
え
に
至
り
、
6

年
ほ
ど
前
に
一
念
発
起
し
て

民
間
の
美
容
学
校
に
入
学
。

福
祉
美
容
師
の
資
格
を
取
得

し
、
2
0
1
5

年
か
ら
高
齢

者
宅
な
ど
で
の
訪
問
サ
ー
ビ

ス
を
続
け
て
き
た
。

脳
梗
塞
な
ど
の
影
響
で
ま

ひ
や
震
え
が
あ
っ
た
り
、
車

椅
子
や
寝
た
き
り
で
生
活
し

て
い
た
り
と
、
訪
問
先
の
高

齢
者
の
状
態
は
さ
ま
ざ
ま
。

「
カ
ッ
ト
を
終
え
た
女
性
が

鏡
を
見
た
瞬
間
、
輝
く
よ
う

な
笑
顔
を
浮
か
べ
る
。
外
見

が
き
れ
い
に
な
る
こ
と
は
生

き
る
希
望
や
自
信
に
つ
な
が

る
」
と
確
信
し
、
常
設
の
拠

点
設
置
を
決
め
た
。

「
ま
ち
の
保
健
室
」
目
指
す

磐田に美容室看護師・小林さん

岡
市
東
名
の
自
宅
敷
地
内

に
建
て
た
美
容
室
は
「
ハ
ミ

ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
名

付
け
、2
0
1
8

年
ロ
月
中

旬
に
地
元
住
民
ら
を
招
い
て

内
覧
会
を
開
い
た
。
「
地
域

で
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
き

る
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
」
と

の
思
い
か
ら
、
今
後
は
家
族

や
介
護
者
の
相
談
受
け
付
け

や
高
齢
者
の
手
作
り
品
の
展

示
販
売
代
行
な
ど
に
も
応
じ

る
予
定
。

聞
い
ムF
わ
せ
は
小
林
さ
ん

〈
電
0
8
0
(
3
7
6
7
)

7
8
0
7

〉
へ。

(
磐
田
支
局・
高
松
勝)

静
岡
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
3

日
(
木
)

患
者
・
家
族
支
援

花
が
ん
を
患
う
人
た
ち
が
集

い
、
悩
み
な
ど
を
語
り
合
う

「
が
ん
サ
ロ
ン
」
を
取
材
し

た
と
き
の
こ
と

。

大
腸
が
ん

の
治
療
中
と
い
う
中
年
男
性

の
爪
が
目
に
留
ま
っ
た
。

カ

ラ
フ
ル
な
ネ
イ
ル
アl
ト
が

施
さ
れ
て
い
る。

抗
が
ん
剤

治
療
を
受
け
る
と
爪
が
ボ
ロ

漫才ロボなんでやねん

ボ
ロ
に
な
る
た
め
、
ジ
ェ
ル

を
塗
り
補
強
し
て
い
る
の
だ

と
い
う
。
「
遊
び
心
か
ら
色

も
付
げ
て
み
る
と
、
気
持
ち

ま
で
明
る
く
な
り
ま
し
て

ね
」
V
同
じ
テ
ー
ブ
ル
の
女

性
患
者
が
「
女
子
力
高
い
で

す
ね
」
と
笑
い
掛
け
た
。

同

じ
病
気
を
患
う
人
同
士
、
話

題
は
尽
き
な
い。
「
標
準
治
療

と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
も

っ
と
良
い
治
療
が
あ
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま

人
工
知
能
(
A
I
)で
漫
才
の
台

本
を
瞬
時
に
作
り
、
披
露
す
る
2

体

の
「
漫
才
ロ
ボ
ッ
ト
」
は
、
が
ん
患

者
を
笑
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

ー
ー
。
大
阪
国
際
が
ん
セ
ン
タ
ー
(
大

阪
市
)
で
幻
目
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ

た
実
証
研
究
が
始
ま
っ
た
。
担
当
者

は
「
ロ
ボ
ッ
ト
が
医
療
や
介
護
な
ど

の
現
場
で
笑
い
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
」
と
期
待
す
る
。

漫
才
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
甲
南
大
知
能

情
報
学
部
(
神
戸
市
)
の
チ

l

ム
が
、

2
0
0
9

年
に
完
成
さ
せ
た
ボ
ケ
担

当
の
ゴ
ン
太
(
約m
H
Jと
ツ
ッ
コ

ミ
担
当
の
あ
い
ち
ゃ
ん
(
約
1
M
)

の
2

体
。
「
お
題
」
を
与
え
る
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ち
関
係
す
る
ニ

ュ
ー
ス
記
事
を
収
集
し
、
台
本
を
自

動
で
作
る
。
灘
本
明
代
教
授
は
「
関

西
の
大
学
と
し
て
、
笑
い
を
届
け
た

い
」
と
改
良
を
続
け
て
き
た
。

大阪国際がんセンター患者に笑い

う
。

言
い
方
を
変
え
た
方
が

い
い
」
「
が
ん
は
最
期
ま
で
の

時
聞
を
与
え
ら
れ
る
病
気。

人
生
に
じ
っ
く
り
と
向
き
合

え
る
」V
日
本
人
の2
人
に

1

人
が
が
ん
に
な
る
と
言
わ

れ
る
時
代。

一
言
一
言
が
胸

に
響
い
た。

(
宮
崎
拓
朗
)

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
泣
臼
(
火
)

と
の
日
は
、
患
者
白
人
を
前
に
、

「
お
正
月
」
「
大
阪
万
博
」
な
ど
の
お
題

を
す
ぐ
に
漫
才
に
。
「
任
期
」
と
「
人

気
」
な
ど
、
同
音
異
義
語
の
お
ち
で

笑
い
を
誘
っ
た
が
、
や
や
滑
り
気
味
。

そ
れ
で
も
患
者
の
女
性(
η
)は
「
が

ん
は
先
が
見
え
ず
、
後
ろ
向
き
に
な

る
け
れ
ど
、
笑
う
と
と
で
楽
し
い
気

分
に
な
れ
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
な
り
の
努

力
を
感
じ
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。

研
究
は
、
同
セ
ン
タ
ー
と
甲
南
大
、

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
が
共

同
で
実
施
。
宮
代
勲
・
同
セ
ン
タ
ー

が
ん
対
策
セ
ン
タ
ー
所
畳
は
「
ま
ず

は
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
介
護
な
ど
の

現
場
で
も
活
用
で
き
れ
ば
」
と
話
し

た
。
【
芝
村
宣
言

毎

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
包
日
(
火
)
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患者対象に研究大阪国際がんセンター

「笑~ )J が、がん患者の免疫に与える影響を調べるユニークな研

究が大阪国際がんセンター(大阪市)で行われている。 研究では、

患者に落語や漫才を楽しんでもらい、体調を調べる。 患者の血液を

検査すると、免疫力を高める物質を分越する能力が向上していたこ

とが判明。 笑って気持ちが明るくなることで免疫によい効果がある

という 。 どんな研究なのか、現場を訪ねた。 【御園生枝里】

文
珍
さ
ん
に
加
え
、
落
語
家
の
桂
米

団
治
さ
ん
、
笑
福
亭
松
喬
さ
ん
、
桂

慶
治
朗
さ
ん
、
漫
才
コ
ン
ビ
「
な
す
な

か
に
し
」
、
ピ
ン
芸
人
の
も
り
や
す
パ

ン
パ
ン
ピ
ガ
ロ
さ
ん
が
出
演
し
た
。

と
の
研
究
は
、
松
竹
芸
能
、
米
朝

事
務
所
、
吉
本
興
業
の
協
力
を
得
て

実
現
し
、
日
年
に
続
き
2

回
目
。
事

前
に
研
究
参
加
に
同
意
し
た
患
者
ち

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
血
液
検
査
に
協

力
し
た
。

も
り
や
す
パ
ン
パ
ン
ピ
ガ
ロ
さ
ん

の
呼
び
か
け
に
応
え
、
舞
台
に
上
が

っ
た
大
阪
府
大
東
市
の
長
崎
愛
子
さ

ん
(
邸
)
は
昨
年
4

月
に
肺
腺
が
ん
と

診
断
さ
れ
た
。
「
病
気
に
な
っ
て
、

少
し
で
も
研
究
の
役
に
立
て
た
ら
と ぃ

、
セ
ン
タ
ー
に
感
謝
し
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。• • 
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ど
う
生

き
た
い
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
自
分

ら
し
く
生
き
る
た
め
に
は
、
楽
し
み

も
必
要
で
は
」
と
話
す
。

「
笑
い
」
を
研
究
と
し
て
扱
う
と

と
に
つ
い
て
は
「
関
西
と
言
え
ば
『
お

笑
い
』
。
患
者
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
い
う
思
い
に
加
え
4
笑

い
』
が
患
者
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な

る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
研
究
成
果

と
し
て
出
せ
れ
ば
、
来
ら
れ
な
か
っ

た
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
楽
し
む

機
会
を
持
と
う
と
い
う
気
持
ち
に
な

っ
た
り
、
周
囲
が
『
行
つ
で
き
た
ら
』

と
勧
め
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
」

と
話
し
て
い
る
。

笑
う
門
に
は
免
疫
力

U
P

「
う
ち
の
父
親
は
面
白
い
父
親
で

し
た
泳
三
。
落
語
家
の
桂
文
珍
さ
ん

が
「
組
忽
長
壁
の
ま
く
ら
で
、
総
入

れ
歯
な
の
に
「
虫
歯
が
痛
い
」
と
訴

え
る
父
親
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し

「
家
が
ぎ
く
し
ゃ
く
す
る
の
で
、
の

っ
て
あ
げ
る
。
『
ど
こ
?
』
。
総
入
れ
歯

を
外
し
て
『
乙
乙
』
と
い
う
」
。
軽
妙
な

話
芸
に
客
席
は
笑
い
に
包
ま
れ
た
。

昨
年
ロ
月
、
大
阪
国
際
が
ん
セ
ン

タ
ー
で
聞
か
れ
た
「
わ
ろ
て
ま
え
劇

場
2
0
1
8
1
2日
に
分
げ
て
、
桂

思
っ
て
協
力
し
た
。
こ
ん
な
に
お
な

か
の
底
か
ち
笑
う
こ
と
は
な
く
、
自

分
の
体
が
元
気
に
な
っ
た
気
が
し

て
、
笑
う
の
は
大
切
だ
と
実
感
し
た
」

と
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

乳
が
ん
の
治
療
を
続
け
る
同
府
八

尾
市
の
天
屋
好
美
さ
ん
(
錦
)
は
「
元

々
お
笑
い
が
好
き
。
が
ん
再
発
の
恐

怖
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る
時
も
あ
り
、

お
笑
い
で
明
る
い
気
持
ち
に
な
れ
た

ら
と
参
加
し
た。
今
日
は
す
ご
く
楽

し
く
、
と
ん
な
機
会
を
与
え
て
も
ら

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
げ
年

デ
l

タ
に
よ
る
と
、
生
涯
で
が
ん
で

死
亡
す
る
確
率
は
、
男
性
お
物(4

人
に
1

人
)
、
女
性
同
必(7人
に1

人
)
。
が
ん
は
身
近
な
病
気
で
、
が

ん
に
な
っ
て
もQ
O
L
(生
活
の
質
)

が
保
た
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
。
Q
O

L

が
、
が
ん
患
者
の
生
存
期
間
と
関

連
す
る
と
の
研
究
結
果
も
あ
る
。

Q
O
L

は
が
ん
の
症
状
や
治
療
の

副
作
用
が
あ
る
中
で
、
患
者
が
自
分

ら
し
く
納
得
し
て
生
き
て
い
く
上
で

大
切
な
視
点
。
「
が
ん
サ
パ
イ
パ

l

」

と
も
呼
ば
れ
る
、
が
ん
経
験
者
に
は
、

が
ん
の
診
断
か
ら
治
療
後
ま
で
、
健

康
管
理
や
就
学
就
労
、
経
済
的
な
問

題
、
結
婚
や
出
産
な
ど
の
人
生
に
関

わ
る
問
題
な
ど
、
情
報
や
相
談
体
制

の
提
供
な
ど
の
支
援
が
必
要
に
な

る
。富

代
勲
・

大
阪
国
際
が
ん
セ
ン
タ

ー
が
ん
対
策
セ
ン
タ
ー
所
長
は
「
が

ん
経
験
者
が
増
え
、
治
療
中
の
み
な

ら
ず
、
診
断
を
受
け
た
時
か
ち
治
療

後
ま
で
、
社
会
的
、
精
神
的
な
支
援

• • 
げ
年
の
研
究
で
は
、
定
期
的
に
笑

い
を
楽
し
む
と
と
で
、
「
自
己
効
力

感
」
、Q
O
L

、
免
疫
機
能
に
、
変

化
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
た
。

2

週
間
お
き
に
計4
回
、
漫
才
や
落
語

を
生
で
楽
し
ん
だ
人
と
、
そ
う
で
な

い
人
を
ア
ン
ケ
ー
ト
や
血
液
検
査
な

ど
で
調
べ
た
。

気
分
の
変
化
を
捉
え
る
ご
時
的

気
分
尺
度
」
で
は
、
「
緊
張
」
「
抑

患
者
・

家
族
支
援

院内寄席で実証気分や痛みも改善
う
つ
」
「
怒
り
」
「
混
乱
」
「
疲
労
」

「
活
気
」
の
6

因
子
と
も
、
お
笑
い

を
楽
し
ん
だ
後
で
改
善
し
た
。
Q
O

L

で
は
、
痛
み
の
症
状
改
善
と
認
知

機
能
の
向
上
が
み
ら
れ
た
。
血
液
検

査
で
は
、
患
者
か
ち
採
取
し
た
免
疫

細
胞
に
刺
激
を
与
え
る
と
、
免
疫
を

高
め
て
が
ん
を
抑
え
る
作
用
を
も
っ

物
質
「
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
ロ
B
」

を
出
す
能
力
が
上
昇
す
る
乙
と
が
分

か
っ
た
。

自
己
効
力
感
は
体
の
症
状
や
日
常

生
活
に
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
の
自

信
の
程
度
を
表
す
も
の
で
、
宮
代
所

長
は
「
研
究
に
協
力
し
た
患
者
で
は
、

過
去
の
墾
口
か
ら
想
定
し
た
値
よ
り

も
良
好
だ
っ
た
」
と
分
析
す
る

。

同
年
の
研
究
は
、
げ
年
の
研
究
の

再
現
性
(
も
う
一
度
調
査
し
て
も
同

じ
結
果
が
得
ち
れ
る
か
ど
う
か
)
を

調
べ
る
た
め
に
行
わ
れ
た
。
前
回
は

2

週
間
お
き
だ
っ
た
の
を
凶
日
聞
に

縮
め
て
、
繰
り
返
し
笑
い
を
楽
し
む

星
第
果
が
表
れ
る
か
を
み
た
。

ま
た
、
四
年
は
新
た
な
試
み
と
し

て
、
公
演
前
後
で
特
徴
的
な
変
動
を

み
せ
た
患
者
の
血
液
を
用
い
、
「
マ

イ
ク
ロ
ア
レ
イ
解
析
」
と
い
う
方
法

で
、
網
羅
的
に
遺
伝
子
発
現
を
調
べ

て
い
る
。
研
究
チl
ム
で
は
「
『
お

笑
い
応
答
遺
伝
子
』
が
見
つ
か
る
と

夢
が
あ
る
ね
」
と
話
し
て
い
る
と
い

う
。

毎

日

(
大
阪
)・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
沼
目
(
金
)

73 



医療と安全管理総集版 2019年

患
者
・
家
族
支
援

音
楽
療
法
士
が
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
で
実
践

するヒントなど体験談が集まった。

自身も透析を受けている同法人代
表理事の宿野部武志さん(50)は 「透

析が必要と言われて、慌てて仕事を
辞めてしまったり、恋愛や結婚を諦

めてしまったりして後悔する人がい
る。 透析後の生活を藩ち着いて考え

られるように、ガイドブッ クを役立

ててほしい」 と話しているo

制作には約400万円の資金が必要。

じんラボで寄付を募っているO
(共同通信)

ピー

|透析生活ガイドブック |
目ごとに 3 分冊。①医師に透析が必

要と言われたとき②透析時に血液を

体外循環させるのに必要な出入り口

「シャント」 をつくるとき③実際に

透析を始めるときーを各24~ーにまと

め、 H闘に読めば必要な情報を得られ

るよう』こするO

患者の先輩であるじんラボ会員か

ちは既に、導入時の悩み、よくある

勘違いや失敗、導入後の生活を想像

知症患者ヘ歌のセラ

患
者
体
験
基
に
制
作
ヘ

認
知
症
患
者
へ
の
音
楽
療
法
と
し
て
好
き
な
曲
や
懐
か
し

い
曲
を
メ
ド
レ
ー
形
式
で
切
り
替
え
、
歌
っ
て
も
ら
う
「
フ

ラ
ッ
シ
ュ
ソ
ン
グ
セ
ラ
ピl
」
を
臨
床
音
楽
協
会
理
事
の
音

楽
療
法
士
、
飯
塚
三
枝
子
さ
ん
が
考
案
し
、
京
都
医
療
セ
ン

タ
ー
(
京
都
市
伏
見
区
)
で
実
践
し
て
い
る
。
音
楽
に
よ
っ

て
患
者
の
感
性
や
過
去
の
自
由
憶
に
働
き
掛
け
る
こ
と
で
、
症

状
に
伴
う
精
神
的
な
不
安
定
さ
や
行
動
異
常
の
抑
制
に
つ
な

げ
る
狙
い
だ
。

飯
塚
さ
ん
は
京
都
市
立
芸
術

大
卒
。
横
浜
市
の
介
護
老
人
保

健
施
設
で
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ソ
ン
グ

セ
ラ
ピl
を
考
案
し
た
。
京
都

医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
2
0
0
9

年
か
ら
、
脳
神
経
内
科
に
お
け

る
認
知
症
の
非
薬
物
療
法
の
一

環
と
し
て
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
予

約
制
で
実
施
し
て
い
る
。

一
曲
を
最
後
ま
で
歌
い
上
げ

る
こ
と
を
目
的
と
せ
ず
、
曲
名

を
告
げ
ず
に
多
数
の
曲
を
次
々

に
か
け
、
切
り
替
え
時
の
前
奏

で
反
応
を
引
き
出
す
。
「
テ
ン

ポ
や
リ
ズ
ム
、
音
程
と
い
っ
た

複
数
の
情
報
か
ら
曲
を
思
い
出

す
こ
と
は
と
て
も
脳
を
使
う
。

曲
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
も
よ
み

が
え
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
す
る
。
認
知
症
患
者
は
集
中

す
る
こ
と
が
難
し
く
、
曲
の
頻

繁
な
切
り
替
予
え
は
興
昧
を
継
続

さ
せ
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

状
に
よ
る
失
敗
を
通
じ
て
抑
う

つ
状
態
や
逆
に
攻
撃
的
に
な
っ

た
患
者
が
、
歌
え
た
こ
と
で
自

信
を
回
復
し
た
り
、
生
活
の
張

り
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
確
認

で
き
た
。
一
部
に
認
知
機
能
が

改
善
し
た
症
例
も
あ
っ
た
。
歩

行
速
度
が
上
が
る
な
ど
、
活
動

性
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
効

果
と
み
ら
れ
る
、
と
い
う
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マl
型
認
知
症

の
亀
井
美
穂
子
さ
ん
(
口
)
H

奈
良
市H
は
、
副
作
用
の
あ
っ

た
薬
物
療
法
か
ら
切
り
替
え
、

週
1

回
通
っ
て
い
る
。
言
葉
を

発
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
「
ド
レ
ミ
の
う

た
」
や
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

な
ど
の
曲
が
始
ま
る
た
び
、
舌

を
動
か
し
て
声
を
出
し
た
り
、

笑
顔
も
見
ら
れ
た
。
夫
の
明
さ

ん
(
九
)
は
「
家
で
は
な
か
な

か
見
ら
れ
な
い
反
応
が
あ
り
、

曲のメドレーで反応引き出す
も
あ
っ
た
。8
年
前
の
映
像
で

は
、
伴
奏
が
始
ま
る
と
美
穂
子

さ
ん
が
立
っ
た
状
態
で
明
さ
ん

に
両
手
を
差
し
出
す
し
ぐ
さ
を

見
せ
た
。
夫
妻
で
初
め
て
行
っ

た
海
外
が
ハ
ワ
イ
で
、
そ
の
船

内
で
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
い
う
。

美
琴
喜
ん
は
日
歳
で
疾
患

の
分
か
っ
た
若
年
性
で
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
は
世
一
代
の
異
な
る

ほ
か
の
利
用
者
と
音
楽
の
好
み

が
ま
っ
た
く
合
わ
な
か
っ
た
。

多
く
の
介
護
施
設
で
音
楽
が
集

団
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
使

わ
れ
て
い
る
が
、
飯
塚
さ
ん
は

「
治
療
で
は
患
者
そ
れ
ぞ
れ
の

生
き
た
軌
跡
に
合
わ
せ
て
選
曲

す
る
テ
ー
ラ
ー
メ
l

ド
で
こ

そ
、
反
応
を
引
き
出
す
効
果
が

生
ま
れ
る
」
と
強
調
す
る
。

在
宅
患
者
ら
に
向
け
、
京
都

医
療
セ
ン
ター
は
音
楽
コ
ン
テ

ン
ツ
配
信
を
手
掛
け
る
フ
ェ
イ

ス
(
宝
京
区
)
とip
h
o
n

e
(ア
イ
フ
ォl
ン
)
向
け
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
認
知

症
外
来
の
音
楽
療
法
」
を
共
同

開
発
し
た
。
昨
年
秋
か
ら
配
信

し
て
お
り
、
カ
メ
ラ
で
歌
唱
前

後
の
表
情
か
ら
反
応
を
読
み
、

選
曲
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
り
好
み

に
近
づ
け
る
機
能
も
取
り
入
れ

て
い
る
。
(
鈴
木
雅
人
)
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人へのアンケートでは、 69~診が透析
導入時に 「不安を感じた」と回答。

そのうち64~砂は治療に関してではな

く、仕事や収入、家族の負担、恋愛

や結婚、育児など生活全般に関わる

不安を挙げた。

問題への対処法や体験談はじんラ
ボのサイトでも紹介してきたが、患

者の高齢化でインターネットが不得

手な人も多く、利便性も考躍して冊

子の刊行を決めた。

ガイドブックは透析開始までの節

腎臓病で人工透析を受けている患
者に向けた情報ウェブサイト 「じ人ノ

ラボ」 を運営する一般社団法人ペイ
シェントフ ッ ド (東京)が、透析に

ついて知っておきたいこと、日常生

活の注意点などをまとめたガイドブ
ッ ク 「患者がつく った透析のほんJ

を制作している。 2019年 6 月に発行

し、各地の医療機関などに置いて活

用してもらう 。 書店などでの販売も

検討するO

じんラボで17年に取った会員105

山
陰
中
央
新
報
・
朝
刊

2

0
1
9

年
1

月
7

日
(
月
)

認
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
!
病

患
者
の
症
例
をま
と
め
た
飯
塚

さ
ん
ら
の
研
究
報
告
で
は
、

症

い
つ
も
驚
か
さ
れ
て
い
る
」
と

い
v
つ
。

曲
の
中
に
ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽

回

閤

秋
田
大
大
学
院
医
学
系
研
究
科
主

体
の
グ
ル
ー
プ
が
2
0
1
7

年
度
か

ら
秋
田
大
を
会
場
に
、
が
ん
治
療
中

の
親
を
持
つ
子
ど
も
を
対
象
と
し
た

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
い
て
い
る

。

不
安
な
気
持
ち
を
抱
え
る
子
ど
も
た

ち
を
精
神
面
か
ら
支
え
る
重
要
な
取

り
組
み
だ。

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
C
L
I
M

B
(
ク
ラ
イ
ム
)
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

呼
ば
れ
、
米
国
で
開
発
さ
れ
た

。

秋

田
の
グ
ル
ー
プ
は
同
大
大
学
院
医
学

系
研
究
科・
臨
床
費
護
学
講
座
の
赤

川
祐
子
助
教
ら4
人
が
中
心。
学
外

か
ら
臨
床
心
理
士
ら
も
加
わ
っ
て
、

「
秋
田
ク
ラ
イ
ム
」
の
名
称
で
活
動

す
る
。

が
ん
に
か
か
っ
た
親
を
持
つ
子
ど

も
数
人
を
対
象
に
夏
休
み
と
春
休
み

の
年2
回
講
座
を
開
催
。

が
ん
と
は

ど
ん
な
病
気
で
、
ど
の
よ
う
な
治
療

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
を
丁
寧

に
説
明
し、

ケ
ア
に
努
め
る。
米
国

がお患者の子支援
で
は
医
療
機
関
で
広
く
{
付
ね
れ
て
い

る
が
、
日
本
で
は
首
都
圏
以
外
あ
ま

り
浸
透
し
て
お
ら
ず

、

東
北
で
行
っ

て
い
る
の
は
秋
田
ク
ラ
イ
ム
の
み
。

活
動
の
意
義
を
広
め
、
取
り
組
み
の

拡
充
を
図
り
た
い
。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
推
計

に
よ
る
と
、
日
歳
未
満
の
子
ど
も
を

持
つ
親
で
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
患

が
ん
に
な
っ
た
の
は
誰
の
せ
い
で
も

な
い
と
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

親
が
考
え
る
以
上
に
子
ど
も
の
想

像
力
は
豊
か
で
、
悪
い
方
向
に
働
く

こ
と
も
あ
る
。
親
が
隠
し
事
を
し
て

い
る
と
不
安
に
な
り
、
う
そ
を
つ
く

と
モ
信
感
が
芽
生
え
る
な
ど
親
子
聞

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
支
障
を

来
し
か
ね
な
い。
大
切
な
の
は
、
子

ど
も
を
家
族
の
一
員
と
し
て
ケ
ア
の

輪
の
中
に
入
れ
る
こ
と
だ
と
い
う
。 京

都
新
聞
・
朝

刊

2

0
1

9

年
1

月

包
日

(
火
)

た
だ
、
ク
ラ
イ
ム
の
活
動
に
は
公

的
支
援
な
ど
は
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
の

熱
意
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状

だ
。

赤
川
助
教
の
共
同
研
究
室
に
は
、

子
ど
も
を
持
つ
県
内
各
地
の
が
ん
患

者
か
ら
、
こ
の1
年
半
で
延
べ1
3

0

件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
対

応
し
切
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
と
い

Fつ
。現

在
秋
田
大
を
会
場
に
行
っ
て
い

る
取
り
組
み
を
県
北
や
県
南
で
も
行

え
な
い
か。
そ
の
た
め
に
は
人
材
や

活
動
へ
の
理
解
深
め
た
い

者
は
全
国
に
年
間
約
5

万
6

千
人。

同
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
に
ω
年
か
ら

口
年
に
入
院
し
たmi
日
歳
約6
7

0
0

人
の
う
ち
、
包・
7
%
に
日
歳

未
満
の
子
ど
も
が
お
り
、
4

人
に
l

人
が
子
育
て
中
だ
っ
た
。

子
ど
も
に
親
の
が
ん
を
説
明
す
る

際
に
は、

「
が
ん
」
と
い
う
病
気
で

あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
伝
え
る
こ

と
、
人
に
う
つ
る
病
気
で
は
な
く
、 親

自
身
が
子
ど
も
に
う
ま
く
説
明

し
切
れ
な
い
例
は
多
い
。

だ
か
ら
こ

そ
、
専
門
家
で
つ
く
る
ク
ラ
イ
ム
の

よ
う
な
存
在
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

大
切
な
の
は
、
子
ど
も
の
年
齢
や
発

達
段
階
に
応
じ
て
伝
え
方
を
工
夫
す

る
こ
と
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た

母
親
か
ら
は
「
娘
の
本
心
を
聞
く
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
の
声
も

聞
か
れ
た
。

患
者
・

家
族
支
援

資
金
の
確
保
が
欠
か
せ
な
い

。

ま
ず

は
よ
り
多
く
の
医
療
関
係
者
に
、
活

動
の
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
だ
ろ
う
。

が
ん
に
苦
し
む
親

や
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト

の
輪
を
広
げ
た
い
。

秋
田
魁
新
報
・
朝
刊

2

0
1
9

年
1

月

お
日

(土
)
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臓器提供 と知ってつも

移
植
医
療

遺
族
「
揺
る
が
ぬ
決
断
、
後
悔
な
い
が
・
」

2010年の臓器移植法改正で本人意思が不明でも家族の同意が

あれば移植が可能になった。 しかし、突然t決断を迫られる家族

は戸惑い、迷う。 6年前にくも膜下出血で脳死になった妻の臓

器提供に同意した男性 (62 ) =福岡県=は 「脳死は誰にでも起こ

り得る。 臓器提供がど、んなものか、もっと知ってほしい」 と訴

え、地元や熊本での講演を続ける。

語
り
合
い

考
え
る
社
会
に

悔
は
な
い」と
し
な
が
ら
も
、

そ
の
思
い
は
ぺ
与
キ
」
ま
だ

。

決
断
後
、
幾
事
い
)
心
が
揺
れ

動
い
た。

長
男
(お
)は
「も
っ
と
悩

ん
で
決
断
す
べ
き
だ
っ
た
の

か
な
」
と
考
え
て
い
る。
そ

の
病
院
は
当
時
、
臓
器
提
供

の
経
験
が
な
か
っ
た。
院
内

の
広
々
と
し
た
応
接
室
に
通

さ
れ
、
幹
部
が
次
々
と
家
族

の
意
思
確
認
に
集
ま
っ
た
。

あ
ら
た
め
て
事
の
重
大
さ
を

突
き
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
。

一
方
、
葬
儀
後
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ

ト
で
脳
死
に
批
判
的
な
書
き

込
み
を
見
つ
け
た。
「
快
く

臓器提供後、日本臓器移値ネγ トワーク
から男性の棄に贈られた感謝状

思
わ
な
い
人
た
ち
が
い
る
こ

と
も
知
っ
た。
反
対
意
見
も

理
解
で
き
る」
。
だ
か
ら
こ

そ
、
「も
っ
と
臓
器
提
供
の

知
識
を
持
っ
た
上
で
決
断
で

き
た
ら
よ
か
っ
た」
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た。

母
の
死
後
、
長
男
は
結
婚

し
娘
も
生
ま
れ
た。
現
在
持

つ
携
帯
電
話
に
は
、
臓
器
提

供
の
意
閏
萎
蓄
す
る
機
能

が
あ
る。
購
入
時
は
「提
供

す
る
」
に
し
て
い
た
が
、
今

は
「し
な
い
」
に
変
え
た
と

い
う
。

昨
年
日
月
中
旬
、
熊
本
市

で
聞
か
れ
た
臓
器
移
植
に
関

す
る
講
演
会。
男
性
は
壇
上

つ熊
い本
て市
E吾で
るあ
男つ
性た

11 講
2 演
O 会
1 で

是主 h
11 の
用車厳

暑苦
提
供
f¥ 

の
思
し、

で
「子
ど
も
た
ち
に
は『母

さ
ん
は
ど
こ
か
で
生
き
て
い

る
よ
』
と
話
し
た。
た
だ
、

臓
器
提
供
し
た
事
実
を
今
も

ほ
と
ん
ど
の
親
戚
に
打
ち
明

け
て
い
な
い」と
吐
露
し
た。

隠
し
て
は
い
な
い
が
、
積
極

的
に
話
す
気
持
ち
に
は
な
れ

な
い
と
い
う。

圏
内
の
脳
死
に
よ
る
臓
器

提
供
件
数
は
、
家
族
同
意
に

よ
る
実
施
で
増
加
傾
向
に
は

あ
る
が
、
普
及
し
て
い
る
と

は
言
え
な
い。
引
年
の
法
施

行
以
降
、
実
施
数
は60
0

例
弱
、
熊
本
県
内
で
も
同
年

ロ
月
時
点
の
判
明
分
で
4

例

だ
。男

性
は
仕
事
の
傍
ら
、
病

院
や
学
校
な
ど
で
臓
器
移
植

に
関
す
る
講
演
活
動
を
続
け

て
い
る。
多
く
の
人
に
臓
器

移
植
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

だ
。

熊
本
で
の
講
演
に
も
友

人
2

人
を
初
め
て
招
い
た。

家
族
の
中
に
は
「人
に
言

う
べ
き
こ
と
じ
ゃ
な
く
、
講

演
を
や
め
て
ほ
し
い」
と
い

う
声
も
あ
る
と
い
う。
そ
れ

で
も
な
ぜ
続
け
る
の
か。
「移

植
に
つ
い
て
も
っ
と
語
り
合

い
、
考
え
る
社
会
に
な
っ
て

ほ
し
い
ん
で
す」

(林
田
賢
一
郎)

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
9

日
(
水
)
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民
泊
の
ヤ

ス
ス
メ

腎
移
植
手
術
を
受
け
る
子
ど
も
に
付
き
添
う
家
族
を
入

院
先
に
近
い
民
泊
で
受
白
入
れ
る
取
り
組
み
が
、
東
京
都

大
田
区
で
始
ま
っ
て
い
る
。

手
術
後
も
定
期
健
診
の
た
め

に
何
度
も
長
期
滞
在
が
必
要
に
な
る
た
め
、
ホ
テ
ル
よ
り

安
価
で
、
家
族
で
気
兼
ね
せ
ず
に
滞
在
で
き
る
雰
囲
気
が

害
ば
れ
て
い
る。

国
家
戦
略
特
区
を
活
用
し

た
「特
区
民
泊」
を
全
国
で

初
め
て
導
入
し
た
大
田
区

と
、

小
児
腎
移
植
の
症
例
が

多
い
東
邦
大
医
療
セ
ン
タ
ー

大
森
病
院
(同
区
)
が
協
定

病
児
の
家
族
が
く
つ
ろ
ぐ
場

を
締
結。
N
P
O

法
人
が2

0
1
8

年
3

月
末
、
患
者
の

家
族
専
用
の
民
泊
と
し
て

「パ
ー
ク
テ
ラ
ス
緑
の
風」

の
運
営
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。

オ
ー
ナ
ー
の
松
浦
幸
雄
さ

ん
は
「病
児
を
支
え
る
ご
家

族
の
た
め
に
な
れ
ば
、
と
思

い
立
っ
た。
風
呂
と
ト
イ
レ

が
独
立
し
て
い
る
こ
と
や
防

犯
・

防
災
対
策
が
で
き
る
な

病
院
に
近
く

安
価
で
安
心

腎
移
植
で
長
期
滞
在

ど
、
病
院
の
周
辺
で
民
泊
の

条
件
を
ク
リ
ア
で
き
る
物
件

を
探
す
の
が
大
変
だ
っ
た
」

と
話
す。

病
院
に
隣
接
す
る
公
園
に

面
し
た
空
き
家
が
見
つ
か

り
、
3

階
建
て
の1
階
部
分

(約
羽
平
方M
)
を
約1
2

0

万
円
か
け
て
改
修
し
、
オ

ー
プ
ン
に
こ
ぎ着
げ
た
。

2

K
で1
泊
3
2
4
0

円
。

こ

れ
ま
で
滞
在
し
た4
組
の
家

感
染
者
提
供
で
4

割
発
症

に
感
染
し
て
い
な
い
人
が
感
染

者
か
ら
腎
移
植
を
受
け
る
と
、

高
い
確
率
で
国
の
指
定
難
病

「E
T
L
V
1
関
連
脊
髄
症(
H

A
M
)」
を
数
年
内
に
発
症
す

る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
が
、
国

立
病
院
機
構
水
戸
医
療
セ
ン
タ

ー
(
茨
城
県
)
な
ど
の
研
究
グ
ル

ー
プ
の
調
査
で
分
か
っ
た
。

移

九
州
に
患
者
が
多
い
「
成
人

T

細
胞
白
血
病
(
A
T
L
)」

の
原
因
ウ
イ
ル
スH
T
L
V
1

植
に
よ
る
発
症
リ
ス
ク
が示さ

れ
た
の
は
初
め
て
で
、
世
界
の

移
植
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
の
情
報

共
有
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う

。

論
文
は
げ
目
、
国
際
医
学
誌

「
ニ
ュl
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・

ジ

ャ
ー
ナ
ル
・

オ
ブ
・

メ
デ
ィ
シ

ン
」
に
掲
載
さ
れ
た

。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
日
本
移

族
と
鍵
の
受
け
渡
し
で
会
っ

た
際
、
「和
室
が
あ
っ
た
の

で
、
(病
児
の
)
兄
弟
も
リ

ラ
ッ

ク
ス
で
き
た」
「
待
ち

時
間
に
洗
濯
に
戻
れ
る
近
さ

が
あ
り
が
た
い」
と
感
謝
さ

れ
た
と
い
う。

ド
ナ
l

の
大
半
は
両
親

で
、
移
植
手
術
の
際
は
親
子

で
入
院
す
る。
部
屋
が
広
い

の
で
、
さ
ら
に
介
助
者
も
一

緒
に
宿
泊
で
き
る
。

東
邦
大

植
学
会
な
ど
が
ま
と
め
て
い
る

腎
移
植
臨
床
登
録
を
基
に
、
患

者
(
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
)
か
提
供

者
(
ド
ナl
)
が
H
T
L
V
1

に
感
染
し
て
い
た2G
o
o


H
年
の
症
例
を
調
べ
た。

そ
の
結
果
、H
T
L
V
1
に

感
染
し
た
ド
ナ
ー
か
ら
腎
移
植

を
受
け
た
未
感
染
者
叩
人
の
う

ち
4
人
(
羽務
)
が
、
移
植
後

お
よ
そ
1
1
8

年
の
聞
にH
A

M
を
発
症
し
て
い
た。

一
般
的

に
H
A
M
の
発
症
は
感
染
か
ら

m
i
m
年
後
で
、
発
症
率
は0

・
3

Z
と
さ
れ
て
お
り
、
移
植

移
植
医
療

の
炭
山宙開
伸
理
事
長
は「術

後
の
定
期
診
療
を
含
め
る
と

当
院
の
小
児
腎
移
植
の
患
者

は
年
間
約
1
2
0

人
に
上

り
、
遠
方
か
ら
の
ケ
l

ス
も

多
い。
家
族
の
負
担
は
大
き

く
、
民
泊
を
利
用
で
き
る
の

は
大
歓
迎」
と
喜
ぷ。

地
域
で
患
者
の
家
族
を
支

え
る
先
進
的
な
試
み
に
共
鳴

し
、
一
般
の
半
額
以
下
で
の

提
供
を
申
し
出
た
民
泊
オ
i

に
よ
り
高
い
確
率
で早
期
発
症

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

。

同
医
療
セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究

部
の
湯
沢
賢
治
部
長
は
「
移
植

手
術
で
は
抵
抗
力
を
抑
え
る
免

疫
抑
制
剤
を
使
う
。

そ
の
状
態

の
体
内
に
ウ
イ
ル
ス
が
入
る
こ

と
で
症
状
が
急
速
に
重
篤
化
す

る
と
み
ら
れ
る
」
と
分
析
し
て

い
る

。
移
植
後
に
感
染
検
査
を実施

し
た
8

人
の
う
ち7
人
(
釘
・

5

v
m〉
が
H
T
L
V
1
に
感
染

し
た
こ
と
も
判
明。

一方
、
H

T
L
V
1
感
染
者
同
士
で
腎
移

ナ
ー
も。
大
森
病
院
で
は
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
患
者

家
族
に
も
民
泊
利
用
を
広
げ

て
い
く
方
針
だ
。

病
院
で
手
術
を
受
け
る
た

め
の
長
期
入
院
や
、
旅
先
で

の
急
病
な
ど
の
際
、
民
泊
は

家
族
の
受
け
皿
と
な
り
穆
@

の
か。

病
院
と
民
泊
の
提
携

宏
寸
後
が
注
目
さ
れ
る
。

日
本
海
新

聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
刊
日
(
金
)

「
関
連
記
事

J

-
2
0
1
7年
6

号
制
頁
」

植
を
し
た
初事
例
で
はH
A
M

の
発
症
は
な
か
っ
た
と
い
う

。

研
究
に
加
わ
っ
た
聖
マ
リ
ア

ン
ナ
医
科
大
の
山
野
嘉
久
教
授

は
「
腎
移
植
後
の
病
態
の
解
析

を
進
め
る
こ
と
で、

H
A
M
の

発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
つ

な
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
る

。

(
森
井
徹
)

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
沼
田
(
金
)

77 



Kirinuki Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2019

終
末
期
の
が
ん
患
者
の4
割
近
く

が
、
亡
く
な
る
前
の1
か
月
間
、
体
の

痛
み
を
抱
え
て
い
た|
|
。

そ
ん
な

初
の
全
国
調
査
の
結
果
が
、
先
月
下

旬
に
公
表
さ
れ
た。
日
本
人
の
3

人

に
1

人
が
が
ん
で
亡
く
な
る
今
、
が

ん
の
痛
み
を
抑
え
ら
れ
る
か
ど
う
か

は
、
身
近
で
重
要
な
問
題
だ
。

終
末
期

医
療
の
現
場
か
ら
課
題
を
探
っ
た
。

-
遺
族
に調
査

最
も
進
行
し
た
ス
テ
ー
ジ4
の

乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
名
古
屋
市

の
女
性
(
お
)
は
、
自
ら
の
希
望
で

治
療
は
受
け
ず
、
藤
田
医
科
大
病

院
(愛
知
県
豊
明
市)
の
外
来
で

経
過
観
察
を
続
け
て
い
た
。

昨
年
日
月
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

先
の
施
設
で
、
が
ん
の
転
移
に
よ

る
腰
の
痛
み
に
襲
わ
れ
た
。
施
設

を
訪
問
す
る
医
師
が
鎮
痛
剤
を
処

方
し
て
く
れ
た
が
、
飲
ん
で
も
効

果
は
な
く
、
次
第
に
痛
み
が
強
く

な
っ
た
。

そ
こ
で
、
藤
田
医
科
大
病
院
の

緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
入
院
、
処

方
さ
れ
た
医
療
用
麻
薬
の
錠
剤
を

1

日
2

回
飲
む
と
、2
日
後
に
は

痛
み
が
き
れ
い
に
消
え
た。
女
性

は
食
欲
が
出
て
、
院
内
の
お
茶
会

に
も
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
痛
み
が
な
く
な
っ
て
、
気
持
ち

が
明
る
く
な
っ
た」
と
喜
ぶ。

全
国
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
ター
。
人
生
の

国緩和ケア がんなど生命を脅かす病気
の患者と家族に対して、痛みなどの身

体的 ・ 精神的な苦痛や社会生活上の不安な
どを和らげる医療やケアのこと 。 終末期に
限らず、早い段階から治療と並行して行う 。

4割が経験

。がん患者の遺族調査結果ゆ がんの痛みに対する薬の使い方
(WHO方式がん窪痛治療法)

※
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー。
小
数
点
以
下
を
四
捻
五
入
し
た
た
め
合
計
は

必
ず
し
も
1
0
0
%

に
な
ら
な
い

EE国扇t:.1'i油開;;1邑l [l)}[烹居

-E己主tù溢:!"I.I] F':軍f主.~頭目m.

速
や
か
に
対
応
し
な
か
っ
た

-モルヒネ

・ヒドロモル
フォン

・オキシコドン

・フエンタニル

・夕べンタドール

・メサドン

-非ステロイド性
消炎鎮痛薬

・アセトアミノ
フェン

-コデイン

・トラマドール

オ
ピ
オ
イ
ド
鎮
痛
議
(
医
療
用
麻
薬
)

• 鎖溜B

弱い書店み

※
日
本
緩
和
医
療
学
会
「
患
者
さ
ん
と
家
族
の

た
め
の
が
ん
の
痛
み
治
療
ガ
イ
ド
増
補
版
」
を
碁
に
作
成

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

・

緩
和
ケ
ア

思
う
」
な
ど
、
対
応
し
て
い
た
と

す
る
回
答
が
制
%
と
高
か
っ
た。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、「医
師

は
速
や
か
に
対
応
し
た
が
、
が
ん

の
痛
み
は
取
り
き
れ
な
か
っ
た」

と
い
う
ケ
l

ス
が
少
な
か
ら
ず
あ

る
と
考
え
ら
れ
る。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
加

藤
雅
志
・

が
ん
医
療
支
援
部
長
に

よ
る
と
、
ど
ん
な
治
療
を
行
っ
て

も
取
り
き
れ
な
い
痛
み
だ
っ
た
の

か
、
治
療
が
適
切
で
な
か
っ
た
の

か
、
今
回
の
調
査
で
医
療
の
質
ま

で
は
把
握
で
き
な
い
と
い
う。

そ
れ
で
も
「が
ん
患
者
の4
割

近
く
に
痛
み
が
あ
る
と
い
う
結
果

が
出
た
以
上
、
対
策
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る」
と
語
る。
同
セ
ン

タ
ー
は
今
月
末
か
ら
、
対
象
を
約

が
ん
の
痛
み
抑
制

終
末
期
の
課
題

ためらわずに医療用麻薬
と
し
た
緩
和
ケ
ア国
研
修
会
を
侃

年
か
ら
始
め
、
す
で
に
叩
万
人
以

上
が
受
け
た。
昨
年
か
ら
は
対
象

を
看
護
師
ら
医
師
以
外
に
も
広
げ

た
。

緩
和
ケ
ア
に
手
厚
い
医
療
機

関
の
収
入
が
増
え
る
よ
う
、
診
療

報
酬
改
定
も
度
々
行
っ
て
い
る
。

藤
田
医
科
大
病
院
緩
和
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
長
の
東
日
高
志
教
授
は

「日
本
の
緩
和
ケ
ア
は
叩
年
前
よ

り
は
か
な
り
良
く
な
っ
た
が
、
ま

だ
地
域
や
病
院
、
医
師
に
よ
っ
て

レ
ベ
ル
に
差
が
あ
る」
と
指
摘
す

る
。冒

頭
の
乳
が
ん
の
女
性
は
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
先
の
施
設
で
医
師

か
ら
鎮
痛
薬
を
処
方
さ
れ
た
が
、

一
般
的
な
頭
痛
・
生
理
痛
な
ど
に

処
方
さ
れ
る
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ

ン
だ
っ
た。

東
口
教
授
に
よ
る
と
、
医
療
用

麻
薬
の
使
用
を
た
め
ら
う
医
師
は

ま
だ
少
な
く
な
い。
痛
み
が
ひ
ど

く
な
る
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
使
わ
な

い
、
使
っ
て
も
量
が
足
り
な
い
な

ど
、
緩
和
ケ
ア
の
知
識
不
足
が
背

景
に
あ
る。

東
口
教
授
は
「
適
切
な
治
療
を

す
れ
ば
、
が
ん
の
痛
み
は
ほ
ぼ
取

り
除
く
こ
と
が
で
き
る
。

全
国
ど

の
地
域
や
病
院
で
も
患
者
が
痛
み

に
苦
し
ま
な
く
て
済
む
よ
う
に
、

医
師
は
医
療
用
麻
薬
を
早
い
段
階

で
使
う
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
は
い

け
な
い
」
と
話
し
て
い
る。
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最
終
段
階
(
終
末
期
)
の
療
養
生

活
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、2

0
1
6

年
に
が
ん
や
ほ
か
の
病
気

で
亡
く
な
っ
た
患
者
の
遺
族
約4

8
0
0

人
に
、
昨
年2
j
3

月
、

郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

かゐ慶長手fJJ宏好奇

ビ
患者

実
施
し
た
。

が
ん
で
は
、3
2
0
4

人
中
の

有
効
回
答
数
は1
6
3
0

人
(
日

%
)
。
「
亡
く
な
る
前
の1
か
月

を
痛
み
が
少
な
く
過
ご
せ
た
か
」

に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
そ

ハ
I

ラ
僧

不
安
和
ら
げ

益田市久城町の専光寺の栃

畠宏樹副住職(33)が、岡市を

拠点にがん患者や家族たちが

集う「ほっとサロン益田」で、

参加者の病気への不安を和ら

げる「ビハーラ僧」として活動

しているO 病に苦しむ人たち

を助けようと、毎月 1 回の会

合に参加。 患者たちの気持ち

に寄り添った講話と傾聴で、

精神的な支えとなっている。

(古瀬弘治〉

5

万
人
に
広
げ
た
本
格
調
査
に
着

手
す
る
。

う
思
わ
な
い
」
「
あ
ま
り
そ
う
思

わ
な
い
」
な
ど
、
痛
み
の
あ
る
状

態
だ
っ
た
の
は
お
%
に
上
っ
た
。

一
方
で、
医
療
者
が
苦
痛
に
速

や
か
に
対
応
し
て
い
た
か
を
聞
く

と
、
「
そ
う
思
う
」
「
や
や
そ
う

-
緩
和
ケ
ア
に
力
点

厚
生
労
働
省
は
、
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
な
ど
の
医
師
を
対
象

岡
市
乙
吉
町
の
益
田
赤
十

字
病
院
で
こ
の
ほ
ど
、
ロ
人

が
参
加
し
て
聞
か
れ
た
同

サ
ロ
ン
の
会
合
。

「
が
ん

患
者
の
心
の
す
き
を
狙
う

カ
ル
ト
集
団
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
心
構
え
な
ど
を
講

話
し
、
続
く
意
見
交
換
会
で

は
、
病
気
に
よ
る
生
活
へ
の

不
安
を
吐
露
す
る
患
者
た
ち

の
話
に
、
じ
っ
と
耳
を
傾
け

た
ビ
ハ
l

ラ
は
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
で
「
休
息
の
場
所
」

の
意
味。
患
者
の
心
を
ケ
ア

す
る
ピ
ハl
ラ
活
動
は
、
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
が1
9
8

7

年
に
始
め
た。
2
0
1
7

年
に
は
、
同
宗
派
本
山
の
西

本
願
寺
が
ビ
ハl
ラ
僧
養
成

研
修
を
開
始。
山
陰
両
県
で

ビ
ハ
l

ラ
活
動
を
す
る
僧
な

議品究サロンで講話、傾聴
ど
が
集
ま
る
「
ビ
ハl
ラ
山

陰
」
の
会
員
は
約1
2
0

人

と
い
う。

栃
畠
副
住
職
は
日
年
、
健

診
で
体
に
異
変
が
見
つ
か
っ

た
。

健
康
に
影
響
は
な
か
っ

た
が
、
意
識
が
変
わ
っ
た
。

「
仏
教
の
教
え
を
通
し
て
、

患
者
の
心
の
ケ
ア
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
」
と
の
思
い
が
強

ま
り
、
ビ
ハl
ラ
山
陰
が
主

催
す
る
講
演
会
に
参
加。
病

気
を
患
っ
た
門
徒
に
接
す
る

際
に
実
践
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。当

初
は
、
老
い
や
病
気
へ

の
不
安
を
抱
え
る
人
た
ち
に

「
ど
ん
な
声
を
掛
け
た
ら
い

い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
」
と

い
う
が
、
多
く
の
患
者
と
接

し
た
経
験
か
ら
「
会
う
と
き

に
は
暗
い
顔
を
せ
ず
、
相
手

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア
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読

士
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
初
日
(
水
)

の
話
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾

け
る
こ
と
が
大
切
」
と
悟
っ

た
同
サ
ロ
ン
が
益
田
赤
十
字

病
院
で
開
く
会
合
に
は
、3

年
前
に
初
参
加。
優
し
く
包

み
込
む
よ
う
な
姿
勢
で
向
き

合
い
、
が
ん
患
者
の
苦
悩
や

悲
嘆
を
和
ら
げ
て
い
る
。

同

サ
ロ
ン
の
野
稲
和
男
代
表

(
ω
)は
「
患
者
た
ち
の
大
き

な
支
え
に
な
っ
て
い
る」
と

感
謝。
栃
畠
さ
ん
は
「
病
気

で
悩
む
人
た
ち
の
心
の
安
ら

ぎ
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
静
か
に
語
る。

山
陰
中
央
新
報
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
引
日
(
月
)
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み
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
(
終
末
期
医
療
)
を
受
け
る
患
者
ら
の
「
願
い
」
を

実
現
す
る
取
り
組
み
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。
患
者
ら
が
希
望
す
る
場
所

ヘ
無
料
で
送
迎
し
、
人
生
最
後
の
外
出
を
実
現
す
る
終
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
、
一
般
社
団
法
人
「
願
い
の
く
る
ま
」
(
さ
い
た
ま
市
中
央

区
)
が
手
掛
け
る
。
欧
州
で
は
盛
ん
だ
が
、
圏
内
で
は
初
の
取
り
組
み
。

現
在
は
関
東
圏
の
み
の
送
迎
活
動
だ
が
、

A丞
は
東
海
、
関
西
圏
に
も
広

げ
る
こ
と
も
見
据
え
る
。
(
小
林
哲
伸
)

-
欧
州で
は
盛
ん

団
体
を
設
立
し
た
の
は
、
事
故
車
買

い
取
り
業
の
タ
ウ
(
同
)
。
団
体
理
事

を
務
め
る
同
社
の
熊
野
真
軍
需
務
に
よ

る
と
、
「
車
を
使
っ
て
社
会
貢
献
し
た

い
」
と
の
思
い
を
実
現
さ
せ
た
か
っ
た

と
い
う
。

ド
イ
ツ
や
オ
ラ
ン
ダ
で
、
終
末
期
患

者
が
希
望
す
る
場
所
へ
送
迎
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
盛
ん
な
こ
と
を
知
っ
た
。

「
多
く
の
人
の
最
後
の
願
い
を
か
な
え
、

幸
せ
な
人
生
だ
っ
た
と
感
じ
て
も
ら
え

る
こ
と
に
貢
献
で
き
る
」
と
し
て
、
欧

州
の
事
例
の
情
報
収
集
な
ど
準
備
を
開

始
。
社
員
ら5
人
に
よ
る
社
胆
法
人
を

立
ち
上
げ
、20
1
8

年
1

月
か
ら
活

動
を
開
始
し
た
。

活
動
は
、
ホl
ム
ホ
ス
ピ
ス
や
社
会

福
祉
法
人
、
民
間
救
急
車
運
用
会
社
な

ど
と
連
携
し
、
酸
素
ボ
ン
ベ
、
吸
引
器
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器
(
A
ED
)な
ど

の
装
備
が
あ
る
民
間
救
急
車
両
で
行
う
。

車
両
に
は
五
轟
師
な
ど
医
療
ス
タ
ッ
フ

が
同
乗
す
る
。
医
師
の
同
意
を
得
た
上

で
、
日
帰
り
可
能
な
場
所
へ
送
迎
す
る
。

-
末
期
の
大
腸がん
で
も

連
携
先
か
ら
の
相
談
も
あ
り
、
同
年

3

月
以
降
、
月l
回
ぺl
ス
で
計8
回

実
施
し
た
。
費
用
は
約
叩
万

3
m万
円

か
か
る
が
、
タ
ウ
が
捻
出
。
た
だ
相
談

を
受
け
て
も
、
希
望
者
の
体
調
悪
化
や

医
師
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
実
施
で
き

な
い
ケl
ス
も
あ
る
と
い
う
。

初
代
女
性
は
同
年5
月
却
目
、
さ
い

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

・

緩
和
ケ
ア

車で終末期患者の外出支援
た
ま
市
内
で
行
わ
れ
る
息
子
が
所
属
す

る
楽
団
が
出
演
す
る
定
期
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
の
観
賞
に
参
加
し
た
。
末

期
の
大
腸
が
ん
で
、
提
携
先
の
岡
市
内

の
在
宅
型
ホl
ム
ホ
ス
ピ
ス
で
緩
和
ケ

ア
治
療
を
受
け
て
い
た
。
演
奏
会
に
は

毎
年
訪
れ
て
お
り
、
「
も
う
一
度
参
加

し
た
い
」
と
、5
月
上
旬
に
相
替
セ
持

ち
掛
け
た
。

そ
れ
を
受
け
、
願
い
の
く
る
ま
事
務

局
は
担
当
医
と
家
族
の
同
意
を
確
認
。

当
日
の
医
師
と
の
連
絡
熊
勤
種
築
、
施

設
か
ら
車
で
却
分
程
度
の
会
場
へ
の
行

程
や
バ
リ
ア
フ
リ
l

環
境
の
確
認
、
リ

ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
型
の
車
い
す
の
準
備
、

施
設
の
職
員
と
同
行
す
る
看
護
師
と
の

聞
で
外
出
す
る
女
性
の
体
調
情
報
を
共

有
し
た
。
女
性
も
新
し
い
服
を
購
入
す

る
な
ど
外
出
へ
準
備
万
端
。
五
霧
車

介
添
え
も
行
一
つ
運
転
麦
日
め

5

人
態
勢

で
行
っ
た
。

女
性
は
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
予
定
時
間
の
的
分
を
延
長
す
る

な
ど
楽
し
ん
だ
。
「
最
後
の
ρ

息
子
孝

行
H
が
か
な
っ
た
」
と
喜
び
、
家
族
も

「
母
親
と
一
緒
の
時
間
を
過
ご
せ
て
良

か
っ
た
」
と
満
足
の
声
が
聞
か
れ
た
と

い
う
。
こ
の
ほ
か
、
筋
肉
腫
を
患
一
つ
加

代
男
性
が
希
望
す
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
試
合
へ
の
送
迎
も
相
談
か
ら

3

日

で
行
っ
た
。
現
在
は
2

月
に
脳
神
経
ま

ひ
を
患
う
叩
代
女
性
を
動
物
園
に
送
迎

す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

-
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ーショ
ンが
課
題

実
施
す
る
ご
と
に
改
蓮
宗
も
感
じ
て

い
る
。
特
に
感
じ
る
の
は
「
外
出
す
る

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
」
だ
。
医
師
の
同
意
の
上
で
の
外
出

だ
が
、
出
向
島
常
務
は
「
人
生
を
懸
け
て

の
願
い
が
か
な
っ
た
喜
び
か
ら
か
、
外

出
中
に
計
画
よ
り
長
い
時
閣
を
希
望
す

歪
刀
も
い
る
。
ま
た
出
掛
け
る
機
会
が

あ
る
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
会
話

が
で
き
る
よ
う
、
経
験
を
重
ね
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
話
す
。

さ
ら
に
「
事
務
局
の
人
員
に
呈
轟
や

福
祉
関
連
の
資
格
を
持
つ
人
材
を
加

え
、
よ
り
安
全
な
運
営
に
努
め
て
い
き

た
い
」
と
い
う
。
活
動
周
知
へ
、
提
携

先
と
な
る
医
療
関
連
団
体
の
拡
充
も
重

要
な
点
と
し
て
捉
え
る
。

タ
ウ
の
取
引
先
な
ど
か
ら
「
東
海
、

関
西
方
面
で
の
実
施
を
求
め
る
声
も
あ

る
」
と
い
う
。
ま
ず
は
ω
年
も
月l
回

ぺ
l

ス
で
活
動
し
つ
つ
、
課
題
改
善
に

努
め
、
送
迎
経
験
を
蓄
積
す
る
方
針
。

2

年
間
の
活
動
で
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
基
に
、
加
年
以
降
、
活
動
地
域
の
拡

大
を
目
指
す
。

埼
玉
新
聞
・
朝

刊

2
0
1
9

年
1

月
沼
田
(月
)
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遺伝子改変
された
双子が誕生

。ゲノム編集ベビーを誕生させたとされる研究(賀建歪氏の発表を基に作成)
工男 A_  体外受精
イ性

5は
イ
Jレ
ス
感
染

【広
州
H

角
谷
志
保
美】中
国

広
東
省
深
別
の
大
学
の
研
究
者

が
遺
伝
子
を
効
率
よ
く
改
変
で

き
る
「ゲ
ノ
ム
編
集
」授
術
で
受

EE 
院自
匡司

臼'ヨ

中
国
チ
ー
ム
調
査

精
卵
を
操
作
し
て
双
子
を
誕
生

さ
せ
た
と
す
る
問
題
で
、
中
国

国
営
新
華
社
通
信
は
幻
目
、
広

東
省
の
調
査
チl
ム
が
、
こ
の

研
究
者
が
「個
人
の
名
誉
と
利

益
の
た
め
、
国
家
が
禁
じ
て
い

る
生
殖
目
的
で
の
ヒ
ト
の
受
精

卵
の
ゲ
ノ
ム
編
集
を
行
っ
た」

と
結
論
付
け
る
初
期
調
査
結
果

を
明
ら
か
に
し
た
と
報
じ
た。

こ
の
研
究
者
は
、
南
方
科
技

大
学
の
軒
即
応
彰
博
士

。

新
華

社
に
よ
る
と
、
賀
氏
は2
0
1

6

年
6

月
か
ら
中
国
大
陸
外
の

人
物
も
含
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
組
織
し
、
自
己
資
金
で

研
究
に
取
り
組
ん
だ。

研
究
は
口
年3
月
5
m
年
日

新華社報道

「

国
規
定
に
違
反
」

月
に
、
男
性
だ
け
が
エ
イ
ズ
ウ

イ
ル
ス
(H
I
V
)
に
感
染
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
夫
婦8
組

の
参
加
を
募
っ
て
実
施
さ
れ

た
。

ゲ
ノ
ム
編
集
さ
れ
た
受
精

卵
に
よ
り
、
最
終
的
に2
人
が

妊
娠
。

う
ち
1

人
は
双
子
の
女

児
を
出
産
し
、
も
う1
人
は
現

在
も
妊
娠
中
と
い
う。
研
究
を

認
め
る
倫
理
審
査
書
は
偽
造
さ

れ
た
も
の
だ
っ
た。

調
査
チ
l

ム
関
係
者
は
新
華

社
に
対
し
、
「国
家
の
関
係
規

定
に
著
し
く
違
反
し
、
国
の
内

外
に
悪
影
響
を
与
え
た」
と
指

摘
。

賀
氏
と
、
研
究
に
関
わ
っ

た
人
物
や
機
関
は
「法
律
と
規

則
に
基
づ
い
て
厳
粛
に
処
理
す

る
」
と
述
べ
た
。

犯
罪
の
疑
い

が
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
公
安

機
関
に
処
理
を
ゆ
だ
ね
る
と
い

う
。

既
に
出
産
さ
れ
た
双
子
と

妊
娠
中
の
研
究
参
加
者
に
対
し

て
は
、
広
東
省
が
関
係
機
関
と

協
力
し
、
医
学
的
な
観
察
と
追

跡
調
査
を
行
う
と
し
て
い
る。

一方
、
南
方
科
技
大
は
幻
日
、

広
東
省
の
調
査
結
果
を
受
け

て
、
賀
氏
と
の
「労
働
協
力
関

係
を
解
除
す
る
」
と
の
声
明
を

発
表
し
た。

「科
学
者
の
暴
走
」
批
判

報
じ
ら
れ
た
調
査
結
果
が
事

実
だ
と
す
れ
ば
、
ゲ
ノ
ム
編
集

で
遺
伝
子
が
改
変
さ
れ
た
子
ど

医
療
倫
理

も
が
世
界
で
初
め
て
生
ま
れ
た

こ
と
に
な
り
、
国
内
の
生
命
科

学
の
研
究
者
ら
か
ら
非
難
の
声

が
上
が
っ
た
。

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
の
松
原
洋

一所
長
は
、
「倫

理
的
な
問
題
を
十
分
に
検
討
せ

ず
に
、
突
き
進
ん
で
し
ま
っ

た
。

科
学
者
の
暴
走
だ
」
と

批
判
し
た
。

北
海
道
大
の
石

井
哲
也
教
授(生
命
倫
理)は
、

「ゲ
ノ
ム
編
集
の
結
果
、
先
天

異
常
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
か

も
し
れ
ず
、
子
ど
も
の
意
思
と

は
無
関
係
に
、
親
の
同
意
だ
け

で
行
わ
れ
て
し
ま
う
の
は
人
権

的
に
も
問
題
だ」と
指
摘
し
た。

今
回
の
ゲ
ノ
ム
編
集
は
、
エ

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
(H
I
V
)
に

感
染
し
な
い
よ
う
、
体
外
受
精

の
際
に
遺
伝
子
を
改
変
し
た
と

さ
れ
る
。

ゲ
ノ
ム
編
集
は
、
遺
伝
子
を

効
率
よ
く
改
変
で
き
る一方
、

想
定
外
の
遺
伝
子
を
改
変
し
て

し
ま
う
恐
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

受
精
卵
の
段
階
で
の
遺
伝

子
改
変
の
影
響
は
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
、
そ
の
子
孫
に
も
及

ぶ
可
能
性
が
あ
る。
親
が
望
む

容
姿
や
能
力
を
持
た
せ
た「デ

ザ
イ
ナ
ー
ベ
ビl
」
誕
生
に
つ

な
が
る
恐
れ
も
あ
る。

妊
娠
、
出
産
目
的
の
受
精
卵

の
遺
伝
子
改
変
に
つ
い
て
、
欧

州
な
ど
で
は
法
的
に
禁
止
し
て

い
る
。

日
本
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集

し
た
受
精
卵
を
子
宮
に
戻
す
こ

と
を
、
今
年
春
か
ら
指
針
で
禁

じ
る
方
針
だ。
た
だ
、
禁
止
す

る
対
象
は
、
遺
伝
子
治
療
を
目

的
と
し
た
臨
床
研
究
や
、
生
殖

補
助
医
療
に
役
立
つ
基
礎
研
究

で
、
医
療
行
為
に
対
す
る
規
制

は
な
い
。

石
井
教
授
は
「指
針

で
は
罰
則
も
な
く
、
限
界があ

る
。

親
ら
に
、
リ
ス
ク
が
あ
る

医
療
行
為
に
安
易
に
参
加
し
な

い
よ
う
注
意
を
促
し
て
い
く
こ

と
も
重
要
だ
」
と
話
す
。

吾宮r

ロヨじ

売
(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
泣
日
(
火
)
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「着康前只タ切ロζユシグ」鴎庭裁験

医
療
倫
理

| セントル力産婦人科など中間報告 |

日
本
産
科
婦
人
強
芸
(
日
産
婦
)
は
昨
年
ロ
月
、
体
金
又
精
し
た
受
精
卵
に
染

色
体
の
異
常
が
な
い
か
調
べ
て
、
子
宮
に
戻
す
「
着
床
前
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

(
P
G

T
|
A
)」
の
臨
床
試
験
に
つ
い
て
、
流
産
を
繰
り
返
す
女
性
の
流
産
が
減
る
傾
向

に
あ
っ
た
と
い
う
中
間
結
果
を
報
告
し
た
。

臨
床
試
験
に
参
加
し
た
セ
ン
ト
・
ル
カ

産
婦
人
科
(
大
分
市
)
の
宇
津
宮
隆
史
院
長
は
「
対
象
者
と
施
設
を
拡
大
す
る
段
階

に
入
る。
妊
娠
で
き
る
年
齢
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
多
く
の
人

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
話
し
た
。

不
妊
治
療
、
負
担
減
に
期
待

臨
床
研
究
の
対
象
は
流
産
を
2
回

以
上
経
験
し
た
か
、3
回
以
上
の
体

外
受
精
で
妊
娠
し
な
か
っ
た
お
i
u

歳
の
女
性。
中
間
報
告
で
は
参
加
し

た
竹
人
の
う
ち
、
犯
人
が
子
宮
に
受

精
卵
を
戻
し
た。
そ
の
う
ち
幻
人
が

妊
娠
し
、
3

人
が
流
産
し
たo
M
人

は
妊
娠
を
継
続
中
と
い
う
。
流
産
率

は
日
%
で
、
不
妊
治
療
を
し
て
い
る

人
の
m
l
m
%
と
比
較
し
、
小
さ
く

な
っ
て
い
る
。

日
産
婦
は
「
流
産
率

が
改
善
さ
れ
た
」
と
の
見
容
佐
示
し

て
い
る
。

流
産
や
不
妊
治
療
を
繰
り
返
す
こ

と
で
の
心
理
的
負
担
は
大
き
く
、
公

的
な
助
成
金
も6
固
ま
で
と
経
済
的

負
担
石
大
き
い
。
有
効
性
が
示
せ
た こ

と
で
、
負
担
の
軽
減
に
も
大
き
な

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

子
宮
に
戻
す
受
精
卵
は
、
細
胞
の

状
態
や
形
な
ど
か
ら
医
療
者
が
選

ぶ
。
目
視
で
は
き
れ
い
と
判
断
し
た

受
精
卵
をP
G
T
l
A

で
の
検
査
を

し
た
と
こ
ろ
、
染
色
体
の
異
常
が
確

認
さ
れ
た
例
が
あ
っ
た
。
子
宮
に
戻

せ
な
か
っ
た
人
も
染
色
体
異
常
の
あ

る
受
精
卵
を
戻
し
て
も
妊
娠
が
継
続

で
き
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
で

納
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。

一
方
、P
G
T
l

A
の
普
及
が
命

の
選
別
に
つ
な
が
る
と
懸
念
す
る
声

も
あ
る
。

日
年
以
上
前
か
らP
G
T

|

A
の
導
入
を
訴
え
て
き
た
宇
津
宮

日
」

P
G
T
l

A
は
、
受
精
卵
か

一
J
:

一
ら
取
り
出
し
た
細
胞
を
検
査
機

「
い
巴
関
に
送
り
、
通
常
必
本
あ
る
染

色
体
の
本
数
に
過
不
足
が
な
い
か
だ
け
を
調

べ
、
異
常
が
な
か
っ
た
受
精
卵
を
子
宮
に
一
戻

す
。

臨
床
試
験
に
は
全
国
の
医
療
機
関(
4

施
設
)
と
検
査
機
関(
3施
設
以
が
参
加
し

た
。院

長
は
「
体
外
受
精
の
受
精
卵
を
調

べ
る
の
で
誰
で
も
受
け
ら
れ
な
い
。

約
4
万
人
が
人
工
授
精
な
ど
高
度
な

生
殖
補
助
医
療
(A
R
T
)
で
生
ま

れ
て
い
て
、
全
出
生
児
(
約
何
万
人
)

の
約
4
%。
今
後
、
A
R
T
の
利
用

が
増
え
て
も
叩
%
く
ら
い
ま
で
と
み

ら
れ
る。
不
妊
で
苦
し
む
夫
婦
を
限

定
に
す
る
こ
と
を
変
え
る
必
要
は
な

い
」
と
説
明
す
る。
た
だ
、
年
齢
制

遺
伝
子
解
析
な
ど
最
先
端
分
野

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
進
み
、
複

雑
化
す
る
不
妊
治
療。
セ
ン
ト
・

ル
カ
産
婦
人
科
は
ス
タ
ッ
フ
の
ス

キ
ル
を
高
め
よv
?と
、
大
学
院
で

学
び
、
博
士
号
の
取
得
を
支
援
す

る
な
ど
人
材
育
成
に
力
を
入
れ

る
。

脹
培
養
士
の
後
藤
香
里
さ
ん

旺
培
養
士
・
後
藤
さ
ん

(引
)
は
2
0
1
4
年
か
ら
4
年
間

大
分
大
学
医
学
部
大
学
院
(
産
科

婦
人
強
子
講
座
)
で
学
び
、
昨
年

9

月
に
子
宮
内
膜
の
研
究
で
匡
子

博
士
を
取
得
し
た。
同
病
院
で
博

士
号
を
取
得
し
た
ス
タ
ッ
フ
は
7

人
目
。

子
宮
内
膜
は
受
精
卵
が
着
床
す

る
ベ
ッ
ド
に
例
え
ら
れ
、
排
卵
に

合
わ
せ
て
厚
く
な
る。
受
精
卵
が

着
床
し
な
い
場
合
は
は
が
れ
落

ち
、
月
経
と
い
う
形
で
体
外
に
排

出
さ
れ
る。
内
膜
の
間
質
細
胞
は

ホ
ル
モ
ン
や
成
長
因
子
の
影
響
を

受
け
、
脱
落
膜
化
と
い
う
妊
娠
成

立
に
重
要
な
状
態
に
な
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る。

後
藤
さ
ん
ら
の
研
究
チ
l
ム

は
、
着
床
の
時
期
に
な
る
と
、
脱

限
に
つ
い
て
は
「
初
代
で
も
不
妊
で

悩
む
人
は
い
る
の
で
、
再
考
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
」
と
話
し
た。

子宮内膜研究で博士号

E 

3 ・
--
= 

:: 

" 落
膜
化
し
た
細
胞
で
特
定
の
生
理

活
性
物
質
に
よ
り
活
性
化
さ
れ
る

受
容
体
の
発
現
が
増
加
し
、
着
床

の
際
に
受
精
卵
と
内
膜
の
聞
に
で

き
る
わ
ず
か
な
間
隙
に
分
泌
さ
れ

る
微
量
の
酵
素
が
、
こ
の
受
容
体

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
妊
娠
成

立
と
維
持
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
解
明
し
た。

チ
ー
ム
の
子
宮
内
膜
に
関
す
る

研
究
は
、
昨
年
ロ
月
の
日
本
生
殖

内
分
鐙
玄
耳
学
術
集
会
で
学
術
奨

励
賞
を
受
賞
し
た。
後
藤
さ
ん
は

育
児
と
家
庭
、
仕
事
、
研
究
の
4

足
の
わ
ら
じ
で
取
り
組
ん
だ
。

「
今

後
も
客
員
研
究
員
と
し
て
子
宮
内

膜
の
研
究
を
続
け
、
治
療
に
役
立

て
た
い
」
と
話
す。

不
妊
の
要
因
と
し
て
、
精
子
や

卵
子
、
受
精
卵
に
つ
い
て
の
研
究

は
進
ん
で
い
る
が
、
子
宮
内
膜
の

研
究
は
こ
れ
か
ら。
不
妊
治
療
で

受
精
卵
を
戻
す
タ
イ
ミ
ン
グ
も
内

膜
の
厚
さ
を
参
考
に
す
る
程
度
で

状
態
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
と

い
う
。

不
妊
症
の
中
に
は
内
膜
に

起
因
す
る
も
の
も
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る。3 

:: 

2 ・

3 

大
分
合
同
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
7

日
(
月
)
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羊
水
検
査
日
年
以
降
減
少

新
型
出
生
前
検
査
広
が
り

胎
児
に
染
色
体
異
常
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
羊
水
検

査
の
実
施
数
(推
計
)
が
、
2

0

1

5

年
以
降
、
減
少
に
転
じ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た。
妊

婦
の
高
齢化
を
背
景
に
、
日
年

ま
で
の
叩
年
は
増
加
の一途
だ

っ
た
。
採
血
だ
け
で
調
べ
ら
れ

る
新
型
出
生
前
検
査
の
登
場
に

よ
り
、
新
型
検
査
で
陰
性
の
場

合
、
母
体
に
負
担
の
大
き
い
羊

水
採
取
を
し
な
く
て
済
む
よ
う

に
な
っ
た
た
め
と
み
ら
れ
る。

羊
水
検
査
は
妊
婦
の
腹
部
に

針
を
刺
し
て
子
宮
内
の
羊
水
を

採
る
た
め
、0
・

3
%
の
確
率

で
流
産
の
恐
れ
が
あ
る。
し
か年r

O
 

A
斗

。羊水検査と純毛検査の実施数の推移
25∞Or(件) ※ω年以降は推計値

量級毛検査

羊水検査
20000 

15000 

10000 

5∞o 

12 

し
、
染
色
体
異
常
が
起
こ
り
ゃ

す
い
高
齢
妊
娠
の
広
が
り
と
と

も
に
実
施
数
は
増
加
。
国
立
成

育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

推
計
に
よ
る
と
、
日
年
は
最
多

の
2

万
7

0

0

件
に
上
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
日
年
に2
万
1

0
0

件
と
減
少
に
転
じ
、
同
年

は
1

万
8
6
0
0

件
と
さ
ら
に

減
っ
た。
胎
盤
組
織
を
採
取
し
、

染
色
体
異
常
を
調
べ
る
繊
毛

検
査
も
凶
年
は
減
少
し
た。

新
型
検
査
は
日
年4
月
に
臨

床
研
究
と
し
て
始
ま
り
、
現
在

位
病
院
が
参
加
し
て
い
る。
参

加
病
院
の
多
く
が
加
入
す
る
団

体
に
よ
る
と
、
出
年9
月
ま
で

の
5

年
半
に
6

万
5
2
6
5

人

が
新
型
検
査
を
受
け
た
。

対
象
は
お
歳
以
上
や
、
過
去

に
染
色
体
異
常
の
子
ど
も
の
出

産
歴
が
あ
る
妊
婦
ら。
血
液
に

含
ま
れ
る
胎
児
の
D
N
A
か

ら
、
ダ
ウ
ン
症
な
ど
三
つ
の
病

気
の
可
能
性
を
調
べ
る
。

10 08 白川wnu 

n
U
 

号士

ii7i: 

士
冗(大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
9

年
1

月
5

日

(土
)

新
出
生
前
診
断
拡
大
案日産婦説明

研
修
受
け
た
産
科
医
な
ら
検
査
可

胎
児
に
ダ
ウ
ン
症
な
ど
が
あ
る
か
を
調
べ
る
「
新
型
出
生
前

診
断
(
N
I
P
T
)」
に
つ
い
て
、
日
本
産
税
婦
人
税
学
会

(
日
産
婦
)
は9
目
、
他
学
会
を
交
え
た
委
員
会
で
、
検
査
で

き
る
施
設
を
拡
大
す
る
案
を
説
明
し
た

。

要
件
を
緩
和
し
て
研

修
を
受
け
た
産
婦
人
税
医
が
い
る
斜
蹴
施
設
で
あ
れ
ば
検
査
を

認
め
る
内
容。
一
方
、
N
I
P
T

は
結
果
次
第
で
妊
婦
は
産
む

か
ど
う
か
重
い
決
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
甚
大
に
反

対
す
る
意
見
も
あ
り
、
春
を
め
ど
に
詰
め
の
検
討
を
進
め
る

。

生
命
の
選
択
懸
念
も

い
ま
は
大
学
病
院
や
周
産
期

セ
ン
タ
ー
な
ど
但
カ
所
に
限
っ

て
認
可
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

十
分
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
で

き
な
い
と
妊
婦
が
混
乱
す
る
と

い
っ
た
理
由
か
ら
、
産
婦
人
税

医
と
小
児
税
医
が
常
勤
し
、
ど

ち
ら
か
が
遺
伝
専
門
医
の
資
格

を
持
ち
、
か
つ
遺
伝
の
専
門
外

来
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
要
件
だ。

案
で
は
今
の
認
可
施
設
を

「
基
幹
施
設
」
と
位
置
づ
け
る

ほ
か
、
新
た
に
検
査
出
来
る

認可施留の
NIPTの流れ

1 カウンセリング
灼ン症などの
症状

・結果のとうえ方
などを説明

2 妊婦の
蹴を餓鐸眠

(妊娠1D~2
に可能

3結泉説明と

医
療
倫
理

「
連
携
施
設
」
と
い
う
区
分
を

設
け
る。
中
絶
手
術
が
で
き
る

資
格
を
持
ち
、
日
産
婦
の
研
修

を
受
け
た
産
婦
人
税
医
が
い
る

な
ど
の
条
件
を
満
た
す
分
娩
施

設
が
対
象
で
、
産
婦
人
判
明
医
が

遺
伝
専
門
医
の
資
格
を
持
つ
て

な
く
て
も
よ
い。

小
児
税
医
の

常
勤
な
ど
も
必
須
で
は
な
い

。

日
産
婦
が
緩
和
を
目
指
す
背

景
に
は
、
認
可
外
の
施
設
で
の

検
査
が
相
当
増
え
て
い
る
と
み

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る。
認
可
に

法
的
拘
束
力
は
な
く
、
年
齢
制

限
が
な
か
っ
た
り
す
る
認
可
外

の
施
設
が
圏
内
に
十
数
カ
所
あ

る
と
さ
れ
る。

昨
年
か
ら
、
日

本
人
類
遺
伝
学
会
や
日
本
小
児

税
学
会
な
ど
を
交
え
て
協
議
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
が
不
十

分
な
場
合
も
あ
る
認
可
外
で
検

査
を
受
け
る
妊
婦
を
減
ら
す
こ

と
を
目
指
し
て
い
る

。

一
方
、
検
査
結
果
に
よ
っ
て

は
、
妊
婦
は
生
命
を
め
ぐ
る
重

い
選
択
を
迫
ら
れ
る

。

出
席
す

る
学
会
の
関
係
者
は
「
障
害
の

あ
る
子
ど
も
や
家
族
と
接
す
る

機
会
が
な
い
産
婦
人
税
医
だ
け

で
、
十
分
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

が
で
き
る
と
は
思
え
な
い
」
と

反
対
す
る。

別
の
関
係
者
は

「
今
よ
り
か
な
り
多
く
の
人
が

検
査
を
受
け
る
と
、
『
障
害
を

持
つ
子
を
産
む
こ
と
は
よ
く
な

い
』
と
い
う
考
え
が
広
ま
り
か

ね
な
い
」
と
危
ぶ
む
。

N
I
P
T
は
圏
内
で
は2
0

1
3

年
に
始
ま
っ
た。
原
則
お

歳
以
上
の
妊
婦
が
検
査
を
受
け

ら
れ
、
探
血
に
よ
り
ダ
ウ
ン
症

な
ど
三
つ
の
染
色
体
異
常
の
可

能
性
が
高
い
精
度
で
分
か
る

。

認
可
施
設
で
つ
く
る
団
体
の
集

計
で
は
、
昨
年9
月
ま
で
の5

年
半
で
約6
万
5

千
人
が
検
査

を
受
け
た。
う
ち
胎
児
に
染
色

体
異
常
が
確
定
し
た
妊
婦
8
8

6

人
の
約9
割
が
中
絶
し
た。

た
だ
、
認
可
施
設
で
の
件
数
は

口
年
春
か
ら
微
減
や
横
ば
い
傾

向
が
続
く。

(
福
地
盤
太郎、
戸
田政
考)

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2

0
1
9

年
1

月
間
日
(木
)
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」庖買い実現

F 

高
速
道
路
を
使
っ
て
患
者
を
搬
送
す
る
救
急
車

。

一
刻

を
争
う
の
に
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
(E
T
C
)
レ
ー

ン
を
通
れ
ず
、
有
人
料
金
所
の
車
列
に
並
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い|
。

こ
う
し
た
事
態を
解
消
し
よ
う
と、
佐
賀
県

は
2
0
1
9

年
初
め
に
も
、
救
急
車
のET
C
利
用
を
可

能
に
す
る
協
定
を
西
日
本
高
速
道
路
(N
E
X
C
O
西
日

本
)
と
結
ぶ。
全
国
を
網
羅
す
るN
E
X
C
0
3
社
で
初

め
て
の
試
み
に
な
る。
渋
滞
を
避
け
、
一
人
で
も
多
く
の

患
者
を
救
う
た
め
の
取
り
組
み
が
佐
賀
県
発
で
始
ま
る

。

有
国
の
医
師
の
訴
え
受
け

救
急
車
や
消
防
車
な
ど
緊
急

車
両
は
法
律
に
基
っ
き
、
高
速

道
路
を
無
料
で
通
行
で
き
る
。

現
在
、
救
急
車
は
有
人
料
金
所

の
出
入
り
口
で
救
急
搬
送
で
あ

る
こ
と
を
申
告
し
、
通
行
し
て

い
る
。

E
T
C

を
使
え
ば
料
金

所
で
車
を
止
め
な
く
て
も
通
過

で
き
る
が
、
通
行
記
録
か
ら
は

救
急
搬
送
か
そ
れ
以
外
の
通
常 の

利
用
か
判
別
し
に
く
く

、

E

T
C
は
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。県

と
N
E
X
C
O
西
日
本
の

協
定
で
は
、
各
消
防
本
部
が
自

前
で
E
T
C
車
載
器
を
設
置
す

る
。

同
社
は
救
急
業
務
専
用
の

E
T
C
カ
l

ド
を
発
行
し
、
通

行
記
録
を
取
る。
県
は
そ
の
記

録
を
受
け
取
り
、
消
防
本
部
に

救
急
医
療

県と西日本高速道、協定全国初

照
会
し
て
救
急
搬
送
だ
っ
た
か

ど
う
か
を
確
定
さ
せ
る。

救
急
車
のE
T
C
利
用
は
首

都
高
や
阪
神
な
ど
「
自
動
車
専

用
道
路
」
の
都
車
両
速
で
実
施

し
て
い
る
ケ
l

ス
も
あ
る
。

N

E
X
C
O
西
日
本
で
も
高
速
道

路
上
で
事
故
が
起
き
た
場
合
を

相
同
疋
し
、
沿
線
の
消
防
署
に
限

定
し
て
救
急
車
のE
T
C
利
用

を
一
部
認
め
て
き
た
が
、
佐
賀

県
の
よ
う
な
広
域
で
の
対
応
は

初
め
て
と
な
る。

救
急
車
のE
T
C
利
用
の
き

っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
西
松

浦
郡
有
田
町
の
産
婦
人
科
医
院

「岸
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
岸
展
弘

医
師
(印
)の
訴
え
だ
っ
た。
岸

さ
ん
は
年
に
数
回
、
救
急
車
に

同
乗
し
、
胎
盤
早
期
剥
離
や
切

迫
早
産
の
患
者
を
長
崎
県
佐
世

保
市
な
ど
の
3

次
救
急
医
療

機
関
に
搬
送
す
る
こ
と
が
あ

〆\

る
。

一
分
一
秒
を
争
う
病
状
で

E
T
C
レ
l

ン
を
通
れ
ず
、
係

員
を
呼
立
出し
て
申
告
す
る
時

間
の
ロ
ス
に
疑
問
を
感
じ
て
い

た
。岸

さ
ん
は
、
費
用
を
出
す
か

ら
救
急
車
にE
T
C
を
搭
載
し

て
ほ
し
い
と
消
防
や
自
治
体
に

要
望
し
た。
「
数
年
前
か
ら
お

願
い
し
て
き
た
が
実
現
せ
ず
、

半
ば
諦
め
て
い
た
。

今
回
の
協

定
は
患
者
に
と
っ
て
、
必
す
利
益

に
な
る。
う
れ
し
く
思
う
」
と

話
す。

救
急
搬
送
で
ど
れ
く
ら
い
高

速
道
路
を
利
用
し
て
い
る
か
の

統
計
は
な
い
が、
伊
万
里
・

有

田
消
防
本
部
に
よ
る
と
、
搬
送

先
の
場
所
か
ら
類
推し、
げ
年

か
ら
の
過
去4
年
間
で
約6
5

0

件
ほ
ど
利
用
し
て
い
る
と
み

ら
れ
る
と
い
う。

(栗
林
賢)

現在は有人料金所時ETCレーン活用

佐 賀新聞 ・朝刊

2019年1 月 1 日(火)
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佐
賀
県
と
西
日
本
高
速
道
路

佐
賀
県
は
幻
目
、
救
急
車
が
高
速
道
路
を
使
う
際
に
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム

(E
T
C
)

レ
l

ン
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
西
日
本
高
速
道
路
(N
E
X
C
O
西
日
本
)
と
協
定
を
結
ん

だ
と
正
式
に
発
表
し
た
。

協
定
の
締
結
は
同
日
付
。

利
用
希
望
を
県
内
五
つ
の
消
防
機
関
か

ら
募
り
、3
月
中
旬
以
降
の
運
用
開
始
を
見
込
む

。

N
E
X
C
0
3
社
の
中
で
も
初
め
て
の

取
り
組
み
で
、
患
者
を
よ
り
迅
速
に
搬
送
す
る
仕
組
み
と
し
て
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
そ
う
だ

。

3

月
中
旬
運
用
開
始
ヘ

救
急
車
な
ど
の
緊
急
車
両
は

高
速
道
路
を
無
料
で
通
行
で
き

ロ
ボ

ッ
ト
ス
!
ツ
導
入
ヘ

海老名市

新
年
度
予
算

事
業
費
計
上

傷
病
者
の
搬
送
に
あ
た
る
救

急
隊
員
の
負
担
を
軽
減
し
よ
う

と
、
海
老
名
市
は
作
業
支
援
用

の
ロ
ボ
ッ
ト
ス
l

ツ
の
導
入
に

乗
り
出
す
。

女
性
隊
員
が
男
性

隊
員
と
の
体
力
差
を
補
い
、
活

動
の
場
を
広
げ
る
こ
と
も
狙
い

で
、
実
現
す
れ
ば
自
治
体
消
防

で
の
導
入
は
全
国2
例
目
と
な

救
急
隊
員
の
負
担
軽
減

る
見
通
し
。

事
業
費
と
し
て
4

台
分
の
リ
l

ス
代
な
ど
約1
0

0

万
円
を
2
0
1
9

年
度
の
一

般
会
計
予
算
案
に
盛
り
込
む。

市
が
導
入
を
目
指
す
ロ
ボ
ッ

ト
ス
1

ツ
は
、
筑
波
大
発
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
「
サ
イ
バ
ー
ダ

イ
ン
」
(つ
く
ば
市
)
が
開
発

し
た

「H
A
L
」。

腰
や
太
も

も
に
ベ
ル
ト
な
ど
を
巻
き
付
け

て
装
着
す
る。

体
を
動
か
そ
う
と
す
る
際
に

脳
か
ら
筋
肉
に
伝
わ
る
微
弱
な

信
号
を
セ
ン
サ
ー
で
と
ら
え
て

モ
ー
タ
ー
な
ど
が
作
動
、
装
着

し
た
人
の
望
む
動
作
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
仕
組
み
だ。
重
い
も
の

を
上
げ
下
ろ
し
す
る
作
業
を
助

る
が
、
通
行
記
録
か
ら
は
救
急

搬
送
か
ど
う
か
の
判
別
が
難
し

い
。

県
内
で
は
高
速
逼
路
上
か

ら
の
搬
送
を
除
い
てE
T
C
は

利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
遠
方
の

医
療
機
関
へ
の
搬
送
に
高
速
道

路
を
使
う
場
合
は
有
人
料
金
所

の
車
列
に
並
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た。

今
後
は
県
が
窓
口
と
な
り
、

各
消
防
機
関
か
らE
T
C
の
利

用
希
望
を
受
け
付
け
、
取
り
ま

と
め
て
西
日
本
高
速
に
申
請

す
る
。

同
社
が
発
行
す
る
救

急
業
務
専
用
のE
T
C

カ
l

け
、
腰
へ
の
負
荷
を
最
大4
割

低
減
で
き
る
と
さ
れ
る
。

重
さ
約
3
J
で
、
市
消
防
本

部
は
装
着
に
か
か
る
時
間
を

「却
秒
ほ
ど
」
と
相ω定
し
て
い

る
。

空
港
や
工
場
な
ど
の
現
場

で
5
2
0

台
以
上
が
採
用
さ
れ

て
お
り
、
同
社
の
地
元
の
つ
く

ば
市
消
防
本
部
も
げ
年
度
に
試

験
導
入
し
て
い
る
が
、
自
治
体

消
防
で
の
採
り
入
れ
は
珍
し
い

と
い
う
。

海
老
名
市
は
傷
病
者
を
乗
せ

た
担
架
を
運
ん
だ
り
、
ス
ト
レ

ッ
チ
ャ
1

を
持
ち
上
げ
た
り
す

る
際
の
腰
痛
の
リ
ス
ク
な
ど
を

救
急
医
療

ド
を
使
っ
て
救
急
車
がE
T

C
レ
l

ン
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

通
行
記
録
を
同
社
か

ら
提
供
さ
れ
た
県
が
、
各
消
防

機
関
に
救
急
搬
送
だ
っ
た
か
を

照
会
す
る。
E
T
C
車
載
器
の

整
備
費
用
や
カl
ド
の
発
行
手

数
料
は
各
消
防
機
関
が
負
担
す

る
。救

急
車
のE
T
C
利
用
を
訴

え
、
協
定
締
結
の
き
っ
か
け
を

つ
く
っ
た
西
松
浦
郡
有
田
町
の

産
婦
人
科
医
院
「
岸
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
の
岸
展
弘
医
師(印
)は
「
一

刻
を
争
う
現
場
を
知
る-
v蕩
か

抑
え
た
い
考
え。
現
場
で
働
く

女
性
隊
員
に
積
極
活
用
し
て
も

ら
い
、
「
男
性
と
の
体
力
差
を

補
い
、
女
性
隊
員
の
不
安
解
消

や
労
働
環
境
の
改
善
に
も
つ
な

げ
た
い
」
(同
市
消
防
本
部
警

防
課
)
と
も
し
て
い
る
。

事
業
化
に
向
け
て
は
、
つ
く

ば
市
や
同
社
な
ど
を
事
前
に
視

察
し
、
海
老
名
市
消
防
本
部
の

幹
部
が
装
着
体
験
な
ど
を
既
に

実
施
。

「
土
の
う
を
何
回
も
持

ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
「
ω

J
の
重
量
物
を
楽
に
運
べ
た」

と
し
て
い
る
。

事
業
費
を
計
上
す
る
見
込
み

ら
、
E
T
C
を
通
過
で
き
て
良

い
こ
と
は
あ
っ
て
も
悪
い
こ
と

は
一
つ
も
な
い
と
要
望
し
て
き

た
。

今
回
、
実
現
に
向
け
て
尽

力
い
た
だ
い
た
方
た
ち
に
感
謝

し
た
い
」
と
喜
ん
だ。

(栗
林
賢
、
大
橋
諒)

佐
賀
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
包
日
(
火
)

の
凶
年
度
予
算
案
が
市
議
会
で

可
決
さ
れ
れ
ば
、
「
凶
年
度
の

な
る
べ
く
早
期
」
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
導
入
す
る。
海
老
名
市
消

防
署
本
署
に2
台
、
北
分
署
と

南
分
署
に
そ
れ
ぞ
れ1
台
を
配

備
す
る
計
画
だ
。

市
は
今
回
の

導
入
を
き
っ
か
け
に
、
将
来
的

に
は
救
急
の
現
場
以
外
で
の
活

用
も
模
索
し
て
い
く。

(中
尾

浩
之
)

神
奈
川
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
初
日
(
日
)
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カミ
人，
'.~d目、

届
け
出
義
務
化

厚
生
労
働
省
は
、20
1
6

年
に
新
た
に

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
患
者
数
は
延
べω
万
人

を
超
え
た
と
、
日
日
付
で
発
表
し
た
。
す
べ

て
の
病
院
に
患
者
デ
ー
タ
の
届
け
出
を
義
務

付
け
た
「
全
国
が
ん
登
録
画
」
と
い
う
新
た

な
制
度
に
よ
る
初
の
集
計
で
、
日
本
の
が
ん

の
実
態
が
判
明
し
た
。
部
位
別
で
は
、
大
腸

が
ん
が
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。

部
位
別

予
防
医
療

来后
アと
ZZ 

99 
ノヨ
メ、

2016年にがんと診断された
患者の部位別順位(単位・人)

全体 睡蓮司・E亙週置
同
年
の
実
数
集
計

7
5

人
、
女
性
位
万8
4
9
9

人
、
不
明
日
人
)
。
法
施
行
前

の
登
録
を
も
と
に
し
た
日
年
の

患
者
数
鈎
万1
4
4
5

人
(
男

性
日
万
9
2
6

人
、
女
性
犯
万

5
1
9

人
)
に
比
べ
、
叩
万3

6
8
7

人
も
多
か
っ
た
。

集
計
し
た
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
患
者
数
が

急
増
し
た
と
い
う
よ
り
、
さ
ら

の
登
録
制
度
は
任
意
で
、
登
録
に
正
確
な
デ
l

タ
が
集
ま
っ
た

漏
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
た
め
と
み
ら
れ
る
。

集
計
結
果
に
よ
る
と
、
同
年
部
位
ご
と
の
患
者
数
を
見
る

の
が
ん
の
新
規
患
者
数
はω
万
と
、
大
腸
日
万8
1
2
7

人
(
日

5
1
3
2

人
(
男
性
問
万6
5

・

9
%
)
、
胃
日
万
4
6
5
0

l 大腸 胃 乳房
位 1 5万8127 9万2691 9万4848

2 間 前立腺 大腸
位 13万4650 8万9717 6万8476

3 腕 大腸 胃
位 1 2万5454 8万9641 4万1959

4 乳房 肺 肺
位 9万5525 8万3790 4万1634

5 前立鶴 肝臓 子宮
位 8万9717 2万8480 2万8076

「
大
腸
」
ト
ッ
プ

全
国
が
ん
登
録
は
、
病
院
に

届
け
出
を
義
務
化
し
た
が
ん
登
録
推
進
法
の
施
行
に
伴
い
、
同

年
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
以
前

圏全国がん登録がん患者の情
報を国が一元管理する制度。

全病院と一部の診療所が登録す
る。正確な患者データをより早く
把握でき、がんの種類別、地域別
の傾向を対策に生かせる。 希少が
ん患者の情報も集めやすくなり、
治療法の開発促進が期待できる。
1 人の患者に 2 種類のがんが見つ
かった場合は 2 人と数える。

人
(
日
・
5
%
)
、
肺
ロ
万5

4
5
4

人
(
ロ
・
6
%
)
の
順

に
多
か
っ
た
。

日
年
と
比
べ
る
と
、
順
位
は

同
じ
だ
が
、
全
体
に
占
め
る
割

合
は
、
胃
や
肺
で
下
が
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
原
因
と
な
る
ピ
ロ
リ

菌
の
感
染
率
や
、
喫
煙
率
の
低

下
を
反
映
し
た
と
み
ら
れ
る。

逆
に
、
大
腸
は0
・

4
m
上
が

っ
て
お
り
、
食
生
活
の
欧
米
化

な
ど
の
影
響
が
う
か
が
え
る
。

男
性
は
胃
が
ん
が
最
も
多

く
、
前
立
腹
、
大
腸
、
肺
、
肝 臓

と
続
い
た
。
女
性
は
乳
が
ん

が
ト
ッ
プ
で
、
次
い
で
大
腸
、

胃
、
肺
、
子
宮
の
順
だ
っ
た
。

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
人
の
割

合
(
静
観
率
)
は
、
年
齢
構
成

を
調
整
し
た
人
口
叩
万
人
当
た

り
で
4
0
2

・
0

。
男
性
が4

6
9

・
8

、
女
性
が3
5
4

・

1

で
、
男
性
の
方
が
高
い
。

今
後
は
、
新
制
度
の
デl
タ

が
毎
年
発
表
さ
れ
る
。5
年
生

存
率
に
つ
い
て
は
、
幻
年
に
最

初
の
公
表
を
行
う
予
定
だ
。

厚
労
省
が
ん
・
疾
病
対
策
課

の
佐
々
木
昌
弘
課
長
は
「
デ
ー

タ
を
詳
し
く
分
析
し
、
患
者
の

状
態
に
応
じ
た
医
療
体
制
の
整

備
を
進
め
た
い
」
と
し
て
い
る
。

号士

im 

士
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
げ
日
(
木
)
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が
ん
躍
患
率
に
地
域
差

何
年
分
集
計

厚
生
労
働
省
が
口
日
付
で
初

め
て
発
表
し
た
「
全
国
が
ん
登

録
」
の
集
計
結
果。
2
0
1
6

年
に
が
ん
と
新
た
に
診
断
さ
れ

た
患
者
の
実
態
か
ら
、
が
ん
に

か
か
る
割
合
(擢
患
率
)
に
地

生
活
習
慣
な
ど
影
響
か

域
差
が
あ
る
こ
と
も
明
ャ
っ
か
に

な
っ
た
。

住
民
の
年
齢
構
成
を
調
整
し

た
人
口
叩
万
人
当
た
り
の
擢
患

率
。
都
道
府
県
別
で
最
も
高
い

の
は
長
崎
の4
5
4

・
9

で
、

秋
田
4
4
6

・
3

、
香
川
4
3

6

・
7

の
順
に
多
か
っ
た。
最

も
低
い
の
は
沖
縄
の35
6

・

3

で
、
愛
知3
6
7

・
5

、
長

野
3
6
7

・
6

と
続
い
た。

が
ん
の
種
類
ご
と
に
都
道
府 県

別
の
擢
患
率
も
出
て
い
る。

地
域
に
よ
っ
て
曜
患
率
が
異
な

る
理
由
は
明
確
で
な
い
が
、
生

活
習
慣
の
影
響
も
指
摘
さ
れ

る
。

胃
が
ん
は
、
食
塩
の
摂
取

量
が
多
い
東
北
地
方
や
日
本
海

側
で
目
立
つ。
肺
が
ん
は
、
北

海
道
な
ど
喫
煙
率
の
高
い
地
域

に
多
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

肝
臓
が
ん
は
西
日
本
で
高
い

傾
向
が
あ
る。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
の
多
さ
と
関
連
し
て

い
る
と
言
わ
れ
る。

課
題
を
対
策
に
つ
な
げ
る
動

き
も
出
て
い
る
。

大
腸
が
ん
で

1

位
、
胃
が
ん
で2
位
だ
っ
た

秋
田
県
は
「
全
国
平
均
と
比
べ

塩
分
摂
取
量
が
多
く
、
喫
煙
率

が
高
い。
飲
酒
や
運
動
不
足
な

ど
も
含
め、
複
合
的
に
影
響
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
生
活

習
慣
の
改
善
な
ど
に
力
を
入
れ

た
い
」
(健
康
づ
く
り
推
進
課)

と
い
う
。

肺
が
ん
で2
位
の
北
海
道
は

「禁
煙
外
来
の
あ
る
医
療
機
関

北海道1 428.2
~ I 青森 1 420 . 9
Y | 岩手 1 388 . 3
� I 宮城 1 394 . 5
空 | 秋田 1 446.3
h l 山形 1 394.3
Ä; I 福島 1 388 . 8
主 | 茨城 1 385 . 5
52 | 栃木 1 378.8
~ I 群馬 1 370 . 4
五 | 埼玉 1 398.8
牛 | 千葉 1 400.8
会 | 東京 1 406.9
詞 |神奈J11 1 402.3
合 | 新潟 1 418 . 2
'7' 1 富山 1 400.7
伶 | 石J II 1398.9 
而 | 福井 1 392.4
矛 | 山梨 1 390 .1
金 | 長野 1 367.6
疋 | 駐車 1 388.6
り | 静岡 1 378.5
~ I 愛知 1 367 . 5
富 |三重 1 389 . 6
丞 | 滋賀 1 407.2
二 | 京都 1 418.4
韮 | 大阪 1 4 1 3.1
瀧 | 兵庫 1 4 1 3 . 3
域 | 奈良 1 408.3
~ I和歌山 1 4 14.7
翠 | 鳥取 1 422.3
'-../ t 島根 1 412.3

岡山 1 384.8
広島 1 403.4
山口 1 394.5
徳島 1 386.9
香川 1 436.7
愛媛 1 425.3
高知 1 410.5
福岡 1 420.4
佐賀 1 419 . 2
長崎 1 454 . 9
熊本 1 4 16.9
大分 1 388 . 2
宮崎 1 426 .4
鹿児島 1 399.8
沖縄 1 356.3
全国 l1402.0 平均 i

1; 陪f
l111 
f週

医ヨ

北
斗
病
院

日
本
人
患
者
は
世
界
初

北
斗
病
院(帯
広
)は
日
目
、

認
知
症
な
ど
の
超
早
期
診
断
に

つ
な
が
る
「
脳
機
能
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
」
と
解
析
ソ
フ
ト
「
M
E

A
W
S
Y
S
T
E
M」
を
無

償
公
開
す
る
と
発
表
し
た
。

脳

が
活
動
す
る
際
に
発
生
す
る
磁

場
、
電
力
を
読
み
取
る
M
E
G

(脳
磁
計)
で
測
定
し
た
、
健

康
な
男
女1
0
2

人
の
デl
タ

を
蓄
積。
こ
れ
と
並
行
し
て
解

析
支
援
ソ
フ
ト
を
独
自
開
発 し

、
他
の
医
療
機
関
や
研
究
機

関
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

同
日
午
後1
時
、
北
斗
病

院
の
ホ
!
ム
ペl
ジ
な
ど
で
公

開
し
た
。

M
E
Gを
使
っ
た
脳
機
能
診

断
は
、
英
国
の8
大
学
が2
0

1
4

年
に
共
同
研
究
を
開
始
。

北
斗
病
院
は
凶
年
に
、
9

番
目

の
施
設
と
し
て
研
究
に
加
わ
っ

た
。

脳
機
能
の
ビ
ッ
グ
デ
l

タ

予
防
医
療

は
英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
が
先
行

公
開
し
て
い
る
が
、
日
本
人
患

者
の
デl
タ
公
開
は
世
界
初
と

し
て
い
る。

北
斗
は
今
後
、
国
内
外
の
さ

ま
ざ
ま
な
機
関
に
同
デ
l

タ
を

活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
一

層
の
デl
タ
の
蓄
積
や
、
精
度

の
高
い
診
断
方
法
の
確
立
に
結

び
付
け
る。
患
者
の
同
意
の
も を

周
知
す
る
な
ど
、
喫
煙
や
受

動
喫
煙
の
防
止
に
努
め
た
い」

(地
域
保
健
課
)
と
す
る
。

が
ん
対
策
に
詳
し
い
国
際
医

療
福
祉
大
の
埴
岡
健

一教
授
は

「都
道
府
県
は
、
ど
の
が
ん
で

擢
患
率
が
高
い
か
を
分
析
し
、

予
防
対
策
の
強
化
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
」
と
話
す。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
げ
日
(
木
)

と
で
集
め
た
脳
機
能
の
デ
l

タ

は
、
関
連
法
令
や
倫
理
委
員
会

を
含
め
た
手
続
き
に
沿
っ
て
厳

正
に
管
理
す
る
と
し
て
い
る

。

(奥
野
秀
康)

十
勝
毎

日

新
聞

2
0
1
9

年
1

月
沼
田
(
金
)
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予
防
医
療

す"SIW 

タト
ズ，‘S
A , 
..::損之，

・言dsb
EZSZP 

Zキ
...永

田色
豊己

厚労省

自
治
体

幻
%
実
施

改
善
ヘ
指
針
改
定

市
区
町
村
が
住
民
向
け
に
行
う
が
ん
検
診
に
つ
い
て
厚
生

労
働
省
は5
日
ま
で
に
、
死
亡
率
の
低
減
効
果
が
不
明
確
な

も
の
は
推
奨
し
て
い
な
い
こ
と
を
国
の
指
針
に
明
記
し
、
注

意
喚
起
す
る
方
針
を
決
め
た
。

前
立
腺
や
卵
巣
が
ん
な
ど
推

奨
外
の
検
診
を
幻%
の
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
現
状
を
改
善

す
る
た
め
で
、
ど
の
検
査
方
法
を
「推
奨
し
な
い」
と
す
る

か
検
討
し
、2
0
1
9

年
度
に
も
指
針
を
改
定
す
る
。

厚
労
省
は
公
費
で
行
う
自
治一れ
た
胃
、
子
宮
劉
砂
、
肺
、
乳

体
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
死一房
、
大
腸
の5
種
類
の
が
ん
の

亡
率
を
下
げ
る
効
果
が
確
認
さ

一検
診
を
推
奨。

検
査
方
法
、
開

がん検診
指針で推奨されている検診

E同E エかッ内ク視ス鏡線検検査査

子宮頚部 細胞診

肺
胸部エックス線
検査芯ど

乳房 マンモグフフィー
大腸 便潜血検査

推奨されてい忽いが、行って
いる自治体があった検診の例

前立線 PSA検査

肝臓 エコー検査

子宮体部 細胞診
卵巣 エコー検査
甲状腺 エコー検査
その他各種の腫湯マーカー

始
年
齢
、
受
診
間
隔
を
指
針
で

示
し
て
い
る。
だ
が
、
こ
れ
ま

で
は
勧
め
な
い
検
診
が
何
か
は

特
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

全
国
1
7
3
0

自
治
体
の
日

年
度
の
状
況
を
調
べ
る
と
、
推

奨
さ
れ
て
い
な
い
前
立
腺
が
ん

の
P
S
A

検
査
を
位
%
が
実
施

し
て
い
た。
P
S
A

検
査
は
前

立
腺
の
組
織
が
壊
れ
る
と
増
え る

タ
ン
パ
ク
質
を
採
血
で
量
る

も
の
で
、
推
奨
の
根
拠
を
提
供

す
る
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
研
究
班
は「効
果
を
判

断
す
る
証
拠
が
現
状
で
は
不
十

分
」
と
し
て
い
る。

一
方
、
日

本
泌
尿
器
斜
学
会
は「死
亡
率

は
低
下
す
る」
と
し
て
強
く
推

奨
し
、
見
解
が
分
か
れ
て
い
る

。

他
に
日
本
で
は
効
果
が
明
確

に
な
っ
て
い
な
い
上
、
米
国
で

は
「不
利
益
が
利
益
を
上
回
る
」

と
さ
れ
た
卵
巣
が
ん
検
診
が
5

%
、
甲
状
腺
が
ん
検
診
は
4%

の
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
た
。

検
診
自
体
に
大
き
な
危
険
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
放
置

し
て
も
命
取
り
に
な
ら
な
い
が

ん
を
見
つ
け
て
治
療
す
る
こ
と

に
な
る
過
剰
診
断
や
、
精
密
検

査
に
伴
う
合
併
症
な
ど
の
不
利

益
を
被
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の

た
め
厚
労
省
は
、
死
亡
率
を
下

げ
る
と
い
う
利
益
が
不
利
益
を

上
回
る
検
診
の
み
を
推
奨
し
て

い
る
。

推
奨
は
自
治
体
の
事
業
が
対

象
で
、
個
人
が
自
己
判
断
で
人

間
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
け
る
こ
と

は
妨
げ
て
い
な
い。

公
費
使
用
に
根
拠
必
要

※厚生労働省の資料から作成

自
治
体
が
行
う
が
ん
検
診

は
、
住
民
全
体
と
し
て
が
ん
の

死
亡
率
を
下
げ
る
こ
と
が
目
的

で
、
放
射
線
被
ば
く
な
ど
の
不

利
益
を
被
る
恐
れ
も
あ
る
た

め
、
有
効
だ
と
分
か
っ
て
い
る

も
の
を
行
う
の
が
原
則
だ
。

国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
は「公

費
を
使
う
に
は
住
民
へ
の
説
明

責
任
が
生
じ
る。
効
果
が
未
確

立
の
検
診
は
研
究
と
し
て
行
う 以

外
、
正
当
化
で
き
な
い」
と

強
調
し
て
い
る。

厚
生
労
働
省
の
自
治
体
調
査

で
は
、
推
奨
外
の
検
診
は
前
立

腺
が
ん
のP
S
A

検
査
が
多
か

っ
た。同

省
研
究
班
は
2
0
0
8

年
、
過
去
の
研
究
成
果
を
検
討

し
、
自
治
体
が
行
う
検
診
と
し

て
は
「勧
め
な
い
」
と
結
論。

大
阪
府
は
昨
年
叩
月
、
推
奨
外 の

描
診
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
、

適
切
に
行
う
よ
う
求
め
る
通
知

を
市
町
村
に
出
し
て
い
る
。

だ
が
日
本
泌
尿
器
糾
学
会
は

四
年
に
公
表
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
、
最
近
の
研
究
成
果
も
分

析
し
た
上
で
「死
亡
率
低
下
は

証
明
さ
れ
た」
と
判
断。
日
歳

以
上
の
住
民
を
対
象
に
検
診
を

行
う
べ
き
だ
と
主
張
し
た

。

前
立
腺
が
ん
は
進
行
が
比
較

的
遅
く
、
命
取
り
に
な
る
前
に

別
の
原
因
で
亡
く
な
る
人
も
多

い
。

海
外
で
も
定
期
的
なPS

A
検
査
に
対
す
る
立
場
は
割
れ

る
。

厚
労
省
は
「新
し
い
証
拠

が
出
れ
ば
推
奨
は
随
時
見
直

す
」
と
し
て
い
る。

国
内
の
各
自
治
体
が
、
こ
う

し
た
問
題
を
慎
重
に
議
論
し
て

P
S
A

検
査
を
導
入
し
た
の
か

ど
う
か
に
は
、
否
定
的
な
見
方

も
あ
る
。

が
ん
予
防
の
専
門
家
は「国

の
指
針
に
推
奨
外
と
き
ち
ん

と
書
く
こ
と
で
、
実
施
は
減
っ

て
い
く
だ
ろ
う」
と
話
し
て
い

る
。
〈
共

同
通
信
〉

茨
城
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
6

日
(
日
)
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と安全管理 総集版 2019 年 4号

学
会
、A
I
で
支
援
着
手

全国2500人/平均年齢50歳

くたくた病理医

組
織
や
細
胞
を
患
者
か
ら

採
取
し
、
が
ん
の
有
無
な
ど

を
調
べ
る
病
理
検
査
に
人
工

知
能
(
A
I
)を
導
入
し
よ

う
と
、
日
本
病
理
学
会
が
取

り
組
ん
で
い
る
。
既
に
8

割

近
い
正
解
率
で
胃
が
ん
を
判

定
で
き
、
「
病
理
医
の
サ
ポ

ー
ト
が
で
き
る
レ
ベ
ル
」
に

あ
る
と
い
う
。
医
師
不
足
や

見
落
と
し
ミ
ス
軽
減
の
救
世

主
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

が
ん
な
ど
が
疑
わ
れ
る
部

位
を
薄
く
切
り
取
り
、
病
理

国
が
推
奨
す
る
胃
が
ん
検
診

が
、
2
0
1
6

年
度
に
「
エ
ッ

ク
ス
線
検
査
を
毎
年
」
か
ら
「
エ

ッ
ク
ス
線
か
内
視
鏡
検
査
の
ど

ち
ら
か
を
1

年
お
き
」
に
改
め

ら
れ
た
が
、
エ
ッ
ク
ス
糠
検
査

の
間
隔
を
毎
年
か
ら
隔
年
に
広

X線隔年化に警鐘

胃
が
ん
検
診

げ
る
と
早
期
発
見
で
き
る
可
能

性
が
低
く
な
る
と
の
研
究
結
果

を
、
宮
城
県
対
が
ん
協
会
が
ま

と
め
た
。
「
隔
年
化
は
慎
重
に

す
べ
き
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

間
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
内
視
鏡

検
査
は
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
よ
り

が
ん
発
見
の
精
度
が
高
い
と
さ

胃がん正答率8割

医
が
顕
微
鏡
で
調
べ
て
病
気

の
確
定
診
断
を
す
る
。
が
ん

の
場
合
は
悪
性
度
な
ど
も
判

定
し
、
主
治
医
が
治
璽
刀
針

や
手
術
方
法
を
決
め
る
参
考

に
す
る
。

し
か
し
、
病
理
医
の
人
手

不
足
と
高
齢
化
が
深
刻
だ
。

同
学
会
に
よ
る
と
、
圏
内
の

病
理
専
門
医
は
医
師
全
体
の

0

・
8

必
に
当
た
る
約2
5

0
0

人
(
2
0
1
2年
時

点
)
。
平
均
年
齢
は
印
歳
を

上
回
る
。
学
会
の
研
修
認
定

れ
、
同
年
度
の
検
診
か
ら
自
治

体
が
内
視
鏡
も
選
べ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
間
隔
は
検
査
に
伴
う

事
故
の
リ
ス
ク
な
ど
を
考
慮
し

原
則2
年
に
1

固
に
変
わ
っ
た

可
は
も
面
年
当
毎

施
設
で
す
ら
凶
年
の
調
査

で
、
病
床
数
が4
0
0

超
の

5
1
0

病
院
の
半
数
近
く
で

常
勤
病
理
医
が03
1

人
だ

っ
た
。

病
理
医
の
過
重
負
担
や
、

そ
れ
に
伴
う
病
変
見
落
と
し

は
大
き
な
課
題
だ
。10
0

件
に
つ
き
約1
件
の
割
合
で

見
落
と
し
を
含
む
誤
診
が
生

じ
、
同
約5
件
の
割
合
で
悪

性
度
な
ど
の
判
定
間
違
い
が

あ
る
と
い
う
。
医
療
機
関
が

提
訴
さ
れ
た
ケl
ス
も
あ

る
。そ

こ
で
、
国
立
情
報
学
研

究
所
(
璽
京
都
)
と
協
力
し
、

病
理
検
査
を
支
え
るAI
の

利
用
に
乗
り
出
し
た
。
全
国

の
同
大
学
病
院
や
学
会
支
部

か
ち
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
日
万

症
例
の
検
査
画
像
計
げ
万
枚

を
集
め
、
病
理
医
が
「
胃
が

ん
」
と
診
断
し
た
約
1
0
0

0

例
の
画
像
をA
I
に
学
習

さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
市
・

7

必
の
割
合
でA
I
と
病
理

医
の
判
断
が
一
致
す
る
よ
う に

な
っ
た
と
い
う
。
が
ん
で

は
な
い
画
像
を
お
・5
婦
の

割
合
で
「
が
ん
」
と
誤
認
し

て
し
ま
う
た
め
、
実
証
実
験

で
精
度
向
上
を
目
指
す
。

実
証
実
験
は
四
年
に
も
、

徳
島
県
の3
病
院
と
福
島
県

の
7

病
院
で
始
め
る
。
来
年

度
に
は
滋
賀
、
長
野
両
県
の

計
げ
病
院
も
参
加
す
る
予
定

だ
。
各
地
の
中
較
と
な
る
病

院
に
画
像
を
送
り
、
病
理
医

と
A
I
の
判
断
を
突
き
合
わ

せ
る
。
将
来
、
大
腸
が
ん
や

精
度
向
上
ヘ
近
く
実
証
開
始

が
、
間
隔
の
違
い
と
効
果
の
関

係
に
着
目
し
た
詳
細
な
デ
l

タ

は
な
か
っ
た
。

同
協
会
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

は
、
位
ら
は
年
度
に
県
内
で
エ

または

予
防
医
療

宮城の協会 「発見遅れj裏付け

ツ
ク
ス
線
検
査
に
よ
り
胃
が
ん

が
見
つ
か
っ
た4
9
7
5

人
の

検
診
麗
歴
を
分
析
。
そ
の
結
果
、

1

年
前
に
も
検
診
を
受
甘
て
い

た
患
者
(
3
0
9
8人
)
は
ω

.
2

物
が
内
視
鏡
で
治
療
可
能

な
早
期
が
ん
だ
っ
た
が
、2
年

前
受
診
者
(
5
3
1人
)
は
早

期
が
ん
の
割
合
が
お
・O
俗
、

3

年
前
受
診
者(
1
8
6人
)
は

位
・
3

婦
に
下
が
り
、
逆
に
進

行
が
ん
の
割
合
が
上
が
っ
た
。

ま
た
、
白
年
度
の
エ
ッ
ク
ス

線
検
診
が
陰
性
で
、
そ
の
2

年

後
に
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
計2

6
5

人
の
5

年
生
存
率
を
調
べ

る
と
、
閃
年
度
も
受
診
し
て
い

た
人
の
方
が
生
存
率
が
有
意
に

婦
人
科
系
の
が
ん
な
ど
他
の

疾
患
に
も
拡
大
し
た
い
考
え

だ
。開

発
に
携
わ
る
京
都
大
病

院
の
吉
津
明
彦
医
師
(
病
理

診
断
科
)
は
「
人
間
とAI

と
で
二
重
に
検
査
画
像
を
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
見
落
と
し
の
可
能
性
や

訴
訟
リ
ス
ク
な
ど
に
よ
る
病

理
医
の
精
神
的
な
負
担
も
軽

減
で
き
る
」
と
期
待
す
る
。

【渡
辺
諒
】

毎

日
(
大
阪
)
・

夕
刊

2
0
1
9

年
1

月
刊
は
日
(
土
)

高
か
っ
た
。
研
究
論
文
は
日
本

消
化
器
が
ん
検
診
学
会
の
機
関

誌
に
昨
年
掲
載
さ
れ
た
。
厚
生

労
働
省
に
よ
る
と
、
同
年
度
の

胃
が
ん
検
診
か
ら
内
視
鏡
を
加

え
た
自
治
体
は
約
お
物
で
、
現

在
さ
ら
に
増
え
て
い
る
と
み
ら

れ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
渋
谷
大

助
所
長
は
「
内
視
鏡
検
査
は
、
専

門
医
不
足
で
対
応
で
き
な
い
地

域
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
毎
年
の

エ
ッ
ク
ス
線
検
査
を
続
け
た
方

が
い
い
」
と
話
す
。
【清
水
健
二】

h一
時

日

(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
包
日
(
金
)
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九
工
大
教
授

蓄
積
さ
れ
た
医
療
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
を
人
工
知
能(
A
I
)で

解
析
し
、
既
存
薬
が
全
く
別
の 病

気
に
効
く
か
ど
う
か
を
予
測

す
る
「A
I
創
薬
」
シ
ス
テ
ム

を
、
九
州
工
業
大
の
山
西
芳
裕

AI による創薬予測のイメージ.

同
国

医
薬
品

.........-司、... 

シ
ス
テ
ム
化

教
授
(
生
命
情
報
学
)
が
開
発

し
た
。

病
気
ご
と
に
違
う
タ
ン

パ
ク
質
の
異
常
に
着
目

。

A
I

で
類
似
パ
タ
ー
ン
を
探
し
当

て
、
薬
が
代
用
で
き
る
か
を
照

合
す
る。

従
来
と
は
違
う
新
た

な
薬
開
発
の
手
法
と
し
て
、
既

に
大
学
病
院
や
製
薬
会
社
と
具

体
的
な
研
究
に
乗
り
出
し
て
お

り
、
山
西
教
授
は
「
難
病
や
希

少
疾
病
の
治
療
薬
の
開
発
に
つ

な
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

山
西
教
授
に
よ
る
と
、
が
ん

や
糖
尿
病
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
l

病
な
ど
多
く
の
病
気
は
、
体
内

に
あ
る
特
定
の
タ
ン
パ
ク
質
や

遺
伝
子
が
異
常
を
起
こ
す
こ
と

で
発
症
す
る。
治
療
薬
は
、
タ

ン
パ
ク
質
に
く
っ
つ
い
て
、
異

常
を
抑
え
る
こ
と
で
症
状
を
軽 滅

す
る。

一
方
で
、
ど
の
薬
が

ど
の
タ
ン
パ
ク
質
に
作
用
す
る

の
か
全
容
の
把
握
は
難
し
く
、

未
知
の
効
能
を
持
つ
薬
も
あ
る

と
い
う

。

A
I
創
薬
の
住
組
み
は
、
約

1
3
0
0

の
病
気
で
現
れ
る
タ

ン
パ
ク
質
の
異
常
や
、
約
8

千

個
の
薬
の
成
分
と
い
っ
た
膨
大

な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
解
析
。

異

な
る
病
気
で
も
、
タ
ン
パ
ク
質

の
異
常
が
似
る
病
気
を
関
連
つ

け
、
薬
の
互
換
性
を
予
測
す
る

。

薬
を
細
胞
に
投
じ
た
際
の
約
2

万
パ
タ
ー
ン
の
遺
伝
子
変
化

や
、
服
用
後
の
体
の
変
化
も
A

I

に
反
映
す
る。

こ
れ
ま
で
に
、
抗
精
神
病
薬

「
フ
ェ
ノ
チ
ア
ジ
ン
」
が
前
立

腺
が
ん
に
有
効マ
統
合
失
調
症

の
治
療
薬
「
ベ
ン
フ
ル
リ
ド
ー

ル
」
が
抗
が
ん
作
用
を
持
つ
マ

腹
痛
に
効
く
漢
方
薬
「
大
建
中

湯
」
が
炎
症
性
大
腸
が
ん
に
有

効
ー
な
ど
と
予
測
し
た

。

薬
の
開
発
は
一
般
的
に
、
叩

年
以
上
の
期
間
や
数
百
億
円
か

ら
数
千
億
円
の
費
用
が
か
か

る
。

途
中
で
重
い
副
作
用
が
判

明
し
た
り
、
大
量
生
産
が
難
し

か
っ
た
り
す
れ
ば
、
実
用
化
に

は
至
ら
な
い
ケ1
ス
も
あ
る

。

山
西
教
授
は
既
存
薬
や
過
去

に
開
発
に
失
敗
し
た
医
薬
品
の

成
分
を
別
の
病
気
の
治
療
に
再

利
用
す
る
「
ド
ラ
ッ
グ
・
リ
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
(
D
R
)」
の
手
法

を
採
り
入
れ
た。

従
来
は
「
偶
然

の
発
見
」
に
頼
り
が
ち
だ
っ
た

D
R

を
、A
I
の
能
力
に
よ
っ

て
飛
躍
的
に
効
率
化
さ
せ
た

。

山
西
教
授
は
「AI
創
薬
は

開
発
の
低
コ
ス
ト
化
、
連
埠
化

に
つ
な
が
る。

A
I
の
デ
ィ
!

プ
ラ
l

ニ
ン
グ
(
深
層
学
習
)

で
予
測
の
精
度
を
上
げ
、
5

年

以
内
の
新
薬
開
発
を
目
指
す
」

と
し
て
い
る

。

(
山
下
真
)
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し開発を後押、ノj\児薬少なし
希
少
疾
患

医
師
主
導
で
治
験

子どもの治療薬は、大人の薬に比べて安全性や有効性が確認されていないことが多い。 特に患

者が少ない難病では製薬企業の利益が出にくく、臨床試験 (治験) が難しいこともあり、なかな

か開発が進まない。 現状を改善しようと、日本小児和学会は治験を後抑しする仕組みを作った。

埼
玉
県
の
会
社
員
男
性
(
お
)

と
妻
(
泣
)
の
長
男(2
)は
生
後

1

カ
月
も
経
た
な
い
う
ち
に
体

全
体
の
皮
膚
に
膿
虜
が
で
き
、

「
慢
性
肉
芽
腫
症(
C
G
D
)」

と
診
断
さ
れ
た。

圏
内
に
推
定

約
3
0
0

人
の
患
者
が
い
る。

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
(
東
京
都
世
田
谷
区
)
で
抗

生
剤
な
ど
に
よ
る
治
療
を
受

け
、
皮
膚
の
膿
療
は
い
っ
た
ん

お
さ
ま
っ
た

。

し
か
し
、
発
熱

や
下
痢
、
血
便
の
症
状
が
出
て

入
退
院
を
繰
り
返
し
た。
C
G

D
の
患
者
の
半
数
が
下
痢
や
腹

痛
を
伴
う
腸
炎
に
な
る

。

長
男

は
排
便
時
の
腹
痛
で
夜
も
泣
き

小児医薬品開発ネットワークの仕組み

関i車学会による 国立成育霞療
ワーキンググループ 研究センター

• 事務局業務の
支援と助言

日本小児科学会

開
発
の
助
言
と
治
験
施
設
選
定

治
験
実
施
へ
の
協
力

叫
び
つ
ら
そ
う
だ
つ
た。

生
後
1

年
半
が
過
ぎ
た
こ

ろ
、
両
親
は
主
治
医
の
河
合
利

尚
免
疫
判
明
診
療
部
長
か
ら

C
G

D

腸
炎
の
新
た
な
治
療
薬
を
開

発
す
る
た
め
の
治
験
へ
の
参
加

を
打
診
さ
れ
た。

C
G
D

腸
炎
は
免
疫
細
胞
の

過
剰
な
活
性
化
で
起
こ
る

。

ス

テ
ロ
イ
ド
や
免
疫
抑
制
剤
を
使

う
が
、
重
症
感
染
症
に
か
か
る

危
険
性
が
高
ま
る。

感
染
症
に

対
す
る
免
疫
力
を
抑
え
な
い
薬

が
必
要
に
な
る。

河
合
さ
ん
は
骨
髄
腫
療
な
ど

の
治
療
薬
と
し
て
承
認
さ
れ
て

い
る
薬
が
腸
の
炎
症
を
起
こ
す 他

の
病
気
に
効
果
が
あ
る
と
い

う
海
外
の
報
告
に
注
目。

大
人

向
け
に
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
の

薬
を
子
ど
も
に
用
い
た
場
合
の

安
全
性
を
動
物
実
験
で
確
認
し

た
う
え
で
、
全
国
五
つ
の
医
療

機
関
が
参
加
す
る
医
師
主
導
の

治
験
を
始
め
た。

薬
の
製
造
販
売
元
の
企
業

は
、
子
ど
も
で
も
の
み
や
す
い

形
に
し
た
治
験
薬
を
無
償
で
提

供
し
た。
そ
の
他
の
費
用
は
、

医
療
分
野
の
研
究
開
発
を
支
援

す
る
「
日
本
医
療
研
究
開
発
機

構
」
(
A
M
E
D
)か
ら
の
研

究
費
で
賄
っ
た。

河
合
さ
ん
は
「
大
き
な
利
益

が
見
込
め
な
い
希
少
疾
患
の
治

療
薬
開
発
に
積
極
的
な
企
業
は

少
な
い。
重
い
病
気
に
苦
し
む

医
薬
品

製
薬
企
業
と
の
連
携
を
組
織
化

小
児
へ
の
有
効
性
と
安
全
性
果
や
用
法・
用
量
の
記
載
が
あ

が
確
認
さ
れ
た
薬
は
限
ら
れ
て
る
小
児
適
応
薬
は
1
9
0

品
目

い
る
。

患
者
が
少
な
く
市
場
規
で
、
全
体
の
約
加
%
だ
っ
た

。

模
が
小
さ
い
こ
と
や
、
治
験
を
日
本
小
児
和
学
会
は
汀
年
度

す
る
の
が
難
し
い
こ
と
が
開
発
に
関
連
学
会
と
連
携
し
、

A
M

を
妨
げ
て
い
る
と
さ
れ
る。

E
D

か
ら
の
補
助
を
受
け
て
製

厚
生
労
働
省
は
叩
年
、
「
医
薬
業
界
を
後
押
し
す
る
「
小
児

療
上
の
必
要
性
の
高
い
未
承
認
医
薬
品
開
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

薬
・

適
応
外
薬
検
討
会
議
」
を
を
発
足
さ
せ
た

。

企
業
か
ら
小

設
置
。

圏
内
で
未
承
認
だ
っ
た
児
向
け
の
薬
の
開
発
計
画
の
概

り
、
承
認
済
み
で
も
使
え
る
病
要
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
臨
床

気
が
限
ら
れ
て
い
た
り
す
る
薬
上
の
必
要
性
と
優
先
度
を
検
討

に
つ
い
て
、
学
会
や
患
者
団
体
し
、
治
験
の
施
設
選
び
な
ど
で

か
ら
要
望
を
受
け
て
製
薬
企
業
企
業
を
支
援
す
る

。

こ
れ
ま
で

に
開
発
要
請
を
し
て
き
た

。

子
に
叩
件
の
支
援
が
決
ま
っ
た。

ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
向
け
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
か
か

薬
も
含
め
て
昨
年9
月
ま
で
に
わ
っ

た
中
川
さ
ん
は
「
欧
米
で

約
3
0
0

件
要
請
し
た。

は
小
児
薬
開
発
を
製
薬
企
業
に

A
M
E
D
の
研
究
班
(
代
表
義
務
づ
け
て
い
る

。

圏
内
で
も

者
H

中
村
秀
文
・

成
育
医
療
研
そ
う
し
た
制
度
と
と
も
に
、
企

究
セ
ン
タ
ー
開
発
企
画
主
幹
)
業
が
開
発
の
対
価
を
得
ら
れ
る

に
参
加
し
た
、
日
本
小
児
桝
学
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
」
と

会
前
薬
事
委
員
長
の
中
川
雅
生
話
す。
(

出
河
雅彦
)

・

京
都
き
づ
川
病
院
長
ら
が
調

べ
た
と
こ
ろ
、m
s
u
年
度
の

承
認
医
薬
品6
2
9

品
目
の
う

ち
、
小
児
に
対
す
る
効
能・効

患
者
の
た
め
に
は
、
医
師
主
導

治
験
を
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
場

合
も
あ
る
」と
話
す
。

両
親
は
治
験
へ
の
参
加を
決

め
た
。

2
0

1
7

年
四
月
か
ら

昨
年
6

月
ま
で
行
わ
れ
、
長
男

は
下
痢
や
血
便
、
腹
痛
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
ま
り
な
く
な
っ

た
。

父
親
は
「
同
じ
病
気
に
苦

し
む
人
のた
め
に
新
薬
を
開
発

し
て
ほ
し
い
と
い
う思
い
か
ら

参
加
を
決
め
た
」
と
語
る

。

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
却
日
(
水
)
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飲酒欲求抑制薬発売ヘ
国内初、依存症治療に朗報

大
塚
製
薬

大
塚
製
薬
(
東
京
)
は

8

日
、
飲
酒
の
欲
求
を
抑

え
て
「
減
酒
」
を
促
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
治

療
す
る
新
薬
の
圏
内
で
の

製
造
販
売
承
認
を
、
同
日

付
で
厚
生
労
働
省
か
ら
取

得
し
た
と
発
表νた
。
近

く
医
療
機
関
向
け
に
販
売

を
始
め
る
。
飲
酒
量
を
低

減
さ
せ
る
治
療
薬
の
承
認

は
園
内
初
め
て
で
、
こ
れ

ま
で
断
酒
が
中
心
だ
っ
た

治
療
の
新
た
な
選
択
肢
と

し
て
期
待
さ
れ
る
。

新
薬
は
「
ナ
ル
メ
フ
ェ

ン
」
(
商
品
名・
セ
リ
ン

ク
ロ
錠
叩
略
)
で
、
飲
酒

の
1
1
2

時
間
前
に
服
用

す
る
と
、
飲
酒
の
欲
求
が

満
た
さ
れ
た
時
に
活
性
化

す
る
神
経
に
作
用
し
、
過

度
な
飲
酒
を
抑
え
る
仕
組

み
。
患
者
の
飲
酒
量
を
減

ら
す
過
程
を
補
助
す
る
こ

と
で
、
患
者
の
ス
ト
レ
ス

を
和
ら
げ
な
が
ら
減
酒
や

断
酒
の
達
成
、
そ
の
継
続

を
後
押
し
す
る
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の

治
療
は
、
入
院
や
、
飲
酒

時
に
不
快
感
を
も
た
ら
す

抗
酒
薬
な
ど
で
の
断
酒
が

主
流
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
、
患
者
に
よ
っ
て
は
我

慢
で
き
ず
に
治
療
を
途
中 で

や
め
た
り
、
リ
バ
ウ
ン

ド
し
た
り
す
る
こ
と
が
課

題
に
な
っ
て
い
た
。

ナ
ル
メ
フ
ェ
ン
は
デ
ン

マ
ー
ク
の
製
薬
大
手
ル
ン

ド
ベ
ッ
ク
が
開
発
し
、
欧

州
で
2
0
1
3

年
に
販
売

を
開
始
。
日
本
で
は
大
塚

製
薬
が
ル
ン
ド
ベ
ッ
ク
社

と
同
年
、
共
同
開
発
と
商

業
化
で
合
意
し
、
園
内
製

造
販
売
の
承
認
を
得
る
た

め
、
日
年
か
ら
臨
床
試
験

を
行
っ
て
き
た
。

ル
ン
ド
ベ
ッ
ク
が
海
外

拠
点
で
製
造
し
、
大
塚
製

薬
が
徳
島
県
内
の
工
場
で

包
装
、
出
荷
す
る
。
大
塚

製
薬
は
「
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
は
健
康
や
仕
事
、
家

庭
生
活
に
重
大
な
支
障
を

き
た
す
疾
患
。
新
た
な
選

択
肢
を
示
し
て
治
療
に
貢

献
し
た
い
」
と
し
て
い

る
。厚

労
省
に
よ
る
と
、
日

年
の
全
国
調
査
の
結
果
、

治
療
の
必
要
な
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
患
者
は
約
1
0

9

万
人
い
る
と
推
計
さ
れ

て
い
る
。
(
河
野
大
樹
)

徳
島
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
9

日
(
水
)

で啓発D 重複服薬

医
薬
品

複
数
の
医
療
機
関
か
ら
処
方
さ
れ
た
同
じ
効
能
の
薬
を

重
複
し
て
服
用
す
る
人
を
減
ら
そ
う
と

、

佐
賀
県
が
市
町

な
ど
と
協
力
し
、
国
民
健
康
保
険(国
保
)
加
入
者
を
対

象
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
(
D
M)
で
啓
発
し
て
い
る
。

前
年
度
と
本
年
度
を
比
較
す
る
と
、
重
複
服
薬
を
抑
え
る

傾
向
が
み
ら
れ
、
対
象
者
1

人
当
た
り1
カ
月
間
で
約5

4
0
0

円
を
削
減
す
る
効
果
も
出
た
。

県
単
位
で
の
実
施

は
全
国
で
も
珍
し
く
、
医
療
費
抑
制
の
事
例
と
し
て
注
目

を
集
め
そ
う
だ
。

曝
と
市
町
連
携

「
重
複
服
薬
者
等
対
策
事
業
」

と
し
て
県
が2
0
1
7

年
度
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

県
が
県
国
保
団
体
連
合
会
に

委
託
し
、
国
保
加
入
者
の
3

カ

月
間
の
レ
セ
プ
ト
(
診
療
報
酬

明
細
書
)
を
分
析
、
そ
の
中
か

ら
、

複
数
の
医
療
機
関
か
ら
同

じ
薬
や
似
た
効
能
の
薬
を
処
方

さ
れ
て
い
る
人
や
、
ロ
種
類
以

上
の
薬
を
処
方
さ
れ
て
い
る
人

を
抽
出
し
て
い
る。

対
象
者
に
は
医
療
機
関
名
や

薬
の
名
前
に
加
え
、
同
じ
効
能

の
薬
や
、
禁
じ
ら
れ
て
い
る
飲

み
合
わ
せ
の
有
無
を
一
覧
に
し

た
「
お
薬
相
談
通
知
書
」
が
届

く
。

6

種
類
以
上
の
薬
を
併
用

す
る
と
健
康
へ
の
リ
ス
ク
が
高

ま
る
点
な
ど
を
紹
介
し
、
薬
局

へ
の
相
談
を
促
し
て
い
る
。

県
国
民
健
康
保
険
課
に
よ
る

と
、
口
年
度
は
対
象
者23
5

L
V

5

人
の
き
り1
2
4
7

人
に
は

匝
吐
々
が
き
を
送
っ
た。
追
跡
調
査
を

L
阿
J
Vし
た
と
こ
ろ
、
口
年91
日
月

ム
匁
と
比
べ凶
年
4
1
6
月
は
、
は

甲
】
が
き
を
送
っ
た
人1
人
に
つ
き

れ
W
1
カ
月
当
た
り
の
平
均
レ
セ
プ

恥
制V
ト
金
額
が1
万
4
0
1

円
減
少

u
uー
し
た
。

一
方
、
送
っ
て
い
な
い

品
副r
人
は
5
0

0
8

円
減
っ
た。
向

指
耳
司
課
は
差
額
の5
3
9
3

円
を
事

ほ
叶
は
業
効
果
と
捉
え
て
い
る。

占
昨
勾

重
複
服
薬
を
防
ぐ
方
法
と
し

む
ピ
一
て
「
お
薬
手
帳
」
が
知
ら
れ
て

P
U
F
い
る
が
、
「
医
療
機
関
ご
と
に

1

冊
持
っ
て
い
る
人
も
い
て
、

実
際
にω
種
類
以
上
の
薬
を
処

方
さ
れ
て
い
る
ケl
ス
も
あ
っ

た
」
(国
民
健
康
保
険
課)と

と
い
い
、
役
割
を
果
た
し
切
れ

て
い
な
い
側
酉
が
あ
る
。

月 5400円減

重
複
服
薬
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
佐
賀
県

が
国民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
る
対
象

者
に
送
っ
て
い
る
タ
イ
レ
ク
ト
メ
1

ル

の
見
本

92 

は
が
き
を
送
る
回
数
は
口
年

度
は
1

目
だ
っ
た
が
、
本
年
度

は
2

回
に
増
や
し
た。
国
民
健

康
保
険
課
は
「
即
効
性
が
あ
り
、

医
療
費
の
適
正
化
や
自
己
負
担

減
に
加
え
、
副
作
用
の
リ
ス
ク

低
減
な
ど、

一
石
で
何
鳥
に
も

な
る
」
と
話
し
、
四
年
度
以
降

も
事
業
の
継
続
を
見
据
え
て
い

る
。

(
大
橋
諒)

佐
賀

新
聞
・
朝
刊

2

0
1

9

年
1

月
げ
日
(
木
)
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富大和漢研

本
草
学
の
古
典
解
読

富
大
和
漢
医
薬
学
総
合
研
窓
所
(和
漢
研)
は
薬
の
原

料
に
関
す
る
学
問「荊
草
学」な
ど
の
古
典
の
解
読
に
乗

り
だ
す。
富
大
は
新
年
度
、
全
学
部
挙
げ
て
和
漢
研
の
研

究
活
動
を
支
援
す
る
方
針
で
、
人
文
学
部
が
協
力
す
る

。

和
漢
研
の
蔵
書「矢
野
文
庫」
は
江
戸
時
代
以
前
に
漢
文

で
害
か
れ
た
も
の
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
手
が
付
け
ら
れ
て

い
な
か
っ
た。
書
物
に
埋
も
れ
た
生
薬
の
薬
効
を
再
検
討

し
、
新
薬
開
発
の
足
掛
か
り
に
す
る

。

矢
野
文
庫
は
昆
虫
学
者
の
矢
野
宗

幹
(
1
8
8
4
1

1
9
7
0
)の
蔵

書
群
で
、
本
草
学
を
中
心
に
国
内
外
い 4 の
る 0 植

。鰐

和東
漢洋
研思
に想

害警
さ 95
れ種
て約

本
尊
学
中
国
で
発
遥
し
た
植
物
を
中
心
に
動
物
や
鉱
物
な
ど
の

薬
効
を
ま
と
め
た
薬
物
学

。

遣
唐
使
に
よ
っ
て
日
本
に
伝

わ
り
、
薬
学
や
医
学
の
基
礎
と
な
っ
た

。

江
戸
時
代
に
入

っ
て
研
究
が
飛
瞳
的
に
進
み
、
徳
川
家
康
や
富
山
藩
叩
代

藩
主
前
田
利
保
も
研
容
携
わ
っ
た

。

漢
文
の
専
門
家
お
ら
ず

和
漢
研
は
こ
れ
ま
で
に
、
中
国
で

最
も
権
威
が
あ
る
本
草
学
書「証
類

本
草
」と
、
日
本
の
民
間
に
伝
わ
る
救

急
治
療
法
を
ま
と
め
た
四
世
紀
の
書

籍
「広
恵
済
急
方」に
つ
い
て
、
外
部

の
研
究
機
関
の
協
力
を
得
て
解
読
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
。

た
だ
和
漢

研
に
は
、
漢
文
や
古
文
書
の
専
門
家

が
お
ら
ず
、
こ
の
二
つ
以
外
の
解
読

は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
か
っ
た

。

一
方
、
人
文
学
部
に
は
中
国
の
古

典
や
文
学
を
研
究
す
る
東
ア
ジ
ア
言

語
文
化
コ
ー
ス
、
日
本
史
や
東
洋
史

を
研
究
す
る
歴
史
文
化
コ
l

ス
が
あ

り
、
漢
文
の
翻
訳
や
古
文
書
の
扱
い

に
精
通
し
た
人
材
が
在
籍
し
て
い

る
。

医
薬
品

新年度、人文学部が協力

4
月
1

日
に
学
長
に
就
任
す
る
粛

藤
滋
次
期
学
長
予
定
者
は
、
和
漢
研

の
活
動
を
富
大
全
体
で
支
『
え
る
考
-
え

を
示
し
て
お
り
、
人
文
学
部
と
和
漢

研
の
垣
根
を
越
え
た
研
究
が
実
現
す

る
。

和
漢
研
は
、
解
読
し
た
資
料
を
さ

ら
に
研
究
し
て
、
現
在
で
は
忘
れ
去

ら
れ
て
い
る
生
薬
の
薬
効
や
組
み
合

わ
せ
を
「
再
発
見」
し
、
新
し
い
薬

効
成
分
の
研
究
な
ど
に
生
か
す

。

今
後
、
和
漢
研
と
人
文
学
部
の
担

当
者
で
協
議
し
、
解
読
、
研
究
す
る

資
料
を
決
め
る
。

将
来
的
に
は
矢
野

文
庫
以
外
の
資
料
も
対
象
に
す
る

。

和
漢
研
の
小
松
か
つ
子
教
授
は

「
温
故
知
新
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ

う
に
、
眠
っ
て
い
る
古
典
を
有
効
利

用
し
て
、
新
し
い
薬
の
開
発
に
つ
な

げ
た
い」
と
話
し
た。

富
山
新
聞
・

朝
刊

2

0
1
9

年
1

月
叩
日
(
木
)
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JE、

7手、c
自忍
主E重茎

O~ 

4固
dk 
目。

J人

医
療
行
政

支見
告。

厚
労
省
方
針
麻
薬
取
締
官
に
捜
査
権
限

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
急
増
し
て
い
る
未
承
認
の
医
薬
品
な
ど
の
個
人
輸
入
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
省
が
近
年
目
立
つ
偽
造
薬
の
流
通
や
健
康
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
法
規
制
を
整

備
す
る
方
針
を
固
め
た
こ
と
が6
日
、
分
か
っ
た。

偽
造
薬
を
水
際
で
食
い
止
め
る
な
ど
個

人
輸
入
を
厳
格
に
監
視
・
管
理
。

税
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
麻
薬
取
締
官
に
捜
査
権
限
を

付
与
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

次
の
通
常
国
会
に
医
薬
品
医
療
機
器
法
の
改
正
案
を
提
出
す

る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い
る。

通
常
国
会
で
改
正
案
視
野

医
薬
品
や
医
療
機
器
、
化
粧
売
や
譲
渡
し
な
い
こ
と
を
確
認

品
を
営
業
目
的
で
輸
入
す
る
場
し
た
上
で
、
通
関
時
に
必
要
な

合
、
厚
労
相
や
都
道
府
県
知
事
薬
監
証
明
を
取
得
し
な
け
れ
ば

の
承
認
・
許
可
が
必
要
に
な
な
ら
な
い
。

た
だ
、
個
人
で
使

る
。

個
人
が
自
ら
使
用
す
る
た
用
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
数
量

め
に
輸
入
す
る
場
合
は
、
厚
労
(2
カ
月
分
な
ど)
で
あ
る
場

省
局
長
通
知
に
基
づ
き
、
地
方
合
は
、
薬
監
証
明
を
得
る
必
要

厚
生
局
に
商
品
説
明
や
医
師
の
が
な
い。

処
方
筆
な
ど
を
提
出。
他
に
転
個
人
輸
入
は
近
年
急
増
し
て

い
る
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
薬

監
証
明
を
得
た
個
人
輸
入
は
平

成
辺
年
度
に1
3
0
3

件
、
2

8
5
1

品
目
だ
っ
た
の
が
、
m

年
度
は4
4
5
0

件
、
-
万1

1
5
9

品
目
で
、
品
目
だ
け
で

も
約
4

倍
に
膨
れ
上
が
っ
た。

一
方
で
、
偽
造
薬
や
健
康
へ

の
被
害
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
。

厚
労
省
は
幻
年
ま
で
の5

年
間
で
、
日
本
向
け
に
広
告
し

て
い
る
海
外
サ
イ
ト
か
ら
製
品

を
買
い
上
げ
て
分
析
し
た
結

果
、
表
示
と
異
な
る
医
薬
品
成

分
が
合
ま
れ
る
偽
造
薬
が
約3

割
あ
る
こ
と
を
把
握
し
た。
初

年
4

月
に
は
、
ネ
ッ
ト
で
「イ

ン
ド
製
」
と
表
示
さ
れ
た
経
口

妊
娠
中
絶
薬
を
個
人
輸
入
し
、

服
用
し
た
初
代
の
女
性
が
多
量

の
出
血
や
り
い
れ
ん
、
腹
痛
な

ど
の
健
康
被
害
を
訴
え
た。
U

年
に
は
中
国
製
ダ
イ
エ
ッ
ト
食

品
を
輸
入
し
、4
人
が
死
亡
し

た
ケ
!
ス
も
あ
る
。

2
0
1
4

年
、
国
際
刑
事
警

察
機
構
(I
C
P
O

)
は

「世

界
的
な
組
織
犯
罪
グ
ル
ー
プ
が

偽
造
薬
の
製
造
や
流
通
に
関
与

個人輸入

個人使用が明う
か主主数量 (2カ
月分、処方護薬
は 1 カ月分) ~

有
方
提

を
処
に

意

8

の
局
得

注
入
師
生
取

に
輸

V
医
厚
の

特
の

'
や
方
明

は
晶

司
室
田
地
証

た
薬

司

明
を
監

ま
医
説
ど
薬

量
る
晶
な
=

多
す
商
器
支
出

医
薬
品
等
の
輸
入
手
続
き

し
て
い
る
」
と
の
報
告
書
を
ま

と
め
て
お
り
、
厚
労
省
が
対
応

に
乗
り
出
し
た。

厚
労
省
は
、
薬
監
証
明
制
度

の
根
拠
が
局
長
通
知
レ
ベ
ル
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

法
令
上
の
位
置
付
け
を
明
確
化

す
る
こ
と
を
検
討。
偽
造
薬
の

流
通
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
個
人

輸
入
の
医
薬
品
が
正
規
ルl
ト

に
入
る
こ
と
を
防
止
す
る。

そ
の
上
で
手
続
き
違
反
や
取

り
締
ま
り
に
当
た
っ
て
、
輸
入

制
限
を
可
能
に
す
る
た
め
の
法

令
を
整
備
す
る。
不
正
ケ
ー
ス

医薬品等の個人輸入(薬監証明のある場合)

12000 r ※厚生労働省関べ 1 万1159
10000 

8000 

6000 

4000 

2000 

0 
平成22年度 23 24 25 26 27 28 29 

に
対
す
る
捜
査
の
主
体
に
つ
い

て
は
、
薬
事
規
制
当
局
で
あ
る

厚
労
省
の
麻
薬
取
締
官
や
都
道

府
県
の
麻
薬
取
締
員
が
最
適
と

判
断
し
て
い
る。

産

経
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
7

日
(
月
)
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困
層
問
自ネ
ッ
ト
処
方
検
討

厚労省

「
対
面
診
療
不
要
に」議
論

避
妊
に
失
敗
し
た
り
拒
否
さ

れ
た
り
し
た
女
性
が
、
望
ま
な

い
妊
娠
を
避
け
る
た
め
に
の
む

緊
急
避
妊
薬
に
つ
い
て
、
厚
生

労
働
省
の
検
討
会
が
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
で
手
に
入
れ
や
す
く
す

る
議
論
を
始
め
る。
医
師
と
対

面
し
て
の
初
診
が
原
則
今
は
必

要
だ
が
、
こ
れ
を
不
要
と
し
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
っ
て

の
処
方
を
可
能
に
す
る
か

ー
ー

。

お
日
か
ら
始
ま
る
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
指
針
見
直
し
の

検
討
会
で
話
し
合
う

。

緊
急
避
妊
薬
は
自
由
診
療
に

な
る
が
処
方
範
を
も
ら
う
た
め

医
療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
が

あ
る
。
一
方
、
性
交
後
花
時
間

以
内
に
の
ま
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
入
手
し
づ
ら
い
と
の
指
摘

J¥ 

が
あ
る
。

人
目
が
気
に
な
っ
て

受
診
を
た
め
ら
っ
た
り
、
休
診

や
仕
事
の
た
め
に
受
診
で
き
な

か
っ
た
り
す
る
た
め
だ
。

欧
米
の
多
く
の
国
で
は
処
方

筆
な
し
で
買
え
、
圏
内
で
も
市

販
薬
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
は
多
い。
厚
労
省
の
検
討
会

で
2
0
1
7

年
に
議
論
さ
れ
た

が
、
欧
米
に
比
べ
て
性
教
育
が

緊急避妊薬の
オンライン診績のイメージ

ネットで予約

口本人確認

(保険証診察券等 、
を画像で提示

診察

口薬の使い方や
副作用の説明

ロ避妊方法の助言

3 薬の処方

ロ 自宅などに薬を送付

遅
れ
て
い
る
こ
と
や
悪
用
や
乱

用
の
恐
れ
を
理
由
に
認
め
ら
れ

て
い
な
い。

こ
う
し
た
状
視
で
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
で
受
診
で
き
る
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
が
認
め
ら
れ
れ

ば
、
受
診
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る。

研
究
開
発
が
急
速
に
進
む
人
工
知
能

(
A
I
)を
使
っ
た
診
断
、
治
療
の
支
援

技
術
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
は
、
診
療

に
関
す
る
最
終
的
な
判
断
の
責
任
は
医
師

が
負
う
と
す
る
見
解
を
ま
と
め
た
。

A
I

の
医
療
応
用
で
は
、AI
が
推
測
す
る
情

報
が
誤
っ
て
い
る
事
態
な
ど
が
想
定
さ

れ
、
責
任
を
明
確
に
し
て
開
発
を
促
す

。

米
国
で
は
昨
年4
月
、
食
品
医
薬
品
局

が
網
膜
画
像
か
ら
自
動
で
糖
尿
病
網
膜
症

を
診
断
す
るA
I
を
医
療
機
器
と
し
て
初

め
て
認
可。
園
内
で
も
内
視
鏡
画
像
か
ら

が
ん
を
特
定
し
た
り
、MR
I
の
脳
画
像

か
ら
認
知
症
を
早
く
見
つ
け
た
り
す
る
研

究
が
進
ん
で
い
る。

た
だ
、
A
I
が
誤
っ
た
結
論
を
出
す
こ

と
も
あ
る
。

A
I
の
活
用
を
進
め
る
厚
労

省
の
有
識
者
会
合
は20
1
7

年
、
確
定

診
断
や
最
終
的
な
治
療
方
針
は
医
師
が
決

め
、
そ
の
責
任
も
負
う
べ
き
だ
と
す
る
報

告
書
を
ま
と
め
た。

そ
の
後
、
厚
労
省
研

究
班
は
報
告
書
でA
I
を
「
診
療
の
過
程

で
医
師
に
効
率
よ
く
情
報
を
提
示
す
る
支

援
ツ
l

ル
に
過
ぎ
な
い
」
と
し
、
「
判
断

の
主
体
は
少
な
く
と
も
当
面
は
医
師
」
と

結
論
づ
け
た
。

医
療
行
政 厚労省見解判断の主体を明確化

緊
急
避
妊
薬
は
望
ま
な
い
妊

娠
を
防
ぐ
最
後
の
手
段
だ。
だ

が
、
避
妊
の
啓
発
に
取
り
組
む

N
P
O
法
人
・

ピ
ル
コ
ン
(
東

京
都
)
の
染
矢
明
日
香・
理
事

長
は
「
手
に
入
れ
や
す
い
環
境

は
整
っ

て
い
な
い。

日
本
で
も

市
販
薬
化
し
て
ほ
し
い
が
、
オ

見
解
は
、A
I
を
使
っ
て
も
実
際
の
診

断
、
治
療
の
主
体
は
医
師
で
、
最
終
的
な
判

断
の
責
任
も
負
う
と
整
理
。

医
師
法
で
規

定
さ
れ
た
医
業
に
あ
た
る
と
確
認
し
た

。

厚
労
省
は
都
道
府
県
に
通
知
し
、
関
係
機

関
へ
の
周
知
を
求
め
た
。

A
I
が
導
き
出
す
結
論
に
つ
い
て
医
師

が
根
拠
を
持
っ
て
判
断
で
き
な
い
事
態
も

想
定
さ
れ
て
い
る。

「
こ
う
し
た
場
合
に

す
べ
て
医
師
の
責
任
に
な
る
と
現
場
が
萎

縮
す
る
」
と
の
不
安
が
示
さ
れ
て
い
る

。

(
姫
野
直
行
)

朝

日
(
東
京
)
・

朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
市
日
(
土
) ン

ラ
イ
ン
診
療
も
利
便
性
は
高

く
経
過
的
措
置
と
し
て
い
い
と

思
う
」
と
話
す。

厚
労
省
に
よ

る
と
、
口
年
度
の
人
工
妊
娠
中

絶
件
数
は
約
国
万
件
。

一
方
、
日
本
産
婦
人
税
医
会

は
反
対
の
立
場
だ
。

子
宮
か
ら

の
出
血
や
乳
房
の
痛
み
な
ど
の

副
作
用
や
、
乱
用
す
る
と
月
経

や
ホ
ル
モ
ン
周
期
が
大
き
く
乱

れ
る
可
能
性
を
理
由
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
に
よ
る
処
方
に
は

「
現
時
点
で
は
時
期
尚
早
と
判

断
し
反
対
す
る
」
と
し
て
い

る
。
(
姫
野
直
行
、
松
本
千
聖
)

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
泊
目
(
水
)
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突
然
な
の
で
す
が
、
み

な
さ
ん
が
も
や
も
や
す
る

と
き
は
ど
ん
な
と
き
で
し

ょ
う
か
?
医
師
に
「も

や
も
や
っ
て
な
に
?」と

聞
く
と
、
「も
や
も
や
病

?

」
と
脳
の
血
管
の
病
気

を
思
い
描
い
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が(こ
れ

は
イ
シ
ア
タ
マ
で
す
!)、

和興井上鳥取大学医学部地域医療学講座

み
な
『
ヤ
ん
は
ど
ん
な
と
き

に
も
や
も
や
す
る
で
し
ょ

う
か
?

日
月
の
潮
流
の
当
講
座

の
谷
口
晋
一
教
授
の
記
事

で
も
医
療
人
類
学
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
が
、
医
療

人
類
学
で
は
そ
の「も
や

も
や
」
を
大
切
に
し
て
研

究
を
行
い
ま
す。
も
や
も

平
成
お
年
度
か
ら
、
医

師
に
な
ろ
う
と
す
る
医
学

生
さ
ん
は
医
療
人
類
学
を

学
ぷ
こ
と
が
必
須
と
な
り

ま
し
た
。

な
ぜ
医
療
人
類

学
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
に

な
っ
た
か
と
い
う
と
、
医

療
現
場
で
は「も
や
も
や」

が
非
常
に
多
い
た
め
で

す
。

医
療
現
場
で
は
、
同

地
域
医
療
と

や
す
る
と
き
は「は
っ
き

り
し
な
い
」
「
確
信
が
持

て
な
い
」
「納
得
が
い
く

説
明
が
で
き
な
い」
「他

の
選
択
も
あ
っ
た
の
で
は

と
考
え
て
し
ま
う」「
頭

の
声
と
心
の
声
が
不
一
致

な
と
き
」
な
ど
が
医
療
人

類
学
で
は
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す。

意
見
・
社
説

ま
た
、
当
事
者
に
と
っ

て
ほ
ん
と
う
に
最
良
の
選

択
だ
っ
た
の
か
?
と
悩
む

こ
と
も
あ
り
、
前
述
し
た

「
も
や
も
や」
の
宝
庫
の

よ
う
な
空
間
で
あ
る
た

め
、
医
療
者
は「も
や
も

や
」
に
形
を
与
え
て
く
れ

る
医
療
人
類
学
を
学
ぷ
必

要
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

H

も
や
も
や
μ

じ
病
気
で
も
症
状
の
出
方

や
治
療
の
反
応
が
人
に
よ

っ
て
全
然
違
っ
て
い
た

り
、
そ
の
病
気
の
捉
え
方

が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た

り
、
患
者
『
乞
や
そ
の
ご

家
族
や
専
門
職
の
聞
で

「当
た
り
前」
が
ず
れ
た

り
し
て
い
る
こ
と
が
多
く

の
場
面
で
存
在
し
ま
す

。

で
も
、
そ
の「も
や
も

や
」
の
宝
庫
は
、
医
療
現

墳
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か

つ
・

毎
年
鳥
取
大
学
で
行
っ

て
い
る
地
域
医
療
体
験
実

習
で
、
本
年
度
初
め
て
医

療
人
類
学
の
視
点
を
学
生

さ
ん
に
学
ん
で
も
ら
い
、

そ
の
後
医
療
現
場
で
実
習

を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

地
域
医
療
体
験
実
習

は
医
学
生4
年
生
の
必
修

制
目
で
、1
0
0

人
前
後

の
学
生
が
毎
年9月
末
か

ら
叩
月
終
わ
り
に
か
け
て

鳥
取
県
内
の
医
療
機
関
で

実
習
を
行
い
ま
す
が
、
そ

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
医
療

人
類
学
者
の
先
生
方
と
協

働
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
学
生
さ
ん

の
視
座
を
移
動
さ
せ
な
が

ら
、
目
の
前
で
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
だ
け
に
目
を
向

け
ず
、
全
体
的
に
医
療
現

場
を
捉
え
よ
う
と
す
る

(球
体
的
?
立
体
的
?)

こ
と
を
実
習
で
医
学
生
さ

ん
に
や
っ
て
き
て
も
ら
い

ま
し
た
。

医
療
的
に
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
実

は
そ
う
で
は
な
い
(
例
え

日
本
海
新
聞
・
朝
刊

の幼名
ら解明

ば
「も
や
も
や
病
?」
と

捉
え
て
し
ま
う
イ
シ
ア
タ

マ
)
、
医
療
現
場
に
実
際

勤
務
し
て
い
る
当
事
者
だ

と
見
え
な
く
な
っ
て
い
る

も
の
を
他
者
に
伝
わ
る
言

葉
で
言
語
化
す
る
こ
と

で
、
再
度
同
様
な
場
面
に

遭
遇
し
て「も
や
も
や」

が
発
生
し
た
と
き
に
、
医

療
者
に
『
￥
キ
￥
品
な
視
座

を
提
供
し
て
く
れ
る
一
つ

の
学
問
だ
な
あ
と
感
じ
て

い
ま
す。

N
H
K

の
番
組
で
活
腫

中
の
「チ
コ
ち
ゃ
ん」
の

よ
う
に
、
当
ち
前
だ
と

思
っ
て
い
る
こ
と
に
疑
問

を
持
っ
て
み
る
と
、
い
ま

ま
で
つ
な
が
っ
て
い
な
か

っ
た
も
の
が
つ
な
が
っ
て

見
え
る
よ
う
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん。

(
米
子
市
)

2
0
1
8

年
刊
月
沼
田
(
日
)

近
代
医
学
教
育
講
座
を
松
本
ほ

か
日
人
と
と
も
に
受
講
し
た

。

1
8
6
2

年
刊
月
、
ポ
ン
べ
か

ら
修
了
証
書
を
授
与
さ
れ
帰

藩
。
翌
日
年
ご
ろ
、
2

代
目
玄
瑞

を
襲
名
し
、
晩
年
ま
で
壬
生
藩

医
と
し
て
西
洋
医
学
の
普
及
に

努
め
た
と
み
ら
れ
る
と
い
う
。

96 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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江
戸
幕
府の
要
請
で1
8
5
7

年
に
来
日
し
た
オ
ラ
ン
ダ

海
軍
軍
医
ボ
ン
ベ
・
フ
ァ
ン
・
メ
l

デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト(
1
8

2
9
1
1
9
0
8

年
)が
周
年
日
月
、
長
崎
で
行
っ
た
圏
内
初

の
西
洋
近
代
医
学
教
育
講
座
を
受
講
し
た1
人
制
腐
麓
臆

が
、
壬
生
藩
医
の
榊
原
郡
山
恥

(1
8
2
8
1
没
年
不
詳
)
と
同

一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
お
日
ま
で
に
、
壬
生
町
歴
史
民
俗
資

料
館
の
調
査
で
分
か
っ
たow
圏
内
初
の
医
学
生uの
出
自
を

明
ら
か
に
し
た
発
見
で
、
医
史
学
が
専
門
の
長
崎
大
学
概
川

忠
由
名
誉
教
授
(
巧
)
は
「
榊
原
の
詳
し
い
出
自
を
初
め
て
明

ら
か
に
し
、
意
義
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
(
一
郎
膨
郵
侮
)

現役の佐大医学部生が学習塾

こ
れ
ま
で
、
榊
原
養
庵
が
同

講
座
を
受
講
し
た
こ
と
は
登
籍

人
名
簿
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
た

が
、
そ
の
出
自
に
つ
い
て
は
解

明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
同
館

は
西
洋
医
に
つ
い
て
調
査
す
る

過
程
で
、
山
町
・
套
一
吾
著
「
『
蘭

学
全
盛
時
代
と
蘭
鴎
の
生
涯
』

騒
」
に
養
荷
造
投
場
協

医
大
所
蔵
「
五
十
嵐
順
知
履

歴
書
」
に
玄
瑞
の
名
を
確
認
。

藩
士
の
家
族
関
係
が
記
さ
れ
た

同
館
所
蔵
の
「
旧
壬
生
藩
士
族

明
細
短
冊
帳
」
と
照
ら
し
合
わ

せ
た
結
果、

「
養
庵
」
は
榊
原

家
の
幼
名
で
あ
り
、
家
督
を
相

続
す
る
と
「
玄
瑞
」
を
襲
名
す

る
こ
と
が
確
認
で
き
、
同
一
人

物
で
あ
る
こ
と
が
断
定
で
き
た

と
い
う
。

同
館
に
よ
る
と
、
榊
原
は
南

窒
深
科
と
し
て
藩
主
鳥
居
家

に
仕
え
て
い
た
初
代
榊
原
玄
瑞

の
実
子
、
養
庵
と
し
て
生
ま
れ

た
。

1
8
5

7

年
9

月
、
藩
主

の
推
挙
で
政
府
医
官
松
本
良

順
(1
8
3
2
1

1

9
0
7

年
)
へ
付
き
添
い
ボ
ン
ベ
に
師

事
。

同
日
月

、

長
崎
奉
行
所
西
役

所
で
聞
か
れ
た
圏
内
初
の
西
洋

カミ|

キ交|

吾妻 |

L-
塾
生
増
で
増
設

現
役
の
佐
賀
大
医
学
部
生
が
始
め
た
学
習
塾

「
医
大
塾
」
(
佐
賀
市
)
が

、

二
つ
目
の
校
舎
を

開
設
し
た。
佐
賀
大
鍋
島
キ
ャ
ン
パ
ス
の
正
門
南

隣
の
好
立
地。
今
年
は
塾
生
の
中
に
、
待
望
の
医

学
部
志
望
の
受
験
者
も
い
る
た
め
、
医
学
科

6

年

の
竹
内
期
祐
代
表(お
)
は
「
生
徒
の
夢
実
現
に

全
力
を
注
ぎ
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
る

。

医
学
科
受
験
に
注
力

2
0
1
7

年
5

月
に
開
講
し

た
同
塾
は
、
大
手
模
擬
試
験
の

数
学
・

物
理
で
ト
ッ
プ
に
な
っ

た
学
生
や
、
教
員
免
許
を
持
つ

学
生
ら
を
講
師
に
そ
ろ
え
る
。

当
初
は
8

人
程
度
だ
っ
た
塾
生

も
、
現
在
は
小
学3
年
i

高
校

3

年
の
卯
人
が
通
う
大
所
帯

に
。

講
師
も
医
学
科
の
お
人
を

雇
い、
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
新
校
舎
を
設
け
た
。

ゆ
く

ゆ
く
は
、
医
学
部
希
望
者
と
、

理
系
や
文
系、

中
学
生
な
ど
希

望
進
路
に
応
じ
て、
使
い
分
け

医
療
ニ
ュ
ー
ス

榊原養庵、玄瑞
関係史料か壬生町歴史

民俗資料館

る
予
定。

今
年
の
大
学
受
験
生
は
約
加

人
。

う
ち
、
半
数
は
医
学
科
希

望
者。
同
塾
は
生
徒
数
人
に
対

し
、
講
師1
人
が
付
く
個
別
指

導
だ
が
、
新
校
舎
で
は
、
セ
ン

タ
ー
試
験
対
策
な
ど
、
集
団
で

の
講
義
な
ど
も
行
い
や
す
く
な

っ
た。
竹
内
さ
ん
は、

「目
標

は
医
学
科
合
格
者
を
出
し
、
そ

の
子
た
ち
に
う
ち
で
バ
イ
ト
し

て
も
ら
う
こ
と
。

実
現
さ
せ
た

い
」
と
語
る。

新
校
舎
は
、
医
学
部
入
り
口

前
バ
ス
停
の
向
か
い
側
。

開
塾

時
間
は
月1
金
は
午
後7
時
1

相
川
名
誉
教
授
は
「
松
本
と

近
い
関
係
に
あ
っ
た
榊
原
に
つ

い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
研
究
す

る
価
値
が
あ
る
」。
同
館
の
判

野
正
人
館
長
(ω
)
は
「
最
初

期
西
洋
近
代
医
学
の
中
心
に
壬

生
藩
医
が
い
た
こ
と
は
大
き
な

発
見
。
県
の
医
学
史
を
見
直
す

き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
」
と

話
し
た
。下

野
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
沼
田
(
土
)

同
日
時
、
土
日
は
午
後3
時
1

両
日
時。
高
校
生
は
週1
回
コ

ー
ス
(月
日
時
間)
が
1

万
3

千
円
、
週2
回
(幻
時
間)
が

1

万
8

千
円
、
通
い
放
題
は2

万
8

千
円
。
問
い
合
わ
せ
は
同

塾
、
電
話0
9
5
2
(
3
7
)

6
2
3
3

。
(

福
本
真
理)

佐
賀

新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
沼
目
(
金
)
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東
京
医
大

「

厳
粛
に
受
け
止
め
」

医
学
部
の
不
正
入
試
問
題
で
、
文
部
科
学
省
は
幻
目
、
女

子
や
浪
人
生
の
差
別
、
特
定
の
受
験
生
の
優
遇
な
ど
不
適
切

な
入
試
が
行
わ
れ
て
い
た9
大
学
の
う
ち
、
国
立
の
神
戸
大

を
除
く
8

大
学
の
2
0
1
8

年
度
の
私
学
助
成
金
を
減
額
す

る
と
発
表
し
た。
同
省
の
私
大
支
援
事
業
を
巡
る
汚
職
事
件

が
あ
り
、

一連
の
問
題
の
発
端
と
な
っ
た
東
京
医
科
大(東

京
)
は
ゼ
ロ
と
な
る。

全
額
カ
ッ
ト
は
、
大
学
の
設

置
認
可
を
受
け
る
際
に
虚
偽
申

請
を
し
た
と
し
てω
年
度
、2

法
人
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
以
来
で 異

例
の
措
置
だ。

発
表
に
よ
る
と
、
東
京
医
科

大
以
外
の
各
大
学
の
減
額
率
は

日
本
大
が
お
%
で
、
順
天
堂
大
、

ー医学部入試不正問題をめくeる
私学助成の減額率と 2017年度実績

2018年度
の減額率

100% 1 23償却00万円

お% 1 91 億5500万円
25% 1 55億ワ即O万円
25% 1 54傭6500万円
25% 1 40傭5200万円
25% 1 37億 900万円
25% 1 18億4400万円
25% 1 12億6000万円

国からの運営
費交付金の減
額などを検討

聖マリアンナl大学が内部調

厚科大 、|査を実施中の 1 21億8900万円
I 不適切の司\ 1 ため18年度の
L能性が高い1 1減額は見送り

1ワ年度の実績

国立のため
対象外

東京医科大

日本大

順天堂大

間和大

北里大

福岡大

岩手医科大

金沢医科大

神戸大

昭
和
大
、
北
里
大
(い
ず
れ
も

東
京
)
、
福
岡
大
(福
岡
)
、

岩
手
医
科
大
(岩
手
)
、
金
沢

医
科
大
(石
川
)
の
6

大
学
が

お
%
。

神
戸
大
に
は
四
年
度
分

の
運
営
費
交
付
金
が
既
に
支

給
さ
れ
て
お
り
、
文
科
省
は

凶
年
度
分
の

一部
返
還
や
、
四

年
度
分
の
減
額
を
検
討
し
て
い

る
。

私
学
助
成
金
は
、
学
校
経
営

に
関
わ
る
刑
事
事
件
な
ど
不
祥

事
が
あ
っ
た
大
学
に
対
し
、
減

額
ま
た
は
不
交
付
と
な
る。
だ

が
、
減
額
率
は
不
祥
事
の
類
型

別
で
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
文
科

省
は
今
回
、
過
去
の
類
似
の
ケ

ー
ス
な
ど
を
参
考
に
不
適
切
入

試
が
あ
っ
た
各
大
学
の
基
本
的

な
減
額
率
を
お
%
と
し
た
。

東
京
医
科
大
で
は
昨
夏
、
文

科
省
の
汚
職
事
件
で
前
理
事
長

と
前
学
長
が
贈
賄
罪
で
起
訴
さ

れ
た
後
、
入
試
で
女
子
や
浪
人

生
な
ど
へ
の
差
別
が
発
覚
し

た
。

さ
ら
に
、
昨
年
ロ
月
却
日

私
学
助
成
金
は
、
日
本
私
立
学
校
振

興
・

共
済
事
業
団
が
学
生
や
教
職
員
の

数
に
応
じ
て
年2
回
、
各
大
学
に
配
分

し
て
い
る
。

原
資
は
国
の
補
助
金
で
、

8
9
9

億
円
を
計
上
し
、
う
ち
私
学
助

2
0
1
7

年
度
は
8
7
3

の
大
学
や
短
成
金
は

2

・
4
%
の
約
幻
億
円
。

回
年

大
な
ど
に
計
約3
1
7
0

億
円
を
交
付
度
は
単
年
度
で
約
四
億
円
の
黒
字
を
見

し
た
。

各
大
学
の
運
営
費
用
の
う
ち
助
込
ん
で
い
た
が
、
不
交
付
で
赤
字
に
転

成
金
は
平
均
約1
割
を
占
め
る
重
要
な
落
す
る
こ
と
に
な
っ
た

。

財
源
で
、
減
額
さ
れ
れ
ば
経
営
に
対
す
同
大
の
げ
年
度
の
財
産
目
録
に
よ
る

る
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
い。

と
、
現
預
金
は
約2
7
7

億
円
あ
り
、

全
額
カ
ッ
ト
の
場
合
、
翌
年
度
分
も
す
ぐ
に
運
営
に
影
響
が
出
る
こ
と
は
な

交
付
さ
れ
ず
減
額
幅
は2
年
後
百
%
い
と
み
ら
れ
る

。

た
だ
、
不
正
入
試
で

減
、
3

年
後
日
%
減
と
徐
々
に
縮
む
。

不
合
格
と
な
っ
た
受
験
生
へ
の
補
償
や

全
額
、
回
復
す
る
の
は
早
く
て
も5
年
志
願
者
減
に
よ
る
受
験
料

(6
万
円
)

後
だ。
あ
る
医
大
幹
部
は「助
成
金
で
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る

。

同

黒
字
を
確
保
し
て
い
る
。

な
く
な
れ
ば
大
は
新
た
な
大
学
病
院
建
設
も
進
め
て

教
員
数
や
設
備
を
維
持
で
き
ず
、
教
育
お
り
、
同
大
関
係
者
は

「運
営
資
金
が

の
質
が
落
ち
て
し
ま
う」
と
語
る
。

も
た
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
懸

東
京
医
科
大
は
、
四
年
度
予
算
で
約
念
し
て
い
る

。

金
の
関
連
性マ
政
治
家
が
裏
口
く
、
文
科
省
に
「不
適
切
な
可

入
学
に
関
与
し
た
疑
いーー

な
能
性
が
高
い
」
と
指
摘
さ
れ
た

ど
別
の
疑
惑
が
指
摘
さ
れ
た
こ
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大(神
奈

と
も
あ
り
、
全
額
カ
ッ
ト
と
な
川
)
の
助
成
金
は
、
同
大
が
調

っ
た
。

同
大
は
「非
常
に
厳
粛
査
中
と
し
て
い
る
た
め
、
減
額

に
受
け
止
め
て
い
る」
と
し
て
さ
れ
な
か
っ
た
。

文
科
省
は
今

い
る
。

後
、
不
適
切
な
入
試
が
判
明
す

日
大
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
れ
ば
助
成
金
を
減
額
す
る
考
え

ト
ポ
l

ル
部
の
危
険
な
タ
ッ
ク
だ。

ル
を
巡
る
問
題
へ
の
対
応
が
不

適
切
だ
っ
た
と
し
て
、
減
額
率

が
叩
%
上
乗
せ
さ
れ
た
。

一方
、
入
試
で
高
校
の
調
査

書
を
点
数
化
し
た
際
、
女
子
よ

り
男
子
の
点
数
が
著
し
く
高

医
療
ニ
ュ
ー
ス

ー東京医大への今後の私学助成金 ※

100%ー 25%E 3

L 
ffi 
実

に
公
表
さ
れ
た
第
三
者
委
員
会

の
最
終
報
告
書
でマ
入
試
問
題

の
漏
え
い
マ
裏
口
入
学
と
寄
付

財源の 1 割経営に痛手

東
京
医
大
赤
字
転
落

201718 

読

士
冗(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
羽
田
(
水
)
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医
学
部
の
入
試
不
正
問
題
で
、
女
子
や
多
痕
生
へ
の

差
別
が
発
覚
し
た
大
学
の
医
学
部
な
ど
で
志
願
者
が
減

っ
て
い
る
。
大
手
予
備
校
に
よ
る
と
、
東
京
医
大
の
志

願
者
数
は
昨
年
比
幻
%
減
。
願
書
の
受
け
付
け
を
締
め

切
っ
た
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
斜
大
や
北
里
大
も
大
幅
減
と

な
っ
て
い
る
。
一
連
の
問
題
で
受
験
生
の
不
信
感
が
拭

え
な
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
信
頼
回
復

の
道
は
険
し
い
。

「東
京
医
大
や
昭
和
大
な

ど
今
回
の
問
題
で
名
前
が
挙

が
っ
た
大
学
は
ほ
と
ん
ど
出

願
を
回
避
し
た
」
。

横
浜
市

に
あ
る
医
学
部
専
門
の
予
備

校
担
当
者
は
打
ち
明
け
る
。

多
く
の
予
備
校
は日1
四

月
、
受
験
生
が
講
師
ら
と
相

談
し
て
出
願
先
を
叩
校
ほ
ど

に
絞
り
込
む
。
不
正
問
題
へ

の
不
信
感
に
加
え
不
正
で
不

合
格
と
な
っ
た
受
験
生
の
追

加
合
格
で
東
京
医
大
の
定
員

が
減
っ
た
こ
と
で
「
心
理
的

な
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
っ
た
」

。

医
学
部
の
受
験
料
は
6
万
円 前

後
で
他
学
部
に
比
べ
高
い

こ
と
も
影
響
し
た
と
い
う
。

横
浜
市
の
男
子
浪
人
生
は

「
合
格
が
難
し
そ
う
で
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
が
、
定
員

が
減
れ
ば
受
験
を
諦
め
る
」

と
話
す。

駿
台
予
備
学
校
と

ベ
ネ
ッ
セ
コl
ポ
レ
l

シ
ョ

ン
が
2
0
1
8
年
日
月
に
実

施
し
た
全
国
模
試
に
よ
る

と
、
東
京
医
大
の
志
願
者
数

は
口
年
比
で
幻
%
減
。
医
学

部
は
好
景
気
だ
と
減
る
傾
向

が
あ
り
、
私
大
全
体
で
も
叩

%
減
と
な
っ
た
が
、
東
京
医

大
の
減
少
幅
は
目
立
つ
。

l 東京医大は 2割超か|
受験生の不信感拭えず

東
京
医
大
は
1
月
幻
日
時
志
願
者
数
は
1
8
9
9
人

。

点
で
志
願
者
数
を
公
表
し
て
昨
年
(
3
4
2
4
人
)
の
日
%

い
な
い
が
、
文
部
制
学
省
の
に
と
ど
ま
る
。
北
里
大
も
1

緊
急
調
査
で
「
不
適
切
の
可
9
0
2
人
で
昨
年
(
2
6
4

能
性
が
高
い
」
と
さ
れ
た
聖
4
人
)
の
η
%
と
減
少
し
た

。

マ
リ
ア
ン
ナ
医
斜
大
の
最
終
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
制
大
は

医学部入試で不適切などと指摘された大学の志願状況

定員
2018年最終 19年
志願者数 志願者数 ，

東尽医大 90• 46 3, 857 (27%減)

昭和大 90 3, 916 3, 928 15 日確定

聖マリアン
約85 3, 424 1, 899 16 日確定

ナ医科大

北里大 84 2, 644 1, 902 23 日確定

福岡大 80 3, 668 3, 871 : 18 日締め切り、
: 22 日時点の速報値

日本大 102 4, 509 2, 469 : 21 日時点、 31 日締
i め切り(必着)

(注)大学公表などの人数。他にも指摘のあった順天堂大、神戸
大、岩手医科大、金沢医科大は現時点では非公表

「様
々
な
問
題
が
影
響
し
た

可
能
性
は
あ
る
」
と
説
明
。

北
里
大
は
「
国
歳
人
口
の
減

少
を
考
慮
し
て
も
不
適
切
入

試
の
影
響
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た

。

駿
台
教
育
研
究
所
進
学
情

報
事
業
部
の
石
原
賢
一
部
長

は
「
女
子
差
別
な
ど
が
指
摘

さ
れ
た
大
学
は
避
け
た
い
と

思
う
保
護
者
や
受
験
生
は
一

定
数
お
り
、
志
望
者
の
減
少

に
表
れ
て
い
る
」
と
話
す

。

文
糾
省
は
犯
目
、
不
適
切 な

入
試
を
行
っ
た
東
京
医
大

や
日
本
大
な
ど
8
校
の
同
年

度
の
私
学
助
成
金
を
減
額
す

る
と
発
表。
各
大
学
は
経
営

面
で
も
厳
し
い
状
況
に
立
た

さ
れ
て
い
る。
東
京
医
大
は

同
年
度
予
算
で
約8
9
9
億

円
を
計
上
し
、
う
ち
私
学
助

成
金
は
2・
4
%
の
約
辺
億

円
だ
が
、
全
額
カ
ッ
ト
が
決

ま
っ
た
。

問
題
の
影
響
が
長

引
げ
ば
教
育・
研
究
の
質
や

学
生
の
多
く
が
就
職
す
る
付

属
病
院
の
運
営
に
も
影
響
が 出

る
可
能
性
が
あ
る
。

桜
美
林
大
の
浦
田
広
朗
教

授
(
教
育
社
会
学
)
は
「
問

題
発
覚
後
の
各
大
学
の
調
査

や
公
表
は
不
十
分
。

危
機
管

理
が
不
適
切
で
受
験
生
の
疑

念
を
払
拭
で
き
て
い
な
い
」

と
指
摘
。
信
頼
回
復
に
向
け

「入
学
者
を
選
抜
す
る
プ
ロ

セ
ス
の
透
明
化
を
積
極
的
に

行
う
ほ
か
な
い。
合
否判
定

ま
で
の
流
れ
を
開示
す
る
な

ど
情
報
公
開
を
進
め
る
べ
き

だ
」
と
話
し
て
い
る
。

日
大
、
ア
メ
フ
ト
問
題
が
影

医
学
部
の
不
適
切
入
試
の
ほ
か
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
悪
質
反
則

が
問
題
と
な
っ
た
日
本
大
は
医
学
部
以

外
で
も
志
願
者
が
減
り
そ
う
だ
。

夜
間
を
除
い
た
全
体
の
志
願
者
数
は

引
日
現
在
5
万
5
0
0
3
人
。

ま
だ
願

曹
を
受
け
付
け
て
い
る
最
中
だ
が
、
昨

年
の
最
終
志
願
者
数
(日
万
4
3
1
6

人
)
の
お
よ
そ
半
数
ど
ま
り
。
全
学部

の
中
で
最
も
志
願
者
数
の
割
合
が
低
い

危
機
管
理
学
部
は
、
定
員
1
5
0
人
に

対
し
志
願
者
4
9
4
人
で
前
年
比
お
・

3
%
だ。

ア
〆
フ
ト
部
の
悪
質
反
則
問
題
を
巡

っ
て
は
、
同
大
の
第
三
者
委
員
会
は

、

医
療
ニ
ュ
ー
ス

発
覚
後
に
理
事
長
が
適
切
な
危
機
対
応

を
行
わ
ず
、
社
会
か
ら
の
非
難
を
増
幅

さ
せ
た
と言
及
し
た。

文
部
斜
学
省
も
「
理
事
会
に
よ
る
適

切
な
事
後
対
応
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
」

「
学
校法
人
の
管
理
運
営
が
不
適
切
で

あ
っ
た
」
と
ガ
パ
ナ
ン
ス
体
制
の
不
備

を
指
摘
し
、
同
年
度
の
私
学
助
成
金
を

お
%
減
額
す
る。

危機管理学部は現状7割減

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
白
日
(
木)
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開
園
間
閤
困
闘
園

入
管
収
容
者
訴
え

写
真
拡
散
、
議
論
に

入
管
施
設
に
収
容
さ
れ
た
外

国
人
が
職
員
に
伴
わ
れ
病
院
に

行
く
際、
待
合
室
で
手
錠
や
腰

縄
姿
を
さ
ら
さ
れ
る
の
は
人
権

侵
害
と
の
指
摘
が
、
実
際
の
様

子
を
捉
え
た
写
真
と
と
も
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
提
起
さ

れ
、
論
議
に
な
っ
て
い
る。

東
京
入
国
管
理
局
は
「
逃
亡

防
止
の
た
め
」
と
説
明
す
る
が

人
権
問
題
の
専
門
家
は
「
人
格

の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
」
と
批
判

し
て
い
る
。

写
真
は
昨
年
十
月
、
制
服
姿

の
東
京
入
管
職
員
が
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
出
身
の
難
民
申
請
者
マ

ル
フ
・

ア
プ
ダ
ラ
さ
ん
(
=
一
る
に

手
錠
や
腰
縄
を
し
、
病
院
待
合

室
を
連
れ
て
歩
く
様
子
を
居
合

わ
せ
た
人
が
撮
影
し、
外
国
人

を
支
援
す
る
織
田
朝
日
さ
ん
に

国
立
精
神・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー(
N
C
N
P
)が全
国
で
も
珍
し
い
薬
物
依
存
症
に
特
化

し
た
治
療
拠
点
「
薬
物
依
存
症
セ
ン
タ
ー
」
(
東
京
都
小
平
市
)
を
開
設
し
て

1

年
余
り
が
過
ぎ
た
。

患
者
数
は
増
加
し
、
症
状
に
応
じ
た
治
療
法
を
提
案
す
る
な
ど
し
て
社
会
復
帰
を
後
押
し
し
て
い
る
。

一
方
、
薬
物
依
存
に
対
す
る
誤
解
や
患
者
へ
の
理
解
の
少
な
さ
と
い
っ
た
課
題
も
依
然
と
し
て
根
強

く
、
治
療
の
普
及
の
足
か
せ
に
も
な
っ
て
い
る
。

首
都
圏
の
医
療
機
関
に
通
院

す
る
男
性
(
詑
)
は5
年
前
、

仕
事
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
違
法
薬

物
に
手
を
染
め
た
。
仕
事
を
ク

ビ
に
な
り
、
医
療
機
関
で
の
治

増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

依
存
度
に
応
じ
治
療

最
大
の
特
徴
は
患
者
一
人
ひ

と
り
の
依
存
度
に
合
わ
せ
た
多

医
療
ニ
ュ
ー
ス

相
談
。

織
田
さ
ん
が
ネ
ッ
ト
に

公
表
し
入
管
を
批
判
、
写
真
は

拡
散
し
議
論
が
起
き
た
。
手
錠

は
む
き
出
し
で
な
く
カ
パ1
が

付
い
て
い
た。

ア
ブ
ダ
ラ
さ
ん
は
「
実
態
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
写
真
や
実

名
の
公
開
を
了
承
し
、
共
同
通

信
に
「
腰
や
膝
の
診
察
だ
が
、

緊
急
で
は
な
い。
手
錠
や
腰
縄

は
辱
め
だ
」
と
指
摘。
「
私
は

犯
罪
者
で
は
な
い
」
と
訴
え

た
。拘

束
者
の
護
送
を
巡
っ
て

は
、
刑
事
裁
判
の
日
本
人
被
告

が
眼
科
受
診
の
際
、
手
錠
や
腰

る
医
療
機
関
は
全
国
に
羽
カ
所

程
度
。
同
じ
境
過
の
人
同
士
で

自
ら
の
思
い
を
正
直
に
話
し
合

い
、
医
師
の
指
導
を
受
け
る
こ

と
で
継
続
的
な
参
加
に
つ
な
が

り
、
数
カ
月
か
け
て
依
存
の
脱

却
を
目
指
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
内
で
の
診
察
に
と

ど
ま
ら
ず
地
域
の
回
復
支
援
施

設
な
ど
と
も
連
携
し
、
治
療
の

選
択
肢
を
広
げ
て
い
る
。
例
え

ば
比
較
的
軽
度
の
場
合
は
通
院

縄
の
ま
ま
待
合
室
を
歩
か
さ
れ

た
と
国
を
提
訴。
大
阪
地
裁
は

一
九
九
五
年
「
人
格
権
に
対
す

る
違
法
な
加
害
行
為
」
と
賠
償

を
命
じ
、
最
高
裁
で
確
定
し

た
。法

務
省
矯
正
局
に
よ
る
と
、

現
在
、
所
管
す
る
刑
務
所
や
拘

置
所
で
受
刑
者
ら
を
病
院
に
連

れ
て
行
く
際
、
職
員
は
私
服
に

着
替
え
裏
口
か
ら
入
る
な
ど
人

目
に
付
か
な
い
配
慮
を
す
る
と

い
う
。

中
央
大
法
科
大
学
院
の
北
村

泰
三
教
授
(
国
際
人
権
法
)

は
、
入
管
収
容
は
司
法
の
刑
罰

と
も
に
、
新
た
な
治
療
法
の
開

発
や
薬
物
療
法
な
ど
の
研
究
も

同
時
に
進
め
て
い
る
。
治
療
法

に
つ
い
て
は
、
現
在
は
男
性
か

ら
の
暴
力
な
ど
か
ら
心
的
外
傷

後
ス
ト
レ
ス
障
害
(
P
T
S
D
)

を
負
っ
た
女
性
の
薬
物
依
存
症

患
者
へ
の
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

な
く
、
今
後
取
り
組
ん
で
い
く

テ
ー
マ
の
一
つ
だ
と
い
う
。

現
状
、
医
療
機
関
で
は
依
存

度
に
関
わ
ら
ず
、
薬
物
使
用
者 本

セ
ン
ター
長
は
「
一
言
で
薬

物
依
存
と
い
っ
て
も
症
状
は
様

々
。
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
に
合
っ

た
治
療
や
支
援
の
あ
り
方
を
見

つ
け
な
い
と
回
復
に
つ
な
が
ら

な
い
」
と
指
摘
す
る
。

出
年
に
は
有
罪
判
決
を
受
け

た
薬
物
使
用
者
な
ど
の
刑
期
の

一
部
を
猶
予
で
き
る
「
刑
の
一

部
執
行
猶
予
制
度
」
が
施
行
。

対
象
者
は
刑
の
一
部
を
執
行
さ

れ
た
後
、
保
護
観
察
を
受
げ
な

100 

手
続
き
で
な
く
行
政
の
措
置
で

あ
り
「推
定
無
罪
を
受
け
る
刑

事
被
告
人
と
同
様
か
、
そ
れ
以

上
に
人
権
を
守
る
必
要
が
あ

る
」
と
話
す。

東
京
入
管
は
「
省
令
に
従
い

逃
走
防
止
の
た
め
手
錠
、
腰
縄

を
す
る
が
、
人
目
に
触
れ
さ
せ

な
い
配
慮
を
し
て
い
る
。
こ
の

写
真
は
一
場
面
だ
け
を
切
り
取

っ
た
た
め
常
に
公
衆
に
さ
ら
し

て
い
る
印
象
に
な
っ
た
」
と
説

明
し
た
。
〈
共
同
通
信

〉

東
京
新
聞
・

夕
刊

2

0
1
9

年
1

月
げ
臼
(
木
)

薬
物
依
存
症
セ
ン
ターに
は

保
釈
期
間
中
に
治
療
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
受
け
る
患
者
も
い
る
。
刑

務
所
か
ら
出
所
し
た
後
に
治
療

を
再
開
す
る
人
も
お
り
、
継
続

し
た
治
療
の
効
果
へ
の
期
待
も

高
い
。

多
様
な
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

広
が
り
社
会
復
帰
す
る
人
も
い

る
一
方
、
依
然
と
し
て
薬
物
依

存
症
に
対
す
る
極
端
な
イ
メ
ー

ジ
が
社
会
全
体
で
先
行
し
て
い
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療
を
考
え
た
が
、
相
談
し
た
弁

護
士
は
「
讐
察
に
通
報
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
」
「
治
療
し
て

も
依
存
症
が
完
全
に
治
る
と
は

限
ら
な
い
」
な
ど
と
告
げ
た
。

3

年
ほ
ど
悩
む
う
ち
に
貯
金

は
底
が
つ
き
、
男
性
は
途
方
に

暮
れ
た
が
、
友
人
を
通
じ
て
支

援
団
体
の
職
員
と
知
り
合
う
こ

と
が
で
き
、
適
切
に
対
応
で
き

る
医
療
機
関
を
紹
介
し
て
も
ら

っ
た
。
現
在
は
通
院
を
続
け
な

が
ら
、
こ
の
支
援
団
体
で
働
い

て
い
る
。
男
性は
「適
切
な
治

療
で
回
復
で
き
る
こ
と
を
知
ら

ず
、
依
存
を
治
し
た
く
て
も
病

院
に
足
が
向
か
な
い
人
も
多
い

の
で
は
」
と
話
す
。

圏
内
に
は
薬
物
依
存
症の
治

療
を
専
門
と
す
る
病
院
は
少
な

く
、
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
医

師
も
あ
ま
り
い
な
い
。

N
C
N
P

は
2
0
1
4

年
以

降
、
薬
物
依
存
症
の
治
療
を
普

及
さ
せ
る
拠
点
と
し
て
研
究
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た。
活
動

を
よ
り
加
速
さ
せ
る
た
め
、
げ

年
9

月
か
ら
専
門
の
精
神
糾
医

を
常
駐
さ
せ
、
治
療
法
を
開
発

し
て
全
国
の
医
療
機
関
に
広
げ

て
い
く
薬
物
依
存
症
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
た。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
松
本
俊
彦

セ
ン
タ
ー
長
を
合
わ
せ
た
計
5

人
の
精
神
糾
医
が
対
応
し
て
い

る
。
今
年1
月
時
点
の1
カ
月

の
新
患
数
は
約
加
入
、

再
来
患

者
数
は1
目
印
i

印
人
程
度
で

センター開設 1 年専門治療拠点

普及道半ば薬物依存治療、
様
な
治
療
法
。
治
療
の
中
核
に

あ
る
の
は
「S
M
A
R
P
P
(ス

マ
l

プ
)
」
と
呼
ば
れ
る
薬
物

依
存
症
の
集
団
療
法
で
、
松
本

セ
ン
タ
ー
長
が
中
心
と
な
っ
て

閃
年
に
開
発
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
専
用
テ
キ
ス
ト
を
使
っ

て
週
1

回
卯
分
ほ
ど
か
げ
自
分

の
実
体
験
や
薬
物
を
使
い
た
い

と
き
の
対
処
法
な
ど
を書き
込

み
、
お
互
い
に
話
し
合
う
。

ス
マ
l

プ
を
取
り
入
れ
て
い

に
よ
る
ス
マ
l

プ
の
ほ
か
、
患

者
同
士
が
定
期
的
に
集
ま
っ
て

体
験
を
語
り
合
う
地
域
の
「
自

助
グ
ル
ー
プ
」
へ
の
参
加
を
勧

め
る
。
一
方、
重
症
$
著
は
通

院
が
難
し
い
た
め
、
地
域
の
回

復
支
援
施
設
「
ダ
ル
ク
」
へ
の

入
所
な
ど
を
促
し
、
長
期
の
治

療
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
。

P
T
S
D

対
応
課
題

治
療
拠
点
と
し
て
の
役
割
と

回
復
可
能
知
ら
ず

薬物依存症治療のポイント

患
者
ヘ
の
誤
解
も

。 依存度に応じた治療法

の提案

。 回復支援施設など地域

の機関との連携

治療法
。依存度に関わらず一定

期間入院など

。 原則として守秘義務を

優先し、通報しない

警察への

通報

。警察に通報すべきか明

確な基準なし

。 専門的な精神科医が常

駐

。 新たな治療法の研究 ・

開発

専門性
。専門知識のある医師が

不足

を
ひ
と
く
く
り
に
一
定
期
間
入

院
さ
せ
て
画
一
的
に
治
療
す
る

だ
け
と
い
う
場
合
も
あ
る。
松

Q
 

-7 ,.." L 

~"". -a崎....‘

も NCNP..
唱....一一

警
察
庁
に
よ
る
と
覚
醒
剤
で
摘
発

一
さ
れ
た
人
が
再
び
摘
発
さ
れ
る
再
犯

一
率
は2
0
1
7

年
時
点
で
約
侃
%
。

一
薬
物
依
存
症
の
患
者
は
ア
ル
コ
ー
ル

一
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
比
べ
て
卜

一
ラ
プ
ル
を
起
こ
し
ゃ
す
い
と
考
え
ら

一
れ
て
お
り
、
多
く
の
医
療
機
関
は
敬

一
速
し
が
ち
な
こ
と
が
再
犯
の
一
因
と

一
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
医
療
機
関
が
薬
物
に
手
を

一
出
し
た
患
者
と
接
し
た
と
き
に
警
察

一
な
ど
に
通
報
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い

一
う
点
に
つ
い
て
は
国
は
明
確
な
指
針

一
を
設
け
て
い
な
い
。

こ
の
た
め
治
療

一
を
避
げ
た
い
と
い
う
医
師
も
い
る
。

医
師
は
刑
法
で
守
秘
義
務
が
課
せ

一
ら
れ
て
い
る。

こ
の
た
め
薬
物
使
用

一
者
が
受
診
し
て
も
原
則
と
し
て
指
名

医
療
ニ
ュ
ー

ス

が
ら
医
療
機
関
や
回
復
施
設
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
へ
の
参
加
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ま盟，."ゅ棚、 . .円1!-IIq;"1C肉 ・・・.・CJ同

- 2MMM柑
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薬物依存症センターはホームページで受
鯵の申し込み方法などを紹介している
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明
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•• 覚醒剤の再犯、6割超

'司院.のb-、• 医療機関は敬遠しがち

る
。
「
依
存
症
は
一
生
治
ら
な

い
」
と
考
え
る
人
は
多
く
、
患

者
の
差
別
を
助
長
す
る
と
懸
念

す
る
声
も
あ
る
。

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
覚

醒
剤
を
今
ま
で1
回
で
も
使
用

し
た
こ
と
が
あ
る
生
涯
経
験
率

は
0

・

5
%
。
諸
外
国
に
比
べ

て
低
い
が
、
松
本
セ
ン
タ
ー
長

は

「
多く
の
人
が
実
際
に
依
存

症
患
者と
会
わ
ずに
生
涯
を
終

え
、
植
え
付
け
ら
れ
た
誤
っ
た

イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
る
」

と
指
摘。
「
患
者を
社
会
か
ら

排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
治
療

や
支
援
を
通
じ
て
ど
う
や
っ
て

再
び
社
会に
参
加
し
て
も
ら
う

か
考
え
な
い
と
い
け
な
い
」
と

話
し
て
い
る
。
(
石
原
潤
)
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手
配
犯
を
除
い
て
警
察
に
通
報
は
し

一

な
い
。
一
方で
国
立
病
院
な
ど
の
医一

師
は
公
務
員
と
し
て
通
報
義
務
を
負

一

う
。

過
去
に
は
救
急
搬
送
さ
れ
た
患…

者
か
ら
覚
醒
剤
が
検
出
さ
れ
、
医
療

…

機
関
が
警
察
に
通
報
し
た
事
例
も
あ

…

る
。

一

だ
が
松
本
セ
ン
タ
ー
長
は「
通
報
一

し
な
く
て
も
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
と
は

一

考
え
に
く
い。
特
に
薬
物
依
存
の
患一

者
が
多
い
都
市
部
を
中
心
に

、

受
け

一

皿
と
な
る
拠
点
を
整
備
し
な
い
と
再

一

犯
率
の
減
少
に
は
つ
な
が
ら
な
い
」

と
強
調
し
て
い
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
引
日

(月
)
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門
閣
制
凶子
が
障
奉口
角翠

L--

大
阪
高
裁
医
院
、
夫
婦
に
捌
万
円

無
痛
針
路
で
医
師
が
適
切
な

処
置
を
怠
っ
た
た
め
に
長
女
が

重
い
障
害
を
負
っ
た
と
し
て
、

京
都
府
内
に
住
む
夫
婦
が
「
ふ

る
き
産
婦
人
税」
(
同
府
京
田

辺
市
)
と
男
性
院
長
に
約
1

億

円
の
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
が
、

大
阪
高
裁
で
和
解
し
た
。

2
0

1
8

年
ロ
月7
日
付。

和
解
調
書
に
よ
る
と
、
医
院

側
が
和
解
金7
4
0
0

万
円
の

園
無
痛
分
娩

麻
酔
を
使
い
、
陣
痛
の
痛
み

を
和
ら
げ
て
出
産
す
る
方
法
。

子
宮
の
収
縮
や
子
宮
口
の
広
が

り
な
ど
に
よ
る
痛
み
を
抑
え
る

う
ち
、
産
税
医
療
補
償
制
度
に

基
づ
き
す
で
に
支
払
わ
れ
た
補

償
金
を
除
く5
8
4
0

万
円
を

支
払
う。
医
院
が
長
女
が
重
篤

が
、
下
半
身
の
感
覚
は
残
る
た

め
、
い
き
む
こ
と
は
で
き
る。

人
手
不
足
な
ど
か
ら
、
産
む
日

程
を
調
整
す
る
計
画
分
娩
の
た

め
に
陣
痛
促
進
剤
(
子
宮
収
縮

薬
)
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
い

。

な
状
態
に
至
っ
た
こ
と
を
受
け

と
め
て
遺
憾
の
意
を
表
す
こ
と

や
、
夫
婦
が
事
故
に
つ
い
て
医

院
側
の
刑
事
責
任
を
問
わ
な
い

夫
婦
「
ず
さ
ん
な
管
理
排
除
を
」

星
口
の
夫
婦
は
和
解
前
に
朝

日
新
聞
の
取
材
に
応
じ
、
「
お

金
で
娘
は
帰
っ
て
こ
な
い
。

た

だ
医
師
に
反
省
し
て
ほ
し
い
だ け

で
す
」
と
語
っ
た

。

夫
婦
に
よ
る
と
、
妻
は
2
0

1
0

年
8

月
に
長
女
を
妊
娠。

院
長
は
健
診
の
時
か
ら
「
無
痛 が

い
い
。

み
ん
な
や
っ
て
い

る
」
と
無
痛
分
娩
を
勧
め
た
と

い
う
。

一
審
判
決
に
よ
る
と
、

出
産
の
目
、
要
は
無
痛
分
娩
で

医
療
事
故
・
訴
訟

こ
と
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

四
年3
月
の
一
審
・
京
都
地

裁
判
決
に
よ
る
と
、
妻
は
日
年

4

月
、
同
医
院
で
麻
酔
を
受

け
、
陣
痛
促
進
剤
を
投
与
さ
れ

た
後
に
帝
王
切
開
で
長
女
を
出

産
。

長
女
は
脳
性
ま
ひ
な
ど
の

重
い
障
害
を
負
いU
年
ロ
月
に

3

歳
8

カ
月
で
亡
く
な
っ
た

。

一
審
判
決
は
、
院
長
が
合
理

的
な
理
由
が
な
い
の
に
多
量
の

陣
痛
促
進
剤
や
高
濃
度
の
麻
酔

薬
を
投
与
し
た
こ
と
な
ど
の
過

失
を
認
定
し
た
が
、
過
失
が
脳

性
ま
ひ
の
原
因
だ
と
認
め
ず
に

夫
婦
の
請
求
を
棄
却
。

夫
婦
が

控
訴
し
て
い
た。

同
医
院
は
別
の
医
療
事
故
で

も
訴
訟
に
発
展
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
あ
る。

異
変
が
起
き
て
も
決
し
て
苦
情

を
言
わ
な
い
と
す
る
趣
旨
の
承

諾
書
で
無
痛
分
娩
に
同
意
し
た

が
、
リ
ス
ク
の
有
無
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
な
か
っ
た
。

麻
酔
薬
と
陣
痛
促
進
剤
の
投

与
を
受
け、
4

回
に
わ
た
る
吸

引
分
娩
で
も
出
産
で
き
ず
に
帝

王
切
開
に。
よ
う
や
く
生
ま
れ

た
長
女
の
産
声
は
聞
こ
え
な
か

っ
た
。

退
院
後
は
家
族
で
泊
時

間
介
護
を
続
け
た
が
、
長
女
は

自
分
の
意
思
で
手
足
を
自
由
に

動
か
す
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま

亡
く
な
っ
た。

夫
婦
は
「
無
痛
分
娩
自
体
は

悪
く
な
い。

ず
さ
ん
な
管
理
を

す
る
医
師
を
き
ち
ん
と
排
除
で

き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
た。
(
大
貫聡
子
)

厚
労
省
研
究
班

安
全
策
を
提
言

無
痛
分
娩
は
欧
米
で
は一般

的
だ
が
、
日
本
で
も
選
択
す
る

女
性
は
増
え
つ
つ
あ
る。

リ
ス
ク
は
あ
る
の
か。

妊
娠

中
か
ら
産
後1
年
間
に
死
亡
し

た
妊
産
婦
を
調
べ
た
日
本
産
婦

人
税
医
会
の
調
査
結
果
で
は
、

無
痛
分
娩
の
死
亡
率
は
自
然
分

娩
と
大
き
な
差
は
な
い
が
、
子

ど
も
に
つ
い
て
十
分
な
デ
ー
タ

は
な
く
、
実
態
は
は
っ
き
り
し な

い
。

出
産
前
後
の
管
理
態
勢

が
ず
さ
ん
な
こ
と
が
事
故
の
背

景
に
あ
る
場
合
も
少
な
く
な
い

も
の
の
、
医
療
界
に
は「リ
ス

ク
ば
か
り
注
目
さ
れ
る
と
、

適

切
に
無
痛
分
娩
を
行
う
医
師
が

萎
縮
す
る
」
と
の
懸
念
の
声
は

強
い。

厚
生
労
働
省
の
研
兜
班
は
昨

年
3

月
、
無
痛
分
娩
に
対
す
る

安
全
策
を
発
表
。

医
師
ら
が
安

全
な
麻
酔
や
救
急
蘇
生
を
実
施

す
る
た
め
の
講
習
を
開
催
す
る

こ
と
な
ど
を
提
言
し
て
い
る

。

長
女
を
出
産
事
故
で
亡
く

し
、
産
税
医
療
補
償
制
度
の
運

営
委
員
を
務
め
る
勝
村
久
司
さ

ん
は
ご
審
判
決
が
認
め
た
過

失
は
、
無
痛
分
娩
を
め
ぐ
る事

故
で
典
型
的
な
も
の
だ

。

今
回

の
裁
判
が
再
発
防
止
に
つ
な
が

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

(多
鹿
ち
な
み、
合田
禄
)

朝

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
8

日
(
火
)
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問
千
葉
大
病
院
に
賠
償
命
令

東
手
術
後
措
置
で
後
遺
症

1

億

5

千
万
円

千
葉
大
病
院
で
受
げ
た
手
術
せ
ず
、
応
援
要
請
も
し
な
か
っ

後
の
措
置
で
意
識
障
害
の
後
遺
た
と
し
て
過
失
を
認
定

。

気
道

症
を
負
っ
た
の
は
、
看
護
師
の
閉
塞(へ
い
そ
く)
に
早
く
気

ミ
ス
が
原
因
だ
と
し
て
、
埼
玉
付
け
ば
、
低
酸
素
脳
症
に
よ
る

県
の
男
性(お
)と
両
親
が
大
学
脳
障
害
が
生
じ
た
可
能
性
は
低

に
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
の
い
と
判
断
し
た

。

判
決
で
、
東
京
地
裁
は
叩
目
、
判
決
に
よ
る
と
、
男
性
は

2

計
約1
億
5
3
0
0

万
円
を
支
0
1
2

年
8

月
、
形
成
外
糾
で

払
う
よ
う
大
学
に
命
じ
た
。

顔
の
骨
の
形
成
手
術
を
受
け

佐
藤
哲
治
裁
判
長
は
、
男
性
た
。

4

日
後
の
た
ん
の
吸
引
作

が
手
術
後
の
た
ん
の
吸
引
時
に
業
中
に
容
体
が
急
変
し
、
低
酸

激
し
く
抵
抗
し
て
い
た
の
に
、
素
脳
症
に
よ
る
遷
延
性
意
識
障

看
護
師
は
異
常
な
事
態
と
判
断
害
の
後
遺
症
を
負
っ
た

。

心
臓
カ
テ
i

テ
ル
男
性
死
亡

先
端
治
療
東
大
病
院
都
が
中
止
指
導

東
大
病
院
(東
京
都
文
京
区)

で
昨
年9
月
、
カ
テ
l

テ
ル
を

使
っ
た
心
臓
病
の
最
先
端
治
療

を
受
け
た
却
代
の
男
性
患
者
が

死
亡
し
、
東
京
都
が
医
療
法
に

基
づ
く
立
ち
入
り
調
査
を
行
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た。
安

全
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
こ
の
治

療
を
中
止
す
る
よ
う
指
導
し
た

と
い
う
。

都
や
同
病
院
に
よ
る
と
、
男

性
に
は
心
臓
弁
の
働
き
を
補
う

器
具
を
使
っ
た
治
療
を
試
み
た

が
、
心
臓
に
カ
テl
テ
ル
を
挿

入
す
る
の
に
必
要
な
穴
が
う
ま

く
聞
か
ず
、
治
療
は
中
止
さ
れ

た
。

男
性
は
そ
の
後
、
容
体
が

悪
化
。

叩
月
に
死
亡
し
た。
こ

父
親
(日
)
は
判
決
後
、
墓
尽

都
内
で
記
者
会
見
し「過
失
が

認
定
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
で
き

る
が
、
根
本
的
解
決
で
は
な
い

。

息
子
の
容
体
が
回
復
す
る
の
を

切
望
し
て
い
る」
と
話
し
た。

千
葉
大
病
院
総
務
課
は「判

決
文
を
確
認
で
き
て
い
な
い
の

で
コ
メ
ン
ト
は
差
し
控
え
る
」

と
し
て
い
る。
(
共
同
通
信
〉

千
葉
日
報
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
刊
日
(
金
)

の
治
療
法
は
昨
年4
月
に
保
険

適
用
と
な
り
、
同
病
院
で
は
男

性
が
6

例
目
だ
っ
た
と
い
う
。

同
病
院
は
昨
年
ロ
月
、
第三

者
機
関
の
日
本
医
療
安
全
調
査

機
構
と
都
に
報
告。
外
部
の
専

門
家
を
含
め
た
調
査
委
員
会
を

設
置
し
、
検
証
結
果
が
出
る
ま

で
こ
の
治
療
法
を
中
止
す
る
こ

と
を
決
め
た。

吾士

ii7i! 

士
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
話
回
(
金
)
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身
体
機
能
低
下

湖
万
円
支
払
い
和
解

2
0
1
7

年
8

月
に
県
立
中

央
病
院
(
鳥
取
市
江
浬
)
で
、

ω
代
女
性
患
者
に
誤
っ
て
別
の

患
者
の
薬
を
投
与
す
る
医
療
ミ

ス
が
あ
り
、
身
体
機
能
の
蓑
え

に
つ
な
が
っ
た
と
し
て
、
鳥
取

県
が
お
目
、
女
性
患
者
の
遺
族

に
損
害
賠
償
金
と
入
院
費
計
約

3
0
0

万
円
を
支
払
う
と
と
で

和
解
し
た
と
発
表
し
た。
県
は

2

月
定
例
会
に
関
係
議
案
を
提

出
す
る
。

女
性
患
者
は
兵
庫
県
新
温
泉

町
か
ら
入
院
し
、
同
年1
月
初

日
に
亡
く
な
っ
た。
死
因
は
敗

血
症
だ
っ
た
。
遺
族
3

人
が
「
身

体
機
能
が
低
下
し
た
の
は
誤
投

与
の
た
め
だ
」
と
し
て
、
同
病

院
に
損
害
賠
償
を
求
め
て
い

た
同
病
院
な
ど
に
よ
る
と
、
女

医
療
事
故
・
訴
訟

性
患
者
は
透
析
の
た
め
鳥
取
市

内
の
別
の
病
院
に
通
院
し
て
い

た
が
、
口
年6
月
に
自
宅
で
転

倒
し
負
傷
し
た
た
め
県
立
中
央

病
院
に
入
院。
周
年
8

月
日
目
、

朝
食
後
に
担
当
の
加
代
の
女
性

看
護
師
が
、
同
室
の
別
の
患
者

へ
渡
す
は
ず
だ
っ
た
血
圧
低
下

作
用
の
あ
る
錠
剤
を
誤
っ
て
出

し
た
。

直
後
に
間
違
い
に気
付

い
た
が
既
に
服
用
し
て
し
まっ

て
い
た
と
い
う。

そ
の
後
、
女
性
患
者
は一時
、

最
高
血
圧
が
叩
程
度
ま
で
下
が

り
、
回
復
す
る
ま
で
に1
週
間

を
要
し
た。
乙
の
聞
に
寝
た
き

り
が
進
み
、
身
体
機
能
が
低
下

し
た
と
い
う。

鳥
取
市
東
町1
丁
目
の
鳥
取

県
庁
で
会
見
し
た
県
立
中
央
病

院
の
池
口
正
英
院
長
は「誤
薬

が
直
接
の
死
因
で
は
な
い」
と

し
た
が
、
「運
動
機
能
の
低
下

を
助
長
し
感
染
症
に
か
か
り
ゃ

す
い
状
視
を
引
き
起
こ
し
た
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い」
と
説

明
し
謝
罪
し
た。

担
当
し
た
女
性
看
護
師
は

「夜
勤
明
け
で
疲
れ
て
い
て
、

思
い
込
み
で
間
違
え
た」
と
話

し
て
い
る
と
い
う。
既
に
問
年

5

月
に
退
職
し
、
処
分
な
ど
は

検
討
し
て
い
な
い
と
い
う
。

(糸
賀
淳
也)

山
陰
中
央
新
報
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
四
日
(
火
)
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医
療
の
安
全
J¥ 

から20年

今
か
ら
初
年
前
の19
9
9

年
は
「
日
本
の
医
療
安
全

元
年
」
と
言
わ
れ
る
。
重
大
な
医
療
ミ
ス
が
相
次
い
で
社

会
問
題
化
し
、
事
故
調
査
制
度
な
ど
対
策
強
化
の
議
論
が

高
ま
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
刑
事
事
件
に
も
な

っ
た
東
京
都
立
広
尾
病
院
の
医
療
事
故
で
妻
を
亡
く
し
、

そ
の
後
は
再
発
防
止
を
願
う
発
信
を
続
り
て
き
た
永
井
裕

之
さ
ん
(
市)
H千
葉
県
浦
安
市H
は
「
医
療
に
安
全
文
化

を
根
付
か
せ
る
歩
み
は
道
半
ば
だ
」
と
初
年
聞
を
振
り
返

る
。

【清
水
健
一
一
、
熊
谷
豪
】

元
看
護
師
だ
っ
た
永
井
さ

ん
の
妻
悦
子
さ
ん
(
当
時
開

歳
)
が
入
院
中
に
急
死
し
た

の
は
ω
年
2

月
。

手
の
関
節

リ
ウ
マ
チ
の
手
術
後
、
生
理

食
塩
水
の
代
わ
り
に
誤
っ
て

消
毒
液
を
点
滴
さ
れ
た
の
が

原
因
だ
っ
た
。
腫
れ
上
が
り
、

氷
の
よ
う
に
冷
た
く
な
っ
た 年

、
医
療
事
故
の
多
発
や
訴

訟
の
増
加
に
危
機
感
を
抱
く

医
療
界
か
ら
も
動
き
が
出
て

き
た
。

主
要
目
学
会
が
中
立

的
な
医
療
事
故
調
査
機
関
の

創
設
を
求
め
る
共
同
声
明
を

発
表
。
国
が
医
療
事
故
や
事

故
手
前
の
「
ヒ
ヤ
リ・
ハ
ッ

ト
」
を
収
集
・

分
析
す
る
事

調できたが

医
療
安
全

第
三
者
機
関
へ
の
届
け
出
を

義
務
付
け
た
死
亡
事
故
調
査

制
度
が
で
き
た
こ
と
は
前
向

き
に
受
防
止
め
て
い
る
。
「
院

内
調
査
は
客
観
性
に
疑
問
が

あ
り
、
迫
族
が
調
査
を
申
し

公
表
し
た
も
の
の
、
医
療
界
れ
、
日
年
目
月
か
ら
院
内
調
立
て
ら
れ
な
い
な
ど
課
題
も

の
一部
の
「
医
師
の
責
任
追
査
を
基
本
と
し
た
現
行
制
度
多
い
。

で
も
、
ま
だ
よ
ち
よ

及
に
利
用
さ
れ
る
」
と
い
う
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ち
歩
き
の
段
階
と
思
え
ば
い

反
発
と
翌
年
の
政
権
交
代
議
論
を
見
続
け
て
き
た
永
い。
世
界
に
誇
れ
る
仕
組
み

で
、
構
想
が
頓
挫
。
ロ
年
に
井
さ
ん
は
「
何
度
も
落
胆
し
、
に
育
て
て
い
く
父
と
母
は
、

よ
う
や
く
議
論
が
再
開
さ
あ
き
れ
も
し
た
」
と
話
す
が
、
医
療
界
と
国
民
だ
」

「
道
半
ば
」

「
死
因
解
明
義
務
」
問
う
訴
訟
も

曲
折
の
末
に
ス
タ
ー
ト
し

た
医
療
事
故
調
査
制
度
だ

が
、
医
療
機
関
か
ち
第
三
者

機
関
へ
の
届
け
出
自
体
が
少

な
い
と
い
う
問
題
に
直
面
し

て
い
る。
昨
年
ロ
月
ま
で
の

約
3

年
間
の
届
け
出
は
1
2

3
4

件
で
、
制
度
設
計
時
の

「
年
最
大20
0
0

件
」
の

想
定
を
大
き
く
下
回
る
。
無

「死
因
解
明
義
務」
が
あ
る

と
し
て
、
届
け
出
と
調
査
を

し
な
か
っ
た
法
的
責
任
を
問

う
訴
訟
が
東
京
地
裁
で
起
き

て
い
る。

原
告
は
2
0
1
6

年
2

月
、
肺
血
栓
塞
栓
症
(
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
)
で

亡
く
な
っ
た
東
京
都
内
の
日

代
の
女
性
の
遺
族
。
訴
状
な 凝

固
し
て
命
に
関
わ
る
の

は
、
よ
く
知
ら
れ
た
リ
ス
ク

だ
遺
族
は
昨
年7
月
、
病
院

を
相
手
取
り
「不
必
要
な
身

体
拘
束
を
し
、
同
症
候
群

の
予
防
措
置
も
怠
っ
た
」
と

し
て
約6
2
0
0

万
円
の
損

害
賠
償
を
求
め
て
提
訴
。

事

故
後
に
遺
族
側
が
第三
者
機

判
決
(
悦
年
)
は
「
医
師
は

一
定
の
公
的
役
割
を
期
待
さ

れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い

る
。
原
告
側
は
、
事
故
調
査

制
度
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
、

死
因
解
明
の
義
務
履
行
が
よ

り
明
確
に
な
っ
た
と
主
張
す

る
。
屋
厨
代
理
人
の
木
下

正
一郎
弁
護
士
は
「
届
け
出

に
消
極
的
な
医
療
界
を
変
え

る
き
っ
か
け
に
し
た
い
」
と

話
す
。

に

し女
性
の
妹
は
「
病
院
は
真

撃
に
姉
の
死
に
向
き
合
っ
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。
病
院

側
は
全
面
的
に
争
う
構
え

で
、
今
後
詳
細
な
反
論
を
す

る
見
通
し
だ
。
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来
月
刊
日
に
シ
ン

ポ

都
立
広
尾
病
院
事
故
か
ら

初
年
を
機
に
医
療
事
故
調
査

の
乙
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
2

月
叩
目
、
東
京
都
文
京
区
の



都立広尾病院事故
頬
の
手
触
り
を
、
永
井
さ
ん

は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

看
護
師
の
メ
モ
貼
り
間
違

え
、
別
の
看
護
師
の
確
認
不

足
、
当
直
医
の
不
適
切
な
救

命
処
置
と
い
う
ミ
ス
の
連
鎖

が
、
死
に
つ
な
が
っ
た
。
さ

ら
に
病
院
側
は
遺
族
に
医
療

ミ
ス
を
隠
す
虚
偽
の
説
明
を

し
、
医
師
法
が
定
め
る
却
時

間
以
内
の
警
察
へ
の
通
報
も

し
な
か
っ
た
。

「
う
そ
を
つ
か
な
い
」
「
個

人
に
責
任
転
嫁
せ
ず
シ
ス
テ

ム
の
問
題
点
を
探
す
」
|
|
。

事
故
で
強
く
感
じ
、
裁
判
で

も
十
分
に
追
及
し
解
明
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
こ
の2
点

を
永
井
さ
ん
は
胸
に
刻
み
、

再
発
防
止
に
最
も
大
切
な
と

と
と
し
て
訴
え
続
け
た
。

刑
事
裁
判
に
続
い
て
民
事

訴
訟
の1
審
判
決
も
出
て
、

永
井
さ
ん
が
「
や
っ
と
終
わ

っ
た
」
と
思
っ
た20
0
4

業
も
同
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
。永

井
さ
ん
は
侃
年
、
医
療

事
故
被
害
者
や
医
師
、
看
護

師
、
弁
護
士
ち
と
「
医
療
の

良
心
を
守
る
市
民
の
会
」
を

設
立
し
、
代
表
に
就
い
た
。

起
き
て
し
ま
っ
た
ミ
ス
を
正

直
に
話
す
医
療
者
を
支
え
る

の
が
目
的
で
、
関
係
者
が
立

場
を
超
唱
え
医
療
の
安
全
を
高

め
て
い
と
う
と
い
う
潮
流
を

作
っ
た
。
関
年
に
は
同
会
を

含
む
5

団
体
で
「
患
者
の
視

点
で
医
療
安
全
を
考
え
る
連

絡
協
議
会
」
を
結
成
。
メ
ン

バ
ー
ら
が
始
め
た
街
頭PR

活
動
は
、
今
月
で10
8

回

を
数
え
る
。

だ
が
、
被
害
者
ら
が
必
要

だ
と
訴
え
て
き
た
「
中
立
公

正
な
専
門
家
に
よ
る
医
療
事

故
調
査
制
度
」
の
創
設
は
、

難
航
を
極
め
た
。
侃
年
6

月

に
厚
生
労
働
省
が
大
綱
案
を

事故難航の末、
届
け
へ
の
罰
則
が
な
く
、
対

象
を
「
医
療
行
為
に
よ
る
予

期
せ
ぬ
死
亡
事
故
」
と
限
定

し
て
い
る
た
め
、
調
査
に
消

極
的
な
医
療
機
関
が
依
然
多

、ν

そ
う
し
た
中
、
医
療
機
関

に
は
亡
く
な
っ
た
患
者
の

主な医療事故と事故調査制度に関する動き

ど
に
よ
る
と
、
女
性
は
都

内
の
精
神
科
病
院
で
そ
う
状

態
と
診
断
さ
れ
入
院
。
医
師

の
指
示
で8
日
間
、
腕
や
体

を
ベ
ッ
ド
に
拘
束
さ
れ
、
解

除
さ
れ
た
直
後
に
死
亡
し

た
。
適
切
な
予
防
を
せ
ず
体

を
長
時
間
固
定
す
る
と
血
が

1999年
・横浜市大病院で患者取
り違え手術
・東京都立広尾病院で点滴
誤投与により女性死亡

・杏林大病院で医師が割り
ばし事故による脳の損傷
に気付かず男児死亡

事故

医
療
安
全

制度2002年
・東京慈恵医大青戸病院
で倫理委員会未承認の
前立腺摘出手術を受け
た男性死亡

関
へ
届
け
出
て
原
因
調
査
す

る
よ
う
求
め
た
の
に
拒
否
し

た
こ
と
も
争
点
に
し
て
い

る
。「

死
因
解
明
義
務
」
は
医

師
法
や
医
療
法
に
明
記
さ
れ

て
は
い
な
い
が
、
都
立
広
尾

病
院
事
故
の
民
事
訴
訟
1

審

04年医学系19学会が中立的な
調査機関創設を求める声明

OS年学会主体で死亡事故の調査
分析モデル事業スタート06í:手

・福島県立大野病院での産
科死亡事故で医師逮捕
(後に無罪確定)

調
法

故
(案

事使
綱畑

一p
b
F置
配

働
設
は

労
慢
出

生
機
提

厚
査
案

年。。hu 

lS年医療事故調査制度開始

「
全
水
道
会
館
」
で
開
か
れ

る
。
午
前
日
時S
午
後5
時

で
、
遺
族
の
訴
え
と
討
論
会

の
2

部
構
成
。
無
料
。
詳
細
は

主
催
す
る
「
患
者
の
視
点
で

医
療
安
全
を
考
、
え
る
連
絡
協

議
会
」
の
ウ
ェ
ア
サ
イ
ト
で
。

12年調査制度の厚労省検討会
が 3年ぶりに再開

14年

・東京女子医大病院で禁
忌の鎮痛薬を投与され
た男児死亡
・群馬大病院の同じ医師
による腹腔鏡 (ふくくう
きょう ) 手術で患者 8 人
の死亡が判明

'一時

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
初
日
(
水
)
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村
山
市
内
で
訪
問
看
護
を
受
け
て
い

た
男
児
が
昨
年4
月
、
呼
吸
確
保
用
の

器
具
が
外
れ
て
低
酸
素
状
態
に
な
っ
た

事
案
を
受
け
、
県
看
護
協
会
は
器
具
挿

入
部
の
ガ1
ゼ
を
交
換
す
る
際
の
手
順

書
を
新
た
に
作
っ
た。
事
案
は
処
置
後

に
十
分
な
観
察
を
怠
っ
た
こ
と
が
要
因

と
さ
れ
る
た
め
、
再
発
防
止
に
向
け
、

看
護
師
が
保
護
者
と
安
全
性
を
確
か
め

な
が
ら
処
置
を
施
す
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク

を
徹
属
す
る。
来
月
に
県
内
の
各
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
示
し
、
対
応
を

統
一
す
る。

。

手
順
書
で
は
佳
似
の
準
備
や
ガ
l

ゼ

の
除
去
、
「
気
管
カ
ニ
ュ
l

レ
」
と
呼

ば
れ
る
呼
吸
確
保
用
器
具
の
挿
入
部
周

辺
の
拭
き
取
り
な
ど
、
行
為
ご
と
に
看

護
師
と
保
護
者
の
役
割
を
明
記
す
る
。

例
予
ザ
ん
は
、
看
護
師
は
「
気
管
カ
ニ
ュ

ー
レ
」
が
外
れ
な
い
よ
う
保
護
者
と
一

緒
に
注
意
し
て
固
定
ガ
l

ゼ
を
挿
入
し

た
り
、
器
具
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
認
し
た

り
す
る
。

保
護
者
は
体
位
の
準
備
で
、

看
護
師
と
と
も
に
肩
に
枕
を
入
れ
て
首

を
伸
ば
し
安
全
に
交
換
で
き
る
体
勢
に

す
る
ほ
か
、
器
具
挿
入
部
の
皮
膚
の
状

態
な
ど
を
一
緒
に
観
察
す
る
こ
と
を
求

保護者と一緒に確認徹底県看護協

め
る
。

手
順
書
に
加
え
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

も
統
一
す
る。
気
管
カ
ニ
ュl
レ
挿
入

部
の
ガ
1

ゼ
交
換
以
外
に
、
胃
ろ
う
の

管
の
状
況
確
認
な
ど
複
数
の
行
為
で
チ

ェ
ッ
ク
項
目
や
処
置
日
、
担
当
者
名
な

ど
を
記
す
仕
組
み
に
す
る
。

同
協
会
は2
月
に
山
形
市
で
小
児
在

宅
医
療
研
修
会
を
開
き
、
訪
問
正
義
職

員
に
活
用
法
を
説
明
す
る
予
定
で
、
「
医

療
的
ケ
ア
児
の
安
全
確
保
は
も
ち
ろ

ん
、
訪
問
亘
轟
師
と
保
護
者
と
の
信
頼

関
係
の
構
築
に
も
つ
な
げ
た
い
」
と
し

て
い
る
。

村
山
市
の
事
案
は
「
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
む
ら
や
ま
」
で
昨
年
4

月
、

障
害
の
あ
る2
歳
男
児
が
、
気
管
カ
ニ

ュ
l

レ
の
ガ
l

ゼ
を
交
換
す
る
措
置
を

看
護
師
か
ら
受
け
た
際
、
器
具
が
抜
け
、

顔
が
青
ざ
め
た
状
態
と
な
り
救
急
搬
送

さ
れ
た。
そ
の
後
、
男
児
は
回
復
し
た

と
い
う
。

施
設
の
設
置
主
体
で
あ
る
同

協
会
は
再
発
防
止
策
を
検
討
し
て
き

た
。
(

佐
藤
裕
樹)

山
形
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
げ
日
(
木
)

医
療
安
全

複
津数
市 E百二?

長雨
んで
接面
宅像
目撃
か陥、

り

津
市
は
七
月
か
ら
、
胃
が
ん

検
診
で
複
数
の
医
師
が
検
査
結

果
の
画
像
を
確
認
す
る
コ
一
重

読
影
」
を
導
入
す
る
方
針
を
決

め
た
。

見
逃
し
を
な
く
し
、
が

ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

役
立
て
た
い
考
え
だ。

二
十
一

日
の
会
見
で
前
葉
泰
幸
市
長
が

発
表
し
た。

厚
生
労
働
省
が
二O
二
ハ
年

二
月
に
改
正
し
た
が
ん
検
診
指

針
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み。
検

診
を
す
る
医
療
機
関
な
ど
が
、

画
像
デ
l

タ
を
津
市
の
医
師
会

読
影
委
員
会
な
ど
に
提
出。
医

師
会
の
専
門
医
な
ど
が
読
影

し
、
最
終
結
果
を
本
人
に
通
知

す
る
。

結
果
が
届
く
ま
で
一
カ

月
ほ
ど
か
か
り
、
こ
れ
ま
で
に

比
べ
て
て
二
週
間
遅
く
な

る
。会

見
で
前
葉
市
長
は
「
ど
こ

で
受
診
し
て
も
安
定
し
た
精
度

で
判
断
し
て
も
ら
え
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
安
心
し
た
が
ん
検
診

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」

と
述
べ
た。

ま
た
、
市
で
は
毎
年
、
四
十

歳
以
上
の
市
民
は
エ
ッ
ク
ス
線

検
査
と
内
視
鏡
検
査
を
選
択
で

き
た
が
、
国
の
指
針
に
基
づ

き
、
内
視
鏡
検
査
の
対
象
を
五

十
歳
以
上
に
変
更
す
る。

エ
ッ

ク
ス
線
検
査
は
毎
年
受
け
ら
れ

る
が
、
内
視
鏡
検
査
は
二
年
に

一
回
と
な
り
、
五
十
歳
以
上
は

ど
ち
ら
を
受
け
る
か
を
本
人
が

選
択
す
る。

市
は
二
重
読
影
の
費
用
と
し

て
、
新
年
度
当
初
予
算
案
に
二

千
六
百
七
十
万
円
の
計
上
を
見

込
ん
で
い
る。

(
斉
藤
和
音
)

中

日
(
三
重
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
包
日
(
火
)
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大
分
大
学
は
げ
目
、
人
工
知
能(
A
I
)

を
使
っ
て
内
視
鏡
手
術
を
補
助
す
る
ソ
フ
ト

の
検
証
実
験
に
成
功
し
た
と
発
表
し
た
。

こ

れ
ま
で
熟
語m外
科
医
の
経
験
で
判
断
し
て
い

た
作
業
が
A
ー
に
よ
っ
て
視
覚
化
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
、
手
術
の
安
全
性
が
高
ま

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る。
大
分
大
に
よ
る
と
、

世
界
で
ソ
フ
ト
の
検
証
実
験
に
成
功
し
た
報

告
例
は
な
い
と
い
う。

内
視
鏡
手
術

A
l

が
補
助

大
分
大
、

:1 叫傷…
ラや手術器具を入れ

る。 体を大きく聞く切開術より
も傷が小さく、痛みが少ないた

め、入院期間が短くて社会復帰

が早いのも特長だが、高度な技
術が求められる。

内視鏡手術

ツ
フ
ト
の
検
証
実
験
に
成
功

ソ
フ
ト
開
発
は
日
本
医
療
研

究
開
発
機
構
(
A
M
E
D
)の

「
未
来
医
療
を
実
現
す
る
医
療

機
器
・

シ
ス
テ
ム
開
発
事
業
」

の
一
環
で
、
大
分
大
と
福
岡
工

業
大
、
精
密
機
器
メ
ー
カ
ー
の

オ
リ
ン
パ
ス
が
共
同
で
取
り
組

ん
で
い
る
。
内
視
鏡
手
術
が
最

も
普
及
し
て
い
る
胆
の
う
摘
出

手
術
で
進
め
て
い
る
。

胆
の
う
周
辺
は
胆
汗
が
通
る

管
や
臓
器
な
ど
が
入
り
組
ん
で

い
て
、
摘
出
手
術
で
は
切
除
箇

所
を
正
確
に
判
断
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る。
手
術
件
数
は
圏

内
で
年
間
約
ロ
万
件
あ
り
、
そ

の
9

割
を
内
視
鏡
手
術
が
占
め

て
い
る
。

切
除
す
る
箇
所
を
間

違
え
臓
器
を
損
傷
さ
せ
る
事
例

は
約
6
0
0

件
(
0・
5
%
)

発
生
し
、
そ
の
う
ち
半
数
は
執

万
医
の
判
断
ミ
ス
と
い
う
。

医
療
安
全

語句切除箇所を判別

開
発
に
は
大
分
大
や
日
本
内

視
鏡
外
科
学
会
が
持
つ
約10

0

症
例
、
数
万
枚
の
手
術
画
像

を
A
I
に
入
力
し
、
胆
の
う
周

辺
の
臓
器
な
ど
の
位
置
を
学
ば

せ
た
。
ロ
月
に
大
分
大
病
院
で

行
っ
た
叩
代
男
性
の
胆
の
う
摘

出
手
術
で
ソ
フ
ト
を
使
用
し
た

と
こ
ろ
、
正
確
に
位
置
を
判
別

し
た
と
い
う
。

実
用
化
に
は
国
の
認
可
が
必

要
に
な
る
が
、A
I
に
画
像
を

覚
え
込
ま
せ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
獲

得
し
た
こ
と
で
大
き
く
前
進

し
た
。

今
後
は
胃
や
大
腸
の
手

術
の
ソ
フ
ト
開
発
に
つ
な
げ
る

予
定
。

会
見
し
た
大
分
大
医
学

部
の
猪
股
雅
史
教
授
は
「
来
年

中
の
ソ
フ
ト
販
売
を
目
指
し

て
、
ま
ず
は
胆
の
う
摘
出
手
術

で
さ
ら
に
検
証
実
験
を
重
ね
て

正
確
性
を
高
め
た
い
」
と
話
し

た
。

(
小
田
原
大
周
)

大
分
合
同
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
沼
日
(
金
)
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針刺した皮膚の前後にセンサー

医療現場の負担軽減期待
弘
前
大
学
保
健
学
研
究
糾
の
野
坂
大
喜
講
師
ら
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
、
点
滴
治
療
を
受
け
る
患
者
の
皮
膚
に
二
つ
の
光
学
セ
ン
サ

ー
を
張
る
こ
と
で
血
管
外
へ
の
点
滴
漏
れ
を
検
知
す
る
技
術
を
開

発
し
、
特
許
を
取
得
し
た
。

野
坂
講
師
は「人
手
不
足
の
医
療
機
関

や
在
宅
医
療
の
現
場
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

」
と
期
待
し
、
医

療
機
器
メ
ー
カ
ー
ら
と
実
用
化
を
目
指
す
考
え
だ

。

(太
田
佳
希)

開
発
し
た
輸
液
監
視
装
置
は

2
0
1
5

年
に
特
許
出
願
し
、

昨
年
ロ
月U
日
付
で
登
録
さ
れ

た
。

一
連
の
研
究
はu
l
m
年

度
、
総
務
省
の
戦
略
的
情
報
通

信
研
究
開
発
推
進
事
業(S
C

O
P
E

)
の
採
択
を
受
け
た
。

野
坂
講
師
に
よ
る
と
、
点
滴

を
繰
り
返
す
こ
と
で
針
を
刺
す

部
分
の
血
管
が
破
損
し
や
す
く

な
り
、
輸
液
が
血
管
外
に
漏
出

。

そ
の
結
果
、
皮
膚
が
壊
死
す
る

こ
と
も
あ
り
、
漏
出
を
防
ぐ
た

め
に
看
護
師
ら
に
よ
る
こ
ま
め

な
観
察
が
必
要
と
い
う
。

野
坂
講
師
ら
は
、
血
管
に
輸

液
が
入
る
こ
と
で
血
液
濃
度
が

薄
く
な
る
こ
と
に
着
目
。

点
滴

る
。

そ
の
た
め
、
二
つ
の
セ
ン

サ
ー
の
反
射
率
の
変
化
が
よ
り

小
さ
く
な
っ
た
場
合
は
輸
液
漏

れ
の
発
生
が
疑
わ
れ
、
ナ
ー
ス

コ
ー
ル
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
と
連
動
さ
せ
て
看
護
師
ら
に

通
知
す
る。

一
連
の
シ
ス
テ
ム

は
数
万
円
ほ
ど
と
比
較
的
安
価

に
導
入
で
き
、
在
宅
医
療
の
場

で
も
活
用
が
期
待
で
き
る
と
い

う
。

野
坂
講
師
は
「点
滴
漏
れ

は
い
か
に
早
く
見
つ
け
、

対
処

す
る
か
が
重
要。
高
齢
化
が
進

め
ば
点
滴
治
療
を
受
け
る
患
者

も
増
え
、
看
護
師
や
保
健
師
ら

の
人
手
不
足
も
顕
著
に
な
る
の

で
、
こ
の
技
術
で
モ
ニ
タ
リ

ン

グ
を
支
援
し
た
い」と
話
し
た。

医
療
安
全.fJ:.':l. ZOJO 伊 7 J'I 1・日 _2017.，.. 0" \.OO Ø')l'tI1lζ割いて. ‘￡内句ご
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記

厚労省が開示したオリンパス提
出の「顕末 (てんまつ) 書」

医
療
機
器
不
具
合

問
件
の
報
告
漏
れ

オ
リ
ン
パ
ス
、
7

年
間
で

大
手
精
密
機
器
メ
ー
カ
ー


オ
リ
ン
パ
ス
が
製
造
し
た
医
療

機
器
を
め
ぐ
り
、20
1
7

年

ま
で
の7
年
間
に8
5
3

件
の

不
具
合
の
「
報
告
漏
れ
」
が
あ

っ

た
と
同
社
が
厚
生
労
働
省
に

報
告
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

圏
内
で
販
売
さ
れ
て
い
な

い
機
器
が
海
外
で
使
わ
れ
た
際

に
起
き
た
感
染
症
や事
故
が
大

半
。

同
社
は
厚
労
省
に
「
心
よ

顛
末
書
に
よ
る
と
、

同
社
は

凶
年
7

月
日
日5
2
年
6

月
日

目
、
圏
内
で
製
造
販
売
の
承
認

や
認
証
を
受
け
て
い
る
回
機
種

に
つ
い
て
、

「
海
外
で
有
害事

象
を
起
こ
し
た
際
に
不
具
合
報

告
す
べ
き
も
の
を
報
告
し
て
い

な
か
っ
た
」
と
い
う。

同
社
に
よ
る
と、
圏
内
で
販

売
し
て
い
な
い
製
品
は
報
告
が

不
要
と
判
断
し
て
い
た
。

こ
れ

件
余
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る

。

圏
内
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー

は
不
具
合
や
事
故
、
感
染
症
が

起
き
た
際
、
厚
労
省
に
報
告
を

求
め
ら
れ
て
い
る。
不
具
合
を

迅
速
に
把
握
し
、
類
似
の
問
題

の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
の
が
目

的
だ
。

同
社
広
報
・I
R
部
は
取
材

に
「
今
回
の
未
報
告
を
真
撃
に

受
け
止
め
、
経
営
ト
ッ
プ
か
ら

法
令
順
守
へ
の
強
い
意
思
を
示

す
と
と
も
に
、
厚
労
省
、
外
部

の
弁
護
士
な
ど
と
の
連
携
も
し

て
い
く
」
と
回
答
し
た

。

朝
日
新
聞
は
国
際
調
査
報
道

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
連
合(
I
C

I
J
)
の
医
療
機
器
を
め
ぐ
る

報
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

で
、
厚
労
省
の
公
表資
料
な
ど

を
分
析。
年
に
数
十
件
か
ら
百

件
余
だ
っ
た
同
社
の
不
具
合
報

告
が
、
路
年1
月
公
表
分
で
激

増
し
て
い
た
た
め
、
情
報
公
開

請
求
な
ど
を
し
て
い
た
。

同
社
は
昨
年
ロ
月
、
十二指

腸
内
視
鏡
を
介
し
た
欧
州
で
の

院
内
感
染
に
つ
い
て
、
米
食
品

医
薬
品
局
へ
の
報
告
を
怠
っ
た

と
し
て
、
米
国
の
裁
判
所
か
ら

罰
金
な
ど
鉛
億
円
の
支
払
い
を

命
じ
ら
れ
た。

(
編
集委
員
・奥
山
俊
宏
)
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車いす足置き要注意

の
針
を
刺
し
た
部
位
の
前
(
中

枢
側
)
と
後
(
末
梢
側
)
に
一

つ
ず
つ
セ
ン
サ
ー
を
張
り
、
血

管
か
ら
の
光
の
反
射
率
に
よ
っ

て
血
液
濃
度
を
比
較
す
る
。

輸
液
が
投
与
さ
れ
る
と
、
末

梢
側
の
血
液
濃
度
は
薄
く
な

東
奥
日
報
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
泣
日
(
火
)

乗
り
降
り
時
に
触
れ
け
が

医
療
機
関
内
で
車
い
す
の
乗
り
降
り
を

さ
せ
る
際
に
、
足
置
き(フ
ッ
ト
レ
ス
ト
)

部
分
に
触
れ
て
患
者
が
け
が
を
し
た
ケ
ー

ス
が
、2
0
1
2

年
1

月
か
ら
四
年6
月

ま
で
に
計
お
件
あ
っ
た
こ
と
が
、
日
本
医

療
機
能
評
価
機
構
に
よ
る
医
療
事
故
情
報

の
ま
と
め
で
分
か
っ
た
。

機
構
は
、
こ
の
結
果
を
同
種
の
け
が
の

発
生
予
防
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
し
て
い

る
。

在
宅
や
施
設
で
の
安
全
確
保
に
も
参

考
に
な
り
そ
う
だ。

お
件
お
人
の
年
齢
別
内
訳
で
は
、
初
歳

代
以
上
が
叩
%
以
上
の
お
人
を
占
め
た

。

り
お
詫
び
す
る
」
と
の
書
面
を

提
出
し
て
い
た。

記
者
の
情
報
公
開
請
求
に
対

し
、
厚
労
賃
か
辺
日
、
同
社
か

ら
提
出
さ
れ
た
「
癒
薦
書
」
と

「
不
具
合
報
告
漏
れ
に
関
す
る

ご
報
血
巴
を
開
示
し
た
。

E冨窟爾霞圃

け
が
の
内
訳
は
傷
口
が
大
き
く
開
く「裂

傷
」
が
お
件
、
皮
が
む
け
た
例
が
5

件
、
切

り
傷
が2
件
な
ど。
骨
折
も2
件
あ
っ
た。

豪いすフットレストによる
けが(状況別)

車いすを 車いすから
患者に寄せるコ 患者を移す

車
い
す
を

患
者
か
ら
離
す

車いすに」
患者を移す

※2012年 1 月から18年6月まで。
日本医療機能評価機構のまとめ

に
対
し
、
厚
労
省
側
か
ら
汀
年

4

月
に
報
告
す
べ
き
だ
と
指
導

さ
れ
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

報
告
し
た。
同
社
の
内
部
文
書

に
よ
る
と
、
欧
米
の
患
者
に
十

二
指
腸
内
視
鏡
を
使
用
し
た
際

に
発
生
し
た
院
内
感
染
3
0
0

患
者
は
歩
行
が
困
難
で
下
半
身
の
動
き
が

悪
く
、
ま
た
、
薬
や
む
く
み
、
加
齢
の
影

響
で
皮
膚
や
骨
が
弱
く
な
っ
て
い
た
。

事
故
の
場
面
と
し
て
は
、
車
い
す
と
ベ

ッ
ド
や
検
査
台
と
の
間
で
患
者
を
移
そ
う

と
し
た
際
の
け
が
が
お
件
と
大
半
。

ほ
か

に
、
車
い
す
を
患
者
の
方
に
引
き
寄
せ
る

際
(1
件
)
、
逆
に
患
者
か
ら
離
そ
う
と

す
る
際
(8
件
)
に
事
故
が
あ
っ
た。

原
因
と
し
て
は
「1
人
で
大
丈
夫
だ

と
思
っ
た
」
な
ど
介
助
人
数
が
足
り
な

か
っ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
、
「3
人
い

た
が
、
注
意
が
散
漫
だ
っ
た」
な
ど
安

全
確
保
の
役
割
分
担
が
明
瞭
で
な
か
っ

た
も
の
な
ど
。

ほ
か
に
「フ
ッ
ト
レ
ス

ト
が
上
が
っ
て
い
る
か
確
認
し
な
か
っ

医
療
安
全

朝

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
お
日
(
水
)

た
」
「
フ
ッ
ト
レ
ス
ト
の
カ
バ
ー
を
し

な
か
っ
た」
「
患
者
の
足
元
が
見
え
な

か
っ
た
」
「
ベ
ッ

ド
と
の
聞
に
隙
聞
が

あ
っ
た
」
な
ど
、
安
全
確
保
が
不
十
分

な
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た

。

医
療
機
関
か
ら
の
報
告
で
は
、
改
善

策
と
し
て
、①
患
者
一
人
一
人
の
身
体

状
祝
に
応
じ
て
適
切
な
介
助
法
や
人
数

を
決
め
る②
複
数
で
介
助
す
る
際
は
役

割
分
担
を
は
っ
き
り
さ
せ
る③フ
ッ
ト

レ
ス
ト
や
足
の
位
置
を
確
認
し
な
が
ら

作
業
す
る④
肌
を
露
出
さ
せ
な
いー
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
た。
〈
共
同
通
信
〉

山
陽
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
9

年
1

月
市
日
(
火
)
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血
液
漏
れ

包
帯
が
検
知

織
物
メ
ー
カ
ー
の
北
陸
ウ
ェ
ブ
(か
ほ
く
市)は
お
日
ま
で
に
、

人
工
透
析
の
血
液
漏
れ
を
自
動
検
知
す
る
包
帯
を
開
発
し
た

。

ひ

も
状
の
セ
ン
サ
ー
を
包
帯
に
編
み
込
み
、
血
液
だ
け
に
反
応
す
る

仕
組
み
を
確
立
し
た
。

患
者
の
体
内
に
血
液
を
循
環
さ
せ
る
針
が

抜
け
た
場
合
、
い
ち
早
く
察
知
で
き
、
容
体
の
安
定
に
役
立
て
る

。

今
後
、
安
全
性
能
を
確
認
す
る
試
験
を
実
施
し
、

2
1
3

年
後
の

商
品
化
を
目
指
す

。

北
陸
ウ
ェ
ブ
が
北
里
大
と
共

同
で2
0
1
1

年
か
ら
セ
ン
サ

ー
の
開
発
に
取
り
組
み
、
竹
中

繊
維
(
か
ほ
く
市)
が
包
帯
の

製
造
を
担
当
し
た
。

電
気
抵
抗

値
を
測
定
す
る
装
置
は
東
京
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
作
っ
た

。

開
発
し
た
包
帯
は
セ
ン
サ
ー

に
微
弱
な
電
流
を
流
す
装
置
を

接
続
し
、
透
析
患
者
の
腕
に
刺

し
た
針
の
上
か
ら
巻
い
て
使

う
。

装
置
が
電
流
の
流
れ
に
く

べ
淳
)
示
す
電
気
抵
抗
値
を
測
定

し
、
血
液
特
有
の
数
値
を
検
出

し
た
場
合
に
警
告
を
発
す
る
仕

針外れに対応

医
療
安
全

抗
菌
薬
の
適
正
使
用
啓
発

厚
労
大
臣
賞
に

高
崎
の
N
P
O

抗
生
物
質
(抗
菌
薬)の
効
か

な
い
「薬
剤
耐
性
菌」が
社
会
問

題
と
な
る
中
、
抗
菌
薬
の
適
正

使
用
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
表

彰
す
る
政
府
の「薬
剤
耐
性(A

M
R
)対
策
普
及
啓
発
活
動
表

彰
」
で
、
高
崎
市
のN
P
O

法

人
、E
B
I
C

研
究
会(佐
竹
幸

子
理
事
長)が
厚
生
労
働
大
臣

賞
を
受
賞
し
た。

必
要
の
な
い

症
状
で
処
方
さ
れ
る
抗
菌
薬
が

耐
性
菌
を
生
む
と
い
う
悪
循
環

を
断
ち
切
ろ
う
と
、
地
道
に
続

け
る
啓
発
活
動
が
評
価
さ
れ

た

同
研
究
会
は
科
学
的
根
拠
に

基
づ
い
た
感
染
管
理
や
感
染
症

診
療
を
目
指
し
、
前
身
団
体
を

引
英
一
」
継
い
で
群
馬
大
に
勤
め
て

い
た
佐
竹
さ
ん
、
り
が
中
心
と
な

っ
て
設立
。医
師
や
看
護
町
薬

剤
師
と多
職
種
を
対
象
と
し
た

耐
性
菌
な
ど
に
関
す
る
セ
ミ
ナ

ー
や
講
習
会
の
開
催
が
評
価
さ

れ
、
受
賞
に
つ
な
が
っ
た

。

耐
性
菌
が
増
え
る
理
由
の一

つ
と
さ
れ
る
の
が
抗
菌
薬
の
使

い
す
ぎ。

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
風

邪
に
抗
菌
薬
は
効
か
な
い
が
、

「念
の
た
め
」
「ウ
イ
ル
ス
性
か

細
菌
性
か
判
別
で
き
な
い」と

の
理
由
か
ら
処
方
さ
れ
る
こ
と

が
少
なく
な
い
。

患
者
の
意
識
も
影
響
し
て
い

る
。

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー

(東
京
)
の
「
A
M
R
臨

床
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
」

の
調
査
に
よ
る
と
、
2

人
にl

人
が
抗
菌
薬
は
風
邪
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
効く
と
誤
認
識。

風
邪
で受
診
し
た
際
、
抗
菌
薬

・
抗
生
物
質
の
処
方
を
求
め
る

人
も
叩
・1
%
い
た。

医
師
の

中
に
は
患
者
の
希
望
を受け
、

処
方
す
る
と
い、つ
声
も
あ
る。

研
究
会
は
近
年
、
力
を
入
れ

る
の
が
細
菌
の
有
無
や
種
類
を

診
断
で
き
る
「グ
ラ
ム
染
色」

の
講
習
会
だ。
医
師
が
処
方
の

必
要
性
を
確
認
す
る
だ
け
で
な

く

、
画
像
を
示
し
て
患
者
の
納

得
を
得
や
すく
な
る
と
い
、
っ
。

同
研
究
会
副
理
事
長
の
林
俊
誠 さ

ん
が
感
染
症
内
科
副
部
長
を

務
め
る
前
橋
赤
十
字
病
院
で

は
、
は
年
か
ら
グ
ラ
ム
染
色
を

本
格
的
に
活
用

。

3

年
間
で
使

用
量
が
約3
分
の
l

に
減
っ
た

と
い
う

。

顕
微
鏡
と
試
薬
さ
、え
あ
れ
ば

安
価
で
行
え
る。

佐
竹
理
事
長

は
「無
駄
に
抗
菌
薬
を
使
え
ば

必
要
な
と
き
に
効
か
な
く

な
っ

て
し
ま
っ」
と
対
策
の
大
切
さ

を
強
調。

林
さ
ん
は
「
(グ
ラ

ム
染
色
の)知
識
が
あ
っ
て
も
、

ゃ
っ
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
医

療
従
事
者
も多
い
。

有
用
性
を

訴
え
て
い
き
た
い」と
話
し
て

い
る

。

上
毛
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
3

日
(
木
)

110 



組
み。
事
前
に
汗
や
水
な
ど
の

液
体
が
セ
ン
サ
ー
に
し
み
込
ん

だ
場
合
の
数
値
を
分
析
し
、
血

液
だ
け
に
反
応
す
る
よ
う
に
設

定
し
た。

セ
ン
サ
ー
は
銅
線
や
カ
ー
ボ

ン
な
ど
約
叩
種
類
の
素
材
で
実

験
を
繰
り
返
し
て
導
電
性
の
高

い
銀
メ
ッ
キ
繊
維
を
採
用
し
、

包
帯
は
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け

た
中
心
部
に
水
分
が
浸
透
す
る

よ
う
に
特
別
な
編
み
方
で
製
造

し
た
。

既
に
特
許
を
出
願
し
た
。

北
陸
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
と
、
透

析
の
最
中
に
針
が
抜
け
て
も

患
者
に
痛
み
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
気
付
く
の
が
遅
れ
る
と

患
者
が
失
血
死
す
る
可
能
性

も
あ
る
。

血
液
漏
れ
を
検
知

す
る
商
品
は
流
通
し
て
い
る

が
、
汗
や
水
分
に
も
反
応
し
て

誤
作
動
を
起
こ
す
こ
と
が
少

な
く
な
く
、
安
全
性
の
高
い
商

品
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い

た
。

認
知
症
患
者
は
誤
っ
て
針
を

外
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る

た
め
、
包
帯
の
形
状
を
し
て
い

る
こ
と
で
患
者
に
安
心
感
を
与

え
る
効
果
に
も
期
待
で
き
る
と

い
う
。

価
格
は
既
存
商
品
よ
り

人工透析の北陸ウェブ、

安
く
設
定
す
る
予
定
で
、
医
療

機
器
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
売
り
込

む
。飴

谷
嘉
治
蔵
社
長
は「人
命

に
関
わ
る
商
品
な
の
で
万
一
に

も
不
具
合
が
生
じ
て
は
な
ら
な

い
。

患
者
が
安
心
し
て
透
析
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
役
立
て
て

も
ら
い
た
い」
と
話
し
た。

北
園
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
沼
田
(
土
)

り下水か耐性菌研究
山形大農学部など | 

抗
生
物
質
な
ど
の
薬
が
効
か
な
い
薬
剤
耐
性
菌
の
感
染
が
、
世
界
的
な
問
題
に
な
っ
て
い
る

。

山
形
大
農
学
部(鶴
岡
市
)な
ど
は
体
内
か
ら
の
排
せ
つ
物
が
集
ま
る
下
水
処
理
場
に
着
目
し
、

耐
性
菌
の
地
域
的
な
傾
向
を
確
か
め
る
た
め
、
今
月
下
旬
か
ら
仙
台
市
内
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
う。
デ
l

タ
を
集
め
、
よ
り
効
果
的
な
処
方
薬
の
選
択
な
ど
に
結
び
付
け
た
い
と
し
て
い
る

。

仙
台
で
調
査
ヘ

宮
崎
大
、
金
沢
大
、
東
北
大

と
の
共
同
研
究
で
、
同
学
部
の

渡
邦
最
教
授
が
代
表
者
を
務
め

る
。
①
下
水
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
よ
る
耐
性
菌
の
検
知②
下
水

処
理
場
に
お
け
る
耐
性
菌
拡
大

防
止
技
術
の
評
価③
処
理
場
か

ら
の
放
流
水
に
含
ま
れ
る
耐
性

菌
の
リ
ス
ク
評
価
ー
に
取
り
組

み
、
同
学
部
は①
を
東
北
大
、

③
を
宮
崎
大
と
そ
れ
ぞ
れ
担

う
。

科
学
技
術
振
興
機
構
の
凶

年
度
未
来
社
会
創
造
事
業
に
昨

年
日
月
、
採
択
さ
れ
た
。

①
の
対
象
と
な
る
の
は
、
仙

台
市
の
南
蒲
生
浄
化
セ
ン
タ

ー
。

岡
市
の
下
水
の
約7
割
を

処
理
し
て
い
る
施
設
で
、
流
入

水
に
含
ま
れ
る
耐
性
菌
を
調
査

す
る
。

岡
市
の
東
北
大
病
院
の

医
療
安
全

処
方
薬
に
生
か
す

排
水
と
も
比
較
し
、
市
内
で
ま

ん
延
し
て
い
る
耐
性
菌
が
医
療

機
関
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
可

能
性
な
ど
、
リ
ス
ク
検
知
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
図
る。
引
年
3

月
ま
で
月2
回
ほ
ど
の
ぺl
ス

で
調
べ
る。

耐
性
菌
は
、
薬
を
細
胞
内
か

ら
排
出
し
た
り
、
化
学
反
応
で

分
解
し
た
り
す
る
こ
と
で
薬
の

効
き
目
を
弱
め
る
と
さ
れ
、
日

年
に
世
界
で
少
な
く
と
も
叩
万

人
が
耐
性
菌
が
原
因
で
亡
く
な

っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る。
何
も

対
策
を
取
ら
な
け
れ
ば
印
年
に

は
死
者
が1
千
万
人
に
増
え
る

と
の
予
測
も
あ
る。
国
は
行
動

計
画
(凶
i

初
年
度
)
を
作
っ

た
も
の
の
、
医
療
機
関
に
行
か

な
い
人
の
デl
タ
取
得
な
ど
が

課
題
と
な
っ
て
い
た。

同
学
部
は
口
年
度
か
ら
、
東

南
ア
ジ
ア
で
下
水
に
含
ま
れ
る

耐
性
菌
の
調
査
も
行
っ
て
い

る
。

渡
部
教
授
は
「
生
活
環
境

に
潜
む
耐
性
菌
の
リ
ス
ク
を
調

べ
、
病
原
菌
の
耐
性
率
低
下
や

新
た
な
抗
菌
薬
を
開
発
す
る
判

断
材
料
の
獲
得
、
下
水
処
理
技

術
の
向
上
な
ど
に
役
立
て
た

い
」
と
話
し
て
い
る。

(三
沢
秀
樹)

山
形
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
5

日
(
土
)

1
 

1
 

1
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医
薬
副
作
用
の
情
報

国
立
病
院

元
化

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
(
東
京
・
中
央
)
な
ど
が
運
営
す
る
国
立
病
院
が
医
薬
品

の
使
用
法
や
副
作
用
な
ど
を
ま
と
め
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
(
D
B
)の
一
元
化
に
乗
り
出

す
。

登
録
さ
れ
た
デl
タ
を
人
工
知
能
(
A
I
)が
分
析
し
、
現
場
の
医
師
ら
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
に
迅
速
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
が
ん
や
感
染
症
な
ど
で
最
先
端
の

医
療
に
取
り
組
む
国
立
の
施
設
問
で
の
情
報
共
有
を
進
め
、
医
療
の
質
を
底
上
げ
す
る

狙
い
だ
。

A
I

で
照
会
に
迅
速
回
答

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
ヘ

D
B

は
ま
ず
国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院

(
同
)
、
同
セ
ン
タ
ー
東
病

院
(
千
葉
県
相
市
)
、国立

国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病

院
(
東
京・
新
宿
)
で
運
用

災
害
時
に
医
薬
品
や
薬
剤
師

を
地
域
に
配
置
し
た
り
調
整
し

た
り
す
る
釜
暴
事
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ1
を
増
や
す
た
め
、
県

と
県
薬
剤
師
会
が
開
催
し
て
い

る
養
成
研
修
が6
年
目
を
迎
え

た
。

災
害
医
療
の
現
場
に
は
欠

か
せ
な
い
役
割
を
担
っ
て
い
る

同
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タl
の
養
成

に
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
の
は
全
国
的
に

を
開
始。
2
1
3

年
後
を
め

ど
に
、
国
民
の
健
康
に重大

な
影
響
が
あ
る
病
気
や
難
病

の
治
療
を
手
掛
け
る
他
の
国

立
高
度
専
門
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
の
病
院
に
も
対
象
を
広

に薬供給
調整役

げ
る
予
定
だ。

D
B

に
は
各
病
院
が
医
薬

品
の
副
作
用
な
ど
の
情
報
を

登
録
す
る
。
同
じ
薬
で
も
、

合
併
症
を
持
つ
患
者
や
容
体

が
変
化
し
た
場
合
な
ど
で
は 通

常
と
使
用
法
が
異
な
る
ケ

ー
ス
が
あ
り
、
使
う
タ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
も
記
載
す
る
。

各
病
院
の
医
師
な
ど
が
医

薬
品
の
使
用
法
に
関
す
る

質
問
を
入
力
す
る
と
、
A

I

が
登
録
さ
れ
た
情
報
を

解
析
し
、
適
切
な
回
答
を
示

す
。従

来
は
病
院
ご
と
に
、
医

薬
品
の
使
用
管
理
の
専
門
部

署
に
所
属
す
る
薬
剤
師
が
、

医
師
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
受

け
る
た
び
に
、
使
用
法
を
確

認
し
て
回
答
し
て
い
た
。

手

元
に
資
料
が
な
い
場
合
は
、

県
主
体
の
養
成
研
修
6

年
目

集
め
た
研
修
会。
災
害
発
生4

日
後
を
想
定
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

近
隣
同
士
の
市
町
職
員
と
薬

剤
師
で
つ
く
っ
た
各
グ
ル
ー
プ

が
各
エ
リ
ア
の
地
図
上
に
、
救

護
所
と
医
薬
品
の
卸
業
者
の
位

置
を
マ
ー
ク
し
、
供
給
ル
1

ト

医行恋福費国立がん研究センターなどが導入する震薬品DBのイメージ
薬うかい師
旦 。 る合が
京ケわ医
誕 !せ薬

スる品
用 もなメ
実あど l
績 つ時力
でた間 l

医
薬
品
の
安
全剤師連携向上

デ
ィ
ネl
タ
l

は
各
担
当
エ
リ

ア
を
僻
撒(ふ
か
ん)し
て
さ
ま

ざ
ま
な
調
整
を
す
る
必
要
が
あ

る
。

地
図
を
用
い
た
訓
練
で
そ

う
い
っ
た
力
を
養
う
こ
と
が
で

き
る
」
と
強
調
す
る。
研
修
に

参
加
し
た
沼
樟
薬
剤
師
会
の
山

口
宜
子
副
会
長
(
臼
)は
「
災
害

①医薬品の
情報を入力

は
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
は

抗
が
ん
剤
、診
断
や
治
療
の

難
し
い
感
染
症
を
重
点
的
に

手
掛
け
る
国
際
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
は
感
染
症
に
関
す
る

薬
品
が
放
置
さ
れ
た
り
す
る
状

況
が
生
ま
れ
た。
本
県
で
は
日

年
か
ら
養
成
事
業
を
制
度
化

し
、
県
薬
剤
師
会
の
推
薦
し
た

薬
剤
師
に
委
嘱
し
て
い
る
。

コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タl
数
は
現
在
、

1
4
0

人
。

研
修
は
毎
年
静
岡
、

浜
松
、
沼
津
の3
市
で
行
っ
て

い
る
。

県
薬
剤
師
会
の
担
当
者
は

「
災
室
暴
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

薬
な
ど
、
病
院
ご
と
に
使
用

経
験
が
豊
富
な
薬
は
異
な

る
。

「
各
病
院
の
情
報
を
持

ち
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
確
認

作
業
が
省
力
化
で
き

、

一
刻

も
早
い
薬
の
投
与
が
必
要
な

場
合
、
迅
速
な
対
応
が
期
待

で
き
る
」
(国
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
)

今
後
はA
I

の
精
度
を
高

め
、
よ
り
適
切
な
使
用
法

を
素
早
く
示
せ
る
よ
う
シ
ス

テ
ム
を
改
良
す
る
。

国
立
病

院
の
中
に
は
薬
剤
師
の
人
数

が
十
分
で
な
い
小
規
模
な
施

設
も
あ
り
、
将
来
は
こ
う
し

た
施
設
で
の
運
用
も
目
指

す
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
世
間
日
(
水
)

先
進
的
な
取
り
組
み

岡
山
大
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合

研
究
科
災
害
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
講
座
・

渡
辺
暁
洋
助
教
(
薬
剤

師
)の
話
全
国
で
は
徳
島
、
高

知
、
熊
本
県
内
な
ど
で
災
害
薬
事

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タl
の
養
成
に
力

を
入
れ
て
い
る。
県
が
主
体
的
に

養
成
に
関
わ
っ
て
い
る
の
は
静
岡

県
だ
け
に
み
ら
れ
る
特
徴

。

災
害

を
想
定
し
た
実
践
的
な
研
修
を
何

112 
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も
少
な
い。
口
日
は
阪
神
・
淡
路

大
震
災
発
生
か
らM年
。

自
治

体
職
員
と
地
域
の
薬
剤
師
が
、

相
五
連
携
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ロ
月
下
旬
、
沼
津
市
内
で
聞

か
れ
た
県
東
部
の
薬
剤
師
や
保

健
所
職
員
、
市
町
担
当
者
ら
を

命を救え大規模災害

被災時
腕磨く

も
書
き
込
ん
だ
。

道
路
の
寸
断

や
通
信
機
器
の
不
通
な
ど
も
想

定
し
て
被
害
の
大
き
さ
ご
と
に

対
応
策
を
変
え
る
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
状
況
に
応
じ
た
行
動
が
取

れ
る
よF
尋
拍
し
合
っ
た
。

韓
請
の
伊
東
市
民
病
院
の
瀬

戸
弘
和
主
任
薬
剤
師
は
「
コ

l

発
生
後、
地
域
の
状
況
を
い
か

に
素
早
く
把
握
す
る
か
が
重
要

だ
と
感
じ
た
」
と
振
り
返
っ
た

。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タl
の
必
要

性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
は

2
0
1
1

年
の
東
日
本
大
震

災
。

必
要
な
場
所
に
医
薬
品
が

届
か
な
か
っ
た
り
、
余
っ
た
医

自治体と薬
ー
は
災
害
発
生
後
、
県
の
災
害

対
策
本
部
や
各
地
の
方
面
本
部

に
配
置
さ
れ
、
行
政
職
員
に
助

言
す
る
立
場。
研
修
を
通
し
て

E
い
に
顔
の
見
え
る
関
係
を
つ

く
る
こ
と
が
重
要
」
と
話
し
た

。

(東
部
総
局・
中
原
僚
介)

技
能
指
導
官
に
お
歳
警
部
補

全
国
的
に
地
震
や
水
害
な
ど
の

自
然
災
害
が
相
次
ぐ
な
か
、
災
害

救
助
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
後
輩
の
警
察

官
に
伝
え
る
技
能
指
導
官
が
大
阪

府
警
に
初
め
て
誕
生
し
た。
警
備

部
第
1

機
動
隊
の
北
村
仁
警
部
補

(犯
)。

府
警
は
優
秀
な
技
術
を
持

つ
警
察
官
を
技
能
指
導
官
と
し
て

任
命
す
る
制
度
を
導
入
し
て
い
た

が
、
経
験
年
数
の
基
準
が
壁
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
災
害
救
助
の
分
野

で
の
指
定
は
な
か
っ
た。

「救
助
器
具
を
設
置
す
る
場

合
は
、
被
災
者
の
頭
は
ど
こ
に

あ
る
か
、
救
助
活
動
中
に
ぶ
つ

け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
細
心
の

注
意
が
必
要」

大阪府警 ノウハウ伝承ヘ抜擢

昨
年
日
月
下
旬、

堺
市
の
訓

練
施
設
で
、
北
村
さ
ん
は
広
声

器
を
手
に
、
ほ
か
の
隊
員
に
救

助
器
具
の
構
造
や
使
用
の
注
意

点
を
細
か
く
伝
え
て
い
た。

北
村
さ
ん
は
平
成
四
年
に
巡

査
を
拝
命。
警
備
畑
を
歩
み
、

幻
年
4

月
か
ら
大
規
模
災
害
の

現
場
に
出
動
す
る
「広
域
緊
急

援
助
隊
特
別
救
助
班」
の
班
長

と
な
り
、
熊
本
地
震
(お
年
)

や
九
州
北
部
豪
雨(却
年
)
、

昨
年
7

月
の
西
日
本
豪
雨
に
出

動
し
、
現
場
指
揮
し
た。

災
害
現
場
で
は
迅
速
な
判
断

が
迫
ら
れ
る。
地
図
な
ど
の
資

料
に
加
え
、
住
民
ら
へ
の
聞
き

取
り
で
災
害
前
の
地
形
や
住
宅

の
位
置
を
把
握
し
、
土
砂
や
水

の
流
れ
を
推
測
し
な
が
ら
捜
索 す

る
場
所
を
決
め
る。

北
村
さ
ん
は
ロl
プ
レ
ス
キ

ュ
ー
や
応
急
救
護
な
ど
災
害
救

助
に
関
連
す
るU
種
の
資
格
や

講
習
の
修
了
証
を
取
得
し
て
い

る
ほ
か
、
建
築
学
や
地
質
学
に

も
取
り
組
ん
で
い
る。

「現
場
で
迷
い
が
生
じ
れ

ば
、
そ
の
姿
を
見
た
被
災
者
を

不
安
に
さ
せ
て
し
ま
う。
詳
細

な
知
識
を
身
に
つ
け
な
け
れ

ば
、
迅
速
で
的
確
な
判
断
は
で

き
な
い
」
と
話
す。

人
材
育
成
の
た
め
各
都
道
府

県
警
で
も
導
入
さ
れ
て
い
る
技

能
指
導
官
制
度。
府
警
で
は7

年
の
導
入
後
、
捜
査
な
ど
の
分

野
で
毎
年
初
人
前
後
が
指
定
さ

れ
て
い
る
が
、
災
害
救
助
に
関

し
て
は
「原
則
と
し
て
必
歳
以

災
害
に
備
え
る

上
で
、
専
門
的
技
術
に
係
る
実

務
経
験
が
通
算
し
て
四
年
以

上
」
と
す
る
基
準
が
ハ
ー
ド
ル

と
な
っ
て
い
た。

機
動
隊
は
厳
し
い
環
境
の
中

で
任
務
を
続
け
る
体
力
も
必

要
。

3
1
5

年
で
刑
事
や
交
通

な
ど
別
の
所
属
に
異
動
す
る
こ

と
も
多
く
、
災
害
救
助
の
技
能

指
導
官
は
全
国
的
に
も
限
ら
れ

て
い
る
。

北
村
さ
ん
も
昨
年8
月
の
選

考
時
点
で
「年
齢
犯
歳
・
実
務

経
験
日
年
」
だ
っ
た
。

た
だ
自

然
災
害
の
多
発
を
受
け
て
「原

則
に
と
ら
わ
れ
ず
、
技
能
指
導

官
の
指
定
が
必
要」
(府
警
幹

部
)
と
判
断。
内
部
選
考
を
経

て
、
同
年
目
月
に
指
定
さ
れ
た

。

北
村
さ
ん
は
災
害
に
同
じ
現 度

も
繰
り
、
空
9
な
ど
、
自
治
体
職

員
と
薬
剤
師
の
連
携
や
災
害
対
応

能
力
を
高
め
て
い
る
。

全
国
的
に

も
先
進
的
な
取
り
組
み
だ
。

静
岡
新
聞

・
夕
刊

2
0
1
9

年
1

月
時
日
(
水
)

場
は
な
く
、
常
に
変
化
す
る

「生
き
物
」と
考
え
て
い
る。
技

能
指
導
宮
と
な
っ
た
今
も「救

助
器
具
も
災
害
救
助
に
関
す
る

情
報
も
日
々
変
化
し
て
い
る

。

常
に
勉
強
し
、
訓
練
を
重
ね
る

必
要
が
あ
る」と
話
し
て
い
る。

薗
温

技
能
指
導
官
専
門

'
』

的
な
知
識
や
技
術
を
効

率
的
に
継
承
す
る
た
め
に
特
定

の
警
察
官
を
指
定
す
る
制
度
。

警
察
庁
が
指
定
す
る「広
域
技

能
指
導
官」
と
都
道
府
県
警
が

指
定
す
る
「技
能
指
導
官」
が

あ
る
。

大
阪
府
警
は
平
成7
年

に
導
入
し
、
指
紋
鑑
定
や
職
務

質
問
な
ど
の
分
野
が
あ
る
。

毎

年
初
人
前
後
が
選
ば
れ
、
現
在

1
1
6

人
が
技
能
指
導
官
と
し

て
活
動
。

広
域
技
能
指
導
官

は
、
都
道
府
県
警
の
技
能
指
導

官
の
中
か
ら
選
ば
れ
る。

産

経
(
大
阪
)・夕
刊

2
0
1
9

年
1

月
お
日
(
水
)
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む
。
地
区
の
中
心
的
な
医
療
掘
る
。
谷
本
院
長
は
「
再
び

機
関
だ
が
被
災
か
ら
約
1

カ

災
害
が
起
き
て
も
被
害
を
最

月
間
診
察
で
き
ず
、
入
院
患
小
限
に
抑
え
、
地
域
を
支
え

者
約
1
0
0

人
は
全
て
転
院
た
い
」
と
強
調
す
る
。

し
た
。
以
前
の
体
制
は
整
わ
小
規
模
の
医
院
な
ど
で
は

ず
、
入
院
は
今
も
受
け
入
れ
ハ
ー
ド
面
の
対
策
を
進
め
る

で
き
な
い
。
谷
本
康
信
院
長
の
は
容
易
で
は
な
い
。
平
屋

対
応
や
食
料
の
備
蓄
方
法
、
は
「
地
域
住
民
に
は
負
担
を
の
施
設
が
水
没
し
た
倉
敷
市

自
治
体
と
の
連
絡
体
制
な
ど
か
け
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
内
の
あ
る
診
療
所
は
床
を
高

を
定
め
る
。
村
松
院
長
は
「
患
話
す
。
く
し
て
建
て
替
え
る
こ
と
も

者
の
安
全
と
病
院
の
機
能
を
目
指
す
の
は
災
害
に
強
い
検
討
し
た
が
、
費
用
が
か
さ

保
つ
た
め
、
災
害
の
規
模
に
病
院
だ
。
豪
雨
に
よ
る
停
電
む
た
め
断
念
。
元
の
建
物
を

応
じ
た
細
か
な
対
応
策
を
示
で
は

6

時
間
分
の
非
常
用
電
改
修
し
て
1

月
上
旬
か
ら
診

し
た
い
」
と
話
す
。
源
を
使
い
切
っ
て
急
き
ょ
発
察
を
再
開
し
た
。
院
長
の
男

川
の
氾
濫
で1
階
が
浸
水
電
機
を
集
め
た
経
験
か
ら
、
性
(
市
)
は
「
川
が
氾
濫
し

し
た
広
島
県
三
原
市
の
本
郷
約3
日
間
使
え
る
大
型
の
非
な
い
よ
う
行
政
の
対
策
に
頼

中
央
病
院
で
は
、4月
の
全
常
用
電
源
を
導
入
す
る
。
水
る
ほ
か
な
い
」
と
話
し
た
。

面
復
旧
を
見
込
み
工
事
が
進
道
の
断
水
に
備
え
、
井
戸
も

厚
生
労
働
省
は
地
震
や
水
害
で
同
省
担
当
者
は
「
対
策
が
講
じ

被
災
し
て
も
医
療
機
能
が
失
わ
れ
ら
れ
て
い
れ
ば
、
被
害
を
抑
え
ら

な
い
よ
う
各
病
院
に
事
業
継
続
計
れ
た
可
能
性
も
あ
る
」
と
指
摘
す

画
(
B
C
P
)の
策
定
を
呼
び
か
る
。

け
て
い
る
。B
C
P

は
災
害
に
備
災
害
医
療
に
詳
し
い
神
戸
学
院

え
た
事
前
対
策
や
被
災
後
に
診
療
大
の
中
田
敬
司
教
授
は
「
医
療
機

体
制
を
立
て
直
す
手
順
な
ど
を
定
関
は
災
害
時
に
負
傷
者
を
救
助
す

め
た
も
の
で
、
経
済
的
被
害
を
軽
る
拠
点
と
な
る
た
め
、
機
能
が
維

減
す
る
た
め
民
間
企
業
で
広
く
導
持
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
。
人
手
の

入
さ
れ
て
い
る
。
少
な
い
医
院
で
も
機
器
の
配
置
を

救
命
救
急
の
中
心
と
な
る
「
災
見
直
し
た
り
訓
練
を
繰
り
返
し
た

害
拠
点
病
院
」
に
はBC
P

の
策
り
す
る
な
ど
日
ご
ろ
の
備
え
を
進

定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
め
る
こ
と
で
、
診
療
の
再
開
を
阜

西
日
本
豪
雨
で
被
災
し
た
町
医
療
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
指
摘
し

機
関
の
大
半
は
同
病
院
に
指
定
さ
て
い
る
。

れ
て
い
な
い
小
規
模
施
設
で
、
B

C
P

が
な
い
ケl
ス
が
多
か
っ
た

と
み
ら
れ
る
。

災
害
に
備
え
る

ヲ丙
|完
強ミ
く

2
0
1
8

年
7

月
の
西
日
本
豪
雨
で
被
害
を
受
け
た
医
療
機
関
が
教

訓
を
生
か
し
な
が
ら
全
面
復
旧
を
急
い
で
い
る
。
水
害
時
の
電
力
維
持

の
た
め
に
関
連
設
備
を
高
い
場
所
へ
と
移
設
、
断
水
に
備
え
て
井
戸
を

掘
る
。
非
常
時
の
対
応
な
ど
を
定
め
た
事
業
継
続
計
画

(
B
C
P
)の

策
定
も
進
め
る
。
医
療
機
関
の
立
て
直
し
が
遅
れ
る
と
地
域
へ
の
影
響

は
大
き
い
。
専
門
家
は
「
迅
速
な
診
療
再
開
に
は
日
ご
ろ
の
備
え
が
重

要
」
と
指
摘
す
る
。
(
大
畑
圭
次
郎
)

被災した病院が
取り組んでいる
災害対策の主な例

。電力設備を高い場所
へ移設する

。 非常用電源を大型の
ものに交換する

。断水に備えて井戸を
新設する

。診療体制の立て直し
手順など事業継続計
画 (B C P) を策定
する

(注)医療機関への取材
に基づく

河
川
の
増
水
で
広
い
エ
リ

ア
が
浸
水
し
た
岡
山
県
倉
敷

市
真
備
町
地
区
。2
月
に
全

面
復
旧
を
予
定
す
る
「
ま
び

記
念
病
院
」
の
横
に
は
高
さ

4
M
の
鉄
製
の
や
ぐ
ら
が
新

た
に
設
け
ら
れ
、
病
院
に
電

力
を
供
給
す
る
受
電
設
備
や

非
常
用
電
源
が
置
か
れ
て
い た

。
村
松
友
義
院
長
は
「
復

旧
に
は
想
定
よ
り
も
時
聞
が

か
か
っ
た
が
、
同
じ
規
模
の

水
害
が
起
き
て
も
電
力
は
確

保
で
き
る
」
と
話
す
。

豪
雨
で
同
病
院
は
高
さ
約

3
M
ま
で
水
没
。-
M
の
土

台
上
に
あ
っ
た
屋
外
の
受
電

設
備
も
浸
水
し
て
院
内
は
全 て

停
電
し
た。
災
害
時
の
対

応
を
決
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
も

な
く
、
患
者
を
避
難
さ
せ
る

か
ど
う
か
で
混
乱
も
生
じ

た
。
同
年7
月
末
か
ら
プ
レ

ハ
ブ
な
ど
で
診
察
を
再
開
し

た
が
当
初
は
電
力
が
復
活
し

な
い
状
況
。
可
能
な
検
査
な

ど
が
限
定
さ
れ
、
通
院
す
る

男
性
(
剖
)
は
「
検
査
の
た
め

岡
山
市
ま
で
行
か
ね
ば
な
ら

ず
大
変
だ
っ
た
」
と
漏
ら
す
。

同
病
院
は
災
害
に
備
え
て

電
力
確
保
の
ほ
か
、
職
員
ら

が
冷
静
に
対
応
で
き
る
よ
う

B
C
P

の
策
定
を
決
定。
近

く
検
討
会
を
つ
く
り
、
初
動

真備など診療再開すぐに

小規模で、も BCP
厚労省、策定促す

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
7

日
(
月
)
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まび記念病院
ア
ヵ
月
ぶ
り

来
月
か
ら
M
科
体
制

2月 1 日から 14!~療科体制で全業務を再開するまび記念病院
(画像の一部を加工しています)

ま
び
記
念
病
院
は
昨
年7
月

の
豪
雨
で
機
能
停
止
に
追
い
込

ま
れ
た
が
、
同
月
中
に
屋
外
仮

設
施
設
で
内
制
、
外
税
、
小
児

-
斜
の
外
来
業
務
を
再
開。

9

月

に
は
4
階
建
て
病
棟
の2
階
を

拠
点
に
診
療
斜
を
ー
ま
で
増
や

し
、
十
分
な
電
力
を
確
保
で
き

1

階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
柱
に
は
浸
水
水
位
と
同
じ
高
さ
に

綿
が
引
い
て
あ
る

災
害
に
備
え
る

た
ロ
月
か
ら
は
再
び
入
院
患
者

を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
住
民
の

医
療
ニl
ズ
に
応
え
る
た
め
急

ピ
ッ
チ
で
復
旧
を
進
め
て
き

た
。

新
た
な
診
療
体
制
は
、
現
状

の
内
斜
、
外
斜
、
小
児
糾
、
整
形

外
斜
、
皮
膚
斜
、
泌
尿
器
斜
、
胃

腸
税
、
放
射
線
税
、
呼
吸
器
内

税
、
循
環
器
内
制
、
人
工
透
析

内
糾
に
、
リ
ウ
マ
チ
斜
、
眼
斜
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
糾
を
加

え
た
日
斜。
-
階
リ
ハ
ビ
リ
室

を
以
前
よ
り
広
げ
て
専
門
性
の

高
い
心
臓
、
呼
吸
器
疾
患
の
患

者
ら
に
も
対
応
す
る
。

受
診
者

が
多
い
リ
ウ
マ
チ
税
は
専
門
医

を
配
置
し
て
強
化
す
る
。

病
床

数
は
幼
か
ら
元
の
加
に
戻
す
。

-
階
の
工
事
は
今
月
中
旬
に

完
了。
水
没
し
た
磁
気
共
鳴
画

像
装
置
(M
R
I
)や
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
装
置(C

T
)
を
新
た
に
設
置
し
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
1

ル
の
柱
に
は
豪

雨
の
記
録
を
残
す
た
め
、
浸
水

時
の
水
位
(約
3

・
3

M
)
と

同
じ
高
さ
に
線
を
引
い
た

。

同
病
院
に
よ
る
と
、
被
災
以

降
減
少
し
た
受
診
者
数
は
復
旧

の
進
展
と
と
も
に
回
復
。

7
、

8

月
は
1

日
平
均
印
人
と
通
常

の
5

分
の1
に
と
ど
ま
っ
た
が
、 病

棟
外
来
が
再
開
し
た
9

月
以
降

は
1
5
0
1
2
0
0

人
ま
で
戻
っ

た
。

仮
設
住
宅
な
ど
へ
移
っ
た
患

者
の
多
く
も
、
診
療
デ

l

タ
を
共

有
す
る
倉
敷
、
総
社
市
の
関
連

2

医
療
機
関
で
受
け
入
れ
て
お

り

「全
体
で
み
れ
ば
落
ち
込
み

は
限
定
的。

『復
旧
し
た
ら
ま

び
記
念
病
院
に
戻
る』
と
話
す

人
も
多
い」
と
村
上
和
春
理
事

長
は
言
う。

財
政
状
況
の
安
定
化
を
図
る

た
め
職
員
の
減
給
を
行
い
、
離

職
者
も
出
た
が
、
現
在
は
業
務

再
開
に
必
要
な
ス
タ
ッ
フ
を
確

保
。

給
料
も2
月
か
ら
従
来
基

準
に
戻
せ
る
状
況
と
い
う
。

村

上
理
事
長
は
「職
員
た
ち
が
頑

張
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
前
進

で
き
た。
充
実
し
た
医
療
を
提

供
し
、
復
興
を
目
指
す
地
域
住

民
の
人
生
を
し
っ
か
り
支
え
て

い
き
た
い
」
と
力
を
込
め
る。

(安
部
晃
将)

山
陽
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
泊
目
(
火
)

西
日
本
豪
雨
で
一
時
は
機
能
を
失
う
被
害
を
受
け
た
倉
敷
市
真
備
町
地
区
の
中
核

医
療
機
関
「ま
び
記
念
病
院」
(
同
町
川
辺)
は
2

月
1

日
、
約7
カ
月
ぷ
り
に
全

業
務
を
再
開
す
る。

水
没
し
た1
階
の
修
繕
を
終
え
、
検
査
機
器
も
新
調
し
て
凶
診

療
糾
体
制
を
整
備
。

リ
ハ
ビ
リ
設
備
を
拡
充
す
る
な
ど
被
災
前
よ
り
機
能
を
強
化
し
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
。
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三文乏

'白雪
幸辰

吉町
議東
宮旦豆

イヒ
，、、

広島県は2019年度、医療機関が災害時に都道府県の垣根を

越えて'情報を共有する厚生労働省のシステムを、県内の医療

機関が使いこなすための訓練を強化する方針を固めた。西日

本豪雨では、発生翌日の段階で患者の受け入れ状況をはじめ

情報がほとんど入力されず、断水などへの素早い対応につな

げられなかったのを教訓にする。今後は入力率を高め、医療

チームの派遣先の素早い決定など、に生かす。(木原由維)

l 国の救急医療システム EMI.~

広島県入力率向上目指す

民間の災害拠点病院

断水対策を強化
政府、増設費を補助

政
府
は
災
害
時
の
診
療
機

能
を
強
化
す
る
た
め
、
但
時

間
体
制
で
緊
急
対
応
す
る
民

間
の
災
害
拠
点
病
院
を
対
象

に
給
水
設
備
の
強
化
を
支
援

す
る
。
昨
夏
の
西
日
本
豪
雨

の
際
に
中
国
・
四
園
地
方
で

は
一
部
の
病
院
で
断
水
が
発

生
し
て
い
た
。20
2
0

年

シ
ス
テ
ム
の
名
称
は
、
広
域

災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

「E
M
I
S」
。
被
災
地
の
医

療
機
関
は
建
物
の
倒
壊
の
有
無

マ
電
気
や
水
の
供
給
状
況
マ
医

薬
品
や
衛
生
資
材
な
ど
の
不
足

マ
串
箸
の
受
け
入
れ
や
暫
員
の

確
保
の
状
況
ー
な
ど
を
入
力
で

き
る
。
都
道
府
県
は
情
報
を
基

に
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
足
り
な

い
医
療
機
関
に
災
室
諜
遺
医
療

匪蕗寵繭露語調

j 品

し!ま盟主
災
害
に
備
え
る

チ
ー
ム

(
D
M
A
T
)を派
遣

す
る
な
ど
の
対
策
を
練
る
。

広
島
県
内
で
は
病
院
や
診
療

所
な
ど
全2
0
1
5

施
設
がE

M
I
S
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

し
か
し
四
年7
月
6

日
に
各
地

で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
西

日
本
豪
雨
で
は
、
翌
日
の
7

日

午
前
9

時
現
在
で
入
力
し
て
い

た
の
は
0
・

9
%
の
日
施
設
だ

っ
た
。
そ
の
後
は
少
し
ず
つ
増

え
た
が
、8
日
午
前9
時
現
在

で
幻
・1
%
の
4
2
6

施
設
、

ロ
日
正
午
現
在
で
必
・
2
%
の

8
7
0

施
設
に
と
ど
ま
っ
た
。

こ
の
結
果
、
断
水
で
人
工
透

析
の
患
者
の
治
療
が
で
き
な
い と

い
っ
た
病
院
の
実
情
を
つ
か

め
ず
、
給
水
車
の
手
配
が
進
ま

な
い
な
ど
の
問
題
が
生
じ
た
と

い
う
。
県
は
入
力
率
が
低
か
っ

た
の
は
、
医
療
機
関
が
E
M
I

S

の
存
在
や
役
割
を
知
ら
な
か

っ
た
り
、
医
師
た
ち
に
操
作
方

法
が
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
り

し
た
の
が
原
因
と
み
て
い
る
。

こ
の
た
め
県
は
凶
年
度
、
県

ク
リ
ッ
ク
曳

E
M
l
S
(イ
1

ミ
ス
)

1
9
9
5

年
の
阪
神
大
震
災
で

一
部
の
医
療
機
関
に
患
者
が
集

中
し
、
医
師
た
ち
が
十
分
に
力

を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
の
を
受

け
て
、
厚
生
労
働
省
『
が
何
年
に

整
備
し
た
。
緊
急
(
エ
マ
1

ジ

エ
ン
シ
l
)
医
療
(
メ
デ
ィ
カ

ル
)
情
報
(
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
)
シ
ス
テ
ム
ー
の
頭
文
字

を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
入
力

さ
れ
た
情
報
を
、
全
国
の
自
治

体
や
災
害
派
遣
医
療
チl
ム

(
D
M
A
T
)、医
師
会
な
ど

が
確
認
し
、
支
援
チl
ム
の
編

成
や
手
配
に
つ
な
げ
る
。

度
ま
で
に
計
部
億
円
の
予
算

を
充
て
、
全
国12
0

以
上

の
民
間
施
設
に
設
備
の
増
設

費
用
を
補
助
す
る
。

大
災
害
で
も
自
前
で
水
を

確
保
で
き
る
よ
う
、
地
下
水

を
利
用
す
る
給
水
設
備
や
受

水
槽
を
整
備
す
る
。
災
害
で

断
水
し
た
場
合
で
も
病
院
の 診

療
機
能
を3
日
程
度
は
維

持
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
設

備
の
設
置
費
用
の3
分
の
ー

を
補
助
す
る
。

公
立
病
院
は
現
行
制
度
で

も
給
水
設
備
を
整
備
す
る
際

に
国
の
支
援
を
受
け
ら
れ

る
。
た
だ
、
民
間
施
設
は
公
共

性
が
高
い
活
動
を
し
な
が
ら 支

援
の
対
象
外
だ
っ
た
。
同

年
度
第2
次
補
正
予
算
案
と

四
年
度
予
算
案
に
そ
れ
ぞ
れ

日
億
円
ず
つ
を
計
上
し
た
。

西
日
本
豪
雨
で
は
広
域
で

断
水
が
発
生
し
た
。
自
衛
隊

の
給
水
車
が
出
動
し
、
災
害

拠
点
病
院
で
診
療
機
能
を
失

う
事
態
は
免
れ
た
が
、
緊
急 時

の
安
定
的
な
給
水
に
課
題

を
残
し
た
。
政
府
は
そ
の
後
、

全
国8
0
0

カ
所
以
上
の
災

害
拠
点
病
院
や
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
の
給
水
設
備
を
調
査

し
た
。
民
間
と
公
立
の
計
2

0
7

施
設
で
は3
日
程
度
の

診
療
に
必
要
な
水
を
確
保
す

る
設
備
が
な
い
、
と
の
結
果

内
の
医
療
機
関
にE
M
I
Sの

役
割
や
入
力
方
法
を
教
え
る
研

修
会
を
開
い
た
り
、
関
係
者
の

連
携
を
深
め
る
訓
練
を
し
た
り

す
る
計
画
。
訓
練
の
指
導
役
を

担
う
人
材
と
し
て
、DM
A
T

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成
も

進
め
る
。
関
連
費
用
を
盛
り
込

ん
だ
凶
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
案
を
、2
月
6

日
に
開
会
予

定
の
県
議
会
定
例
会
に
提
出
す

る
方
針
で
い
る
。

E
M
I
Sを
巡
っ
て
は
、D

M
A
Tを
設
け
て
い
る
県
内
問

力
所
の
災
害
拠
点
病
院
は
、
ふ

だ
ん
か
ら
訓
練
を
重
ね
る
。
県

は
西
日
本
豪
雨
で
浮
か
ん
だ
課

題
を
踏
ま
え
て
凶
年9
月
に
福

山
市
、
日
月
に
広
島
市
西
区
で

緊
急
の
研
修
を
実
施
。
計
約
1

0
0

施
設
が
受
講
し
た
。

中
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
お
日
(
土
)

が
出
た
た
め
、
急
き
ょ
対
応

す
る
こ
と
に
し
た
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
幻
自
(
月
)
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人工透析患者自ら腹部に注入

避
難
、
停
電
の
影
響
受
け
ず

災
害
時
、
腎
機
能
が
低
下
し
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
患
者

に
は
、
巨
顛
間
治
療
が
受
け
ら
れ
な
い
不
安
が
つ
き
ま
と
う
。

そ
ん
な
中
、
災
害
時
に
獲
で
や
す
い
手
法
と
し
て
、
内
臓
を

覆
う
薄
い
膜
を
通
じ
血
液
中
の
老
廃
物
や
余
っ
た
水
分
を
除
く

「
腹
膜
透
析
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る

。

患
者
自
身
が
腹
部
に
透

析
液
を
入
れ
る
た
め
自
宅
や
避
難
先
で
も
可
能
だ

。

阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
も
病
院
が
被
災
し
た
り
、
避
難
し
た
り
し
て
、
通

院
に
よ
る
透
析
治
療
が
困
難
に
な
っ
た
事
例
も
あ
っ
た
と
い

い
、
県
内
で
も
普
及
し
つ
つ
あ
る
。
(

佐
藤
健
介)

「家
で
も
で
き
る
の
が
え
え
い
う
。

ね
」
。

腎
不
全
を
患
う
神
戸
市
腹
膜
透
析
に
は
機
械
で
透
析

東
灘
区
の
女
性(竹
)は
昨
年6

液
を
自
動
で
出
し
入
れ
す
る
方

月
か
ら
腹
膜
透
析
を
始
め
た
。

法
と
透
析
液
の
袋
を
自
ら
交
換

毎
日
朝
晩2
回
、
シ
ャ
ツ
を
ま
す
る
方
法
が
あ
り
、
女
性
は
後

く
り
上
げ
、
へ
そ
の
横
か
ら
体
者
。

「
王
動
な
の
で
停
電
に
影

内
に
通
し
た
管
の
先
を
透
析
液
響
さ
れ
ず
、
安
心
」
と
話
す

。

の
袋
に
つ
な
ぐ。

女
性
が
受
診
す
る
甲
南
病
院

き
っ
か
け
は
阪
神
・
淡
路
の
(
岡
市
東
灘
区
)
に
は
「
血
液

経
験。
自
宅
が
全
壊
し
た
当
時
浄
化
・
腎
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
、

を
思
い
返
し
「大
災
害
な
ど
で
医
師
や
看
護
師
ら
が
器
具
の
取

は
病
院
に
通
え
な
い
か
も
し
れ
り
付
け
や
使
い
方
を
教
え
て
く

な
い
」
と
の
不
安
を
感
じ
た
と
れ
た。
透
析
液
の
ス
ト
ッ
ク
や

普及率患者の 3勿程度

感
染
症
を
防
ぐ
薬
の
常
備
と
い

っ
た
避
難
時
の
対
応
な
ど
も
記

し
た
冊
子
も
渡
さ
れ
る
。

た
だ
、
日
本
透
析
医
学
会
に

よ
る
と
、
初
万
人
を
超
え
る
圏

内
の
透
析
患
者
の
う
ち
腹
膜
透

析
は
1

万
人
に
満
た
な
い。
同

セ
ン
タ
ー
部
長
の
藤
森
明
副
院

長
(印
)は
「
医
療
機
関
に
よ
っ Ej同jE事元担当~=I~:pt，'lI

新しい透析液

て
は
腹
膜
透
析
は
専
門
外
と
し

て
対
応
し
な
い
ケ
1

ス
も
あ

る
」
と
指
摘
す
る
。

そ
こ
で
、
国
は2
0
1
8

年

度
診
療
報
酬
改
定
で
、
腎
臓
病

患
者
に
腹
膜
透
析
を
含
む
治
療

の
選
択
股
を
十
分
説
明
し
た
場

合
に
報
酬
を
加
算
す
る
こ
と
に

し
た
。

藤
森
副
院
長
に
は
、
寮
火
後

の
停
電
や
断
水
で
血
液
透
析
が

滞
り
、
透
析
用
ベ
ッ
ド
が
負
傷

者
で
埋
ま
っ
た
記
憶
が
鮮
明
に

残
る
。

「
患
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
考
え
た
と
き
、
治
療
法

の
一
つ
と
し
て
、災
害
に
強
い

と
さ
れ
る
腹
膜
透
析
を
提
寒
す

る
こ
と
は
有
用
」
と
話
し
た
。

機
器
メ
ー
カ
ー
手
引
広
く
公
開

腹
膜
透
析
に
関
し
在
宅
透
析
機
器
メ

l

カ
ま
た
、
透
析
液
の
保
温
に
つ
い
て
、
ビ
ニ

ー
は
災
害
時
の
対
応
や
備
え
に
関
す
る
マ
一
一
l

ル
袋
に
密
封
しω
度
以
下
の
湯
に
つ
け
て

ユ
ア
ル
を
公
表
し
て
い
る
。

阪
神
・
淡
路
大
富
田
マ
抱
い
て
体
温
で
温
め
るー
と
い
っ
た

震
災
を
教
訓
に
、
透
析
施
設
の
損
壊
で
治
療
方
法
を
紹
介

。

食
事
に
つ
い
て
「不
足
し
た

を
受
け
ら
れ
な
い
事
態
を
繰
り
返
す
ま
い
と
熱
量
を
補
う
た
め
に
筋
肉
が
分
解
さ
れ
る
と

啓
発
を
進
め
る。

尿
毒
素
が
生
じ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
ご
は

機
器
メ
ー
カ
ー
「
バ
ク
ス
タ
1

」
(
墓
京)

ん
や
パ
ン
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
で
こ
ま
め
に

は
患
者
向
け
手
引
を
冊
子
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
す
る
よ
う
促
し
て
い
る

。

で
公
開。
透
析
液
や
交
換
キ
ッ
ト
の
ス
ト
ッ

(佐
藤
健
介)

ク
な
ど
持
ち
出
し
品
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る

ほ
か
、
避
難
先
で
は
透
析
の
場
所
や
時
間
を

確
保
す
る
た
め
、
患
者
で
あ
る
こ
と
を
申
し

出
て
相
談
す
る
よ
う
勧
め
て
い
る
。

災
害
に
備
え
る

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
9

年
1

月
問
自
(
土
)
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日本の歴史がスタートしました 。 l 少部数発…刊切ーシー悶

JNSE ・読み比べシリーズ
月刊切抜き速報@シリ ーズと連動し、テーマ別に編集。 朝臼 ・産経・日経・毎日 ・読売の全国紙に加え、
北海道から沖縄までのブロック紙 ・地方紙、専門紙、合計85紙より、局面の 「今J をタイムリーに
まとめて発行します。 月刊切抜き速報 @シリーズとあわせるととで、より深く読み比べできます。

KS ・月刊切抜き速報.シリーズ‘と併せて読みたいオススメの

JNSE.読み比べシリーズ
0単冊販売/随時発行 O既刊販売中 1 お求め・詳細は弊社ホームページへ。

各JNSEのテーマの最新記事につきましては、各別冊元の月刊切披き速報@シリーズをご覧ください。

なぜ ! 児童虐待遇告鰻多 3 万 7000 件 。 全国の新聞報道から 、 新しい施策のヒントに!児童虐待・児童福祉報道の主要記事を収録!

| シリーズ第 9弾子どもの慮待記事読み比べ⑨ I 

毎年増え続ける児童虐待
2018 年 1 -6月、警察の児童相談所への児童虐待遇告件

数は過去最多の 3 万 7000 件。その年、その年に起こる児

童虐待は、どの新聞社も社会問題として大きく取り上げてい

ます.

さまざまな視点から児童虐待に関する「今j を姻み、「こ

れから」を考えるため、全国 85 紙すべてをくまなく丁寧に

チェック、 1 冊の本としてまとめました。

全国で行われる「日本子ども虐待防止学会」に合わせて、

毎年発刊し、シリーズ第9弾となりました。

- 記事掲載期間/ 2017/ 10/6-2018/ 10/ 15

・ A4!j!1J 1 52 頁本体 2，3 1 5 円+税

・ 2018 年 11 月 22 日発刊

・ 月刊切按き速報@ r保育と幼児教育版J )JIJ冊

・ 収録コンテンツ

調査データ/しつけと虐待/児童相談所。司法

警察のいま/医療機関の取り組み/内密出産の

是非/児童養護施設・社会的養穫の施設のいま/

退所後支援の取り組み/里親ー特別養子縁組の

いま/;社説論説/連載
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月刊切飯き速報.. r福祉ニュース高齢福祉編JilIJ冊

・ 記事掲載期間/ 2015/2/ 1 4 -2018/2/23

・ A4判 120 頁 本体 2 ，000 円 +税

・ 2018 年 4 月 12 日発刊

E型開聖糎E支局首長蓮寺町E軍港引宿直

月刊切放き速報.. r医療と安全管理総集版JilIJ冊

. 記事掲穏期間/ 2011 /3/25- 201217/24 
・ A4判 72 頁本体 1 ，528 円 +税

・ 2013年 1 月 1 日発刊

圃置尋:Jilli毒事輩寵圭話回措置彊・・

月刊切抜き速報8 r福祉ニュース高齢福祉編j 別冊

・ 記事掲載期間/ 2015/4/ 12-2017/3/ 12

・ A4判 120 頁本体 2，000 円 +税

・ 2017 年 4 月 14 日発刊

E/?)"-~:7'翠霊屋霊?nI3I
月刊切鍍き速報" r福祉ニュース障害福祉編』 別冊

・ 記事掲載期間/ 2015/2/24-2018/9/ 15

・ A4判 96頁本体 1 ，800 円 +税

・ 2018 年 10 月 17 日発刊

-E霊童E霊童 htt'"
月刊切抜き速報ð r福祉ニュース高齢福祉編J)JIJ冊

. 記事掲載期間/ 2015/4/ 16-2016/5/20

・ A4判 1 20 頁本体 2，000 円+税

・ 2016 年 7 月 11 日発刊

-LG蓋E匿霊童霊';G
月刊切銭き速報.. r健康りてらしい』 別冊

. 記事掲載期間/ 1996/7/20-2018/6/26

・ A4判 120 頁本体 2，000 円+税

・ 2018 年 7 月 26 日発刊

「新聞 ・朝刊1 面コラム」と「社説・論説Jを総集!+PLUS KSで魅力UP! ... ・!~~~!経ー

新聞コラム読み比べ/社説・論説読み比べ司詰問t-…
。 講話の知恵袋に O 就i舌に

。受験小論文対策に 。 待合室に

1 年を締めくくり、新年の流れを掴む 日本の祝日から 「過去J r今J rこれから」を読む

新聞コラム読み比べ/社説・論説読み比べ

大晦日&元日版

新聞コラム読み比べ 22抗告喜男晶

月刊切抜き速報.. r教育版』別冊

・ A5 判 128 頁
・ 本体 1 ， 157 円+ 税

・ 2019 年 1 月 18 日発刊 -コラムニス卜の着想点やi由主翼性豊かな年末年始の

情景を読み比べ l 表現力・文章力の向上にも役立

つ 1 冊です。

私たち日本人は「大晦日と元日J Iζ特別な恩いが

ありますが、各新圏中土の報道にも特別感があります。

大晦日と元日という特別な 2 日間の 「新聞 ・ 朝刊
1 面コラム」と「社説 ・ 論説」を揺り、その年の時

代背景を表現した文章をお楽しみいただけます。

社説・論説読み比べ 湿抗告主君版

月刊切抜き速報" r教育版l別冊

・ A4~自IJ 160 頁

・ 本体 2 ，778 円+ 税

・ 2019 年 1 月 18 日発刊
・園面・・

各新聞社の主張や見方などを読み比べ!大晦日

と元日という局面を新たな展望と幅広い視点力、ら

ご覧いただけます。

新聞コラム読み比べ/社説・論説読み比べ

日本の祝日版
日本の祝日から厳選して総集し、 各新聞社の 「新聞 ・

朝刊 1 面コラムJ と「ネ主党 ・ 論説」から“祝日"報道

の読み比べをお楽しみいただける特別本です。

「成人の臼J r憲法記念日J rこどもの日J の 3つの祝

日を年毎に読み比べる楽しみをお届けいたします。

月刊旬版き速報@シリーズと併せてお読みいただく
ことでさらに魅力 UP!

JNSE ・読み比べシリーズについての詳しい内容・最新情報は |http://www.nihon-mic ∞ jp/ CI I ニホンーミツク NihonoMiと



日本の新聞大女女新しい魅力、提案します。

Nihon-Miと c。ょtd.
CREATIVE FARM GROUP 

http://www. n i hon ・ mic.co.jp

本誌から他の著作物への転載は禁止されております


